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C り 7 earng Sysre 全 3 巻 の 遼 成 


この 「CP ン M Learning System」 全 3 巻 は , 次 の よう に 構成 され て いま す . 
入門 CPM……… CPM が どの 様 な も の で ある か を 解説 し CPM を 使う た め の 基礎 
知識 、 日 常 よく 使う 各 コ マン ド の 実習 な ど を や さ し く 具体 的 に 解説 し 
ます . 
今 ま で CPM に つい て は 全く 知ら な か っ た 読者 で も , 本 書 に より CP/ 
M の 概要 を 理解 し , 一 通り CPM が 使え る よう に な れる よう 配慮 き 
れ て いま す . 
実 壮 CPM CP/M の 全 コ マン ド と , その ほとん どす べ て の 使い 方 を 徹底 的 か つや 
さ し く , 具体 的 に 実習 し な が ら 解 説 し ます . また , CPM の ハー ドウ 
ェ ア お よび ソフ トウ ェ ア の 構成 に つい て も 解説 し , CPM の 実用 例 と 
し て , CPM アセ ンプ ラ に よる マシ ン 語 開発 の 全 過 程 を 実習 し ます . 
本 書 は , 読者 が 本 格 的 に CPM を 使う よう に な っ た 場合 , CPM の 
コマ ンド ・ ハ ンド プ ブック と し て , 随時 参照 する こと に な る で し ょ う . 
応用 CPM……… CPM を さら に 深く 広く 応用 する 場合 に つい て の 解説 書 で す . マ クロ ・ 
アセ ンプ ブラ に よる マシ ン 語 開発 , シス テム ・ コ ー ル , 各種 高級 言語 の 
使用 例 ,。 アプリケーション や ユー ティ リティ の 実行 な ども , 分 か り 易 
い 実 行 例 に 基づい て 解説 し ます . さら に CPM の 内 部 構造 , BIOS の 
詳細 な ど , 本 格 的 な を CP プ M ユー ザー と し て , いずれ は 必要 と な る 知 
識 を 提供 し ます . 
各巻 は それ ぞ れ に まとまっ て いま す の で , 必要 に 応じ て どの 巻 を 手 に され て も 利用 する こと が で き 
ます 。 
本 シリ ー ズ は , CPM version 2 . 2 を 基 に し て 書か れ て いま す が , I 旧 バー ジョ ン で ある , Version 
1 . 4 を 使う 場合 の こと を 考慮 し , 共通 で な い コ マン ド に つい て は , その つど 注意 書き を 付け 加え て あ 
り ま す . 


CP/M は Digital Research 社 の 登録 商標 で す . 
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才 寺 7 実 南 C グ ル / な 


本 書 は , 本 書 の み で , CPM の 実用 書 と し て 活用 で きる よう に , すべ て の コマ ンド の , その ほとん 
どの 使い 方 を 実例 で 具体 的 に 解説 し て いま す , よっ て , 既刊 「 入 門 CPM」 と 重複 する 部 分 も 敢えて 
解説 し て いま す (より 高度 に 解説 ). ・ 

し か し , 基本 的 に は 「 入 門 CP ン M」 の 意図 する , CP ン M の 基礎 知識 は 。 すでに ある も の と し て 構 
成 され て いま す の で , "これ か ら CPM を ……? と いう 方 は 。 ぜひ 「 入 門 CPM」 も 合わ せ て ご 覧 
下さ きい. 

本 書 は , 具体 的 な 実行 例 り スト を , 紙面 の 許す 限り , た くさ ん 載せ まし た . これ ら の リス ト は , C 
P ン M ュ ユー ザー に よる キー 入力 部 分 と 、。 そ れ に 対す る CP/M の 応答 を , よく 対比 し て 読ん で 下さ い . き 
っ と, 文章 に よる 解説 以上 の 理解 が 得 ら れる こと と 思い ます . 

また , 本 書 で 示さ れ て いる 実行 例 は ,。 それ ぞ れ の コマ ンド を 解説 する た め の , 一 つの 例 に すぎ ず , 
使い 方 に よっ て , いく ら で も バリ エー ショ ン が 可能 で す . 本 書 は , その How To Use の 基本 を , わか 
りや すく 提供 する こと を 第 1 の 目的 と し て いま す . 
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姓 考 まえがき 


既刊 の CPM シリ ー ズ 第 1 巻 「 入 門 CPM」 は , 各 方 面 の 多く の 方 々 か ら , 大 変 好評 を 頂い て 
お り ,「 早 く 続 巻 を 出し て ほし い 」 と いう , た くさ ん の ハガキ が アス キー に 寄せ られ まし た , 筆者 に と 
っ て , こん な に うれ し いこ と は あり ませ ん . な の に , 本 書 「 実 習 CP ン M」 の 発刊 が 少し 遅れ まし た こ 
と を お 詫び 致し ます . 

本 書 は , 世の中 の CPM の 実用 参考 書 と し て , 中 心 的 役割 を 果す 充実 し た も の に まとめ られ て い 
ます . すべ て を 実例 に よっ て , これ ほど 多く の 使い 方 を 分 か り 易 く 具 体 的 に 解説 し た も の は , 今 ま で 
内 外 と も に あり ませ ん . 今 ま で の マニ ュ ア ル や 参考 書 で は , 触れ られ て いな か っ た り , ウ ヤ ム ヤ で あ 
っ た 高度 な コマ ンド の 使い 方 な ども , 本 書 に より , 実例 と し て 読者 の 前 に 明らか に な る こと で し ょ う . 

今 」。 パー ソナ ル ・ コ ンピュータ に お いて , 日 米 問 の ハー ドウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ は 完全 に 埋 り , 例え ば , 
NEC の PC-8800 や OKI の 800 Model 30 な ど を 始め と する , 日 本 の 第 2 期 の パー ソナ ル ・ コ ン 
ピュ ー タ と で も 言う べき 各社 の 製品 は , むし ろ 先 を 行っ て いる と 言え る で し ょ う . 

し か し , アメ リカ で 次 々 と 生ま れる 各 分 野 の 優れ ん た ソフ ト (最近 は , ソー シム 社 の 「 ス ー パ ー カ ルク 」, 
マイ クロ ソフ ト 社 の 「 マ ル チ プ ラン 」, マイ クロ プロ 社 の 「 カ ルク スタ ー」 な ど , ビジ ネス ・ ソ フト の 
開発 が 目 に つく . いずれ も CPM 上 で 実行 され , 今 ま で の 内 外 の 同種 の ソフ ト に 比べ 格段 に 多く の 
機能 が ある .) に 接し , 肌 で 感じ る こと は , 日 米 間 の ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ は , むしろ 広がっ て 行く 
の で は な いか ” と いう 危 恨 の 念 で す . 

筆者 は , パー ソナ ル ・ コ ンピュータ に お ける この ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ を 埋め る 鍵 は , CPM の 
普及 を 置い て 他 に は な いと 思っ て いま す . CPM (ある い は CPM 相当 以上 の OS) を 使い こなせ 
な けれ ば , コン ピュ ー タ に 対す る 良い セン ス を 養う こと は で き な い で し ょ う . 一般 の DISK BASIC な 
どの , 必要 最少 限 で 付け 足し 程度 の OS し か 持た な いも の で は , コン ピュ ー タ を 活か し た 経験 は で き 
ませ ん . 何 の た め の デ ィ ス ク ・ シ ステ ム な の か , も っ た いな い 限 り で す . 

現在 の アメ リカ の ソフ トウ ェ ア 水 準 (パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の ) は, 一 般 の 多く の CP/M ユー 
ザー が 支え て いる と, 明言 する こと が で きま す . ご く 〈 低 価格 の 学習 用 マシ ン を 除き , コン ピュ ー タ を 
仕事 に 使っ て いる 人 は , ほとん ど が CPM を ベー ス に し て いま す . 要する に 彼 等 は . コン ピュ ー タ 
の 基本 (まとも な OS の 意味 ) の 上 に 立っ て , BASIC 言語 な り , アプ リケーション な り を 実行 し て い 
る の で す . 日 本 の メー カー が , CPM の 走ら な い BASIC マシ ン ( デ ィ ス ク 付 ) を 輸出 し よう と し て 
も , 相手 に され な いと 言う の は 当然 の 話 な の で す . 

ソフ トウ ェ ア ・ ギ ャ ッ プ ……, 1C1 個 , 抵抗 1 本 の 増減 を 問題 に する OEM の エン ジニ ア 諸 兄 は 別 
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著者 まえ が き 


と し て , 一 般 の ユー ザー が , コン ピュ ー タ の 機種 選び に , CPU チッ プ の 優劣 な ど を 第 1 の 問題 に する 
時 代 で は あり ませ ん . も っ と も っ と ソフ トウ ェ ア 環 境 (OS と その 上 で 走る ソフ トウ ェ ア ) に 目 を 向け な 
けれ ば な ら な い の で は な いで し ょ うか .「 日 本 人 は 只 の 金物 戦 人 」 と 思わ れ な い 為 に も …… 


し か し , 本 書 , CPM シリ ー ズ に 対す る 反 響 か ら も , 予想 以上 に 多く の 方 々 が , CP ノ M (っ まり 
は ソフ トウ ェ ア ) に 大 き な 関 心 を 持っ て いる こと を 知り , この 差 も 近い 将来 , 急 加速 で 追い つく こと が 
で きる と 確信 し て いま す . 

1982 年 の 末 ま で に , 日 米 間 の CPM マシ ン 台 数 は 50 万 台 を 軽く 突破 する と 予測 され て いま す . 本 
書 が , これ ら 多 てく の CP/M ユー ザー か ら , メイ ン の 実用 書 と し て 愛用 きれ る こと を 願っ て いま す . 


堅い 本 な の で , “少し で も 彩り を ” と 思い , 挿絵 を 斎藤 智子 さん に 描い て いた だ きま し た . 武蔵 野 の 
風景 と の こと で す . 


1982 年 1 月 村瀬 康治 
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DIR (ファ イル 名 リス ト ア ウド コマ ンド ) 


実習 1 DR re 
実習 グ DIR_xfilenameext ii 
実習 3 DIR_xflematch PCOOCCDLCCUCLCULUOULEKELEELDDDCLLCCUCDCUOCOCCCKCELLCCCCUCUCULLKKELLLKLCCCUUCLLLKLKLKJ 


TYPE (ファ イル 内 容 タイ プア ウト コマンド ) 


実習 TYPE_ fBnammeiBXEeootteeeeeeeeeeeeeseeee 


REN (ファ イル 名 変更 コマ ンド ) 


実 習 REN_x: 新 filename ext ーー | 日 flename.ext PCOCCOCOKKEKKYKKKLKLYLLKEKYLCCOLCCCOOCULUUCCLKLKILLLKLCCLL) 


ERA (ファ イル 削除 コマ ンド ) 


実 習 | ERA__x:fiename.ext PCCOCCCCYUKYYYYTKYKEKLKLLKLKLKCLKCKKELYLLKKOCCCKYCKKLKLXLKKLKKKCKCKCCLCCLLLL 
実習 の 。 ERA__x:fillematch PCOCKCCCLCCCCCCCCCCLCOCLLKCCLCCCCODCCCOCOCCCLLCCCCCDCCCOCCLCOLCLLCLDCOOCOCOCOUCLLL 


SAVE (メモ リ 内 容 デ イス ク ・ セ ー プ コマンド) 


実習 SAVE nn xfilename.ext CCCCKLYCKCCCYCKYYCKYCKLCLKYKLLCLCLCLYI て いい 


USER (ユー ザー・ エ リア 移行 コマ ンド ) 


実習 USER 


STAT (ファ イル や 周辺 装置 の 設定 お よび 状況 報告 プロ グラ ム ) 


実習 1 STAT … ぐ eo 
実 器 2 STA の rt で < や emereeeeeeeereeheeeeee 
実習 3・a STIAI__xifilenameeX hererteeccrcstvsvorvkdosirozictitikGG が eee な iss 
実習 3・b STAT_xflenameet」 る 9 
実習 4・a STATLxflemath 
実習 4・b STAT_xflemateh St 
実習 5 STAT_xflenameext eee 
実 暫 6 STAK_Xflemateh_』$ar の ーー で ドド 
実習 7 STATLDEV oo 


実 習 8 ST ee 


PCCCPCCCLTLD 35 
POPCCCCCCLD 37 


PCPCPCCCLTD 79 


実習 9 STAT_Jogdev=phydevreeeeeeeee 80 
実習 10 STATLUSRI 81 
実習 11 STIATLXDSKoooeeeeeeoeeeeeeoeeeeee 82 
実習 12 STATL ニーRO に Io 85 
PIP (周辺 装置 間 の デー タ 転 送 ブ ログ ラム) 「 
実 吉 1 PP 88 
実習 2 PIP_d: 三 s: 1 SN 882 人 SE は 262 な 55220R を 852 る 2SKSS 2 人 SR が 522 88 
実習 3 PIP_dnewnameext=sfilenameet つ oe 91 
実習 4 PIP_JCON:=sflenameet ooo 91 
実習 5 PIP_PUN:=sfilenameet 92 
実習 6 PIP_LST:=sfienameete に oi 93 
実習 7 PIP_dfilenameext 王 RDR…te い se 94 
実習 8 PIP_utxdev: ニ deVi moo 95 
実習 9 …sfilenamel.ext sename2.exts".filename3.ex ee 96 
実習 10 [B] パラメータ CCCCPOUCUCPOPUCCCDDUCCCCCUOUCCCDCUCCCLOLCCCDDCLCPOCCCLKKLETKKYLLPCCCCYKLCCCLECCLLLLCLL 100 
実習 11 [Dn]l パ ラメ メータ ドド 102 
実習 12 [E] パ ラメ ーー ター ドド 103 
実習 13 [F] パ ラメ ー タ OOPCPCPOCPCPCCCCCCCCCCCCODCLCCCCCCCCCCCCCOOOCOOOOCOOOOCLP し COCCOCCCCCCCCOLCCLY YO 104 
実習 14 [Gn] パ ラメ ー タ easeaseasseemeaeeieeeaeaeeeaeeweeeeeeieeseeeeeeeeeeseeeeeieeeeeeeeeeseseeeiaeeeseeaeeeeee 106 
実習 15 [H] パ ラメ ー タ MYCOM に 106 
実習 16 [|] パラメータ PLKPPLPPPLCPOCCCCIKK た PPPPLPPLLCCCCLLPKCLPLLLCLKIKT 109 
実習 17 [L] パラメータ ee 110 
実習 18 [N] パ ラメ ーー ター… ド ドド 111 
実習 19 [0] パ ラズ メー タク タ 113 
実習 20 [Pn] パ ラメ ーー ター 前 4 
実習 21 [Q 文 字 列 ^Z] パ ラメ ー タ て て て て と で て て て いい 118 
実習 22 [S 文 字 列 ^Z]1 パ ラメ ーー ター 118 
実習 23 [R] パ ラメ ーー ター ドド 118 
実習 24 [Tnml パ ラメ ーー ター ドド 119 
実習 25 [U] パ ラメ メー ター ドド 120 


(12) 


実習 260 [VI パラ メー ター 
実習 27 [W] パ ラメ ーー ター ドド 
実習 28 [Z] パ ラメ ーー ター… ド ドド ドド 


ED (テキ スト エディ イタ) 
実習 1 新 フ アイ ル の 作成 往信 (人生 人) 場合 
実習 2 既存 ファ イル の エディ ッ ト soaeeeeaeieeieee る ee る Sepe ち ee る る る ちる る らら o ち Seee ち G る も る の SS る る る る ea る る の 


実習 3 N コ マン ド vosesoeeesseesssssseeseesssseeeseesseeesessweseaeseeseseeeeseeeseeeeoseseeeseseeeeeeeeeeeeseeiaeee 
実習 4 WW コマ ンド 


ASM (8080 ア セン プラ ) 

実習 1 ASM__xifilename 61: 人 7!@: 和 (全う: 人 6: 導く: 人 8 和 (3): な 人 [0 本 (6) 生ま 

実習 2 ASM_filename.shp 人 : 生 : 二 12 人 (吉江) (人 [ あ [1 人生: 1 
LOAD (HEX フ ァイル 路 COM フ ァイル 変換 プロ グラ ム ) 

実習 LOADL_xfilename 6 9: (0: 人 66 0:8:.81681: 和 (10: 10:[9 [19 生生 (ある 190 6: る (も! る の 91 ⑥ 6 る 
DDT (8080 デ バッ ガ ) 


実習 1 DDT…t… ド 7 
実習 の DDTe_xfilenameext … の ドド 


実習 3 DDT 内 全 2 ド DOCCLLLKCKYKAOCKOLXXAOOOOYKOOCKKKKYLYKCOCKKXLKCLCKLL 
DUMP (ディ スク : フ ァイル の 16 進 ダン プ ・ プ ログ ラム ) 

実習 DUMP__xifilename.ext eeeeoeoeeeeeeeeeeeee の ee の る る る も る る の 6606 る の ので Ge の ie の の る の の る 0 の Si06 も 9 る る る の る る 960 
SUBMIT (バッチ 処理 プロ グラ ム ) 

実習 1 SUBMIT__subfile essesassseeseeeeeeeeeeeeieeeeeeeetaeeaeeaeeepeeaeeeeeeeeebeoe も ちる る る る る る beeeeeee る る の る る eee 

実習 2 SUBMIT__subfile_p1_ JpD2LD3… seeeseeseeeeeeeeeseeeeeeeeeaeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeedeeee 
SYSGEN (CP/M シ ステ ム 生 成 プ ログ ラム ) 

実習 シス テム ・ デ ィ ス ク の コピ ー esseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeoeeeee 
MOVCPM (CP/M シ ステ ムリ ロケ ー ト : プ ログ ラム ) 

実習 1 MOVCPM__ss_ 上 生 2CECCCUUCCCUUCLUCCCPCLCPPCPCPPPKCPPPPPPYYYYPPPPPYCYYYYYYPPPPPPYYPPPYPYYYTYYYYPYYPPPYYYYY 

実習 2 BIOS の 変更 ・ シ ステ ム の 組み 込 な か ioiroihirihh 
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最も 基本 的 な ハー ドウ エア 構成 


1.1 最も 基本 的 な ハー ドウ ェ ア 構 成 


CPM を 走ら せる た め に 必要 な 最小 限 の ハー ドウ ェ ア 構 成 を 次 に 示し ます . 

(1) 8080, 8085, Z80 系 の CPU を 持つ コン ピュ ー タ 本 体 . 
CPM に , それ ぞ れ の CPU に 対す る バー ジョ ン が ある わけ で は な く , 8080 用 に 書か れ た も 
の で す が , 8085, 2Z80 は 8080 の マシ ン 語 に 対し て , アッ パー・ コ ン パ チ プ ブル で すか ら , その ま 
ま 使 用 で きま す . 6502, 6809 な ど , 他 の CPU に は , "Z80 カ ー ド ?” な どの ハー ドウ ェ ア ・ オ ォ オプ 
ショ ン が 必要 と な り ま す . 


各種 周辺 装置 の サポ ー ト が 可能 < 

ny /[ 

ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 
5 
病 際 虹 


ハー ド s デ イス ク 


テー プ ・ パ ンチ ャ 


モデ ム 
四 叶 絆 
の 
その 他 ーーT の 
紀 


Figure-1.1.1 CPZM マ シン の ハー ドウ ェ ア 構 成 と 周辺 装置 の 拡張 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


RAM は アド レス 0 H か ら 連 続 し て いな けれ ば な ら ず , 最小 で 20K バ イト , 実務 に は 48K バ イ 
ト 程度 は 必要 で す . 

(2) コン ソー ル (キー ボー ド 付 き の CRT ター ミナ ル ). また は , それ の 代用 と な る も の (VRAM 
商 要 

人 フロ ッ ゼ 一 ・ デ ォ メ スク タ ・ ド ウオ イプ (ディ メグ み ・ コ シル ョ ー テ る 人 斉 な 
標準 ドラ イプ と し て は 8 イン チ ナチ 片 面 単 密度 で す が , 両面 倍 密 度 や ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 。 
ある い は ハー ド ・ デ ィ ス ク な ど , いずれ で も 使用 で きま す . ドラ イブ の 数 は 1 台 で も CPM を 
走ら ちせ る こと は で きま す が , ディ スク ・ シ ステ ム (フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 ) は , CP/M 
に 限ら ず 汎 用 機 と し て の 実務 に は 2 台 以 上 で な いと 能率 が 上 ら ず , 仕事 に な ら な いで し ょ う . 


以上 挙げ た (1) (2) (3) が 最も 基本 的 な CPM マシ ン の 構成 で も あり, Figure-1.1.1 の 点線 内 が その 最 
小 構 成 を 示し て いま す . この 構成 で も , コン ピュ ー タ の メモ リ 容 量 き さえ ぇ 十分 で あれ ば , CPM の も と 
で 走る ほとん どの ソフ トウ ェ ア が 実行 可能 で す . 


1.2 周辺 装置 の 拡張 


CP/M マシ ン は , 一 般 の BASIC マシ ン で は 不可 能 で あっ た 多種 多様 な 周辺 装置 を , 簡単 な 操作 
で 取り 扱う こと が で きま す . 

周辺 装置 の 扱い に つい て は , 「PIP コマ ンド 」 と 「STAT コマ ンド 」 に 深く 関係 し ます の で , 詳細 
は それ ぞ れ の コマ ンド の 項 で 解説 し ます が , ここ で その 概要 に つい て 述べ て お きま し ょ う . 


ディ スク ・ ド ライ プ 
ディ スク ・ ド ライ プ ブ の 種類 は , ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク か ら 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク ま で , 片 
面 , 両面 , 密度 な ど ,。 どの よう な 規格 の も の で も 使用 可能 で す . 接続 可能 な ドラ イブ 数 は 16 台 (CP ノ 
M Version1.4 は 4 台 ) まで で す . 1 ドラ イブ 当り , CPM が コン トロ ー ル 可能 な 最大 容量 は 8 M バ 
イト で す が (CPM Version2.0 以上 )、 フィ ジ カ ル な ドラ イブ 数 を 減ら し て 1 台 の ドラ イブ の 容量 を 
増す こと は 可能 で あり , 例え ば , ハー ド ・ デ ィ ス ク を 1 台 の み 接 続 す る 場合 に は , 最大 128M バ イト の 
窒 量 の ち も の まで コン トロ ー ル 可能 に な り ま す (1 つの ディ スク を , Ai BI CC。 …… に 分 割 し て 使用 
する . 16 台 X 8 M=128M). 但し , 1 つの ファ イル 長 は や は り 8 M バ イト 以下 で な く て は な り ま せん . 
誌 な どの CP ン M の 記事 に , 時 々 「CPZM は ファ イル の 容量 不足 」 と いう こと が 書か れる こと 
が あり ます が , 何と 比較 し て いる の で し ょ うか . CPM は Version2.0 (1979 年 発売 , 現在 は 2.2 で あ 
る .) か ら , 1 ファ イル 最大 8 M バ イト の 容量 を 持つ こと が で きる の で す . 但し . ファ イル は 別 の ドラ 
イプ に また が っ て 作る こと は で きま せん . フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 容量 の 小さ いも の を 使用 し て いる 
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周辺 装置 の 拡張 


場合 は 、 その ドラ イプ ブ の 最大 容量 が 1 ファ イル の 最大 容量 と な り ま す の で , 制約 を 受け る 場合 も ある 
で し ょ う (CPM の 次 の Version か ら は , 1 ファ イル 64M バ イト に 拡張 され , 異な る ドラ イブ 上 の 
ファ イル と の チェ イン が 可能 と な る ). 

ディ スク ・ ド ライ ブ を 複数 台 接 続 する 場合 , 同機 種 の も の で な 〈 く て も か まい ませ ん . 例え ば ミニ と 
8 インチ ・ フ ロッ ピー・ デ ヂ ディスク, それ に ハー ド ・ デ ィ ス ク の 3 種類 を Figure-1.2.1 の よう に 使う こ 
と も で きま す . 実際 に , 4 台 の ミニ フロ ッ ピ ー と 4 台 の 8 イン チ ・ フ ロッ ピー を 同時 に コン トロ ー ル で 
きる よう に 作ら れ て いる パー ソナ ル ・ コ ンピュータ も あり ます . 


例え ば , この よう な ドラ イブ 名 の 割り 付け を する こと も , BIOS の 書き 方 に より 
自由 に で きる . 


パー ソナ ル ・ コ ンピュータ 本 体 に 組み 込み の 増設 用 の 8 イン チ ・ 特別 に 増設 し た 
ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク 


Figure-1.2.1 各種 ディ スク ・ ド ライ ブ を 同時 に 接続 


ディ スク 以外 の 周辺 装置 < ロジ カル ・ デ バイ ス , フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス > 

周辺 装置 に は 大 きく 分 類 し て 4 種 の ロジ カル ・ デ バイ ス ” が あり , その それ ぞ れ に 対し て , さら 
に 4 つの “フィジカル ・ デ バイ ス ” を 任意 に 割り当て る こと が で きま す . つま り 計 16 種 の 周辺 装置 を , 
常時 接続 し て 取り 扱う こと が 可能 な の で す . ロジ カル ・ デ バイ ス の 4 つの グル ー プ の , それ ぞ れ の 意 
味 を 次 に 示し ます . 


ON 邊 VY3 切 時 交 ル ダッ PIG コン ソー ル に 類する 4 種類 の コン ピュ ー タ 


テレ ロ セ ス ユー ザー・ コ ン ソ ー ル 葵 1 
と の 対話 用 入出 力 装置. (TTY。 CRT: "BAT: UC1:  ) 
@ いい RDR:′ と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 さき れる, 紙テープ ・ リ ー ダ な ど に 類する 4 種類 の 入 
テレ タイ プ ペー パー テー プ ・ リ ー ダ ユー ザー・ リ ー ダ ##1 ユー ザー・ リ ー ダ #2 
力 装置 。 (TTY: PTR: UR1: UR2: ) 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


@ PUN:′ と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 され る , 紙テープ ・ パ ンチ ャ な ど に 類する 4 種類 の 


2 テレ タイ プ ベー バー テー プ ・ バ ンチ ャ ユー ザー・ バ ンチ ャ # 1 ユー ザー・ パ ンチ ャ #2 
出力 装置 . 1W 剛 和 PT 取 UP1: UP2: ) 
っ 上 ST:" と いう ロジ カル ・ デ バイ ス 名 で 代表 きれる, プリ ンタ な どの リス ト 装 置 に 類する 4 種類 
テレ タイ プ スク リー ン ライ ンプ リン タ ユー ザー・ リ スト ・ デ バイ ス 
の 出力 装置 . GET CRT: 1 関 も UL1: ) 


以上 の 4 X 4 三 16 種 類 の 周辺 装置 を 取り 扱う こと が で きま す . ( ) 内 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス は ., 
それ ぞ れ , TTY と か PTP と か LPT な どの 記号 名 で 呼ば れん ま す が , それ ら の 実際 の 装置 が , テレ 
タイ プ で あり, ペー パー テー プ ・ パ ンチ ャ で あり , ライ ン ・ プ リン タ で ある 必要 は あり ませ ん . 例え 
ば 記号 名 が "TTY? で あっ て も , ハー ドウ ェ ア , ソフ トウ ェ ア 共 に 接続 が 可能 で あれ ば , 高速 の CRT 
ター ミナ ル を 接続 し て も よい し , 電話 線 を 使っ て 交信 する , モデ ム を 接続 し て も よい の で す . 

モデ ム を 使用 する 場合 は RDR:” の 1 つ に , その 受信 部 を 設定 し , “PUN:? の 1 つ に その 送信 部 を 
設定 する 場合 わ も わる で し ょ う . これ ら フ ィ ジ カル ・ デ バイ ス の ポー ト 形 式 は , セン トロ ニク ス 規 格 , 
RS-232C, IEEE-488 な ど , ユー ザー の 要望 に 合わ せ て 自由 で あり , それ ら の 1 プ O ル ー チ ン を BIOS 
に 設け て お け ば , どん な 装置 で も CPM マシ ン の 周辺 装置 と し て 取り 扱う こと が 可能 に な り ま す . 

この よう に CPM マシ ン は , 周辺 装置 と の イン ター フェ イス さえ 設け れ ば , 完備 され た デー タ 転 
送 用 の コマ ンド (PIP) を 使っ て , 多く の 周辺 装置 と の デー タ 転 送 が 自由 に 行え を る の で す . 

周辺 装置 の 割り 付け に 関し て は , 第 4 章 の 「STAT コマ ンド 」 の 項 を , デー タ 転 送 に 関し て は 「PIP 
コマ ンド 」 の 項 を 必読 下さ い . 


フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ フィ ジ カ ル ・ 
デバ イス 名 デバ イス 名 デバ イス 名 デバ イス 名 


ロジ カル ・ ロジ カル , ロジ カル ・ 
デバ イス 名 。 ・ デバ イス 名 。 - と B デバ イス 名 。 


CP/M が 直接 に 呼ぶ こと が で きる の は , CON : , RDR : , PUN : ,LST : の 4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス で あり , ユー ザー は 事 
前 に , STAT コマ ンド , ある い は I/0 バ イト 操 作 な ど で , 各 ロ ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対し て , それ ぞ れ の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 
を 指定 し て お いて か ら , 目的 の 装置 と の デー タ 転 送 を 行う . 但し PIP コ マン ド で は フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス も 直接 呼べ る . 

フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 名 は 特に 意味 は な く , “TTY” で あっ て も , 実際 に TTY で ある 必要 は な く , BIOS の 書き 方 次 第 で , ユー 
ザー の 必要 と する ポー ト 形 式 を 自由 に 当て は め れ ば よい . パー ソナ ル ・ コ ンピュータ 用 の CP/M は , すでに 何 種類 か の 入出 力 
ポー ト が サポ ー ト され て いる も の が 多い . 


Figure-1.2.2 ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の アサ イン (割り 当て ) 


周辺 装置 の 拡張 


IO バイ ト に つい て 

アド レス 03H の 1 バイ ト は “IO ベイト? と 呼ば れ , 前 述 の Figure-1.2.2 に 図示 され て いる , 各 ロ 
ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け を , 通常 用 いる STAT コマ ンド を 使用 
せ ず に , 直接 この “IO バイ ト ? を 操作 する こと に より 行う こと が で きま す . 実は , STAT コマ ンド 
に よる フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け (第 4 章 「STAT コマ ンド 」 の 項 ,「 実 習 ⑨」 を 必読 ) と は , 
STAT コマ ンド を 介し て , この 1O バイ ト を 操作 する こと に 他 な ら な い の で す . 

STAT コマ ンド に より , IO バイ ト の 値 が 変化 する 実例 を 次 に 示し まし ょ う . 


>STAT DEV』 / イニ シャ ル 時 の アサ イン 状況 を 見 る . 
CUN』 is TTY 

RDR& is TTY | 名 CP/M マ シン に よ つ て 異な る が , 例え ば 
PUN』 is TTYs ご の よう に 割り の 付け られ ね てい だ と する . 
LSTs 1 TTYs 


>DDT リ 7 DDT を 起動 . 

DDT VERS 2。2 

2 アド レス 03H を 見 る 、 

0003 OO 。-- -"00" で あっ な. Figure-1.2.4 表 を 参 昭 . 
DDT を 終る . 


A>STAT _RDRs=PTRs 7 一 一 一 - RDR に PTR : を ジ サ イン きる. 


人 QA>STAT PUNs=PTPs リ ーー - PUN に PTP : を ジ サ イン する . 


A>STAT DEVgi ) -- 一 一 - 一 現在 の アサ イン 状況 を 見 る . 
CUNI』 15 TTY 

RDR #s PTRE | 
PUN』 is PTP』」 
LSTI is TTYg 

仙 > 


ーー ご の ら つ が 先ほど アサ イン され だ も の . 


A>DDT 7 --- -- -DDT を 起動 

DDT VERS 2.2 

ーDS。 さ ) アド レス 03H の 変化 を 見 る . 

O00S 14 。 一 - い 00* つ "14" に 変化 し て いる . Figure-1.2.4 表 を 参 誠 . 
ニー ピッ 

> 


Figure-1.2.3 STAT コマ ンド に よる フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け で , 変化 する 1O バイ ト の 例 . 


上 記 の 操作 で , 10 バイ ト が 00ー14 と 変化 し まし た . この 意味 は 次 の 表 に より 明らか に な る で し ょ う . 


CP/M の ハー ドウ エア 構成 


ロジ カル ・ デ バイ ス 名 
9 | IO ベイト ( ア ドレ ス 03H) 
) 0 の bit ポジ ショ ン 


ーー 


bit 
5 


[0 0] [0 0] 

TTY: WWWS 0 co 

[0 !] | [0 [0 
[バイ ナリ ・ デ ー タ ] RT! 生か ia 、 
フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 名 [ | [ | [ | 

LPT 0 BAT: 

[ | ] El 咽 ! [ 1 

MI UP2: 1 1g か 


Figure 一 1.2.3 の 例 で , ) 0 0 人 | # 1 
Lu 1 sr ーー こと 
I0 バイ トニ =I4H に な る 理由 ! (TTY:) | (PTP:) ! (PTR:) 4 (TTY:) 


Figure-1.2.4 IO バイ ト に お ける ロジ カル ・ デ バイ ス と フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 表現 


この 10 バイト の 操作 に より , 各種 周辺 装置 の 選択 は STAT コマ ンド に 依ら ず , ユー ザー・ プ ログ 
ラム の 中 で 自由 に 行う こと が で きま す . 例え ば ,「UR 1 : と UR2 : の 両 RDR : 入力 ポー ト を 監視 し 
な が ら , 入力 の あっ た 方 か ら デ ー タ を 受け と り , ディ スク に ファ イル し , ファ イル 終了 後 そ の 内 容 を 
今度 は , PTP : と UP 1 : の 両 出力 ポー ト に 順に 送り 出す .」 と いう よう な 仕事 も ,。 アド レス 03H の デ 
ー タ を 任意 に 変え た る こと に より , ユー ザー・ プ ログ ラム で 自動 的 に 行わ せる こと が で きる の で す . 

但し , IO バイ ト の 値 に よる , デバ イス の 選択 に 関し て の ソフ トウ ェ ア (例え ば , IO バイ ト が 14H 
で あっ た 場合 , Figure-1.2.4 の 下段 に よう な 選択 を 行 ) た め の ル ー チ ン , Figure-1.2.2 に 示す それ ぞ 
れ の スイッチ? の 部 分 に あたる も の . ) は , BIOS に 組み 込ま れ て いな けれ ば な り ま せん . 標準 CP ン 
M で は , 4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス の ルー チン が 組み 込ま れ て いる だ け で , そこ まで は 作ら れ て いま 
せん . BIOS を 設計 され る 方 が , 独自 に 作る 必要 が あり ます . し か し , パー ソナ ル ・ コ ンピュータ で 
各種 の IO ポー ト を 内 蔵 し て いる マシ ン の CPM は , た いて いこ の 10 バイ ト が すでに サポ ー ト され 
て いま す の で , その まま で 10 バイト を , フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 選択 に 利用 する こと が 可能 で す ( 各 
マシ ン の CP ン M マ ニュ アル を ご 覧 下さ い ). 


ーー ーー グン 暮 C ウ ル の ソフ 人 トウェア 林 成 Ii 


本 / 人 リル 3 
員 の と 。 


店 旧 り 
クン 
ル 


9 の 
W ガ / プ 


7/ 


ん ルル 
ング 人 
/ ダル 


CP/M シ ステ ム の 構成 


本 章 は CPM の 内 部 に つい て , ある 程度 理解 し て いた だ く た め に , CPM の 構造 .。 メモ リマ ッ 
プ , ディ スケ ッ ト 上 の CPZM シス テム , CPM 起動 の メカ ニズム な ど に つい て , その 概要 を 解説 
じ 事 ず 。 

本 章 の 内 容 は , CPM 上 で 各種 高級 言語 を 使っ た り , ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ や ビジ ネス ・ プ ログ ラム 
な どの アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 実行 する だ け で あれ ば , さほど 必要 な 知識 で は あり ませ ん . 
し か し , アセ モン プラ で 書か れ た ソフ トウ ェ ア を 開発 し た り , CPM の BIOS を 変更 し て , 新しい CP ン 
M シス テム を 作成 し よう と する 場合 な ど は , 本 章 で の 知識 が 必要 に な っ て きま す . 


2.1 CP/M シ ステ ム の 構成 


通常 “CPM シス テム / と 呼ぶ 場合 、 パ “システム” と は ハー ドウ ェ ア の “装置 / を 指す の で は な く , 
CP/M の *O05* (オペ レー ティ シグ ・ シ ステ ム ) の こと を 骨 い ます . 
CPM シス テム は 次 の 4 つの モジ ュー ル か ら 構 成 さ れ て いま す . 


BIOS (Basic I/O System) 
。 マシ ン の ハー ドウ ェ ア と , CP/M と の 入出 力 に 関す る イン ター フェ イス 部 . 
BDOS (Basic Disk Operating System) 
ディ スク の ファ イル 管理 な ど を 行う CP/M の 心 蔵 部 . 
CCP (Console Command Processor) 
_ キー ボー ド か ら の コマ ンド 入力 を 解釈 実行 する 部 分 . ビル トイ ン ・ コ マン ド は この 中 に 含ま れ て いる . 
TPA (Transient Program Area) 
トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム や ユー ザー・ プ ログ ラム が ロー ド さ れる エリ ア . 


以上 の 4 つの モジ ュー ル が メモ リ 上 の 所 定 の 位置 に 配置 きれ , CPM の すべ て の 働き が コン トロ ー 
ル さ れ て いる わけ で す . で は 具体 的 に どの よう な メモ リマ ッ プ に な っ て いて , 各部 は どの よう な 働き 
を する の で し ょ う . その 様子 を Figure-2.1.1 に 示し ます . 

Figure-2.1.1 の 各部 の 実 ア ドレ ス 値 は , 58K CPM の 場合 の 値 で す が ,. これ は それ ぞ れ の コン ピ 
ュー タ の 使用 可能 メモ リ 容 量 に より , この 図 で 示さ れ て いる CCOOH -- E7FFH 間 の シス テム 部 が 前 
後に リロ ケー ト さ れ , 通常 は , 許さ れる 最高 位 ア ドレ ス に 設定 され ます (リロ ケー ト に つい て は , 第 4 
章 の 「MOVCPM コマ ンド 」 を 参照 ). 

CP ノ M サイ ズ の 大 小 に よる 四 い は TPA と 呼ば れる ユー ザー・ プ ログ ラム ・ エ リア が , 広い か 普 
いか だ け の 問題 で あり , CPM の 基本 動作 に は 何 の 違 いも あり ませ ん . し か し , ユー ザー・ エ リア は 
広い 方 が 良く , 例え ば White Smith 社 の C じ コン パイ ラ の よう に 大 き な プ ログ ラム に な る と , “59K バ 
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@ ウ ォ ー ム ・ ス ター ト の エン トリ ・ ポ イン ト . 

@10 バ イト . 

@BDOS へ の エン トリ ・ ポ イント. 

@ フ ァイル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ・ エ リア . 

@ イ ンプ ブ プット, アウトプッ ト の DMA バ ッ フ アァ. 

な ど , CP/M シス テム の スク ラッ チ ・ エ リア と し て 使わ れ 
る . 


メイ ン ・ メ モリ oo 


ユー ザー・ プ ログ ラム ・ エ リア . 

ファ イル 名 の エク ステ ンション が “COM” で ある プロ グ 
ラム は , アド レス 1I00H か ら こ の エリ ア に ロー ド さ れ 実 行 
され る . 


ン し た コマ ンド を 解釈 実行 する プロ セッ サ . 

ビル トイ ン ・ コ マン ド の 各 プ ログ ラム を 含ん で いる . 
ビルト イン ・ コ マン ド 以 外 の コマ ンド が 与え られ た 場合 は , 
ディ スク 上 の ファ イル 名 か ら 該 当 プ ログ ラム を 捜し 出し て , 
トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド と し て 実行 する . 


ディ スク ・ ド ライ ブ の セレ クト , ファ イル の オー プン , ク 
ロー ズ ,。 リネ ー ム , イレ ー ズ ,。 リー ド , ライ ト な どの ディ 
スク の 基本 的 な 操作 を ダイ ナミ ッ ク ・ ア ロケ ーション て で 管 
理 す る CP/M の 心臓 部 . 


それ ぞ れ の コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア に 合わ せ て , 独自 
に 作ら な けれ ば な ら な い , CP/M の 中 で 唯一 ひ の ハ ー ド ウェ 
ア に 依存 する 部 分 . 

コン ソー ル へ の 入出 力 ル ー チ ン , ディ スク の リー ド ・ ラ イ 
ト ・ ル ー チ ン , プリ ンタ へ の 出力 ルー チン な どの , ハー ド 
ウェ ア と 直接 関係 する 各 IO ルー チン な ど を 収め た 部 分 . 


に B> な どの プロ ンプ ト の あと に , ユー ザー が キー イ 


(* は 58K CP/M の 場合 ) 
い 


5 * CP/M の 場合 , CP/M で は 使用 し な い 空 き エ リア . 
ユー ザー 独自 の VRAM や ROM な ど を 置く こと も で きる . 


Figure-2.1.1 CPZM シ ステ ム の 構成 


イト CPM 以上 で 使う よう に ” な ど と 指示 が あっ た り し ます . プロ グラ ム に よっ て は 注意 が 必要 で 
す . 基本 的 に は , CPM サイ ズ は 最小 20K バ イト (BIOS の 終り が 4FFFH) か ら , 最大 64K バ イト 
まで 任意 の 大 き さ に 設定 する こと が で きま す . 

これ ら の CP プ M サイ ズ の 関係 を 図示 し た も の を Figure-2.1.2 に 示し ます . 
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メイ ン ・ メ モリ 


アド レス 


0000H 


1000H 


2000H 


3000H 


4000H 


5000H 


6000H 


7000H 


8000H 


9000H 


A000H 


B000H 


C000H 


D000H 


E000H 


F000H 


FFFFH 


(最小 ) 
20K CP/M 32K CP/M 48K CP/M 


CP/M 


6400H--- 
6C00H --- 


7A0 0H--- 
7FFFH--- 


Figure-2.1.2 CPM の メモ リ ・ サ イズ に よる 比較 


CPM シス テム の 構成 


(最大 ) 
64K CP/M 


CP/M 
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CP/M の ソフ トウ エア 構成 


2.2 CP/M の 動作 の 流れ < ビルト イン ・ コ マン ド と トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド *> 


CPM が 何ら か の コマ ンド を 実行 する 場合 , その 内 部 の 流れ は どう な っ て いる の で し ょ う . 簡単 な 
例 と し て , ビル トイ ン ・ コ マン ド で ある “TYPE” コマ ンド を 例 に 解説 し まし ょ う . 

TYPE マン ドド は , 6 つの ビル トイ ン ・ コ マン ド の 内 の 1 つ で ,。 ディス ク 上 の 任意 の アス キー・ フ ァ 
イル を コン ソー ル に タイ プア ウト し ます . 

ここ で , DUMP プロ グラ ム の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル で ある DUMP . ASM” を タイ プア 
ウト する 実行 例 を Figure-2.2.1 に 示し ます . 下線 部 を キー イン し `~』” で リタ ー ン する と , 以下 の リ 
スト が コン ソー ル に 表示 され ます . 実行 が 終る と , 自動 的 に CPM に も どり , 再び “A>?” の プロ 
ンプ ト が 出力 され て いま す ., 


A>TYPE DUMP.QASM 


FILE DUMP PRDGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIGITAL_ RESEARCH 

BOX 579。 PACIF1IC GRUVE 

CALIFURNIA。 9395O0 


ORG 100H 
BDQS EQU OOO5H DUS ENTRY PUINT 
CONS EQU 5READ CONS ロ LE 
TYPEF EQU sTYPE FUNCTION 
PRINTF EQU s BUFFER PRINT ENTRY 
BREF EQU 3 BREAK KEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY )〉 
FENF EQU sFILE OPEN 
READF EQU sREAD FUNCTION 


日 FIXED MESSAGE AREA 
SIGNONi DB *FILE DUMP VERSIUN 1.4 ま " 
DPNMSGi DB CR,LF。" NO _ INPUT FILE PRESENT UN DIBK*$* 


5 VARIABLE AREA 
IBFPs DS 2 3 INPUT BUFFER PUINTER 
QLDSP: DS 2 3sENTRY BP VALUE FROM CCP 
H 
5 STACK AREA 

DS 64 3 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 
BTKT ロ Ps 


にゃ 2 


Figure-2.2.1 TYPE コ マン ド で タイ プア ウト され だ た DUMP プ ログ ラム の ソー ス ・ フ ァイル 
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CP/M の 動作 の 流れ く ビ ルト イン ・ コ マン ド と トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド >〉 


さて , この TYPE コマ ンド か が 実行 され る 場合 の 「 キ ー ボ ー ド か ら コ マン ド の 入力 ゆ ディスク 上 の ファ 
イル DUMP . ASM* の 内 容 の 読み 出し う ス クリ ー ン へ の 表示 」CP ン M 内 部 の 流れ を , BIOS, 
CCP, BDOS の 3 つの モジ ュー ル に 関し て 図示 解説 し た も の を Figure-2.2.2 に 示し ます . 


① キー ボー ド か ら の コマ ンド ・ ラ イン TYPE DUMP.ASM リ ” が BIOS を 通し て CCP に 送ら れる . 


(② CCP は 送ら れ て きた コマ ンド ・ ラ イン を 解読 し , 制御 を CCP 内 組み 込み の TYPE” プロ グラ ム に 渡す . 
TYPE プロ グラ ム は ディ スク 上 の ファ イル “DUMP.ASM” を 読み 出す た め に , ディ スク の 操作 を 
BDOS に 依頼 する . 

③④ BDOS は ディ スク ・ ド ライ プ の ハー ドウ ェ ア に 直結 し た BIOS 部 を 通し て ディ スク を アク セス し , 
ファ イル 内 容 を メモ リ に 読み 込む . 
メモ リ に 読み 込ま れ た ファ イル の 内 容 は , BIOS を 通し て 逐次 スク リー ン に 出力 され る . 
注 ) 上 記 は 基本 的 な 流れ を 示し た も の で , 補助 的 な 詳細 は 略し て あり ます . 


Figure-2.2.2 ビル トイ ン ・ コ マン ド ("TYPE DUMP. ASM” ) が 実行 され る 場合 の CP ン M 内 部 の 流れ 


Figure-2.2.2 の 例 は CCP モジ ュー ル 内 に 常駐 し て いる ビル トイ ン ・ コ マン ド を 取り 上 げ て いま す 
が , トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド や 他 の アプ リケーション ・ プ ログ ラム な どの 場合 に は , CCP は まず , 
実行 し よう と する プロ グラ ム を ディ スク 上 か ら 捜 し 出し , TPA に ロー ド し な けれ ば な り ま せん . 目的 
の プロ グラ ム が 見 つか っ て , 100H か ら の メモ リ へ の ロー ド が 終り , 制 御 を その プロ グラ ム に 渡せ ば ( ロ 
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ー ド し 終っ た 後 , CCP は 直ちに 100H に ジャ ンプ する ) CCP の 役目 は 終り ます . も し 長い プロ グラ 
ム で あれ ば , CCP の エリ ア に 侵入 し , そこ を 破壊 し て 使っ て も いい の で す . 例え ば トラ ンジ ェ ン ト ・ 
コマ ンド の DDT は , 最終 的 に は CCP の エリ ア に オー バー・ ラ イト され る の で す . 第 4 章 の 「DDT 
コマ ンド 」 を 参照. 


2.8 シス テム ディ スケ ッ ト 


シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト と は , “CPM シス テム ? が 記録 きれ て お り , その ディ スケ ッ ト を ドラ イ 
プ A に 挿入 し , リセ ッ ト ・ ボ タン や IPL ポタ ン を 押す こと に より CPM を 起動 で きる ディ スケ ッ 
ト の こと を 言い ます . 

ここ で は CP ン M の 基礎 知識 と し て , この シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 上 に どの よう に CPM が 記録 
され て いる の か , その フォ ー マ ッ ト に つい て 解説 し まし ょ う . 

ディ スク に つい て は , 8 イン チ ナチ 片面 単 密度 の 標準 ディ スケ ッ ト を 代表 し て 取り 上 げ ま す が , 両面 倍 
密度 や ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 も ,、 ディ スク の 両 サ イド を 使っ た り , トラ ッ ク や セク タ の 数 
が 増え た り 減っ た りす る だ け で , 基本 的 に は 全く 同じ 考え 方 で す . 

Figure-2.3.1 に シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト の フォ ー マ ッ ト を 示し ます . 


トラ ッ ク 00, セク タ 0| 
(裏面) この セク タ に は , コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ と 呼ば れる 短い プロ グラ ム が 記録 され て いる . 


ーー 部 分 に CP/M は 記録 され て いる . 


トラ ッ ク 76 


8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト 
@ | セクタ は |I28 バ イト 
@ | トラック は 26 セ クタ 
@ ト ラッ ク 数 77 本 

の 場合 


ヘッ ド ・ ウ ィ ン ド ウ 


Figure-2.3.1 CP/M シ ステ ム ・ デ ィ ス ケッ ト の 記録 状態 


シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 


図 は ディ スケ ッ ト の 裏面 (ラベ ル の 貼っ て な い 側 ) を 示し て いま す . ディ スク は 矢印 の 向き に 毎 分 
360 回 転 し リー ド プ ライ ト ・ ヘ ッ ド は 紙面 に 垂直 に 長 円 形 の ヘッ ド ・ ウ ィ ン ド ウ を 通し て ディ スク 表 
面 に 接触 し ます . 実際 の 動作 は , ヘッ ド 自 身 が 動く の で は な く 〈, ヘッ ド は ディ スク 表面 か の ら わ ず か に 
離れ て 固定 され て お り , リー ド プ ライ ト を 行う 時 に , ヘッ ド の 反対 側 か ら ヘ ッ ド ・ ロ ー ド ・ ア ー ム に 
付い て いる フェ ルト の パッ ト で ,。 ポリ エス テル ・ フ ィ ル ム の や わら か い デ ィ ス ク を ヘッ ド に 押し 付け 
ます 。 ご どの と と を ヘッ ド ィ ャ ロード" を 調 め まず 。 

また , 両面 の ミニ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 は 。 ディ スケ ッ ト を 挿入 し て フタ を 閉じ た 時 点 で , 
両 サ イド と も ヘッ ド が ディ スク 表面 に 接触 する (ロー ド 状 態 ) 構造 の も の も あり ます . その 場合 に は , 
電源 が 入っ て いれ ば 常に ディ スク が 回 転 し て いる の で は な く , ディ スク が アク セス され る ご と に , 回 
転 ・ 停 止 を くり 返し ます . 

さて , 図 の 77 本 の トラ ッ ク の 内 , 最 外周 の 2 本 (トラ ッ ク 00 と 01) に CPM シス テム は 記録 され 
て いま す . この トラ ッ ク の こと を シス テム ・ ト ラッ ク ?” と 呼び ます . トラ ッ ク 2 本 分 の メモ リ 容 量 
は , 128X26X 2 三 6656 バ イト で あり , 標準 CP プ M ディ スク の フォ ー マ ッ ト を 採用 する 場合 に は , BIOS 
部 を 含む CPM 全 シ ステ ム は 約 6.5KK バ イト 以内 に 収め る 必要 が あり ます . 但し , ディ スケ ッ ト の 互 
換 性 を 考慮 し な けれ ば , 何 も 2 本 の トラ ッ ク に 無理 し て 詰め 込む 必要 は な く , シス テム ・ ト ラッ ク の 
本 数 は 任意 に 設定 可能 で あり (CPM に 付属 の “DISKDEF . LIB” と いう 特別 の プロ グラ ム を 利用 
し て 行う ), BIOS を ユー ザー の 仕様 に よっ て は , さら に 大 きく 拡張 する こと も で きま す ( 標 準 デ ィ ス 
ケッ ト は , その 互換 性 こそ , 第 1 の 存在 理由 な の で , 誰 も そん な こと は し ませ ん が )・ 

2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク の 1 番 最初 の セク タ (トラ ッ ク 00, セク タ 01) に は , 128 バ イト 以下 の コ 
ー ル ド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ (コー ルド ・ ス ター ト ・ ロ ー ダ な ど と も 呼ぶ ) と 呼ば れる 特別 な プログ ラム 
が 入っ て いま す . この コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ は , 2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク 全 体 を 読み 出す と 同 
時 に , その 読み 出さ れ た CPM シス テム を メモ リ 上 の 所 定 の アド レス に ロー ド す る 重要 な 働き を し 
ます 

2 本 の シス テム ・ ト ラッ ク に 続く 3 番目 の トラ ッ ク (トラ ッ ク 02) も 特別 の トラ ッ ク で あり , ディ 
スク 上 の 各 フ ァイル の 住所 録 と で も 言う べき “ディ レク トリ の 格納 トラ ッ ク に な っ て いま す . 8 イ 
ンチ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 、 ディレク トリ ・ エ リア に は この トラ ッ ク 02 の 内 , 16 の セク タ を 当て 
で ゆま す 。 
スキ ュー (セク タ の 飛び 越し 読み 書き ) 

た いて い の DOS が そう で ある よう に , CPM も 回 転 し て いる ディ クス 上 の デー タ を , 少し で も 
高速 に リー ド プ ライ ト で きる よう に , セク タ の 飛び 越し 読み 書き ("スキ ュー” と 呼ぶ ) を 行っ て いま 
す . も し , "スキュー" が な く ,。 セク タ を 1。 2。 3…… と 順序 通り リー ド プ ライ ト す る 場合 に は , セ 
クタ 1 を リー ドブ プラ イト し て , その デー タ を コン ピュ ー タ 内 部 で 処理 し , 次 の セク タ 2 を リー ドグラ 
イト し よう と し て も , セク タ 2 は すでに 通り 過ぎ て お り , も う 1 回 転 待た な けれ ば な り ま せん . 
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と 穫 で は 。 ディスク 1 回 転 に つき 。 1 セク タク し か りー ド / チ イト する こと が で きず 、 ディ ォ スネ タッ ェ ア 
クセ ス の スピ ー ド は た い へ ん 遅く な っ て し まい ます . 

これ を 解決 する 手段 と し て , 1 セクタ の リー ドブ プラ イト に お ける コン ピュ ー タ 内 部 で の 処理 時 間 分 
の セク タ の 回 転 を 見 送り , 見 送っ た 次 に 来る セク タ を , ロジ カル 的 な next セク タ と すれ ば , 1 回 転 
に 何 セ クタ も リー ドブ プラ イト する こと が で き , 最大 の パフ ォ ー マ ンス が 得 ら れる こと に な り ま す . 8 
イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 、 こ の スキ ュー・ フ ァ ク タ は 6 で あり , 6 セク タ ご と に 飛び 飛び に 
リー ド プ ライ ト さ れ て いま す . よっ て トラ ッ ク 02 の ディ レク トリ ・ エ リア も この スキ ュー 通り に 記録 
され , 具体 的 に ディ レク トリ が 記録 され る セク タ は , 

の 生 各 、S。 き 人 
の 順に 計 16 セ クタ が 当て られ て いま す (21 つ 2 の よう に , 6 セク タ ご と で な い 箇 所 も あり ます ). 実際 
は ご の トト ラッ グ 02 の , セク グ タ 01 と 07 を ユー ティ リティ ー・ プ ログ ラム の セク タ ・ デ ィ ス プレ イ で ダン 
プ し た も の が , 第 3 章 「DIR コマ ンド 」 の 項 の Figure-3.1.16 に 示し て あり ます の で 参照 し て 下さ い . 
ディ レク トリ ・ ト ラッ ク で ある トラ ッ ク 02 の , ディ レク トリ と し て 使用 する 16 の セク タ 以 外 の セク 
タ と , 最終 トラ ッ ク で ある トラ ッ ク 76 ま で は , ユー ザー・ フ ァイル の 格納 エリ ア で あぁ あり, CPM の 各 
種 ト ラン ジェ ント ・ コ マン ド ・ フ ァイル や ユー ザー の 各種 ファ イル な ど が 記録 され ます .。 

以上 述べ た 8 イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の フォ ー マ ッ ト 一 覧 表 を Figure-2.3.2 に 示し ます . 


(8 イン チ 片 面 単 密度 77 ト ラッ ク プ ディ スク , 26 セ クタ ント ラッ ク , 128 バ イト プ セ クタ ) 


NE コー ルド ・ プ ブー ト ( コ ー ル ド ・ ス ター ト )・ ロ ー ダ 


ーー BD0S 一 一 Basic Disk Operating System 


1 いた ー 和 の 【<) 


| 20-26 BIOS 一 一 Basic Input Output System 


し 713,19.25.5,11 7 
23,3.9,15,21.2,8,14 


上 記 以 外 


ユー ザー・ フ ァイル 


Figure-2.3.2 8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の フォ ー マ ッ ト 
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2.4 CP/M 起 動 の メカ ニズム 


CPM を 起動 する の は 非常 に 簡単 で す . シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A : に 挿入 し , リセ ッ 
ト ・ ボ タン (ある い は IPL ボタ ン な ど ) を 押す こと に より , 直ちに ディ スク の シス テム ・ ト ラッ ク に 
格納 され て いる CPM シス テム が 読み 出さ れ , メモ リ に ロー ド さ れ CPM が 起動 し ます . 

日 常 , 当り 前 の こと と し て 何気なく 行っ て いる この “起動” の メカ ニズム を 理解 する こと は , これ 
か ら 行 う 、 すべ て の CPM コマ ンド の 実習 を 始め る 前 知識 と し て も 意味 の ある こと で す . 

で は , リセ ッ ト ・ ボ タン な ど で CPM が 起動 する , 一 般 的 な CPM マシ ン の 場合 に つい て 解説 
じまい し よう 。 

起動 の メカ ニズム は 大 きく 分 け て Figure-2.4.1 一 2.4.3 に 図示 する , 3 つの ステ ッ プ が 連続 し て 実 
行 さ れ ま す . 


(STEP ! ) (STEP 2 ) 
イニ シャ ル ・ プ ログ ラム ・ ロ ー ダ の 助け を 借り て , トラ ッ ク 00, メモ リ 上 に ロー ド さ れ た コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ が 働き 出し , 
セク タ 01| 上 の コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ を メモ リ 上 に ロー ド す る . トラ ッ ク 00 と 0! の 2 本 の トラ ッ ク 上 の CP/M シス テム 全部 を , 


所 定 の メモ リ に ロー ド する. 


0H 


トラ ッ ク 00 
セク タ 01I 


ロー ド さ れる ア ras| 


トラ ッ ク 01 
トラ ッ ク 00 
は マシ ン に よっ て 異な 
る 場合 も ある 


FFFFH FFFFH 
CP/M シス テム 全体 を メモ リ に ロー ド す る に 必要 な 小さ な 外部 ROM の コン トロ ー ル は 切り 離し , CP/M 自 身 が 持っ 
プロ グラ ム (128 バ イト 以下 ) を , 外部 の ROM に よっ て デ て いた コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ に より , CP/M 全体 を メモ 
ィ ス ク か ら ロ ー ド する . リ に ロー ド す る . 
Figure-2.4.1 起動 の メカ ニズム (STEP 1 ) Figure-2.4.2 起動 の メカ ニズム (STEP 2 ) 
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(STEP 3 ) 
CP/M シス テム 全体 の ロー ド が 終了 する と , コン トロ ー ル は 
コー ルド ・ ブ ー ト ・ ロ ー ダ か ら OCP/M に 移り , CP/M が 完全 
に 起動 する . 


0H 
100H- 一 


Transient 
Program 
Area 


(ユー ザー・ エ リア ) 


CP/M が 完全 に 起動 し た 状態 . 


* は 58K CP/M の 場合 の アド レス . 


CP/M が 完全 に 起動 する と , BIOS を 通し て コン ソー ル に 
プロ ンプ ト “A>” が 出力 され , キー 入力 待ち に な る . 


Figure-2.4.3 起動 の メカ ニズム (STEP 3 ) 


STEP1 

シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト を ドラ イブ A に 挿入 し . リセ ッ ト ・ ボ タン を 押す と , その 時 に 限り アク テ 
ィ ブ (常時 は メイ ン ・ メ モリ の アド レス 空間 に は 存在 し な い 一 一 存在 し て いる マシ ン も ある が 一 一 ) 
に な る IPL (イニ シャ ル ・ プ ログ ラム ・ ロ ー ダ ) が 働き , シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 上 の トラ ッ ク 00, 
セク タ 01 の 128 バ イト の デー タ を 読み 出し , アド レス 0H か ら メ イン ・ メ モリ に ロー ド し ます (この ロ 
ー ド ・ ア ドレ ス は , コン ピュ ー タ に よっ て 異な り ま す . 例え ば PC-8001 CP ン M の 場合 は , C000H か 
ら ). この 128 バ イト に は , “コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ ? と 呼ば れる 短い プロ グラ ム が 書か れ て お り , 
これ が CPM を 起動 きせ る た め の メ イン ・ プ ログ ラム に な る の で す . 

STEP2 

トラ ッ ク 00, セク タ 01 の 1 セク タ に 収まっ て いた プロ グラ ム を メイ ン ・ メ モリ に ロー ド し , 制御 を 
その プロ グラ ム で ある コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ に 渡せ ば , IPL は ディ スエ ー ブ ル に な り , メモ リ 空 
間 に は 存在 し な く な り ま す (常駐 し て いる マシ ン も ある ). 
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IPL か ら 制 御 を 引き 継い だ コー ルド ・ プ ー ト ・ ロ ー ダ は , 直ちに 自分 自身 の 入っ て いた セク タ を 除く , 
トラ ッ ク 00 と 01 の 2 本 の トラ ッ ク 全 体 を 読み 出し , 所 定 の アド レス に ロー ド す る 作業 を 始め ます .CP ブ 
M の メモ リ 上 の 始発 点 で ある CCP の 先頭 アド レス か ら 順 に , メイ ン ・ メ モリ に ロー ド し て 行き , 2 
本 の シス テム ・ ト ラッ ク 全 体 を 無事 に ロー ド し 終っ た こと を 確認 する と , コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ 
は , BIOS 部 の 先頭 に 位置 する "BOOT′ の エン ト リ ・ ポ イン ト (第 4 章 Figure-4.10.8 参照 ) に と 
び 込 ん で , その 役目 を 終り ます . 

STEP3 

BIOS の 先頭 の エン トリ ・ ポ イン ト “BOOT? に 引き 継が れ た 制御 は , スク リー ン の オー ル ・ ク リア , 
CPM オー プ ニ ン グ ・ メ ッ セ ー ジ の 出力 , それに 各 1 プ 0 ポ ー ト の イニ シャ ライ ズ な ど を 行ない , 
Figure-2.5.2 に 示す アド レス 0H の ウォ ー ム ・ ブ ー ト と , 05H の BDOS ヘ エ ント リ す る た め の 各 べべ 
クト ル を 書き 込ん だ 後 。 CCP へ ジャ ンプ し ます . 

CCP は ,。 コン ソー ル へ CPM プロ ンプ ト “AA>/ を 出力 を し た の ち キ ー ポ ボード の スキ ャ ン を 開 
始 し ます . これ で 完全 に CPM が 起動 し , すべ て の コマ ンド を 受け 付け る 準備 が 整っ た わけ で す . 


2.5 アド レス 0H--FFH の CP/M が 使用 する エリ ア に つい て 


CPZM の ユー ザー・ エ リア (TPA) は , Figure-2.4.3 に も 示し た よう に , アド レス 100H か ら 始 ま 
っ て いま す . で は 一 体 OH から FFH まで の 256 バ イト は 何 に 使わ れ て いる の で し ょ う . 

と の 256 パ イト は 、 "ジン スゲ ザム ・ エ リア 7 と か "シス テム スク ラッ チ ・ エ リザ? な ど と 呼ば れれ で お 
り , CP M が 働く た め に , な く て は な ら な い ワ ー ク ・ エ リア に な っ て いま す . 

その 内 部 の 様子 を Figure-2.5.1 に 示し ます . この 中 で 色 が 付い て ぃ る 部 分 が , CPM の 動作 上 な 
く て は な ら な いひ 命令 や デー タ や バッ ファ で あり , その 他 の 部 分 は 現在 の CP プ M (Version 2.2) で は 
使わ れ て いま せん . 必要 で あれ ば , ユー ザー・ プ ログ ラム で 使用 し て も か まい ませ ん . 
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CP/M の ソフ トウ ェ ア 構 成 
Pe te ee 振り 込み ペク トル と 将来 の 使用 の た め の 


ログ イン 
ト Pf スク 
エン トリ ・ ポ イン ト エン トリ ・ ポ イン ト 未 使用 エリ ア (RSTI 一 6 ) 


ET 本 : 思 7 有 困 PE WP 


_BIOS me 


使用 し て いな い 


RST 7 
DDT の リス ター ト 
と し て 使用 


使用 し て いな い 


L0|4|4|4|%| lel47|%|4|4 ぬ lelel4olElr 骨 


ファ イル ・ コ ント ロール ・ プ ブロック 
(FCB) 


アク セス 。 
使用 し て いな い け 9 ド 3| ラ ! ファ イル ・ 


H 
L50 | 5! | 5z| 53 | 54 | 55 | 56 | 57 | 58 | 59| 5A| 5sB|5c| 50| 5E|5FI 


ファ イル ・ ネ ー ム | ! CP/M 内 部 | の ディ スク ・ ア ロケ ー 
! (エク ステ ンション ) ! に で 使用 0 H ショ ン ・ マ ッ プ 


! next 
! レ コー ド 


Direct Memory Address (DMA バ ッ フ ァ ・ エ リア . ディ スク と メモ リ 間 の 128 バ イト の 入出 力 バ ッ ファ ) 


L80| 8l| 8z| 83| 84| 85| 86| 87| se| 89| AlsBlscl8Ol8E|IFM ノ 


ディ スク ・ ア ロケ ーション ・ マ ッ プ 


/| FolFilFzlFslF4| rsl FelF7| rslFrelFAlrelFclFplFE|FFI 


Figure-2.5.1 CP/M が 使用 する スク ラッ チ ・ エ リア (0HーFFH) の メモ リマ ッ プ 


フフ 


アド レス 0HーFFH の CP/M が 使用 する エリ ア に つい て 


も う 少 し 詳し 〈 く 解説 し まし ょ う . 参考 の た め に , CP/M が 起動 し た 直後 の 0000H - 00FFH の メ 
モリ の 内 容 を Figure-2.5.2 に ダン プリ スト と し て 示し ます . 


CP/M の 起動 の 際 , 初期 設定 され る の は この 部 分 だ け で ある . 
その 他 の 名 分 の デー ダ は 悪 味 は な い . 


コー ルド ・ プ ブー ト ・ ロ ー ダ の 残り ゴミ . 


B ee の 2 の 。 4 だ 。。 31。。。 
00 00 00 00 00 。。。 に スス デス スー 


OOQ し 


OO し EE 


OO 
OO 


888888 
8888888 
Se88888 


coseeimeaeawie の ae 


00Hー02H (ウォ ー ム ・ ス ター ト ・ ベ クト ル ) 
この 3 バイ ト は , ウォ ー ム ・ ス ター ト の 入口 へ 導く , BIOS 部 先頭 の ジャ ンプ ・ ベ クト 
ル へ の ジャ ンプ 命令 が 書き 込ま れ て いま す (Figure-4.10.8 の BIOS ジャ ンプ ・ ベ クト 
ル 付 近 の リス ト を 参照 . ラ ベル WEBOOT:′ が それ に 当る )、. 
CPM の アセ ンプ ラ や DDT な ど が 終了 し て CPM に も どる 時 や , キー ポー ド か ら 
Ctrl-C を キー イン し た 時 な ど は , まず この アド レス 0000H に ジャ ンプ し て 来 ま す . そ 
し て , ここ か ら BIOS の 先頭 より 2 番目 に 位置 する ウォ ー ム ・ ス ター ト の エン トリ ・ ポ 
イン ト へ ジャ ンプ し て 行き ,。 ウォ ー ム ・ ス ター ト が 起り ます 。 
ジャ ンプ 命令 の イン スト ラク ショ ン ・ コ ー ド で ある “C3H/ に 続く 2 バイ ト は , ジャ ン 
プ 先 アド レス で あり , この 値 は CP ン M の サイ ズ に より 変化 し ます . CPM 上 で 走る 
応用 プロ グラ ム を 作成 する 場合 、 プ ログ ラム の 終了 に は ^JMP 0H? を 実行 きせ ,。 リプ 
ー ト させ て CPM に コン トロ ー ル を も どす の が 一 番 安全 確実 な 方 法 で す . 

03H (IO バイ ト ) 
IO バイ ト と 呼ば れ , CPM が ディ スク 装置 以外 の 周辺 装置 を 扱う 時 に , その 割り 付け 
(4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る , それ ぞ れ の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け ) 
や 選択 に .。 この 1 バイ ト を チャ ネル ・ ス イッ チ ” と し て 使用 し ます . 1 バイ ト の 8 ビ 
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ッ ト を , 2 ビッ ト ず つ 4 つの ロジ カル ・ デ バイ ス に 割り 当て て ,・ それぞれ の 2 ビッ ト の 
組み 合わ せ で , 4 通り の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 指定 が 可能 で す . この 詳細 に つい て は 
第 1 章 の 「IO バイ ト に つい て 」 の 項 で 説明 し て いま す の で 参照 くだ さい . 

04H (ログ イン ・ デ ィ ス ク No.) 
ログ イン ・ デ ィ ス ク (Currently 1ogged Disk) の 番号 を 保持 し て いま す . A : =00H,B := 
01H, C : =02H, …P : 三 OFH で 表 さ れ ま す . Figure-2.5.2 で は , 起動 直後 の “A>? 
の 状態 で すか ら , 値 は 00 と な っ て いま す . 

05Hー07H (BDOS エン トリ ・ ベ クト ル ) 
シス テム ・ コ ー ル の た め の BDOS へ の エン トリ ・ ポ イン ト で あり , ファ ンク ショ ン No. 
と パラメータ を 各 レ ジス タ に 持っ て , この アド レス 05H を “CALL?” する こと に より , 
それ ぞ れ の ファ ンク ショ ン が 実行 され ます . また , 05H の JMP イン スト ラク ショ ン ・ 
コー ド *C3H? に 続く ジャ ンプ 先 ア ドレ ス は , CPM の サイ ズ に よっ て 変化 し , この ア 
ドレ ス 値 が BDOS の 最 下位 アド レス 十 6H で あり , ユー ザー・ プ ログ ラム で 使用 可能 な 
最高 アド レス 十 7H を 表し て いま す . 但し , DDT な どの トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム が 
CCP 部 に オー バー レイ (重ね 書き ) され る 場合 は ,. この ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が , 適当 な 
中 継 ア ドレ ス (最終 的 に は BDOS へ 導く ) に 書き 替え られ ます . DDT を 起動 し た 場合 
の 00H - FFH 間 の メモ リ ・ ダ ンプ リス ト , Figure-2.5.3 と Figure-2.5.2 を 比較 し て 
みて 下さ い . 


ジャ ンプ 先 ア ドレ スガ が 変化 し て いる . 
DDT で の RST フク に よる ベク トル ガ 書 き 込 まれ だ . 

oooo [C ミ OS BA][oQI [99] CD 。。。・ 
OO10 時 生じ 6 O6 る E LTOPIPEYEIDN 人 REP4 

0020 ES DB EC さ E 8。。・・。・・・ 
0030 D3 EB DB トイ FPP いい 
Oo040 FFP 。。。 。 
り 9 本:y ww wearaial2 

CON:・・・h・・・ 

PE、 PF - FE です すす 
PPT 7] secssXskKB 目 
) 7 ) ) 。。。。 に ツー ・ 

BK て 。。 に に 

6。 ら 。!。。 の 。。 に 

て 

・・ 秩 る 。。 キ キキ 。。。。。 < < 


DDT こ JDUMP.COM 7" を 実行 し だ 直後 の 居 能 
FCB の 内 容 や , DMA パ ッ フ プア に は DUMP.COM の 最後 の 
2 の ガ 発 あか に 中 DUMP.COM” の 最後 の 128 バ イト . 


Figure-2.5.3 DDT 起 動 後 の 0H-FFH の メモ リ 内 容 


フ 4 


アド レス 0H~FFH の CP/M が 使用 する エリ ア に つい て 


38Hー3AH (DDT で の リス ター ト ・ ベ クト ル ) 
DDT で , デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム か ら コ ント ロー ル を DDT に も どす た め の , “RST 7? 
の ベク トル が 書き 込ま れ ま す . この 使い 方 は 「DDT コマ ンド 」 の と ころ で 解説 し て いま 
す の で 参照 し て 下さ い . この RST 7? の た め の ベ クト ル は , CPZM に よっ て 書き 込 
まれ る の で は な く , DDT が 起動 し た 時 点 で DDT が 書き 込み ます . Figure-2.5.3 と Figure 
-2.5.2 を 比較 し て 下さ い . 
また , この ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が CPM の サイ ズ に よっ て 変化 する の は , ほか の も の 
と 同様 で す . 
5CHー7CH (FCB: ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ プ ロッ ク ) 
CP/M DOS の ファ イル に 関す る すべ て の 働き は , この FCB を 通し て 行わ れ ま す . 
FCB の 考え 方 は , CPM に 限ら ず , 細部 の 違い こそ あれ , ほとん どの DOS に 用 いら 
れ て いる も の で , ディ スク 上 の ファ イル 処理 ・ 管 理 に 必要 な 各種 の パラ メー タ を 1 つの 
プ ブロッ ク と し て 持た せる も の で す . Figure-2.5.3 に 示さ れ て いる , DDT で DUMP . COM? 
を TPA に ロー ド し た 場合 の FCB アド レス の 内 容 に 注目 し て 下さ ぃ . “DUMP . COM ? 
が その 中 に 書か れ て いる こと が 分 か り ま す . FCB に 関す る 知識 は ディ スク の アク セス を 
含む プロ グラ ム を 開発 する 上 で 必要 で す . この FCB に 関し て の 詳細 は 続 巻 応用 CP ン 
M? で , “シス テム ・ コ ー ル ? に 関連 し て 解説 を 行い ます . 
(アド レス 5CH 一 7CH は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 . ) 
7DHー-7FH (ラン ダム ・ レ コー ド ・ ポ ジ シ ョ ン ) 
ラン ダム ・ ア クセ ス を 行う 場合 の ラン ダム ・ レ コー ド No. と その ディ スク 上 の ポジ ショ 
ン を 示し ます . 最初 の 2 バイ ト が 0~-65535 の レコ ー ド No. を 表し ます . これ ら の 部 分 
は Version 1.4 に は あり ませ ん . 
(アド レス 7DH 一 7FH は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 . ) 
80H-ーFFH (DMA バッ ファ ・ エ リア ) 
DMA (Direct Memory Address また は , Disk Memory Access) バッ ファ と 呼ば れる 
128 バ イト の ディ スク の Input お よび Output 用 の バッ ファ で す . ディ スク へ の 読み 書き は , 
必ず この バッ ファ を 通し て 行わ れ ま す . 
Figure-2.5.3 の アド レス 80H - FEFH の 内 容 と , DUMP . COM” を ダン プ し た 最後 
の 128 バ イト と を 比較 し て 下さ い . コマ ンド "DDT DUMP . COM” に よる ディ スク ・ 
アク セス の 一 番 最後 (DDT が 起動 し . それ に よっ て ファ イル DUMP . COM” を TPA 
に 読み 込ん だ 最後 の ディ スク ・ リ ー ド に よる 128 バ イト ) の デー タ が , この DMA バッ 
ファ に 残っ て いる こと が わか り ま す . 
(アド レス 80H 一 FFH は デフ ォ ル ト 値 で あり , 任意 の アド レス に 設定 可能 . ) 
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以上 が アド レス 0H- FFH 間 の CPZM シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア と 呼ば れる 部 分 の 概略 で 
す . この 部 分 は CPM で の 実行 を 目的 と する , アセ ンプ ラ に よる ソフ トウ ェ ア 開 発 に 密接 に 関係 す 
る 部 分 で あり , この 辺 の 知識 が 絶対 的 に 必要 に な り ま す . また , 続 巻 で 解説 する シス テム ・ コ ー ル と 
も 密接 に 関連 し て いま す . し か し , CPM 上 で 各種 高級 言語 や アプ リケーション ・ ソ フト を 実行 する 
上 で は , 特に 知る 必要 は あり ませ ん . その 場合 , CP ン M は 各種 ソフ トウ ェ ア を 走ら せる た め の , 単 な 
る 縁 の 下 の OS に すぎ ず , これ ら の 面倒 な こと は な る べく 我々 の 目 に つか ず , 透明 な 方 が 良く 出来 た 
OS と 言え る の で す . 
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実習 の は じ め に 


実 可 の ぼ ば じ め に 


これ か ら 色 々 な コマ ンド を 通し て CPM の 機能 を 解説 し て 行き ます が , その 前 に 次 の 事 を よく 頭 
に 入れ て お いて 下さ い . 


た 実習 に 使用 する 2 枚 の ディ スケ ツ ッ ト に つい て 
実習 は 原則 と し て この 2 枚 の ディ スケ ッ ト で 行い ます . 


ドラ イブ A : に は 
AA2>DIR) リ 
』 MVCFPN CUM 』 PIP COM 』 SUBMIT CUM 』 XSUB CDM 
as ED COUM 』 BNM CDM 』 DDT COUM 』 LOAD CON 
As STAT COM 』 SYSBEN COM 』 DUMP COM 』 BIOS ASM 
as CBIOS RBM 』 DEBLUCK QBSM 』 DISKDEF LIB 』 PTBIOS4 昌 ASM 
aa PTBDOT4B QSM 』 PTCPM4B COM 』 DUMP SN 
人 > 

ドラ イブ BB : に は 
>DIR Bs」 
Bs BaSLIB REL 3 BASCOM COM 』 MBO CDM 』 LBO COM 
B』 TESTPRD BAS 』 FORLIB REL 』 MBAS1IC CONM 
>2 


ウル 。 
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ロ グイ ン ・ デ ィ ス 2, プロ ワラ ム ・ デ ィ ス ク と アフ セス され る ディ スウ つい て 


CP ノ M を 使い こなす に は , 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス ク と , 実行 し よう と する プロ グラ ム ( コ マン ド ) 
が 存在 する ディ スク , それ に , その プロ グラ ム に より アク セス され る ディ スク の 三 者 の 関係 を , コマ 
ンド ・ ラ イン に 自由 に 記述 で き な け れ ば な り ま せん . 

慣れ な いう ち は 少 し 戸惑い ます が , 原則 は 極め て 単純 な こと な の で す . 


ファ イル 名 の 頭 に は , 必ず ドラ イブ 名 (A:, B:, …) を 付け る . 
但し , ドラ イブ 名 が ログ イン ・ デ ィ ス ク と 同一 の 時 は 省略 し て よい . 


た だ これ だ け の こと で すず 。 つ ま 9。 実行 し よう と する プロ グラ ム (マシ ンド) 名 の 頭 に ドラ イブ 名 
を 付け , その プロ グラ ム が アク セス する ファ イル 名 の 頭 に も , ドラ イブ 名 を 付け れ ば よい の で す . 

で は , 4 章 で 紹介 する STAT コマ ンド を 使っ て 。 これ ら 三 者 の いろ いろ な ケー ス を 実行 し て み ま 
す の で , その 実行 例 か ら 三 者 の 関係 を 学ん で 下さ い . ログ イン ・ デ ィ ス ク 名 を 表す “A>” や “B>? 
と ファ イル 名 の 頭 に 付け る (ある い は 省略 され て いる ) ドラ イブ 名 に 注目 し て 下さ い . 


ME 間 ] 
ーー 7 


>STRT _MBO。CON 7 
F31w Not Found ーー---- 一 ビ ドラ イブ ム ^ : に は “M80.COM" ガ な い . 


>STAT BizMBO.CON 』 


Recs Bytes Ext cc 
| 13Z 18k 2 R/M ドラ イブ : 上 に あつ た だ. 
Bytes Remaining ロ n Bs 


>STAT ABSBNM. CON 7 
Recs Bytes Ext Acc 

8k 1 R/M Az ABM。 CDM ---- 一 YASM.COM” は ドラ イプ A : 上 に ある . 
Bytes Remaining ロ n Qi 74k 
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AA>STAT BiASM.COHM リ * 
Fi1ie Not Faund ドラ イブ B : 上 に \ASM.COM” は な い . 


A>Bs ナ err ンー ディス ツ を 8 区 チエ シン ジジ: 


B>STAT_MBO。CON 7 
ドラ イブ B : に は STAT コマ ンド で ある “STAT.COM” ガ な い . 


B>As STAT NMBO.COM/ 

em ドラ イブ A : 上 の STAT コマ ンド を 実生 
137 。 1Bk 2 R/w BMBO.COM たせ M ae 

寺谷 Lt On 介 3k M80.COM” は ドラ イプ B : 上 に ある . 


B>Qs STAT ASM。CON 7 
Fi1e Not Found - *ASM.COM” は ドラ イブ B : 上 に は な い . 


B>AiSTAT AiASM。COUM / 
Recs Bytes Ext Acc 
64 Bk 1 R/M Ai QBSM. CO ドラ イブ A : 上 に “ASM.COM” が ガ あ る. 
Bytes Remaining ロ n is 74k 


ログ イン ・ デ ィ ス ク を A : に チェ ンジ . 


文 コ マン ドー 般 形 で 使用 する 記号 に つい て 
コマ ンド の 一 般 形 で 使用 する 記号 の 意味 は 次 の 通り です. 


回 xs sae| waeas | wwa eeel| | 


ドラ イブ 名 ファ イル 名 ファ イル ・ マ ッ チ Ctrl-C な ど 
意 | AーP ま で の ドラ イブ | 「filename.ext」 の 時 は フ | `*" は , プラ イマ リ ・ ネ ー ム ま | の コン トロ 
名 (実際 に ドラ イブ | ルネ ー ム ,「filename」 の | た は エク ステ ンション の "すべ て ” | 一 ル ・ キ ャ 
味 | が 接続 され て いる も | 時 は プラ イマ リ ・ ネ ー ム | を 表し , * ? ? は , そ の 位置 の ^* す | ラク タ . 
の ) を 指定 する . の み を 使用 する . べ て の | 文字 ” を 表す . 


DUMP.ASM *.COM 
ED.COM TEST.* 
ABCDEFGH.123 A? 7D.X?2Z 
I2AB.Z0 7 7 12.* 
ABCD *. 玉 

123 な ど 。 

な ど . 


と 4 に ) 
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* 本 書 の | リス ト に 使用 する 文字 の 守 体 に つい て 


_ 本書 で は , 誤植 な ど を 避け る た め , リス ト 類 は すべ て コン ピュ ー タ の プリ ンタ 出力 を その まま 使用 
ォ ー ゼロ エル イチ 
し て いま す が , 0O と 0, 1 と 1 な ど 紛 ら わ し いも の も あり ます の で , ご 注意 下さ い . 


文 コ ント ロー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ ディ ツテ ィング 機能 こつ いて 

コマ ンド を キー 入力 する 際 や , エディ タ (ED) や DDT 内 て 文字 列 や サ プ ・ コ マン ド を キー 入力 す 
る 際 に , いく つか の ライ ン 編 集 機能 が 働き ます . また , 次 々 と 表示 され て 行く スク リー ン (コン ソー 
ル ) 上 の 表示 を 一 時 ポー ズ (フリ ー ズ ) 状態 に し た り , スク リー ン に 表示 され る も の を 同時 に プリ ン 
タ (リス ト ・ デ バイ ス ) へ 出力 させ る こと と も で きま す . 

これ ら の 機能 は キー ポー ド か ら の コン トロ ー ル ・ キ ャ ラク タ に よる コマ ンド で 働き , 次 に 示す 合計 
10 種 類 ほ どの コマ ンド が あり ます . これ ら は Ctrl キー と 共に 用 いま す . 


DEL/RUB 最後 に 入力 し た 文字 を 1 文字 づつ 削除 する . 削除 され た 文字 は マシ ン に より , 
又は スク リー ン 上 か ら 消 去 さ れる も の と , 再 表示 (エコ ー バ ッ ク ) され る も の と が 


1 

Back space ある . 

9 

ト | ctrLH 同上 . 但し 削 除き れ た 文字 は スク リー ン 上 か ら も 消去 きれ る . Yersion 1.4 で は 
この 機能 な し . 

1 [ CtrlU 入力 し た 1 行 を 全部 キャ ン セ ル し , キャ ン セ ル し た 行 の 最後 に “キャン セル さ 

ィ れ た / と いう 意味 の 記号 を 表示 し て , カー ソル を 次 の 行 の 先頭 に セッ ト す 

る . 

を 

r Ctrl-X 同上 . 但し キャ ン セ ル さ れ た 行 は , スク リー ン 上 の 表示 も 同時 に 消去 され る . 

ル カー ソル は 同じ 行 の 先頭 に も どる . version 1.4 で は Ctrl-U と 同じ 機能 . 


ーー 
0 


ミー ローV ロ ・ マ ーー ざ ハ 


ー 生 ・ ざ へ 山 
77) 


Ctrl-S 


Ctrl-R 


Ctrl-E 


Ctrl-M 


Ctrl-J 


Ctrl-I 


Ctrl-P 


Ctrl-C 


Ctrl1-Z 


実習 の は じ め に 


スク リー ン 表 示 が スク ロー ル し て いる 時 な ど , 一 時 ポー ズ (フリ ー ズ ) 状態 に 
する . 再び Ctrl-S 又は 他 の キー を 入力 する と キャ ン セ モル され る 。. 


入力 され た 1 行 を 次 の 行 に きれいに “清書” し て 再 表示 する . 1 文字 削除 で エ 
コー バッ ク さ れ た 見 づら い 行 を 確認 する 場合 な ど に 使う (1 文字 削除 に お いて 
エコ ー バ ッ ク し な いも の も ある ). 


スク リー ン 上 の 表示 の み に 関 する 復帰 ・ 改 行 . この た め に 入力 され て いる コマ 
ンド が 実行 され る こと は な い . 


Carriage Return と 同じ . 


Line Feed と 同じ .version 2.0 以上 は Carriage Return の 代用 と し て 使 
用 可 . 


8 文字 ご と の タプ 機能 


スク リー ン に 表示 され る も の を “LST : ? デバ イス (通常 は プリ ンタ ) に も 同 
時 出力 する . プリ ンタ が 動作 可能 な 状態 で な いと , そこ で hang-up( 立 ち 往生 ) 
し て し まう の で 注意 する こと . Ctrl-P は 入力 の た びに ON-OFF を くり 返す ト 
グル 動作 に な っ て いる 。, 


リプ ー ト (ウォ ー ム ・ ス ター ト , ウォ ー ム ・ プ ブー ト ) を 起す . コマ ンド ・ ラ イ 
ン の 最初 に 入力 し た 時 の み 有 効 . 


EFD 内 に お いて , イン サー ト ・ モ ー ド を 終了 する . また , サー チ や 置き 換え の タ 
ー ミ ネー タ と し て 使用 する . PIP の ター ミネ ー タ と し て 使用 する . 
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実習 の は じ め に 


娘 CP/M の エラ ー に つい て 


CPM を 運用 し て いる と , [BDOS ERR ON A: R ノ 0] と か , [NO SPACE] と か , いろ いろ な 
場合 に いろ いろ な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと が あり ます . その ほとん ど は , ユー ザー 側 の 
問題 で あり , CP ン M 自身 が だ お か し か っ た り , ハー ドウ ェ ア の トラ ブル な どの エラ ー は , まず 発生 し ま 
せん . も し その よう な エラ ー が し ば し ば 発生 する よう で あれ ば , ハー ドウ ェ ア の 欠陥 か , BIOS の ソ 
フト ウェ ア 的 な 欠陥 が ある の で す . コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム 全 体 の チェ ッ ク を 行う 必要 が あり ます . 

CP/M が エラ ー を 検出 し て 出力 する エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 種類 は , CP/M に 共通 な も の と , 各 コ 
マン ド や プロ グラ ム に 固有 の も の と が あり ます が , エラ ー の 原因 は , 通常 次 に 示す よう な 単純 な も の 
が その ほとん どですか ら , 適切 な 処理 を 行え ば, 解決 する で し ょ う . 


O デ ィ ス ク の 全 メ モリ 容量 を オー バー し て 書き 込み を 行っ た . 

O デ ィ ス ク の 収容 可能 な ファ イル 数 を オー バー し て , ファ イル を 作成 し た . 

O フ ァイル 名 の 指定 や ドラ イブ 名 の 指定 を 誤っ た . 

O デ ィ ス ケッ ト を 交換 し た 後 。 Ctrl-C を 行わ ず に 書き 込み を 行っ た . 
OoR プ OO” の ファ イル に 削除 や 書き 込み を 行っ た . 

O 未 フォ ー マ ッ ト (ある い は 異な る フォ ー マ ッ ト ) の ディ スケ ッ ト を 使用 し た . 
O デ ィ ス ク 上 の デー タ が 何ら か の 原因 で 破壊 され て いた . 

Oo 損 傷 し て いる ディ スケ ッ ト を 使用 し た . 

人 など 。 


CP/M が エラ ー を 検出 し て , 処理 が スト ッ プ し た 場合 , 通常 は Ctr-C を キー イン し て , 今 ま で の 処 
理 を キャ ン セ ル し , CP/M に 戻し ます . し か し Ctrl-C 以 外 の キー イン を 行う と, エラー の 種類 に よっ 
て は , エラ ー を 無視 し て , エラ ー の まま て 処理 を 続行 で きる も の も あり ます . この 場合 は 後 で 必ず , 
処理 され た デー タ を チェ ッ ク し な けれ ば な り ま せん . 
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/ 


いり 
W 


の 英 


が 


( 7 ジウ 


ーー ニーー- ご ここ 


DIR 


本 DIR (ファ イル 名 リス ト ア ウト ・ コ マン ド ) 


ーー 一 DIRectory コマ ンド ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 DIR_ ix: 

ドラ イブ x : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト する 。. 

2 DIR、,x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル 名 “filename.ext” を 捜し , 存在 し て いれ ば その ファ イル 名 
を リス ト ア ウト する 。. 

DIR、x : filematch 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル 名 か ら フ ァイル ・ マ ッ チ し た も の を すべ て リス ト ア ウト す 
る . 

注 |) x : は それ が ログ イン ・ デ ヂ ディスク の 場合 , 省略 で きる . 

注 2) “SYS” アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル は , いずれ の 場合 も リス ト ア ウト され な 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 場合 . 


A>DIR7 M 
Rs MOVCPN COM し さ 1 XSUB CONM 


Ai ED CM 』 ABNM LOAD CO 
Ri STAT CN 』 SYSGEN BI0S naSNM 


nA』 CBIODS ASBN 』 DEBLUCK PTBIOS4 昌 ASNM 
Ak PTBOUOT4B ASM 』 PTCPM48 
仙 > 


Figure-3.1.1 ドラ イブ A : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト . 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , ドラ イブ プ B : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト する . 


、 >DIR BI』/ 
Bi BASLIB REL 』 BASCON CONM 』 NMBO CDM 』 LBO 
Bs TESTPRD  BQS 』 FORLIB REL 』 MBABIC CON 


人 > 


Figure-3.1.2 ログ イン ・ デ ィ ス ク は A: の まま で , ドラ イプ B : 上 の すべ て の ファ イル を リス ト ア ウ 
ド 。 


ログ イン ・ デ ィ ス ク を B : に チェ ンジ し て 実行 . 


>BI 7 

B>DIR リ 

B』 BaASLIB REL 』 BASCDM COM 』 MBO COM 』 LBO 
Bs TESTPRD BAS 』 FDRLIB REL 』 MBABIC COM 

B> 


Figure-3.1.3 ログ イン ・ デ ィ ス ク を B : に チェ ンジ し て か ら , ドラ イブ B : 上 の すべ て の ファ イル を 
リス ト ア ウト . Figure-3.1.2 と 結果 は 同じ . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が だ B : の 時 , ディ スク A : 上 の すべ て の ファ イル 名 を リス ト ア ウト する . 


B>DIR ai リ 

na MVCPM COM PIP XBUB CON 
as ED COM 』 ABNM LOAD CON 
Aa BTAT COM 』 SYSBEN BIO0S に) 


Rs CBIOB に に | DEBLOCK PTBIOB4B ASNM 
nz PTBOOT4 昌 QSNM PTCPM4 昌 
B> 


Figure-3.1.4 Figure-3.1.1 と 結果 は 同じ . 


36 


DIR 


有 厩 還 | DR xenamesxt 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , A : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


A>DIR DUMP . ASM ) 


Ai DUMP ABNM 
人 > 
Figure-3.1.5 
目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 
>DIR MBAS1IC。CON 7 
NO FILE 
内 > 
Figure-3.1.6 


目的 の ファ イル は 存在 し な か っ た . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が B : の 時 , B : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


B>DIR MBAB1IC.CON 」 

Bs MBQB1C CON 

B> 

Figure-3.1.7 

目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , ドラ イプ B : 上 の 1 つの ファ イル を 確認 する . 


>DIR BiMBASTC. COM 

B』 MBASIC COM 8 

AA> 

Figure-3.1.8 


目的 の ファ イル は 存在 し て いた . 


3 フ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


A>DIR Bs DUMP 。 SN 
 NQ FILE 
人 > 


Figure-3.1.9 
目的 の ファ イル は 存在 し て いな か っ た . 


ログ イン ・ デ イス ク が A : 以外 の 場合 の 実習 は , 今 ま で の も の と 同様 な の で 省略 . 


DIR_x:filematch 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , A : 上 の ファ イル 名 の エク ステ ンション が ASM で ある すべ て の フ 
ァイル 名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


| 

QA>DIR *。QBSM 

Rs BI1IO0S RSM 』 CBIOS SN 』 DEBLOCK QASNM 』 PTBIOS4 昌 ASN 
Ai PTBO ロ T48 QBSM 』 DUMP ASN 


仙 > 


Figure-3.1.10 プラ イマ リ ・ ネ ー ム に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 例 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が B : で B : 上 の ファ イル 名 の エク ステ ンション が COM で ある すべ て の ファ 
イル 名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


B>DIR *。CON リ 
B』 BASCON CONM 』 MBO COM 』 LBO CON 』 MBQAB1IC CONM 
B> 


Figure-3.1.11 上 と 同様 に プラ イマ リ ・ ネ ー ム に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 例 . 


3 は 


DIR 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , A : 上 の ファ イル 名 に 2?? と “※? を 使っ た 場合 . 


RA>DIR PT? ア タタ 4 日 。 ま カ 


ns PTBIOS4 ASM 』 
人 > 


『BD 1 民 素 。 貯 す 』 は 


QA>DIR *。\ リ 
MOVCPN CON 
ED COHN 
STAT CON 
CBIOS ASN 
PTBOOT48 ASNM 


PTB ロ OT4 昌 ASNM 


Figure-3.1.12 
エク ステ ンション に “7 "プラ イマ リ ・ ネ ー ム 
に “2?? を 同時 に 使っ た 場合 . 


『D 1RJ」 と 同じ で す 。 


PiP XSUB CON 
SN LOAD CON 
SYSGEN BIO0S SN 
DEBL ロ CK s PTBIOS4 昌 ASM 
PTCPM4 晶 


Figure-3.1.13 Figure-3.1.1 と 同じ 結果 で す . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , ドラ イブ プ B : 上 の エク ステ ンション が COM で ある すべ て の ファ イル 
名 を リス ト ア ウト する 場合 . 


RA>DIR Bs*.CON / 


全 > 


Bz BASCON CONM 』 NMBO COM 』 MBQS1IC COH 


Figure-3.1.14 ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イプ に も ファ イル ・ マ ッ チ は 使え る . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が B : で , ドラ イブ プ A : 上 の ファ イル に “*” と “?? を 使っ た 場合 。 


B>DIR APT????4 日 。% 7 
ni PTBIOS4 昌 ASM 』 PTBUOT4B ASNM 


B> 


Figure-3.1.15 
Figure-3.1.12 と 同一 結果 . 


に に ) 


ピル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


解説 DIR 


DIR コマ ンド が 実行 され る と , 8 イン チ の 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 は ,、 トラ ッ ク 02 上 の セク タ 1., 
7 18。 19 25。 5, 1L 17 23 3,。 9、15 的 、 2。 8 14 (6 セク タ ご と の え スキ ュー が か か っ 
て いる の で , この よう な 順序 に な る , ` ス キュー” に 関し て は , 第 2 章 の 2.3 を 参照 ) の 計 16 セ クタ を 
占め る ディ レク トリ ・ エ リア を 読み 出し , 目的 の ファ イル 名 を コン ソー ル に リス ト ア ウト し ます . 

この ディ レク トリ が 実際 に どの よう に 記録 され て いる の か , 最初 の 2 つの セク タ (セク タ 1 と 7) 
を セク タッ ディ スプ レイ アロ グラ ム (シン クウ ェ ア ・ ラ プ ズ 社 ) で 見 て み ま し ょ う 。 


代 >B BECD1 ら 8 7 


= ニニ ニニ = 。 SECTOR DIBPLAY PROUGRAN ぴり 1。 王 ニニ ニニ = ニニ = 
coOPyright by BYNCMARE LABS 


input disk name 人 一 D > 

input track 間 OO-76 >02 

1nPut gec も Or 昔 O1-26 >01 

D) isp1 ay。 K し 1! ユ ス - ョ R) mboot CP/N 
input PD。 >D_ 


・MOVCPM CON。 。 。 し 
し 生生. 


<PIP CONM。 。 。* 


・SUBMIT COM。。・。・。 


2o 4F 
Ooa oo 
20 4F 
00 00 
20 4F 
oo oo 
2o 4F 
oo oo 


88888888 
88888888 
88888888 


SECTOUR=OZ 

4 さ 
oo 
4 さ 
oo 
4 さ 
00 
4 さ 
00 


17 1 日 19 1 
OO 41 53 4D 
1E 1F 20 21 
OO 44 44 54 
26 27 28 29 
0O 4C 4F 41 
2B 2C OO 0O 


62 FPPPPYYYYET 
・LOAD CONM・ ・・・ 


の Reich 


88888888 
88888888 
88888888 
88888888 
8 征 8“888 ぷ 


D) isp1ay。 N) xt こも Or disSP・。 代 )u モ oO ngxt。 
1nput D。 N。 の 人 。 X。 KR。 > 


呈 旭 に も 〇 ビ R) eboot CP/NM 


3 
ン 
5 
に 3 


Figure-3.1.16 ディ レク トリ が 記録 され て いる セク タ を 見 る . 
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DIR 


この よう に , “DIR” で リス ト ア ウト し た 場合 と 同じ 順 褒 で 各 フ ァイル の “住所 録 ” が 並ん を で いる の 
が 分 か り ま す . 1 つの ファ イル に 32 バ イト が 割り 当て られ , 最初 の 16 バ イト が ファ イル 名 な どの エリ 
ア , 後 の 16 バ イト が 実際 に ファ イル が セー プ さ れ て いる , ディ スク 上 の 位置 を 示す ディ スク ・ ア ロケ 
ーション ・ マ ッ プ と な っ て いま す . 1 つの ファ イル に 対し て 32 バ イト を 必要 と する ディ レク ト が , 16 
セク タニ 16X128 バ イト =64X32 バ イト の エリ ア を 持っ て いる の で , 計 64 個 の ファ イル を 1 つの ディ ス 
ケッ ト に 収納 する こと が で きる わけ で す (8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の 場合 ). 

ファ イル に SYS? アト リ ビ ュ ー ト (System ア トリ ビュ ー ト ) が 付い て いる 場合 、 その ファ イル は , 
DIR コマ ンド で は リス ト ア ウト され ず , ^ 存 在 し な い ” と みな され ます . 

アト リ ビ ュ ー ト に つい て は STAT コマ ンド の 項 で 詳し く 解 説 し ます が , ここ で 参考 まで に ASM, 
DDT, ED, LOAD の 4 つの 各 COM ファ イル に "SYS? ア トリ ビュ ー ト が 付い て いる 場合 の , STAT 
コマ ンド に よる ファ イル 名 の リス ト ア ウト と, DIR コマ ンド に よる リス ト ア ウト を 示し ます ., 


STAT コマ ンド に よる リス ト ア ウト 


A>SBTAT %\。 ま リリ 


IM 
3 
La 


人 Cc 

R/M Aa (ASM。COM) =ー 
R/M aiBIOS. ASM 
R/M CB10S . ASNM 
R/M (DDT.CONM) = 一 
R/M DEBLOCK 。 SN 
R/M AIDISKDEF 。LIB 
R/M QiDUNMP 。 SN 

R/M Ri DUNMP . CN 

R/M (ED.CUM) = 一 
R/M as (LOAD.CUM) 一 
R/M nMOVCPNM. CDN 
R/M IPIP.CON 

R/M ArPTBIOS48. ASN 
R/M anzPTBO0T4 昌 . ASN 
R/M PTCPNM4. CON 
R/M aiSTaT。. CN 

R/M RSUBMIT. CON 
R/M QBSYSBEN. CUN 
R/W As XSUB. CON 
Bytes Remaining ロ n Qi 106k 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


人 > 


Figure-3.1.17 ( ) の 付い て いる ファ イル 名 に 注目 . 


この よう に “SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル は ( ) で 表示 され ます . 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


DIR コマ シド に よる リス ト ア ウト 


Aa>DIR) 
MOVCP' 


NM COM 』 PIP CON 』 XSBUB CON4 
BTaT CON 』 BYSBBEN CONM !』 BIOS に に ] | 
CBIO0S SM 』 DEBLOCK LIB 』 PTBIOS4 昌 ASNM 
PTB0T4B ASM 』 PTCPM48 SN 


Figure-3.1.18 上 の STAT コマ ンド で ( ) の 付い て いた ファ イル が , リス ト ア ウト され て いな いこ と 
に 注目 . 


この よう に , DIR で は “SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い た ファ イル は リス ト ア ウト され ませ ん . 
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昌也 


9.2 TYPE (ファ イル 内 容 タ イプ アウ ト ・ コ マン ド ) 
ーーTYPE out コマ ンド ーー 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


TYPE、,x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の アス キー・ フ ァイル `filename.ext” を タイ プア ウト する 。. 
注 ) x: は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


い PE._x:filename.ext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , A : 上 の ファ イル , “DUMP . ASM” を タイ プア ウト する 。. 


Rn>TYPE DUMP . ASN 7 
FILE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGBHT (C) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIGITAL REBEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GROVE 

CALIFHRNIA。 9395O 


0RG 

EGU 3D0S ENTRY POINT 

EQU 3 READ CUNSQLE 

EQU sTYPE FUNCTI ロ N 

EQU 3 BUFFER PRINT ENTRY 

EGU 3BREAK KEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY) 
EQU 3FILE OFEN K 

EQU sREAD FUNCTIUN 


FIXED MESSAGE AREA 
DB ?FILE DUMF VERSIUN 1。4 ま * 
DB CR,LF。" NOD INPUT FILE PRESENT UN DISK** 


H VARIABLE AREA 
IBPs DS ーー 3 INFUT BUFFER PUINTER 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


QLDSP』 DS し 。 3ENTRY SBP VALUE FROM CCP 
H 
5 STACK AREA 

DS 64 5 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 


SBTKT ロ Ps 
H 


全 > 


Figure-3.2.1 DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル を タイ プア ウト する 。. 


ファ イル 全部 を タイ プア ウト し 終る と , この よう に CPM に も どり ます .。 タイ プア ウト され て い 
る 途中 で , CtrlIS を キー イン する と , その 時 点 で タイ プア ウト 動作 は ポー ズ (フリーズ) 状態 に な り ま 
す . ポー ズ を 解除 し タイ プア ウト を 続行 する に は , 何ら か の キー イン を 行い ます . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : の 時 , B : 上 の ファ イル TESTPRO . BAS” を タイ プア ウト する . 


n>TYPE BsTESTPRD.BAS リ 


1O = ニニ ニニ ニニ ニニ ニー mami mmminamamamoncsamnmamnanamasamnanemanamaeareanae 


20 
さ O ITI CB UCS FOR MOUSE 


2 = ニー ニー ニニ ニニ ロ こ 上 呈 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニテ ニニ 

D 

PRINT "==== ニ = DISCRIMINATED QAVUIDANCE-SAME PRUGRAM MITH 4 BUXEB == ニ = ニニ 
PRINT 

ロ 


"ルオ キネ キキ TNITITAL BET ネオ まま 

ます 

DEFINT 人 -Z *DEFAIN ALL VALIABLES TO INTEGER 
まま 


*DISK FILE NAME DEFINE 

INPUT "FILE NAME"3FILENAME IN$* 
INPUT "DATE"』DATEIN* 

ま 


*DISK FILE DPEN 

DPEN "R"。 せ 1。FILENAME IN* 

ま 

ッ ーーー DATA STORE AREA DIM DEFINE --ー 

* DATA BYTE BIT ASBIBNMENT 

* BIT7。 BIT6 ーー 一 - O O = NO LEVER RESPDNSE 

* * ーーーー O 1 = RESPONSE AT CB 

* " ーーーー 1 O = RESPONSE AT UCS 

* BIT5。4。 さ 。2。1。O ーーー- LEVER RESPDNBE COUNTER AT ITI 


DIM DATQBDX(4。10O) * BUX1 一 BHX4 DATA BUFFER 
) DIM DSKDQTQ$(4) 


と の! 


PXE 選 


さ 00 DSKDATA$*$( 1 ) =SBTRING$(100。 ひ ) * BUX1 DISK DQTA BUFFER 
さ 1O DSKDATQ$(2) =STRINB ま (100。O) * BOX2 上 
さ 20 DSKDATA$( さ ) =BTRING も (100。O) * BDX さ 時 
ささ 3O_DSKDATA ま (4) =SBTRINGB ま (100。O) *BDX4 


仙 > 


Figure-3.2.2 ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の , BASIC 言語 の ソー ス ・ プ ログ ラム を タイ プア 
ウト する . 


この ファ イル は 最後 まで タイ プア ウト され て いま せん . タイ プア ウト の 途中 で CPM に も どっ て 
いま す .. この よう に タイ プア ウト の 途中 で プレ ー ク を か け , TYPE コマ ンド を 打ち 切る に は , ポー ズ ・ 
コマ ンド で あぁ る Ctrl-S 以 外 の 何ら か の キー イン を 行え ば , その 時 点 で CPM に も どる こと が で きま 
す , 


ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : 以外 の ケー ス も 同様 な の で 省略 . 


ファ イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ は 使え ませ ん . 


Figure-3.2.3 
ファ イル ・ マ ッ チ を 使う と ,、 こ の よう に エラ ー 
と な り ま す . 


解説 TYPE 


TYPE コマ ンド は , 任意 の ファ イル を 読み 出し , その 内 容 を その まま コン ソー ル に 送り ます . コン 
ソー ル は 送ら れ て きた デー タ を その まま 表示 し ます の で , 指定 する ファ イル は アス キー・ フ ァイル ( 文 
字 フ ァイル ) で な けれ ば , コン ソー ル は 表示 する こと が で きま せん . 試し に PIP. COM と か , ED. 
COM な どの マシ ン 語 ファ イル を タイ プア ウト し て みて 下さ い . メ チャ クチ ャ の 表示 に な っ た で し ょ う . 

また , コン ソー ル へ の 表示 は , 8 文字 ご と の タプ 処理 が 行わ れ ま す の で , Figure-3.2.1 で は , ラベ 
ル , オペ ラン ド , コメ ント な どの 欄 の 頭 が 揃っ て いま す . 

ここ で 参考 まで に Figure-3.2.1 で タイ プア ウト し た DUMP . ASM の ファ イル の デー タ を , 直接 16 
進 で 見 て み ま し ょ う . 16 進 表示 部 の 右側 は , その アス キー・ コ ー ド を 文字 に 変換 し た も の で す . TYPE 
コマ ンド で の 表示 と 比較 し て 下さ い . タブ は “09H?, 復帰 改行 は 0ODH?, "0AHY で ぁ る こと が 分 り 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 克 実 習 


まず す ね. 


>Bs DUHPHA DUMP . QBN カ 


ーー ニニ ニー ニニ FILE DUMP(HEX & QASCI1I) PRUGBRAM り 1。.5 
CoOPyright by  -SBYNCMARE LABBー 


49 2o 52 5・FILE DUMP PROG 
2C 41 2o RAM。 READB AN IN 
44 5o PUT FILE AND PRI 

oOA OD NTS IN HEX.。』・・.! 

28 。COPYRIGHT (C) 1 

さ 1 975。 1976。 1977,。 

4 フ 7 197 日 . . 3 .DIBITAL 

RESEARCH. 。 』 .BDX 


579。 PACIFIC GR 
DVE. . 3 ・CALIFORNI 
A。 9 さ 950。 。 』..・ OR 
B. 100H。 . BDDS. EQU 
、0O05H。』 DDS ENTR 
Y POINT. . CDNS . EQ 
U.1.sREAD CDNSQL 
E. . TYPEF - ERU.2. ョ 


Figure-3.2.4 DUMPHA プロ グラ ム は CPM に は 含ま れ て いま せん が , DDT コマ ンド で も 同じ よ 
うに 見 る こと が で きま す . 


46 


REN 


S.3 REN (ファ イル 名 変更 コマ ンド ) 


ーーREName コマ ン ドー 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


REN_,x : 新 filename.ext 三 旧 filename.ext 
同一 ディ スク : 上 で , ` 旧 filename.ext” を ~ 新 fename.ext” に , ファ イル 名 の 変更 を 行う . 
注 ) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 。 省略 で きる . 


誠 還 | 昌 N renameext=flename.ext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の ファ イル 名 を 変更 する . 
まず , REN コマ ンド 実行 前 の ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 (現在 は A : ) の 全部 の ファ イル 名 を , DIR コ 
マン ド で リス ト ア ウト し て , Figure-3.3.1 に 示し て お きま す . 


A>DIR / 
COM COM 』 XSUB CON 
CDN COM 』 LOaD CDN 
CON COM 』 BIOS ASM - 一 注目 
ASM LIB 』 PTBIOB4B ASN 
PTBOOT4B ASM AB 


Figure-3.3.1 実習 前 の ファ ル 名 の 確認 . 


この 中 の 右端 の 3 行 目 の ファ イル BIOS . ASM? を \12345678 . YXZ′ と いう ファ イル 名 に リネ 
ー ム し て み ま す . 


A>REN 12 く 4567 日 。 XYZ=BIO0S. QSM 


Figure-3.3.2 
REN コマ ンド の 実行 . 


オフ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


REN コマ ンド が 実行 され まし た . 再び DIR で 全体 の ファ イル を 見 て み ま し ょ う . 


QA>DIR7 

仙 g CONM XSUB CON 

仙 s CON LOAD . CDN 

si CON 12 く 45678B XYZ - 一 - 注目 


Rs に) PTBIOS4B ASN 
Rs PTBHOT48B ASNM 
人 > 


Figure-3.3.3 結果 の 確認 . 


この よう に “12345678 . XYZ?” に リネ ー ム され て いま す . 
で は この ファ イル (内 容 は BIOS . ASM?) を TYPE コマ ンド で , 参考 まで に リス ト ア ウト し て 
み ま す . 


>TYPE 1234567 日 。 XYZ リ 


MDS-BOO 1/ ロ Drivers for CP/NM 2.2 
(four drive single density vV@ 品 1 On ) 


Version 2。2 February。 198O 
edu 22 - Version 2。2 
Copyright (c) 198O 

Digita1 Res ほ arch 


Box 5 フワ 9。 PacCif1iC BrFOve 
Ca11 了 forni a。 9 さ 95O 


ーーーー ニ ーー ニー マーー ニ ーーー 


に に しい! 0ff サ ffh Value Of "tru@" 
| not 上 ug "fa]1 gg 
に に ・ し 1 fa1 5 5 上 rue 1 上 5 上 b1Og 


Figure-3.3.4 中身 は BIOS. ASM で す . 


この よう に 当然 で す が , 中 身 は “BIOS . ASM” で す . 
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REN 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の ファ イル 名 を 変更 する . 

ドラ イブ B : 上 の ファ イル \M80 . COM^ (マイ クロ ソフ ト 社 の マク ロ ・ ア セン プラ ) を MACRO- 
80 . COM” と , ファ イル 名 を 変更 し まし ょ う . ログ イン ・ デ ィ ス ク は A : の まま で 行っ て み ま す . 

その 前 に ドラ イブ B : 上 の 全部 の ファ イル 名 を , DIR コマ ンド で タイ プア ウト し て 示し て お きま す . 


Figure-3.3.5 実行 前 の ファ イル 名 の 確認 . 


で は REN コマ ンド を 実行 し ます . 


Figure-3.3.6 
REN コマ ンド の 実行 . 


この 確認 は 後に し て , ドラ イブ B : 上 の も う ) 1 つの ファ イル \L80 . COM” (マイ クロ ソフ ト 社 の リ 
ンカ ー) を LINK-80 . COM” と ファ イル 名 を 変更 し て み ま す . 今回 は ログ イン ・ デ ィ ス ク を B : に 
チェ ンジ し て か ら REN コマ ンド を 実行 し ます . 


Figure-3.3.7 
ログ イン ・ デ ィ ス ク の チェ ンジ 後 ,」 REN コマ ン 
ド を 実行 . 


REN コマ ンド が 実行 され まし た . REN に 続く コマ ンド ・ ラ イン に Figure-3.3.6 に ある ^B:” が 
な いこ と に 注目 し て 下さ い . 

さて , これ で ドラ イプ B : 上 の 2 つの ファ イル 名 が 変更 され まし た . DIR コマ ンド で 全体 の ファ イ 
ル を 見 て 確認 し て み ま し ょ う . 


し に ) 


ピル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


B>DIR) ーッ 


BI BASLIB REL 』 BASCODM COM 』 MACRD-BO COM 』 LINK-BO 
Bi TEBTPRD  BQS 』 FORLIB REL 』 MBASIC COM 
B> 


Figure-3.3.8 結果 の 確認 . 


同じ ディ スク 上 に , すでに 存在 する ファ イル 名 に は リネ ー ム で きま せん . 
ドラ イブ A : 上 に は すでに , ファ イル DEBLOCK . ASM” が な あります. この ディ スク 上 の ファ イ 
ル “DUMP . ASM” を ,。 DEBLOCK . ASM” に リネ ー ム を 試み ます . 


AA>REN DEBLUCK . AGM=DUMP . SN / 

FILE EXISTGB 

人 > Figure-3.3.9 

すでに 存在 する ファ イル 名 へ の リネ ー ム は で き 
な い . 


この よう に 「 フ ァイル すでに 在り 」 の メッ セー ジ が 出力 され て , リネ ー ム は 不可 能 で す . 
新旧 2 つの ファ イル が , 異な っ た ディ スク 上 に 在 る 場合 の リネ ー ム は で きま せん . 


>REN nzQBCD 。 XYZ=B』 MBAS1C 。 CUNM リ 
BsMBASIC. CDM ラ 

Figure-3.3.10 
同一 ディ スク 上 に な い フ ァイル 名 の リネ ー ム は 
で き な い . 


人 > 


この よう な 2 つの ディ スク に また が る REN コマ ンド は 受け 付け られ ませ ん . 


ファ イル ・ マ ッ チ は 新 ・I 旧 どちら の ファ イル 名 に も 使え ませ ん . 


>REN *。 DBJ=*.CON 7 
*。 DBJ=* 。 CDM? 


人 > 


Figure-3.3.11 
ファ イル ・ マ ッ チ は 使え な い . 
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REN 


すべ て の COM エク ステ ンション の ファ イル を , OBJ エク ステ ンション に リネ ー ム し よう と 試み ま 
す が , この よう に 不可 能 で す . 


解説 HEN 


REN コマ ンド は , 変更 し よう と する I 旧 ファ イル 名 を , 該当 ディ スク の ディ レク トリ か ら 捜 し 出し , 
も し その ファ イル 名 が 存在 し て いれ ば , ディ レク トリ の その ファ イル 名 の 部 分 の み , 新 フ ァイル 名 に 
書き 替え ます . あと は 変化 する 部 分 は 全く あり ませ ん . 

Figure-3.3.2 の REN コマ ンド に より , ディ レク トリ が 書き 替え られ る 様子 を , コマ ンド の 実行 前 
と 実行 後 の 該 当 デ ィ レ クト リ を 対比 し て 示し ます . 


DISK=A TRACK=O2 BECTDR=1 
oo 5 さ 54 41 54 20 20 
2D 2E 2F 30 さ 1 32 00 
00 SS 59 5 さ - 47 45 4E 
ささ QO OO OO OO oo oO 


・STAT CON。 . 。 ) 
ー・/012。 。 。 


5_ ASR... - _ 注目 
52789 5 く =ー ッ > の 。。 。 。 


88888888 


D) 1 sp1 ay。 N) ex wector dis5p。。 Auto next。 名 昌 に も ロビ R) eboot CP/NM 


に 3 
ご 
生 
ヒ 」 
さ 


<〈REN コマ ンド 実行 > 


DISK=A TRACK=O2 BECTUR=1 さ 
54 41 54 2 20 2o 20 4 さ 4F 4D 
き さ O さ 1 さ 32 OO OO OO OO OO OO 


9 5 ちさ 47 45 4E 2O 2o 4 さ 4F 4D .SYSGEN CON. < < 
さ 


4 % 
.[i2345678XY2L .*。 3 白 
'567B9 ょ 』 く =>?9。 。。 。 


g888d8B る 8 
88888888 


D) isp1 ay。 N) xt mector disDp-。 人 )utO next。 呈 選 に も O ヒ R) eboot CP/N 


ミ 


Figure-3.8.12 REN コマ ンド 実行 前 ・ 実 行 後 の ア デア ィ レク トリ の 変化 . 


それ ぞ れ の トラ ッ ク 02, セク タ 13 の A : 60 で 示さ れる 行 に 注目 し て 下さ い . ディ レク トリ の この 部 
分 が , 書き 替え た られ て いる こと が 分 か り ま す . これ が すなわち , リネ ー ム され た と 言う こと な の で す . 


51 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


3.4 ERA (ファ イル 削除 コマ ンド ) 


ーーERAse コマ ンド ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


ERA、x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル `filename.ext” を 削除 する . 
ERA. .x : filematch 


“ライ ブ x : 上 の ファ イル ・ マ ッ チ する ファ イル を すべ て 削除 する . 
注 |) "R プ 0" アト リ ビ ュ ー ト の 付い て いる ファ イル は 。 いずれ の 場合 も 削除 で き な い . 
注 2) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


認 還 ERA xflenameext 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の ファ イル `filename . ext” を 削除 する . 
まず , ERA コマ ンド 実行 前 の 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス ク A : 上 の ファ イル を DIR コマ ンド で 示し 
ます 


Figure-3.4.1 実行 前 の ファ イル の 確認 . 


この 中 の 最初 の ファ イル “MOVCPM . COM” を 削除 し て み ま す . 
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ERA 


>ERA _MUVCPNM. CUM ) 
人 > 


Figure-3.4.2 
1 つの ファ イル を 削除 . 


コマ ンド が 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


A>DIR7 

Ri PIP XSUB COM i ED CON 
as ASN LOAD COM 』 SBTaT CON 
Rs SYSGEN BIO0S SM 』 CBIOS AS 
ai DEBLOCK PTBIOB4B ABNM 』 PTBUUT4B ASN 
Ai PTCPN4 昌 

仙 > 


Figure-3.4.8 結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の ファ イル を 削除 する . 
まず , ERA コマ ンド 実行 前 の ドラ イプ B : 上 の ファ イル を , DIR コマ ンド て 示し ます . 


>DIR Bs/ 
Bs BASLIB REL i』 BASCON COM 』 MBO COM 』 LO 
B』 TESTPRUD BAB 』 FURLIB REL 』 MBASIC CI 


> 注目 


Figure-3.4.4 実行 前 の ドラ イブ プ B : 上 の ファ イル の 確認 . 


この ドラ イプ B : 上 の ファ イル ^FORLIB . REL” を 。 ロ グイ ン ・ デ ィ ス ク は A : の 状態 で 削除 し 
て み ま す . 


>ERA BsFOURL1IB.REL リ 
仙 > 


Figure-3.4.5 
ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ 上 の ファ イ 
ル の 削除 . 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


コマ ンド が 実行 きれ まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


AA>DIR Bi リ 
Bs BABLIB REL 』 BABSCON CON 』 MBO 
Bs TESTPRU  BQS 』 MBABIC CON 


人 > 


Figure-3.4.6 結果 の 確認 . 


A_x:fllematch 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の すべ て の COM エク ステ ンション を 持つ ファ イル を 削除 する . 


Figure-3.4.7 
ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 実行 例 . 


コマ ンド が 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . Figure-3.4.3 と 比較 し て 下さ きい. 


QA>DIR 7 
ns BIOS ASM 』 CBIO0S AS 』 DEBLUCK ASM 』 DISKDEF  LIB 
As PTBIDB4B ABNM 』 PTBUOT4B ASM 』 DUMP に) 


仙 > 


Figure-3.4.8 結果 の 確認 . 
ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ディ スク 上 の すべ て の ファ イル を 削除 する . 


ファ イル ・ マ ッ チ 記号 “* . *※” で 。 すべて の ファ イル の 削除 が で きま す . 但し 事 が 重大 な の で , 
CPM は コマ ンド の 再 確認 を 求め る メッ セー ジ を 出力 し ます . 
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>ERA BI*。 キ ア 
ALL (YZN)? や Y ナ 
仙 > 


Figure-3.4.9 
ドラ イプ B : 上 の ファ イル の オー ル 削 除 . 


CPM の 問い に , “Y” と 答え て リタ ー ン すれ ば 実行 され , “Y” 以外 の 文字 また は 何 も 入力 せ ず リ 
ター ン す れ ば , コマ ンド は キャ ン セ ル き され て CP/M に も どり ます . 
すべ て の ファ イル を 削除 きれ た ディ スク B : を DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


*A>DIR B』/ 

NO FILE 

仙 > 
Figure-3.4.10 
結果 の 確認 . 


ログ イン ・ デ ィ ス ク を 目的 の ファ イル が 存在 する ディ スク に チェ ンジ し て か ら ERA コマ ンド を 実 
行 す る 方 が ,. “うっ か り ミ ス ” の 防止 上 安全 で す . 

例え ば , Figure-3.4.5 の 場合 な ど は , 次 の よう に 行う 方 が 安全 で す . ディ スク ・ チ ェ ン ジ し て か ら 
DIR で 確認 し て いる 点 に 注目 . 


>Bg 7 
B>DIR 7 6 
B』 BASLIB REL 』 BASCON CUN 』 MBO CON s LBO 


Bs TESTPRU BAS 』 FORLIB REL 』 MBABTIC CON 
B>ERA FURLIB.REL 
B> 


Figure-8.4.11 ERA コマ ンド を 安全 確実 に 実行 する . 
^*R グ 0” (リー ド ・ オ ン リ ー) アト リピ ビ ュー ト の 付い て いる ファ イル は 削除 で きま せん . 


現在 ,、 ドラ イブ A : に 挿入 きれ て いる ディ スケ ッ ト 上 の ファ イル の 状態 を , STAT コマ ンド て 調べ 
て み ま す . 
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1 R/M AsBIOB. ABSN 


1 R/M QiCBIOB. BN 

1 R/M AiDEBLOCK. BN 

1 R/M iDISKDEF。LIB 

1 [7Z ロ | AiDUMP.ASM ーー 注目 

2 R/M nsPTBIOS4 昌 . BN 

1 R/M niPTBOOT4B。 AS 
6 Ro Dn 人 』 166k 


人 > 


Figure-3.4.12 STAT コマ ンド に よる ファ イル の 確認 . 


この よう に , 存在 し て いる ファ イル の 状態 が リス ト ア ウト され まし た . ここ で ファ イル "DUMP . 
ASM? の み “R グ 0 と 表示 され て いる こと に 注目 下さ い . 
| この “*R プ 0? すなわち “書き 込み ・ 消 去 禁 止 ′' の ファ イル に ERA コマ ンド を 実行 し て み ま し ょ 


A>ERA_DUMP.ASM 

Bdos Err ロ n ai File R/ ロ へ C 
> も 
Figure-3.4.13 

R プ O ファ イル に 対し て ,ERA コマ ンド を 実行. 


この よう に ファ イル は R プ 0 で ある 旨 の メッ セー ジ が 出力 され 削除 で きま せん . この 状態 で は 
CPZM に も どっ て いま せん の で , CtrlIC を キー イン し て CPZM に も ど し ま す . 

*R プ 0 ファ イル を 削除 する に は 『R プ 0” アト リピ ビ ュー ト を “*R グ W” (リー ド ・ ラ イト ) 了 アト 
リ ビ ュ ー ト に 変更 し て か ら ERA コマ ンド を 実行 し ます . 


人 >BSBTAT DUMP。QASNM $R/M 7 
DUMP。 ABM set to R/M 


谷 > 


Figure-3.4.14 
R プ 0O フ ァイル を RW ファ イル に 変更 . 
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詳し く は 第 4 章 「STAT コ マン ド 」 で 解説 し ます が , この よう に STAT コマ ンド で アト リ ビ ュ ー 
ト を 変更 し ます . これ で RW′ すなわち 書き 込み ・ 消 法 可能 ′ ファ イル に 変更 きれ た の で , 再 
度 ERA コマ ンド を 実行 し て み ま す . 


Figure-3.4.15 
R プ W フ ァイル に 変更 後 の ERA コマ ンド の 実 
行 . 


今度 は 実行 され まし た . DIR で 確認 し て み ま し ょ う . 


Figure-3.4.16 結果 の 確認 . 


解説 EHA 


ERA コマ ンド も , カレ ント ・ ユ ー ザ ー・ エ リア (現在 の ユー ザー・ エ リア , 第 3 章 「USER コマ 
ンド 」 の 項 参照 ) 内 の ファ イル に 対し て の み 有 効 で す . 他 の ユー ザー・ エ リア の ファ イル に 対し て は 

\※.*※/ を 使っ た ALL ERASE コマ ンド を 実行 し て も 影響 を 与え ませ ん . 

ERA コマ ンド を 我々 は 普通 ,.「 フ ァイル を 削除 する 」 と 言っ て いま す が , 物理 的 に は ディ スケ ッ ト 
上 か ら デ ー タ を “消去 * する の で は な く , 該当 ファ イル の ディ レク トリ の 最初 の 1 バイ ト を , ^E5? 
(HEX) に 書き 替え る だ け な の で す . つま り , 今 ま で ` 有 効 " で あっ た ファ イル に , “無効 "の 印 (ES5H) 
を 付け る の が ERA コマ ンド で ある と 言え ます . 

その 様子 を A : , B:, 2 つの ディ スケ ッ ト の デー タ を 比較 ・ ダ ンプ する ユー ティ リティ ー・ プ ロ 
グラ ム で ある (シン クウ ェ ア ・ ラ ブ ズ 社 ) “CMPDISK′ で 見 て み ま し ょ うう . 最初 は 全く 同じ 2 枚 の デ 
ィ ス ケッ ト で , A : が Figure-3.4.1 で 示さ れる 内 容 の , 元 の ディ スケ ッ ト で あり , B : は Figure-3. 
4.2 の ERA コマ ンド を 実行 し て ,。 ファ イル “MOVCPM . COM” を 削除 し た ディ スケ ッ ト で す . 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 区 実習 


>CMPD1SK リ 


ー ニ ニニ ニー DISK COMPARE PRDBRAM  V1。5 = ニー ニニ ニー 
D copyright by  -BYNCMARE LABB- 
Thi sw PrOgram COmDAFPG diSkQI with disgkBs by track sector to track segctor 。 


INSERT BUURCE DISKET ODN DRIVE QAs 
0BJECT DISKET ON DRIVE Bs 


1n ロ Put ma レヒ 上 と acK 香 OO-ー76 >00 

1 ロロ ut sa レセ 5@ こ も Or 芋 O1-26 >O1 
D) ump 1 sector。 C)heck と OmDP・@ し FOF。 介 ) utO dump & Comp・@rror Check。 
N) ext dumPp。 X) any dumPs FR) eboot ヒ P/MNM。 

input  D。 ビ 。 人 。 N。 X。 R。 >C 


COMPARE ERRDR DN TRACK= O2 BECTOR=m O1 -ーーーーー 革 駅 エラ ー あ り . 


キャ ++ ャ + END ロ F LAST TRACK キ + エ キャ 
1.1.1!1! CUMPARE ERROR EXIBT !!!!! 


COMPARE ERRDR UN TRACK= O2 BECTOR= O1 雪 当 . 
ノン ーー エラ ー 租 所 . 
AsOO り 4F 56 43 5O 4D 4 さ 4F OO QO 4C  .MOVCPM COM。 。。 し 
寺 三 5 


BsOO ) に 導 ・MUVCPM CON。 。 し 


As 10 oO4 OS Oo6 07 0 POCKETE 
Bs1O POCIPIKILIIDE TE 


Rs2O <PIP CON。 。 . ョ 
B』 2O PiP CON。 。 < 


As さ 30 ossaeeeeeeeeaeeee 
Bi さ O PCO LIKE 


Ani 40 55 42 4D 49 54 ・SUBMIT COM. <・。・。 
Bi 4O し EE ・SUBMIT CON. <.・<- 


AsS5O oo oO oO OO OO 
Bs SO し 提 還 - コ 


Rs6O 53 55 42 2o 2o 
Bs6O 


as 70 
Bi7O PTPIOILIIRIEIO 
* 1nPut any 


Figure-3.4.17 ERA コマ ンド 実行 前 の も の と , 実行 後 の 2 枚 の ディ スケ ッ ト を 比較 する . 


この A :, B :, 2 枚 の ディ スケ ッ ト を 比較 し ます . まず ^CMPDISK” を 起動 し て ,。 ディ スク の 最 
初 の トラ ッ ク , セク タ か ら 最 終 ま で ,。 ディスケット 全面 の 比較 チェ ッ ク を 行い まし た . 結果 は Figure 
-3.4.17 に 示さ れ て いる よう に , トラ ッ ク 02 の セク タ 01 に の み , 比較 エラ ー が 見 つか り ま し た . ここ が 
ディ レク トリ 部 で ある こと は , 「DIR コマ ンド 」 の 項 で 解説 し て いま す . Figure-3.4.2 の ERA コマ 
ンド を 実行 し た こと に よる ディ スケ ッ ト 上 の デー タ の 変化 は , トラ ッ ク 02 の セク タ 01 の み で ある こと 
が 分 か り ま す . 
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次 に この セク タ を , A : , B : 同時 に ダン プ し た も の が Figure-3.4.17 の 続き に 示さ れ て いま す . 
16 進 ゲン プ 部 の B : 側 の パニ” は , A : と 等 し い バ イト を 表し ます . どこ の バイ ト が A :, B : 異な 
っ て いる の で し ょ う . そう , “MOVCPM . COM” の 32 バ イト の ディ レク トリ の 最初 の バイ ト が 00E 
5 に 変っ て いま すね . この よう に , ERA コマ ンド は ファ イル の 実際 の 内 容 を 消去 する の で は な 〈, デ 
ィ レ クト リ の 最初 の 1 バイ ト を ^E5H? に 書き 奉 え る だ け で ある こと が 理解 され た と 思い ます . よっ 
て 一 旦 削除 きれ た ファ イル で も , その 後に 書き 込み な ど が 行わ て れ て いな けれ ば , ディ スク 上 の この 部 
分 を 書き 替え る こと に より “生き 返ら せる ” こと も 不可 能 で は な いわ け で す . 

し か し これ ら の 物理 的 な こと を , 我々 ユーザ ー が 気 に する 必要 は あり ませ ん . ERA コマ ンド は , あ 
くま で も ファ イル の “削除? で あり , ERA コマ ンド を 実行 する と , その ファ イル は “消え て な く な る 
と 思っ て 運用 すれ ば よい の で す . 
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9.5 SAVE (メモ リ 内 容 デ ィ ス ク ・ セ ー プ ・ コ マン ド ) 
に ナァ ラー ニーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


SAVE、 mn. ,x: filename.ext 


ドラ イブ x : 上 に , TPA の 始ま りか ら n ペー ジ 分 の メモ リ ・ イ メー ジ を , ファ イル 名 
*filename.ext* と し て セー プ ブ す る . 


注 |) TPA の 始ま り は アド レス 100H か ら . 1 ペー ジ は 256 バ イト (n は 10 進 数 ). 
注 2) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


SAVE コマ ンド 


0H---- *SAVE n x : ABCD.XYZ” を 実行 


100H --- 
256Xn バ イト 1 


ドラ イブ x : 上 の ディ スク に , アド レス 1I00H か ら 
(256Xn) バ イト 分 の デー タ を , ファ イル 名 
*ABCD. XYZ”" と し て セー ブ す る . 


Figure-3.5.0 SAVE コ マン ド の 模 能 


主 本 AV n xmlenamesxt 


ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 に TPA の メモ リ ・ イ メー ジ を n ページ 分 ファ イル する . 
現在 の TPA の メモ リ 内 容 は , 何 が 残っ て いる の か 不明 な の で , まず 実行 可能 な 簡単 な プロ グラ ム 
を アド レス 100H か ら 書 ほ き 込 み 、 それ を デイ スク に セー ブ し て み ま し ょ う . 書き 込む せ プ ログ ラム は 「 ア 


0 


ドレ ス 4000H か ら 4FFFH まで の 4 氏 バ イト に , 00 か ら 始 まり , 1 バイ ト ご と に 01, 02, 03…… と イ 

ンク リ メ ン ト さ れる デー タ を 書き 込ん で 行く 」 と いう 働き を し ます . この プロ グラ ム は 僅か 17 バ イト 

で す が , SAVE する 時 は 実習 の 意味 で 2 ペー ジ 分 ファ イル し て み ま す . あと で 確認 し や すい よう, プ 

ログ ラム を 書き 込む 前 に アド レス 100Hー4FFH に 55H/ (ASCII コー ド の U) を フィ ル ( 満 す ) し 

て お きま す . これ ら の 作業 は の ちほ ど 解 説 する DDT を 使っ て 行い ます . 
その 様子 を 示し ます . 


A>DDT リ ーー-- DDT を お 動 


DDT VERB 2.2 
ーF100。4FF。5 き フーーーー アド レス 100H-4FFH に デー タ 55H を フィ ル . 
直義 ゆー コー ニーーーー ー アド レス 100H が ら ラ イン ・ ア セン プル を 開始 , 
O1OO  LXI H。400O7 
O10 さ MVi BOJ 
O1O5 MOV M。B) 
O1O6 NX_H 7 | プロ プラ ム を 入力 し て 行 ぐ . 

O10Z 入力 と 同時 に , 対 下 す る オブ ジェ クト が 
O308 OO RTR メモ リ 上 に 出来 て 行く . 


0109 
O10B 
010E 
O111 


sss そ 。 昌 。。。。。。 cs08 
BB。。N。。。 符 N。。。。 と 。。 


Figure-3.5.1 ディ スク 上 に セー プ す る デー タ を 作成 . 
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この よう に 目的 の プア ログラム を , アド レス 100H か ら , DDT の *A? コマ ンド (ライ ン ・ ア セン プ 
ラ ) で 直接 書き 込み ます . 

デー タ が 出来 た ら , TPA の 2 ペー ジ 分 (100Hー2FFH) を セー プ し ます . この ファ イル に は 
*TESTSAVE . COM” と いう 名 を 付け まし た . 即 実行 可能 な マシ ン 語 フ ァイル な の で , ファ イル 名 
の エク ステ シシ ョ ジン は "COM と し ます 。 


>SAVE 2 TESTSAVE . CDM / 
> 


Figure-3.5.2 
SAVE コマ ンド の 実行 . 
256X 2 バイ ト 分 を セー プ す る . 


SAVE コマ ンド の 実行 が 終り まし た . コマ ンド ・ ラ イン の “2” は 2 ペー ジ 分 を 指定 する 数 字 で す . 
で は , セー プ さ れ た TESTSAVE . COM” を DIR て 確認 し て み ま し ょ う . 


>DIR TESTSAVE 。 CDN リ 

As TEBTSAVE . CDNM 

仙 > 

Figure-3.5.3 
結果 の 確認 . 


確か に ファ イル が 生成 され て いま す . どの よう な ファ イル な の か , この ファ イル の 状態 を STAT で 
調べ て み ま す . (STAT コマ ンド に つい て は 第 4 章 「STAT コマ ンド 」 の 項 を 参照. ) 


>STAT TESTSAVE . CON 


Recs Bytes Ext acc 
4 1k 1 R/M iTESTSAVE . CDNM 


Bytes Remaining ロ n Qi 94k 


Figure-3.5.4 
人 > セー プ さ れ た ファ イル の 状態 を 確認 . 


この よう に “TESTSAVE . COM” は 。 ファ イル 長 が 1 K バ イト で ある こと が 分 か り ま す . 2 ペー 
ジ 分 , 256X 2 バイ ト し か セー ブ し て いな い の に , 1 氏 バ イト の ファ イル が 出来 て いる 理由 は , 8 イン 
チ の 標準 ディ スク で は , CPM の ファ イル 管理 が 最小 で も 1 K バ イト 単位 で 行わ れ て いる か ら で す . 
生成 され た ファ イル の 内 容 は , DUMP コマ ンド で も 見 る こと が で きま す . その サン プル ラン を 次 に 
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示し ます (DUMP に つい ぃ て は , 第 4 章 「DUMP コマ ンド 」 の 項 を 参照 ). 


>DUMP_TESTSAVE 。 CDN 7 


OOQOO 21 06 00 
0010 00 55 
0020 55 55 
O03O 55 55 
OO40 55 55 
ooS5O SS 55 
OOe6O 55 55 
O07O 55 55 
OOBO 55 55 
Oo50 555 55 


Figure-3.5.5 DUMP コマ ンド に よる ファ イル の 内 容 の 確認 . 


この よう に マシ ン 語 の プロ グラ ム と , “55H7? の コー ド が 2 ペー ジ 分 ファ イル され て いる こと が 確認 
で きま し た 、 


SAVE コマ ンド と は 直接 関係 な かり ま せん が ,。COM ファ イル と し て セー ブ さ きれ た , この 短い プロ グ 
ラム を 実行 し て み ま し ょ う . アド レス 100H ス ター ト の プロ グラ ム な の で , この プロ グラ ム 名 の プラ イ 
マリ ・ ネ ー ム を キー イン し , リタ ー ン する こと に より 自動 的 に 実行 され ます . 


QA>TESTSQAVE 7 


仙 > 


Figure-3.5.6 
セー プ さ れ た プロ グラ ム の 実行 . 
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ピル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


この プロ グラ ム の 最後 は “JMP 0′ の リブ プー ト (ウォ ー ム ・ プ ー ト ) に な っ て いま す の で , 実行 が 
終る と この よう に リプ ー ト し て CPM に も どり ます . 

一 応 , 実行 結果 を DDT の ダン プ ・ コ マン ド で , 4000Hー4FFFEH が どう な っ て いる か 見 て み ま し ょ 
か 


人 AA>DDT リーーー-DDT を 起動. 


DDT VERS 2。2 を 
ーDSFEO。 SO1F 』 - - - - 一 実行 結果 を ヅ ン プ し て 確認 . 
さ FEO OO トリ 
さ FFO Oo 
O6 OB 
16 PETE IKEKRRRE ERO 
26 1 0 大 争 ん 8 7 () キキ 。ー。/ 
012 さ 4567 日 9』 5 く m>? 
9ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVMXYZEW]“_ 
*abcdefghi jk1 mnOo 
Pr tuvwk yz て 1) け で 。 


し 
し 
EE 
し EE 
ここ ら 辺 の デー タ は 
アス キー・ コ ー ド に 当 つ て いる . 


PIPES ERRORRRR EE 
ao 
に しま 用 
し EE 
PIPE KHR ERRR RON ER は ) 
し 


Figure-3.5.7 DDT に よる 実行 結果 の 確認 . 


この よう に 目的 通り , 4000H か ら 00, 01。 02…… と 書き 込ま れ て いる こと が 確認 され ます . 
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SAVE 


DDT と 併用 し , 既存 ファ イル を ドラ イプ xX : 上 に コピ ー す る . ディ スク ・ ド ライ ブ プ が 1 台 で も , フ 
ァイル の コピ ー が 可能 . 

DDT と SAVE コマ ンド を 使っ て , PIP コマ ンド を 用 いな いで , 既存 ファ イル の コピ ー が で きま 
す . 但し , ファ イル が 大 きく て , TPA に ロー ド し きれ な いも の は ダメ で す . 

で は , CPM の アセ ンプ ラ で ぁ る “ASM . COM” を この 方 法 で コピ ー し て み ま し ょ う . せっ か く 
DDT を 使う の に , た だ コピ ー す る だ け で は つま ら な い の で , アセ ンプ ラ の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 一 部 
を , カナ で 表示 する よう に 変更 し て コピ ー し ます . 


QA>STAT_ASM。 CDN / 


Recs Bytes Ext Acc 
64 Bk 1 R/M iQSM。CON 


Bytes Remaining On Ai 1O5k Pe の 0 
ファ イル “ASM . COM” の ファ イル 長 の 確認 . 
仙 > Recs の 項 の 「64」 を メモ し て お く . 
A>QBM_XXXX ナ 
CP/M ABBEMBLER - VER 2.0 Figure-3.5.9 
ーー か アセ ンプ ラ の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 1 つの 出力 
A> 例 . この "NO SOURCE.……? を カナ に 変更 し 
で ラコ 玉 呈す る 、。 


DDT を 起動 し て , ASM.COM を TPA ピ ロー ド す る . 


DDT VERB 2.2 
NEXT PC 
2100 010O 


変更 し よう と する エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 部 分 の ゲン プ . - 
6 45 52 20 さ 2 2E さ O OD 4E 4F 20 5 くさ 4F 5S5 52 VER 2。O。ND SOUR 
OFCO 4 く 3 45 20 46 49 4C 45 20 SO 52 45 5 くさ 45 4E 54 OD CE FILE PRESENT 。 


旨み ー ュ ーーー- S コ マン ド で カナ 文字 の コー ド に 書き 替え て 行く . 
OFB9 4E BF) ソ 
OFBA 4F BOJ | 
OFBB 20 BD7 ス 
OFBC 53 207 
OFBD 4F EC) フ 
OFBE 55 AZJ ァ 
OFBF 52 B27 イィ 
OFCO 4 さ 597 リル し 
OFC1 45 2o7 .. 
OFC2 20 B67 > 
OFC さ 46 DE7 ・ 
OFC4 49 207 、. 
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ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


トリ 
に 1 
に こう 


に 』 
じ リ 
に 


ロ 
回 
ここ | に 


N 
【] 
に ご 


M 
2 LE TL NE 人 こせ 


IN 
〇 
*ー 


IN 
【<】 
ー 


20 


3 


ロ 
に つ 


ピリ オド で S コ マン ド を 終る . 


変更 し だ 部 分 の 確認 の プン プ . 
OFBO 20 56 45 52 2 さ 2 2E さ O OD BF BO BD 2O・CC 7 B2 VER 2.0. ツ ソー ス ファ イ 
OFCO D9 20 B6 DE 20 B1 DB CF BE DD 20 2 20 20 2O OD ル 力 " アリ マセ ン 内 


Ctrl で C に より DDT を 終了 レ し CP/M に 戻る . 


Figure-3.5.10 DDT に ょ り ASM . COM を TPA に ロー ドレ し , 一 部 に 変更 を 加え る . 


A>SAVE さ 2 ASMSAVE 。 CHM 7 Figure-3.5.11 
> 一 部 変更 きれ た TPA の ASM . COM の メモ 


リ ・ イ メー ジ を , 先ほど メモ し た 「64」 を 1 
2 し た ペー ジ 数 分 SAVE する (も し 割り 切れ な 
い 場 合 は 切り 上 げ ). 


A>SBTAT ASHSAVE . CDN 


Recs Bytes Ext 人 AccC Figure-3.5.12 
64 Bk 1 R/M ASMSAVE 。 CON の 
Bytes Remaining Hn Qi 94k STAT に よる SAVE され た ファ イル の 確認 
に オリ ジ ナ ル と 同じ 容量 の ファ イル が セー プ さ れ 
仙 > て いる 。. 
Figure-3.5.13 


しい ] X 7 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.0 


メッ モー ジ の 一 セーブ きれ た 
ラッ も 人 が ずり き w ツ 且 Pe ッ セ ー ジ 部 を 変更 し て , セ され た 新 


し い ア セン プラ で , ファ イル "XXXX” を アセ 
> ンプ ル す る . エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が カナ て で 出力 
され て いる こと に 注目 . 


注 ) カナ 文字 を 表示 する に は , も ちろ ん カナ 文字 が 使え る CPM で な く て は な り ま せん . 国産 の パ 
ー ソ ナル ・ コ ンピュータ 用 の CPM で は , ほとん ど で カ ナ の 使用 が 可能 で す . 
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USER 


3.6 USER (ユー ザー・ エ リア 移行 コマ ンド ) 
ーーUSER コマ ンド ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


USER_ Ln 


ユー ザー・ エ リア n に 移行 する . n ニ 0 一 |I5 の IO 進数 . 


解説 USER 


USER コマ ンド は , MP プン M (マル チ ・ ユ ー ザ ー の CPM) で 使用 する ディ スク と の コン パチ ビリ 
ティ を 持た せる た め に , CPM Version 2.0 か ら 追加 され まし た . 複数 の 人 が 同時 に 一 つの 装置 を 使 
用 する MPZM に お いて, この USER コマ ンド が な ぜ 必 要 な の か , 本 項 に より 明らか に な る で し ょ 
沈 

CPM で は , 大 容量 の ハー ド ・ デ ィ ス ク で も 使わ な い 限り , 通常 は USER コマ ンド を 使う 必要 性 
は まっ た くく ありません. USER コマ ンド より , 実際 の ディ スケ ッ ト を 何 枚 か 使う こと を お 勧め し ます . 

さて USER コマ ンド は , 各 ドラ イブ 上 の 1 枚 の ディ スケ ッ ト を 仮想 の 16 枚 の ディ スケ ッ ト に 分 割 し , 
その 16 枚 に 0 か ら 15 ま で の 番号 を 付け , コマ ンド “USER n? を 実行 する こと に より , あたかも n 番 
目 の デ ィ ス ケッ ト の み を 単独 で 使っ て いる よう な 効果 を 与え る も の で す . 言い 夫 え れ ば , 物理 的 に 同 


通常 は 。 ユー ザーNo. 0 の この ディ スケ ッ ト 仮想 の 16 枚 に 分 割 さ れ て いる | 枚 の ディ スク . 


の み を 使っ て いる と 考え れ ば よい . oo 


例え ば “USER、,2J” を 実行 する と , 
ユー ザーNo. 2 の ディ スケ ッ ト の み を 
使用 する の と 同じ 効果 を 与え る . 


Figure-3.6.0 USER コ マン ド の 機 能 


B フ 


ビル トイ ン ・ コ マン ド 徹 底 実習 


ー デ ィ ス ケッ ト で あっ て も , ユー ザー・ エ リア が 異な れ ば 別 の ディ スケ ッ ト と 同等 な の で す . 異な る 
ユー ザー・ エ リア の ファ イル に 対し て は ,。 ディ レク ト り すら 表示 で きず , すべ て の コマ ンド が 無効 で 
す (PIP コマ ンド の 特別 な 使い 方 を 除く ). 要する に , 物理 的 に は 同一 ディ スケ ッ ト 上 の ファ イル で あか 
っ て も , ユー ザー・ エ リア が 異な れ ば , それ ら は 存在 し な い の で す . ' 

ユー ザー・ エ リア は , すべ て の ドラ イプ に 対し て 同時 に 効果 を 与え ます. ドラ イプ A : が ユー ザー・ 
エリ ザル な ら 。 ドラ イブ B : も 5 に な っ で いま す 、 

CPM が 起動 し た 時 の デフ ォ ル ト の ユー ザー・ エ リア は 0 で あり , この 0 エリ ア は CPM Version 
1.4 の ディ スケ ッ ト と コン パチ ビリ ティ ー の ある 唯一 の エリ ア で す . 0 以外 の ユー ザー・ エ リア で は , 
Version 1.4 の ディ スケ ッ ト は 読め ませ ん . 


ドラ イブ A : の ディ レク トリ を 見 る . 
COM 』 PIP CONM 』 
COM 』 QBSNM COM 』 
CM 』 SYSBEN CDM 』 DUMP 
SM 』 DEBLUCK QABM 』* 
PTBn0T4 昌 ASM 』 PTCPM4 昌 COM s 


A>USER_ き リ -- --- コ ー ザ ー・ エ リア 5 に 移行 する . 


人 >DIR 7 再び DIR を 実行 . 

NO FILE 一 -- --- ファ イル が ない . 

AA2DIR Bs リーーー-- ド ライ ブ B : の ディ レク トリ を 見 る . 
NO FILE -- 一 一 ご ちら に も 何 も な い . 


A>USEER_O7-ーー- - コ ー ザ ー・ エ リア O に 帰る 


Q>DIR BI/ B : 上 の ディ レク トリ を 見 る . エリ ア O に は ファ イル が あつ だ . ・ 
Bi BASLIB REL 』 BASCOM CONM 』 MO CON 』 LBO CON 
Bs TESTPRO BAS 』 FORLIB REL 』 MBASIC COM 


>STAT USR ョ リリ 現在 の ユー ザー・ エ リア と , ファ イル が 存在 し て いる ユー ザー・ エ リア を 表示 させ る . 
人 QCE# は vg Uswer 8 O 一 一 一 現在 の エリ ア は O. 

人 と も 1vege F31@mg 〇 O ーー ファ イル の 存在 する エリ ア は O の み 、. 

仙 > 


Figure-3.6.1 USER コマ ンド の 実習 . 


0 以外 の ユー ザー・ エ リア へ , ファ イル を コピ ー す る 実例 が , 第 4 章 の 「STAT コマ ンド 」 の 実習 
10 と , PIP コマ ンド の 「[Gn] PIP パラ メー タ 」 の 項 に あり ます の で 参照 し て 下さ い . また , “STAT 
USR : ? の 使い 方 も ,「STAT コマ ンド 」 の 項 を 参照 し て 下さ い . 
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STAT 


4.1 STAT (ファ イル や 周辺 装置 の 設定 お よび 状況 報告 プロ グラ ム ) 


ーーSTATistical information programー 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


< ファ イル に 関す る コマ ンド > 
1 STAT 
コー ルド ・ ス ター ト や ウォ ー ム ・ ス ター ト の 後 , アク セス され た こと の ある ディ スク 
の 未 使用 エリ ア の 容量 と ,。 それ ら の ドラ イブ が H/W か H プ 0 か を レポ ー ト する . 
2 SHAME 竣 
ドラ イブ x : の 未 使用 エリ ア の 容量 の み レ ポー ト す る . 
3・a STAT、,x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル “filename.ext” の , 各種 サイ ズ と アト リピ ュー ト を レポ ー 
ト す る . 
3・b STAT、_.x : filename.ext、」$S 
3・a と 同様 で ある が , さら に ファ イル の サイ ズ の 表示 も 行わ れる . 
4・a STAT、x: filematch 
3・a に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 し た も の . 
4.D STAT、,x : filematch_,$S 
4・a と 同様 で ある が , さら に ファ イル の サイ ズ の 表示 も 行わ れる . 
5 STAT_,x: filename.ext、,$atr 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル `filename.ext” に 対し て , アト リピ ビュー ト “atr” を 設定 す 
る (CPM Version 1.4 に は この 機能 な し ). 
6 STAT、x: filematch_,$atr 
5 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 し た も の . 
く 周辺 装置 に 関す る コマ ンド > 
7 STAT_JDEV: 
周辺 装置 の 現在 の 割り 付け 状況 た そ レ ポー ト す る . 
8 STAT_,VAL: 
STAT コマ ンド ・ ラ イン ・ メ ニュ ー と , ロジ カル ・ デ バイ ス 対 フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 
の 一 覧 表 を 表示 する (CPM Version 1.4 に は , コマ ンド ・ メ ニュ ー は な し )、. 


グ 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


9 STAT、,logdev: =phydey : 
各 周辺 装置 (フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス ) を ロジ カル ・ デ バイ ス に 割り 付け る . 

10 STAT_,USR: 
現在 の ユー ザー・ エ リア と ファ イル が 存在 する ユー ザー・ エ リア を レポ ー ト する (CP ン 
M Version 1.4 に は , この 機能 な し ). 

11 STAT、.x: DSK : 
ドラ イブ x : の 記憶 容量 や 入力 可能 ファ イル 数 な ど , ディ スク ・ ド ライ ブ の 諸 元 を 表 
示す る (CPM Version 1.4 に は この 機能 な し ). 

12 STAT、,x: =R ノ O…( こ の 場合 の x : は 省略 で き な い . ) 
ドラ イブ x : に リー ド ・ オ ン リ ー の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト を 設定 する . 

注 ) x : は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


コー ルド ・ ス ター ト や ウォ ー ム ・ ス ター ト の 後 , アク セス され た こと の ある ディ スク の 未 使用 メモ 
リ ・ ス ペー ス と それ ら の ドラ イブ が R ン W で ある か , R プ O で ある か を レポ ー ト する . 


Figure-4.1.1 

ドラ イプ BE: に は , まだ アク セス し た こと が な 
い の で , ドラ イブ A : に 関し て の み レ ポー ト さ 
れ て いる . 


Figure-4.1.2 実習 の た め に DIR を 使っ て , ドラ イプ B : を アク セス し て みる . 


ソウ 


STAT 


Aa>BTAT / 

Aa R/M。 SBPace』 106k 

Bs R/M。 SBpaces 7 日 K Figure-4.1.3 

6 3 今回 は ドラ イブ A : , B: と も に レポ ー ト され 
( た 。 


この よう に CPM は , アク セス し た すべ て の ドライブ プ の ディ レク ト リ 情 報 を , メモ リ 内 に 常に 保 
持 し て いま す . 


B AT_x: 


ドラ イブ x : に 関し て , 未 使用 の メモ リ ・ ス ペー ス の み レ ポー ト し ます . 


_ AA>BTAT Bs 7 

0 Figure-4.1.4 

Bytes Remaining ロ n B』 7k | ドラ イブ B : の 未 使用 メモ リ ・ ス ペー ス が レポ 
Aa> - ー ト され て いる . 


Figure-4.1.3 と 比較 し て 下さ い . 


STAT__x:fllename.ext 
AT__x:filename.ext_ 中 
TAT_x:fllematch 
TAT__x:filematch_$ お 8 


ドラ イブ x : 上 の ファ イル \filename. ext” に 関す る ロジ カル ・ エ クス テン ト 中 の レコ ー ド 数 (Recs), 
ファ イル の 全容 量 の キロ バイ ト 数 (Bytes), 16KK バ イト の エク ステ ント 数 (Ext)、 ファ イル の アク セ 
ス ・ ア トリ ビュ ー ト (Acc) な ど を レポ ー ト し ます . 


A>STAT BMBO.CON ) 1 給 和 0E 
K ドラ イプ B : 上 の \M80.COM′ (マイ クロ ソフ 
Recs Bytes Ext Acc の ンプ ブラ) に ポー 
1 さ フ 1 日 に 2 R/M BMBO. CON 『 伯 人 
_Bytes Remaining ロ n Bi 7 日 k れ だ . 


ドラ イブ B : に は Figure-4.1.2 の ディ スケ ッ ト 
が 入っ て いる . 


仙 > 


フラ 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


また , ファ イル 名 の あと に , “$S? オ プシ ョ ン を 付け て コマ ンド を 実行 する こと に より , さら に ファ 
イル に 割り 当て られ た レコ ー ド 数 (Size) も 表示 され ます . 


A>BTAT BMBO.COM $8B / 


Bize Recs Bytes Ext AccC 
1 さ フ 1 さ フ 1 コ k 2 R/M BiMBO. CDN 
Bytes Remaining ロ n Bi 7Bk 


> 


Figure-4.1.6 *Size” が 表示 され て いる . 先ほど の Figure-4.1.5 と 比較 し て 下さ い . 通常 の ファ イル 
(シー ケン シャ ル ・ フ ァイル ) で は “Size? と ゞ Recs′ の 値 は 一 致す る . 


次 に 。 ファ イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ て み ま し ょ う . 


>BTAT Bs*。.REL リ 


Recs Bytes Ext Acc 
さ 7Z 4 に さ R/M BisBQSL 1B。 REL Figure-4.1.7 


プラ イマ リ ・ フ ァイル ネー ム に ファ イル ・ マ ッ 
チ を 使い 。 ドラ イブ B : 上 の すべ て の “REL? 
> ファ イル を レポ ー ト し て いる . 


182 2 く k 2 R/M BIFORL 1IB。 REL 
Bytes Remaining ロ n Bi 78k 


ここ で , こら れ の コマ ンド に より 表示 され る , 各 項 目 の 用 語 の 説明 を し て お きま し ょ う . 


COO シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 場合 は , 次 の Recs′ の 値 と 一 致し , ファ イル に 


割り 当て られ た レコ ー ド 数 (1 レコ ー ド は 128 バ イト で , CPM 上 の 1 セク タ 
に 当る ) を 示し ます . 
ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は , ファ イル の 最終 (End Of File) レコ 
ー ド の 番号 (位置 ) を 示し ます . 

MOCO シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 場合 は 、 その ファ イル の ロジ カル ・ エ クス テン ト 
(標準 ディ スク の 場合 は , 16KK バ イト の プロ ッ ク を 1 ロジ カル ・ エ クス テン ト 
で 表す . ) に よっ て 占め られ る レコ ー ド 数 を 示し ます . この 場合 は , “Size” の 値 
一 本 し ます 。 
ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は , デー タ が 書き 込ま れ て いな い レ コー 
ド を も 含ん だ .。 ロジ カル ・ エ クス テン ト の レコ ー ド 数 を 示し ます . 


フ 4 


STAT 


PCCCECEP シー ケン シャ ル ・ フ ァイル の 場合 は ,、 ファ イル に よっ て 占め られ る 実際 の バイ 


ト 数 (プロ ッ ク 単 位 で あり , 標準 ディ スク の 場合 は 1024 バ イト = 1 K バ イト が 
最小 の 単位 と な る ) を 示し て いま す . 
ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場合 は , 実際 に デー タ の 書き 込み が 行わ れ た 
レコ ー ド の 合計 の バイ ト 数 が 示さ れ ま す . ラン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル の 場 
合 は , この ^Bytes” だ けが 正確 な ファ イル の 容量 を 示す 値 に な り ま す . 

| Be トー ロジ カル ・ エ クス テン ト の 数 を 示し ます . 8 イン チ の 標準 デア イス ケッ ト の 場合 
は , 1 ロジ カル ・ エ クス テン ト に より , 16 人 KK バイ ト の ディ スク ・ ア ロケ グー ショ 
ン ・ マ ッ プ (1 K パ イト ・ プ ロッ ク ご と の ファ イル ・ デ ー タ の 住所 録 ) を 表し 
ます . よっ て , ファ イル の 容量 が 16K バ イト 以下 で あれ ば , “Ext” の 値 は 1 と 
な り , 16K よ り 大 きく , 32K 以 下 の 場合 は 2 と いう 具合 に な り ます . 

ee ファ イル ・ ア クセ ス の タイ プ (アト リピ ビュート) を 示し ます . *R ノ 0* か *R ノ 
W? か の いずれ か を 表示 し ます . SYS? ア トリ ビュ ー ト は , ファ イル 名 に *( )? 
を 付け て 表示 され ます . 


AT._x:filename.ext SBatr 
fAT_x:filematch 一 batr 


ドラ イブ x : 上 の ファ イル \filename . ext′ に 対し て , アト リ ビ ュ ー ト 『\atr” ($R プ 0O, $R/W, 
$SYS, $DIR) を 設定 し ます . ファ イル 名 に は , ファ イル ・ マ ッ チ を 使う こと も で きま す . 
ここ で ,。 ファ イル の アト リ ビ ュ ー ト (属性 ) の 種類 に つい て 解説 し まし ょ う . 


$R プ 0 ト … の の …… Read Only File. この アト リ ビ ュ ー ト が 付く と , ファ イル は ERA コマ ンド や 


REN コマ ンド ,。 それ に ED や 同一 ファ イル 名 で の SAVE や PIP な どの 実行 
に よる ファ イル の 削除 や , 一 部 の 変更 な ど に 対し て , ライ ト ・ プ ロ テ ク ト が か 
か り ま す . 

Lies Read ノ Write File. 通常 の ファ イル が 持つ アト リ ビ ュ ー ト で あり , 自由 に ファ 
イル の 削除 や ー 部 の 変更 が で きま す . 


Me SYStem File. この ファ イル は 。 DIR コマ ンド に よる 表示 に は 現れ ませ ん .。 ま 


た , PIP コ マン ド に よる 転送 も 不可 能 で す . し か し , ERA コマ ンド や REN コ 
"マン ド な ど は 有効 で すこ の “SYS? と ヾ R ン 0” の 2 つの アト リ ビ ュ ー ト を 同 


フ 5 
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時 に 付け る こと が , ファ イル を 保護 する た め の 最 高 の ラ イト ・ プ ロ テ ク ト に な 
り ます 、 


$DIR の …… DIRectory File. DIR コマ ンド に より 表示 され る 通常 の ファ イル . “SYS” ア 


トリ ビュ ー ト の 付い た ファ イル を 通常 の ファ イル に も どす と き に 使い ます . 


これ ら の アト リ ビ ュ ー ト の 実習 の 前 に , 比較 の 意味 で 通常 の アト リ ビ ュ ー ト の 状態 ($ RW で $ DIR) 
に お ける 各 フ ァイル の DIR コマ ンド と STAT コマ ンド に よる 表示 を 示し て お きま す . 


A>DIR Bs 7 
Bs BASL1B REL s BASCON CON 』 MBO COM 』 LBO 
Bs TESTPRD BAS 』 FOURLIB REL 』 MBASIC CON 


人 > 


Figure-4.1.8 通常 の アト リ ビ ュ ー ト で の 表示 例 . 
ドラ イブ プ B : 上 の すべ て の ファ イル が 表示 され て いる . 


>STAT BI*。 ネ リカ 


し (ココ 
R/M Bi BASCONM. CIM 
R/M BBASBLIB。 REL 
R/M BsFORL1IB。REL 
R/W BiLBO . CUN 
KR/M BMBO.。 CON 
R/M BsMBAS1C.CUN 
・ R/M BiTESTPRO. BAS 
Bytes Remaining ロ n Bi 78k 
Figure-4.1.9 


仙 > 通常 の アト リ ビ ュ ー ト で の 表示 例 . 


で は 。 トリビュート を ま 付 け て みあ ま しょ う ,。 


A>STAT Bi*。CUM $SYS 


BASCDNM 。 CON set to SY8 Figure-4.1.10 
0 fg も もの に ドラ イブ B : 上 の すべ て の *COM* ファ イル に , 


LBO.COM set to SYS 
RBABIC。COW ws to SY8 *SYS? ア トリ ビュ ー ト を 付け る . アト リ ビ ュ ー 


人 A> ト が 設定 され た メッ セー ジ が 出力 され て いる . 


76 


STAT 


>DIR Bs7 
Bs BASLIB REL 』 TESTPROD BAS 』 FORLIB REL 
人 > 


Figure-4.1.11 DIR コマ ンド で は , この よう に "SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い た ファ イル は 表示 され な 
い . Figure-4.1.8 と 比較 し て 下さ い . 


Q>PIP Qi=BiMBO. COM 7 Figure-4.1.12 
PIP コマ ンド で “SYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い 


ke た ファ イル を 転送 し よう と し て も , この よう に 


A> * フ ァイル な し "の メッ セー ジ が 出力 され 実行 で 
き な い . 
A>BTAT BITESTPRO。BAS *$R/ ロ リ Figure-4.1.13 
ドラ イブ B : 上 の ファ イル \TESTPRO. BAS? 
ee 紀 昌 モ to R/0 ロ 紀 *R ノ 0? の アト リ ビ ュ ー ト を 付け る . メッ 


セー ジ が 出力 され て アト リ ビ ュ ー ト が 設定 され 
だ 。 


QA>ERA _BsTEBTPRO。 BS Figure-4.1.14 

Pe Err ロ n Bi File R/0 この *R ノ 0 ファ イル を ERA コマ ンド で 削除 
し よう と し て も , この よう に 削除 で き な い . 同 

様 に REN コマ ンド (リネ ー ム ) も 実行 で き な 

Va。 


Figure-4.1. 15 
A>ED BITESTPRO。 BAS リ 
Et YR グ Z0" ワ ァイル を エディ ッ ト し よう と する と , 
** FILE IS READ/UNLY \* この よう に リード ・ オ ン リ ー” で ある 冒 の メ 
二井 ッ セ ー ジ が 出力 され る . アペンド し て , ファ イ 
ロー-(Y/N) ?Y ル 内 容 の 確認 な ど は で き て も 最後 の ^E” コマ 


ンド は 実行 する こと は で きず , 要する に エディ 
ッ ト す る こと は 不可 能 . 


人 > 


フフ 


Figure-4.1.16 

PIP コマ ンド に より 。 同一 ドラ イザ 上 に “KR デ 
DESTINATION IS R/ ロ 。 DELETE (Y/N) ?N 0? フ ァイル と 同一 ファ イル 名 で , 何ら か の ファ 
2 イル を コピ ー し よう と する と , この よう な メッ 
A> セー ジ が 出力 され る . すでに 在 在 し て いる ファ 
イル を 削除 し て も よい な ら , “Y? を 入力 すれ ば 
コマ ンド が 実行 され , “Y? 以 外 の も の を 入力 す 
れ ば 何 も 起 ら ず CPM に も どる . 

同様 に SAVE コマ ンド か ら も , R ノ 07 フ ァ イ 
ル は プロ テク ト さ れる . 


QA>PIP B』TESTPRO. BAS=DUHP . SN 


また , "SYS? と ヾ R ン 0? の 2 つの アト リ ビ ュ ー ト を 同一 ファ イル に 付け る こと が で きま す . 


A>STAT B』MBO.COM $R/D 
: Figure-4.1.17 
ke すでに "SYS? アト リピ ビュ ー ト の 付い た ファ イ 
ル に , さら に “R プ O? を 付け た . 
この 状態 が 最高 の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト に な る . 


この 状態 で 、 ドラ イブ B : 上 の ファ イル の , DIR コマ ンド と STAT コマ ンド に よる 表示 を 見 て み 
まし ょ う . DIR コマ ンド に よる 表示 は Figure-4.1.11 と 同様 で す . 


>STAT Bs*。* リカ 


Bytes Ext cc 
2 R/M Bs (BABCDM. CDM) ーー:SySr 
さ R/M BiBABSL 1IB. REL 
2 R/M BsFURLIB。REL 
1 R/M Bi (LBO. CON) で 


2 B』 (MBO. CON) ーー SYS” て ガ つ \R/O7 
2 R/M Bi (MBASIC。 CDM) ニー 
1 Bs TESTPRD.BAB “FR/OZ 

Bytes Remaining ロ n Bi 7 日 k 


仙 > 


Figure-4.1.18 この よう に “Acc” の 項 と , `( )? で 囲ま れ た ファ イル 名 に 注目 し て 下さ い . 初期 状態 
の Figure-4.1.9 と も 比較 し て 下さ い . 


これ ら の アト リピ ビ ュー ト の 設定 は , ディスク 上 の 各 フ ァイル の ディ レク トリ に 直接 書き 込ま れ ま す . 
よっ て , リプ ー ト や コー ルド ・ ス ター ト を 行っ て も 消滅 する こと は あり ませ ん . 但し, PIP コマ ンド 


7 


STAT 


や DDT+SAVE コマ ンド で ファ イル を コピ ー し た 場合 , 新しく 出来 た ファ イル で は , 消 減 し て 通常 
の “DIR〉 と *R ノ 0” ファ イル に な り ま す . 

アト リ ビ ュ ー ト の 変更 は , 再び STAT コマ ンド で 行い ます . ここ で 最初 の 状態 (通常 の アト リ ビ 
ュー ト ) に も どす 作業 を 行っ た サン プル ラン を 示し ます . 


QA>STAT Bi*.COM まま DIR / 
BASCOM。 COM set to DIR 
MBO.COUM set to DIR 
LBO。 CONM se モ モロ DIR 
MBQASIC。CONM set to DIR 


QR>STQT BTESTPRD。 BAS $R/M / 
TESTPRO. BAS set to R/M 


、 A>BTAT_B』MBO.COM $R/M / Figure-4.1.19 
も の 今 まで に 変更 し た アト リピ ビュ ー ト を , も と の 状 
a> 皮 に も どす . "DIR/ と い R ン W? を 設定 し 直す . 


>STAT Ba*。* リ 
Ext cc 

R/M Bs BASCON. C ロ NR 

R/M Bs BBL 1B。 REL 

R/M BsFOURLIB。REL 

R/M BsLBO. CDN 

R/M BMBO. CON 

R/M BMBASIC。 EDN 

R/M BTESTPRO. BAS Figure-4.1.20 


Bytes Remaining ロ n Bi 7Bk この よう に , も と の 何 も な い 通 常 の アァ イル 状 
A> 態 に も どっ て いる . 


ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る 現在 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 割り 付け 状態 を レポ ー ト し ます . 


と いい とい 和 Nr 


>STAT DEVs) 


ON: 1a CRTs Figure-4.1.21 

RDRs is PTRi ロジ カル ・ デ バイ ス “CON : ? に は 現在 CRT 
PUNi is PTPI が ,RDR : / に は PTR が , PUN : ? に は PTP 
LST』 is LPTi Ga 陸 R 

こ が , ^LST : ? に は LPT が 割り 当て られ て いる 
人 > こと が , 表示 され て いる . 


フ 紀 
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朗 本 Br_vAL 


VALid デバ イス ・ ア サイ ン ( 各 ロ ジ カ ル ・ デ バイ ス に 対し て , 割り 付け 可能 な フィ ジ カ ル ・ デ バイ 
ス ) の 状態 を 表示 し , 同時 に STAT コマ ンド の コマ ンド ・ メ ニュ ー を 表示 する . 


A>STAT VALIJ) 


Temp R/ ロ Disk』 di=R/ ロ 

Set Indicatori difi1ename。 セ yp * ま 民 / ロ D ま R/M $BYB $DIR 
Disk tatus  』 .DBK』 daDBKs 

User atuw  』 USRs 

Tobyte msini 

CON』 = TTY』 CRTi BATs 

RDR』 = TTYi PTRi UR1i 

PUN』 = TTYi PTP』 UP1I 

LST』 = TTY』 CRTi』 LPTi 

人 > 


Figure-4.1.22_ STAT コマ ンド の コマ ンド ・ メ ニュ ー と 。 ロジ カル ・ デ バイ ス に 対す る フィ ジ カ ル ・ デ 
バイ ス の 選択 表 が 表示 され て いる . 


主要 STAT jogdev:=phydev 


1 つの ロジ カル ・ デ バイ ス に 対し て , それ ぞ れ 4 つの フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス の 1 つ を 割り 付け ます . 


人 aa>SBTAT CONi=TTYi ) Figure-4.1.23 

*OONI? だ 対し て は TTY "PUN 7 に 計 し 
て は UP 1 を 割 り 付け た . 今後 は . コン ソー ル と 
> し て TTY: (装置 名 を TTY と 呼ぶ だ け で , 
何 も テ レタ イプ を つなぐ で 必要 は な い ) が , パン 
チャ (これ も 名 称 だ け で , 出力 装置 の 意味 ) と 
し て UP1 : が 働く こと に な る . 第 1 章 の 1.2「 周 
辺 装置 の 拡張 」 を 参照 . 


>STAT PUNi=UP1』 リ 


0 


STAT 


A>STAT _DEVs/ 
CON』 is TTY 

RDR』 1s PTRs Figure-4.1.24 
PUN』 is UP1s 変更 され だ . 


現在 の アサ イン 状況 を 調べ て みる と , この よう 
に 変更 され て いる . Figure-4.1.21 と 比較 し て 下 
人 > < さい . 


LST』 is LPTs 


BTAT_UBR: 


現在 の ユー ザー・ エ リア と ファ イル が 存在 し て いる ユー ザー・ エ リア を 表示 し ます . ユー ザー・ エ 
リア に つい て は , 第 3 章 の 「USER コマ ンド 」 を 参照 . 


QA>STAT USBRI 7 Figure-4.1.25 
フロ ッ ピ ー・ デ イス ク を 使用 し て いる シス テム 
Active User 』 O で は , 普通 は ユー ザー・ エ リア 0 だ け を 使用 す 


Rctive Filess O 


A> る の で , この よう に 現在 の エリ ア は 0 で , か つ 


エリ ア 0 の み に フ ァイル が 存在 し て いる こと が 
表示 され て いる . 


し か し , 上 の 例 で は お も し ろく な い の で , 他 の ユー ザー・ エ リア に ファ イル を 作っ て み ま し ょ う . 
*PIP。 COM” を ユー ザー・ エ リア 5 と 8 に ヨ ピ ー し ます 。. 


A>DDT PiP。COM ) DDT を 起動 し て , PIP.COM を TPA に ロー ド す る . 
DDT の な 

NEXT PC 

1EOO O1OO 

ー へ 一 ーーーーーーーーーーーーーーー ー CP/M に 戻る . 

A>UBER 5 リ 7 コー ザー に エリ ア 5 に 移行 . 


A>BAVE_29 PP。CON 』 - - -- メ モリ 上 の PIP.COM を ディ スク に セー ブ . 
二 WM 健 昌 村 7 に ーー コピ エエ エミー コー ザー・ エ リア 8 に 移行. 
A>SAVE_ 29 PP。COM J - ---> モ リ 上 の PIP.COM を ディ スク に セー ブ . 
の 和 記 科 00MOSSS コ や モ テ ュ マキ ャ ャ ミコ ゴー ザー ED20 に 計る 


> 
以上 で , コー ザー・ エ リア 5 と 8 に PIP.COM ガ セー ブ 出 来 た . 


Figure-4.1.26 SAVE コマ ンド に よる , 各 ユ ー ザ ー・ エ リア へ の ファ イル の コピ ー. 


これ で , ユー ザー・ エ リア の 5 と 8 に 『PIP . COM” が コピ ー さ れ ま し た . 再び , さき ほど の コマ 
ンド を 実行 し て み ま し ょ 2 う . 
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Figure-4.1.27 
ファ イル が 存在 する ユー ザー・ エ リア が 表示 さ 
れ て いる . 以前 の リス ト と 比較 し て 下さ い . 


ディ スク ・ ド ライ ブ x : に 関す る 諸 元 を 表示 し ます . “x : ” が 省略 され た 場合 は , コー ルド また は 
ウォ ー ム ・ ス ター ト 以 後 , アク セス され た ドラ イブ 人 金 部 の 諸 元 が 表示 され ます . 


Figure-4.1.28 

Yx:? を 省略 し た の で ,。 アク セス され た こと の 
ある A :,B: 両 ドラ イブ の 諸 元 が 表示 され て い 
る . 
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STAT 


Bs DSK』 ヵ 


Drive CharacterigtiCg 

128 Byte Record Capacit ッ 
Kilobyte Drive Capacity 
さ 2 Byte Directory Entries 
Checked Directory Entries 
Records/ Extent 

Records/ B1ock 

Sectors/ Track 上 M 
Reserved Tracks kN 
ドラ イブ プ を“B: ? と 指定 し た 実行 例 . 
ドラ イプ B : の み に 関 し て 表示 され て いる . 


ここ で , 表示 され て いる ディ スク の 諸 元 に つい て 解説 し まし ょ う . 
表示 され る 各 数 値 は .。 ディ スク の 種類 や BIOS の 作り 方 に よっ て 異な り ま す . ここ で 表示 され て い 
る の は , 8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の 場合 の 値 で す . 


1944 : 128 Byte Record Capacity 


1 レコ ー ド 128 バ イト の レコー ド (セク タ ) の , 1 ドラ イブ に 収容 可能 な 全 レ コー ド 数 . バ イト 数 に 
換算 すれ ば , 128X 8 = 1 KK バイ ト な の で , ディ スケ ッ ト 1 枚 に , 1944- 8 =243 氏 バイ ト 収 容 可能 で 
ある . 26 セ クタ ベ (77 本 一 2 本 ) ニ 1950 で ある が , 1 KK バイ ト (8 セク タ ) 未満 は 切り 捨て る . 


243 : Kilobyte Drive Capacity 


1 ドラ イプ に 収容 可能 な 2 KK バイ ト (64X32 バ イト ) の ディ レク トリ ・ エ リア を 含む 全 バ イト 数 . 
シス テム ・ ト ラッ ク に 使用 する バイ ト 数 は 含ま れ な い . 上 記 の 換算 と 一 致す る は ず で ある . 


64 : 32 Byte Directory Entries 


32 バ イト 単位 の ディ レク トリ の 入力 可能 総数 を 示す . この 例 で は 最大 64 個 の ファ イル を 収容 で きる 
こと を 示し て いる 。. 


に で 】 


沈 
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64 : Checked Directory Entries 


CPM の ファ イル 管理 上 , CPM の 内 部 で 参照 する た め の パ ラメ ー タ と し て 使用 3 きれる. フロ ッ 
ピー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ の よう な , メデ ィ ア を 交換 で きる ドラ イブ に は , 上 記 の “32 Byte Directory 
Entries” の 値 と 同じ 値 に 設定 し て , ディ スケ ッ ト を 交換 し た 場合 の チェ ッ ク を 可能 と し , ディ スク の 
ディ レク トリ 部 の 破壊 を 防止 する . ハー ド ・ デ ィ ス ク の 場合 は , メデ ィ ア 自体 の 交換 は な い の で ( メ 
ディ ア を 科 単 に 交換 可能 な も の も 出現 し て いる が ), この 値 は “0” と する . 


128 : Records Extent 


1 エク ステ ント で 指定 可能 な レコ ー ド 数 を 示す . この 場合 , 1 エク ステ ント (1 ディ レク トリ ) で 
128 レ コー ド (128 セ クタ ) の ディ スク 上 の アド レス を 指定 可能 で ある こと を 示し て いる . つま り , 1 
エク ステ ント で 128 X128 ニ 16K バ イト を 表す こと が で きる わけ で ある . 


8 : Records/Block 


1 ブロック 当り の レコ ー ド 数 が 8 レコ ー ド = 8 X128 バ イト = 1 KK バ イト で ある こと を 示し て いる . 
8 イン チ ナチ 標準 ディ スケ ッ ト の 場合 は , ファ イル の 取り 扱い の 最小 単位 が 8 レコ ー ド , つま り 1 K バ イ 
ト で ある が , 容量 の 大 き な ド ライ ブ に な る と , 2 人 KK, 4 K, 8 K…… バイ ト な ど に 設定 され る . 


26 : SectorsTrack 


1 トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 を 示す . この 場合 は 26 セ クタ で ある . 


2 : Reserved Tracks 


CP/M シス テム 用 の 専用 トラ ッ ク 本 数 を 示す . この 場合 は , 2 本 の トラ ッ ク (トラ ッ ク #00 と #01) 
が 使用 きれ て いる こと を 示し て いる 。. 


OO 
ト 


STAT 


馬 計 5 raT_x:=no 


ドラ イプ x : に リー ド ・ オ ン リ ー の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト を 設定 し ます 。 


Figure-4.1.30 
ドラ イプ B : を 書き 込み 禁止 ドラ イプ に 設定 す 
る . 


Figure-4.1.31 

*R ノ 0? の 確認 . 

ドラ イア B : が "R プ 07 と な っ て いる こと が わ 
か る . Figure-4.1.3 と 比較 し て 下さ い . 


Figure-4.1.32 

*R プ 0” ドラ イブ の 効果 の 確認 . 

ドラ イプ B : 上 の ファ イル を 削除 し よう と 試み 
る が , この よう に 実行 で き な い .R プ 0 の ライ ト ・ 
プロ テク ト は , ドラ イブ B : 全体 に 対し て 働い 
て いる . 実習 5. 6 の よう に ファイル” に 対 
し て 働い て いる の で は な い 点 に 注意 . 


この “^R プ 0 は,、 ファ イル の ^R プ 0” アト リ ビ ュ ー ト と 四 っ て , ディ スク に 書き 込ま れる わけ で 
は あり ませ ん 。 リプ ー ト また は コー ルド ・ ス ター ト に より 消 減 し ます 。 ご 注意 下さ い 。 
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4.2 PIP (周辺 装置 間 の デー タ 転 送 プ ログ ラム ) 


ーーPeripheral Interchange Programー 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


) 革 | 1 = 


PIP プロ グラ ム を 起動 する . 
く < ディ スク 間 の コピ ー> 
本 本 
filematch 
ドラ イブ d : 上 (destination の 意味 ) に , ドラ イブ s : 上 (source の 意味 ) の ファ イ 
ル filename.extY また は filematch" を コピ ー す る . 
3  PIP、,d: newname.ext 三 s : filename.ext 
“ライ ブ d : 上 に , ドラ イブ s : 上 の ファ イル ~filename.ext” を , ファ イル 名 を “new- 
name.ext” と 変え て コピ ー す る . 
く 周辺 装置 間 の デー タ 転 送 > 
4 PIP、,CON : =s : filename.ext 
コン ソー ル ・ デ バイ ス の いずれ か へ , ドラ イブ s : 上 の ファ イル filename.ext” を 
出力 する . 
5 PIP_,PUN : =s : filename.ext 
パン チ ・ デ バイ ス の いずれ か へ , ドラ イブ s : 上 の ファ イル “filename.ext” を 出力 す 
る 。 
6 PIP_、.LST : ニ s : filename.ext 
リス ト ・ デ バイ ス の いずれ か へ , ドラ イブ s : 上 の ファ イル `filename.ext” を 出力 する . 
7 PIP、 ,d : filename.ext ニ RDR : 
リー タダ ・ デバ イス の いずれ か か ら デ ー タ を 入力 し , ドラ イブ d : 上 に ファ イル filename 
.ext” を 作る . 
8 PIP、 txdev : ニ rxdev: 
入力 デバ イス か ら の デー タ を , 出力 デバ イス へ 送り 出す . 
9 。 … 王 s : filename1.ext,s': filename2.ext, s”: filename3.ext,… 
2 一 6 の コマ ンド ・ ラ イン で , 複数 の ソー ス ・ フ ァイル を 連結 し て , | つの ファ イル 
と し て コピ ー, また は 連続 し て 周辺 装置 に 出力 する こと が で きる . 
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注 |) PIP コ マン ド に は , 2 つの 実行 方 法 が ある . その 1 つ は PIP プロ グラ ム を 形式 1 に よ 
り , まず 最初 に 起動 し , PIP が 起動 し た こと を 示す . ヾ *? プロ ンプ ト が 出力 され た ら , 
その ^※*? に 続け て , 形式 2 一 9 の 目的 を 指示 する コマ ンド ・ ラ イン を 記述 し て , 実 
行 する 方 法 . この 場合 , 実行 が 終わ れ ば 再び `*? に 戻る . 
も う 1 つ は , メイ ン ・ コ マン ド の PIP? に 続け て , 目的 を 指示 する コマ ンド ・ ラ イ 
ン を 一 度 に 記述 し 、 PIP プア ログラム の 起動 と 同時 に コマ ンド ・ ラ イン の 実行 も や っ て 
じ ま う 方 法 . この 場合 は , 実行 が 終わ れ ば CP/M に 戻る . 前 者 の 方 法 は , いく つか の 
目的 の 異な る コマ ンド ・ ラ イン を 次 々 と 実行 する 場合 に 便利 で あり , 後者 の 方 法 は , 
た だ 一 つの コマ ンド ・ ラ イン を 実行 する 場合 に 便利 で ある . 

注 2) ドラ イブ 名 d : や s : な ど は , それ が ロ グイ ン ・ デ ヂ ディスク の 場合 , 省略 で きる . 

注 3) も し IO バイ ト に よる フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス (TTY:UR1:, UP1:…) が サポ ー ト され て 
いれ ば , 4 9 の コマ ンド 形式 で , フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス 名 を 直接 使っ て も よい . 


PIP の 実習 に 入る 前 に , 実習 に 使用 する ディ スケ ッ ト 上 の ファ イル を DIR コマ ンド で 示し て お き 


A>DIR 7 

MOVC ヒロ N XSUB CON 
ED CDM LOAD CON 
STAT CON BIOS ASN 
CBIODB aBM PTBIOS4B ASM 
PTBOQT4B ASM 


A>DIR Bs 

Bi BASLIB REL 』 BASCOM COM 』 MBO 

Bi TESTPRU BAS 』 FORLIB REL 』 MBASIC 
A> 


Figure-4.2.1・b ドラ イブ B : 上 の ディ スケ ッ ト の 内 容 . 


本 書 の 実習 で は , 周辺 装置 を 介し て 外部 の 機器 と デー タ 転 送 を 行う 場合 , 主 に も う 1 台 の CPZM マ 
シン と , 互い の "PUN : ? と YRDR : ? の 各 デ バイ ス を 介し て 変 信 す る こと を 例題 と し て いま す .PUN : 
や RDR : は 具体 的 に は , RS-232C ポー ト な ど で あ る わけ で す . その 様子 を Figure-4.2.2 に 示し ます . 
し か し , 周辺 装置 は 何で あっ て も , 基本 的 に は 全く 同じ で す . パン チャ や リー ダ , ある い は モデ ム や 
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MT カセ ッ ト な ど , どの よう な も の で も , ここ で の 実習 と 同じ こと が 言え る の で す . 


ns-2zo ポ - ト 還 昌 生 ー デ ーー ュー 


Figure-4.2.2 2 台 の CPM マシ ン 間 の デー タ 転 送 


CPM の コマ ンド の 中 で , PIP と DDT は 。 それ ぞ れ の プロ グラ ム の み を , 目的 を 記述 し た コマ 
ンド ・ ラ イン を 伴わ ず に , 単独 で 起動 する こと が で きま す . 


Figure-4.2.3 
PIP が 起動 し , コマ ンド ・ ラ イン の 入力 を 促す 
プロ ント ^*※? が 出力 され た . 


E < ここ. 」 fillename.ext 
主 配 PP d=s l flematoh 


ドラ イプ d : 上 に , ドラ イプ s : 上 の ファ イル *filename . ext′ を コピ ー し ます . この 場合 , ファ 
イル 名 に ファ イル ・ マ ッ チ を 使用 する こと も で きま す . 


*B =ED。CON 7 Figure-4.2.4 

コマ ンド ・ ラ イン の “ED.COM*′ は 本 来い \A : 
ED. COM” で ある が , 現在 の ログ イン ・ デ ィ ス 
ク が A : な の で , ドラ イブ 名 を 省略 で きる . ド 
ライ ブ A : 上 の "ED. COM^” が ドラ イブ B: 
上 に コピ ー さ れ た . 実行 が 終る と 再び PIP の プ 
ロン ゲト に も どっ て いる . 


PP 


Figure-4.2.5 

上 記 実 習 の プロ ンプ ト `*? の あと に 引き 続い 

て , ファ イル ・ マ ッ チ を 使っ た 例 . ドラ イブ A: 

上 の エク ステ ンション が “ASM? で ある すべ て 
- の ファ イル が , ドラ イブ B : 上 に コピ ー さ れ た . 

実行 が 終る と 再び PIP の プロ ンプ ト に も どっ て 

いる . 


ここ で 実習 し た , Figure-4.2.3-5 の PIP コマ ンド の 使い 方 に は , 特記 し な けれ ば な ら な いも う 一 
つの 使い 方 が あり ます . それ は 「 ソ ー ス ・ デ ィ ス ケッ ト (この 場合 ドラ イブ A : ) を 変 礁 し な が ら , 
デス ティ ネー ショ ン ・ デ ィ ス ク 上 (この 場合 ドラ イプ B : ) に ファ イル を 次 々 と コピ ー で きる .」 と い 
うこ と で す 。 こ の こと は , デス ティ ネー ショ ン ・ デ ィ ス ケッ ト を 任意 の ドラ イプ に 挿入 し て , PIP を 起 
動 し て お け ば , 別々 の ソー ス ・ デ ィ ス ケッ ト か ら , 必要 な ファ イル だ け を コピ ー す る こと が で きる と 
いう こと で あり , この 手法 は , 日 常 よく 使わ れ ま す 。 試し に , ドラ イプ A : の ソー ス ・ デ ィ ス ケッ ト 
を , 別 の ディ スケ ッ ト と 入れ 替え て , その 中 の ファ イル を ドラ イブ B : 上 へ コピ ー し て みて 下さ い . 

特記 事項 を も う 1 つ . PIP を 使っ て 。 ディス ク 上 の すべ て の ファ イル を , ~* .*/ な ど で , 別 の 空 
の ディ スク に コピ ー す る と , ファ イル が きれ い に 整 理 さ れ ま す . エディ タ や , ERA, SAVE, PIP コ 
マン ド な ど を た くさ ん 使っ て 作業 し た ディ スケ ッ ト は , 適当 な 時 に , ファ イル の オー ル ・ コ ピー を 行 
うと, バラ バラ に 散在 し て いた 1 つの ファ イル の デー タ が , 一 カ所 に 連続 し た ファ イル と な っ て コピ 
ー さ れ ま す の で , ディ スク の リー ドブ プラ イト が ずっ と 速く な り ま す . 

さて , Figure-4.2.5 の 後 か ら 実 習 を 続け ます . 


Figure-4.2.6 

今回 は , コピ ー の 方 向 が 逆 に な っ て いる . ドラ 
イプ B : 上 の ファ イル \TESTPRO. BAS? が , 
ドラ イブ A : 上 に コピ ー さ れ た . 実習 が 終る と 
再び PIP の プロ ンプ ト が 出力 され る . ここ で は 
PIP を すべ て 終了 し , CPM に も どす た め に \』? 
を キー イン し て いる .CP/M に も どっ た こと を 
示す *A>* に 注目 。 
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Figure-4.2.4 一 6 の 結果 を DIR コマ ンド で 確認 し て み ま し ょ う . 


>DIR Bs) 
Bi BASLIB REL COM 』 MBO COM 』 LBO CON 
Bs TESTPRO BAS REL 』 MBASIC CNM si』 ED | 


Bs BIOS ASN ASM 』 DEBLUCK  QSM 』 PTBIOS48 ASM 
Bs PTBDDT4B QASN ASN 
人 > 


Figure-4.2.7 Figure-4.2.1-a と 比較 し て 下さ い . ドラ イブ B : 上 に は , “ED. COM* 以後 の ファ イル 
が 新た に コピ ー さ れ て いる 。. 


>DIR TESTPRO.。 BAS 7 
As TESTPRD BAS 


se Figure-4.2.8 


ドラ イブ A : 上 に は “TESTPRO. BAS” が コ 
ピー され て いる . 


PIP コマ ンド を 実行 する に は , 二 通 り の 方 法 が ある こと は 前 述 し まし た が , 例え ば Figure-4.2.4 は 
次 の よう に な り ま す . 


A>PIP ナ 
*Bs =ED. CDM 
Figure-4.2.9・a 


実行 が 終る と 再び PIP の プロ ンプ ト `*※? に も 
どり , 次 の PIP 操作 が 可能 と な る . 


I 結果 は 同じ . 


>PIP Bi=ED。.C ビ ON 7 


人 A> Figure-4.2.9・b 


実行 が 終る と PIP を 終了 し , CP/M に も どっ 
で し まう 。 


0 


PP 


認 計 |PP renameext=srenameext 


ドラ イブ s : 上 の ファ イル \filename . ext′ を 。 ドラ イブ d: 上 に ファ イル 名 を “newname . ext” 
と 変更 し て ヨコ ピー し まず 。 


>PIP MACROBO 。 COM=Bi MBO . CDN 7 


Figure-4.2.10 

ドラ イプ B : 上 の ファ イル `M80 . COM” を 。, 
ドラ イプ A : 上 に ファ イル 名 を “MACRO80 . 
COM” と し て コピ ー す る . 


谷 > 


>DIR MACROBO . CDN 7 
Rs MACRDBO CON 


eK Figure-4.2.11 


結果 の 確認 . M80 . COM” が MACRO80 . 
COM” と し て コピ ー さ れ て いる . 


記 時 | PP coN:=s:mename ext 


現在 の コン ソー ル ・ デ バイ ス と し て 割り 当て られ て いる 装置 (周辺 装置 の アサ イン に つい て は , 「STAT 
コマ ンド 」 を 参照 ) に , ドラ イブ s : 上 の ファ イル “filename . ext” を 出力 し ます . 


A>PIP CONi=BTESTPROU. BAB 7 
すす 上 1 上 上 上 し すし TL LTTTTLTLLTTTTT11 TITITLLTLTLTTTTLTTLTTTTL)T し 11 
ITI CB UCB FOR MOUSE 


PRINT "===== DISCRIMINATED AVUIDANCE-SANE PRUGRANM MITH 4 BUXEB ====em 
PRINT 
ま 


100 ボネ キネ TNITIAL ET ま ル ネネ ※ 

110 * 

120 DEFINT ^-Z *DEFAIN ALL VALIABLES TU INTEGER 
13O " 

140 "DISK FILE NAME DEF1INE 


1 


INPUT "FILE NAME" ぉ FILENAME IN を 
INPUT "DRTE"』DRTEIN* 


*DISK FILE OPEN 
OPEN "R"。 せ 1。FILENAME IN も 


*ーーー DATA BTURE AREA DIM DEFINE ーー 

*DATA BYTE BIT ASSIGNMENT 

* BIT プ 7。BIT6 ニー 一 O O = NO LEVER RESPONSE 

き 中 ーーーー O 1 = REBPONSE AT CS 

人 9 ーーーー 1 O = RESPONSE AT UCB 

* BIT5。 4。 さ 。2。 1。0 ーーー- LEVER RESPUNSE CUUNTER AT ITI 


実行 中 に 何ら の キー イン を 行う と プレ ー ク が ガ が か がり の , 処理 を 中 止 し て CP/M に 戻る , 


ABURTED』 BiTESTPRO. BAS プレ ー ク の メッ セー ジ . 


仙 > 


Figure-4.2.12 現在 の "CON : ? (コン ソー ル ) デバ イス は , 初期 状態 の まま な の で , 通常 その 出力 は ス 


クリ ー ン に 割り 付け られ て いる . よっ て , ドラ イブ B : 上 の ファ イル TESTPRO. BAS? 
が スク リー ン 上 に 転送 きれ る こと に な る . この コマ ンド ・ ラ イン は 結果 と し て TYPE コ 
マン ド を 使っ た の と 同じ で ある . 


主 配 PP_PUN:=s:flenamerext 


現在 の パン チ ・ デ バイ ス と し て アサ イン され て いる 装置 に し. ドラ イプ s : 上 の ファ イル “fename . 
ext” を 出力 し ます . 


>PIP PUNi =DUMP 。 ASNM 7 


向 > 


に アコ 


Figure-4.2.13 

現在 の "PUN : ? (パン チ ) デバ イス に アサ イン 
され て いる 装置 の 1 つ に , ドラ イブ A : 上 の フ 
ァイル “DUMP. ASM? を 出力 する . この 場合 
も 実行 中 に 何ら か の キー イン に よる プレ ー ク 機 
能 が 働く . 
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PEIP_LST:=s:fllename.ext 


現在 の リス ト ・ デ バイ ス と し て アサ イン され て いる 装置 に ,。 ドラ イブ s : 上 の ファ イル `filename. 
ext” を 出力 し ます . 


A>PIP LST』=DUNMP . AS リ 
』FILE DUMP PROGRAW。 READS AN INPUT FILE QAND PRINTS IN HEX 
3 


9 

# CDPYRIBHT ( ビ ) 1975。 1976。 1977。 1978 
#DIGBITAL RESEARCH 

3BDX 579。 PACIFIC BROVE 

3 CALIFURNIQ。 93950 


ORG100H 

BDDSEQUOOOSH』 DOS ENTRY POINT 

CDNSEQU1 』READ CUNSOLE 

TYPEFEQU23 TYPE FUNCTION 

PRINTFEQU9』 BUFFER PRINT ENTRY 

BRKFEQU1 1 』 BREAK KEY FUNCTION (TRUE IF CHAR READY〉 
UPENFEQU155FILE OPEN 

READFEQU20jREAD FUNCTION 


H 

FCBEQUSCH5FILE CUNTROL BLOCK ADDRESS 
BUFFERUBOH』 INPUT DISK BUFFER ADDRES8 
H 

#NUN GRAPHIC CHARACTERS 

CREQUODH』 CARRIAGE RETURN 
LFEQDUOAHILINE FEED 


タプ 機能 が 働い て な いこ と に 注目 . 


Figure-4.2.14 現在 の `LST :?( リ スト ) デ ベイス は , 初期 状態 の まま で , 通常 は TLPT : ? (プリ ンタ ) 
に アサ イン され て いる . こ の よう に プリ ンタ に ドラ イブ A : 上 の ファ イル DUMP. ASM? 
が 出力 され て いる . タプ の 機能 が 働い て な いこ と に 注目 . これ も 同様 に キー イン に よる 
プレ ー ク が 働く . 


に に ) 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


主 朗 PP flenanesxt=npn: 


現在 の リー ダ ・ デ バイ ス と し て アサ イン され て いる 装置 か ら デ ー タ を 入力 し , その デー タ を ドラ イ 
プ d : 上 に ファ イル \filename . ext* と し て セー ブ プ し ます . 
外部 機器 か ら の 受信 


n>PIP_RXDUHMP - ABM=RDR』 [LE] コリ 


FILE DUMP PROGRAN。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIBHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 昌 
DIBITAL_ RESEARCH 

BDX 579。 PACIFIC BROVE 

CALIFDRNIA。 9 さ 95O 


ORG 100H 
EQU DUS ENTRY PUINT 
EQU gREAD CONSDLE 


EQU 
EQU 


3 BUFFER PRINT ENTRY 
1 3 BREAK KEY FUNETIHN (TRUE IF CHAR READY) 


の 

EGRU 2 sTYPE FUNCTION 
に 4 
1 


FIXED MESSABE AREA 
DB *FILE DUMP VERSIUN 1.4 も ? 
DB CR,LF。"ND INPUT FILE PRESENT UN DISK き " 


VARIABLE AREA 

DS 2 5INPUT BUFFER PHINTER 

DS 2 3ENTRY BP VALUE FRKM CCP 
STACK QAREA 

DS 64 3 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 


Figure-4.2.15 現在 の *RDR :? (リー ダ ) デバ イス に アサ イン され て いる 装置 か ら デ ー タ を 入力 し , ド 
ライ プ A : 上 に ファ イル “RXDUMP. ASM” と し て セー プ す る . 入力 デー タ は , 通常 
紙テープ ・ リ ー ダ や モデ ム , それ に 種々 の 通信 ポー ト か ら 入 力 さ れる が , ここ で は , RS- 
232C ポー ト に 入力 され る , 別 の CPM マシ ン か ら 送 り 出さ れ た DUMP コマ ンド の 
アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル で ある . 
コマ ンド ・ ラ イン の 最後 の ^[E]? は 入力 デー タ を スク リー ン 上 に 表示 する た め の オ プシ 
ョ ン ・ コ マン ド で あり , 特に 付け る 必要 は な い . ファ イル の 最後 を 受信 する と , 自動 的 
に ディ スク へ の セー プ が 行わ れる . 後述 「PIP パラ メー タ 」 を 参照 . 
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QA>DIR _RXDUMP . ABN Figure-4.2.16 

As RXDUMP の GBSM セー プ さ れ た ファ イル の 確認 . 

? この よう に ファ イル “RXDUMP. ASM* が 作 
られ て いる . 内 容 は 送り 出し 側 の ファ イル 
*DUMP. ASM”′ と 一 致す る . 


参考 まで に , 送り 出し 側 の CPM マシ ン に 与え た “DUMP. ASM/ を 送信 する た め の コ マン ド を 
示し て お きま す . 


外部 へ 送信 
Figure-4.2.17 
A>PIP PUNi =DUMP . ABM。EUF』 」 
ーー -  )”" 前 述 の Fig-4.2.13 と 同様 で ある が , 最後 に 特別 
A> な 装置 名 の `EOF : ? (後述 ) を 付け る . この 


*EOF : ? を 送り 出す こと に より , 受信 側 は フ 
ァイル の 最後 を 検知 し , 自動 的 に ディ スク に セ 
ー ジ する 。 


読 mB PP- txdeV:= ニ TXHBV: 


入力 デバ イス か ら 入 力 し た デー タ を , PIP を 通し て (と いう こと は , 後述 の PIP パラ メー タ に よ 
る 処理 が 可能 と いう こと ), 出力 デバ イス に 出力 し ます . 


RA>PIP PUN』=CUNI リ Figure-4.2.18 

CPM マシ ン を キー ボー ド と し て 使用 する 一 例 . 

RBCDEFBHIJKLMNODP ロ r モエ い VMX ツァ な NR ・ タ テン に 
12 さ 4567B90。。! "7 () = ネート る キー イン され た だ た も の は , “PUN : ? デ 作 只 ら 
TERMINAL MDDE by PIP CDMMAND 出力 され る と 同時 に , スク リー ン に も 表示 され 
Ctrl-Z に より PIP を 終了 する . 2 る . Ctrl-Z の キー イン に より ,CP/M に も どる . 
1 Ctrl1-Z に より , CPM に も どる と 都合 が 悪い 
場合 に は , コマ ンド ・ ラ イン の 最後 に 後述 の PIP 
パラ メー タ [0]? を 付け て 実行 し て お け ば よ 


い . 
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ms:fllename 1.ext, s:fllenameg.ext,s":flenamed.ext… 


ファ イル を 転送 する PIP 操作 の 場合 , 任意 の ドラ イブ の 任意 の ファ イル を , 複数 個 連 続 し て 転送 す 
る こと が で きま す . つま り 別 々 の ファ イル を 接続 し て , 1 本 の ファ イル と し て 転送 する こと が 可能 で 
す . 


nA>PIP BgNEM.TXT=DUMP 。 QBGM。 Bs BI0B . QSM , DEBLOCK - BNM 7 
> 


Figure-4.2.19 ドラ イブ A : 上 の ファ イル "DUMP . ASM? と ドラ イブ B : 上 の ファ イル "BIOS . ASM? 
と ドラ イブ A : 上 の ファ イル “DEBLOCK . ASM? を 1 本 の ファ イル “NEW . TXT? 
さして で 。 ドラ イプ 王 : 下記 ヨコ ピー する 。 


QA>TYPE BINEM。TXT 7 


FILE DUMP PRDGRAM。 READB AN INPUT FILE QAND PRINTS IN HEX 


COPYRTGHT ( ビ ) 1975。 1976。 1977。 197 昌 
DIGITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIFIC GRDVE 

CALIFDRNIA。 9 さり 5O 


10OH 
OOO5H  』 ョ DOB ENTRY POINT 
JREAD CONSOLE 
TYPE FUNCTIDN 
BUFFER PRINT ENTRY 
8 BREAK KEY FUNCTIDN (TRUE IF CHAR READY) 
3FILE OPEN 
SREAD FUNCTI ロ N 


FIXED MESSAGE AREA 
DB *FILE DUMP VERBIUN 1。4$* 


Figure・4.2.20 その 1 


に に ) 


PP 


DPNMSGr DB CR。LF。" NO INPUT FILE PREBENT ON DISK*" 
9 VARIABLE AREA 
1BPs Ds 2 #』TNPUT BUFFER PDINTER 
DLDBPs DB 2 JENTRY BP VALUE FRDM CCP 
H 
H STACK AREA 
DS 64 RESERVE さ 2 LEVEL STACK 
BTKTOPs 
H 
END 


接続 箇所 (分 か り 易 ぐす る だ め に , ライ ン ・ ス ペ 
MDS-OO 1/ ロ Drivers for CP/M 2.2 ー ス を 空け て ある が , 実際 は な い ). 
(four drive sinq1e density ver1ion) 


Version 2.2 February,。 198O 

に に し! 22 3VeFrsion 2。2 
Copyright (c) 198O 
Digita1 Research 


Box 579。 Pacif}1C GrOv@e 
Ca1ifornia。 59395O 


ee 


も rue ロロ U Of イイ fh value Of "モビ ug" 
fa1 = し に 1 not 上 と ぃ g - "fa1 呈 曲 " 
も e= も 叶い fa1 5@ 3 上 し uu 1 上 5 モ t わ 1Os 


10 1f drive 2。 さ 
1opbs #1 〇 DaA み Pameter b1Ock 


db BOh 5n ロ OFmaA1 1/O OPDeFration 
1ofs に た に し: 51O funCtiOn。 1n ロ 1 上 1a1 ad 
1ons db 1 #number Of に 上 も モ 〇 ヒ 上 〇 F@ad 
10ts db Off5 ら 上  』 上 Fack number 
055 db 1 5@C モ Or numbgr 
1odi dw buff ます 1 〇 の み d 有 dg55 
1 
5 
ま def in am agGABB O ビ bdo5 DDGra キ ion 

gndef 

し リュ に | こ 

授 続 箇所 (前 に 同じ ). 

FL31111111111111119111111111111111111111111111111113111 
5 まき 1 
を Sector Deb1ocking 人 A1qgorithms for CP/NM 2。O し 
すま し 
EL4111911111111411111111111111111111111111311111111111411 
9 6 > 
5 いて}111 革 ツ maCFO 上 〇 COmDut@ GeCtOr masgk_ 
LT 1 】3 LT ゴー hb1k 
5 COmDutg 1og2(hb1 k) 。 ビ @tuFn の XaSS @5 い 1 Figure-4.2.20 その 2 


フ 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


1 (2 ** る @x = hb1k on return) 
@y で ュ コ hb1 に 
@x 1 う 3 O 
1 COunt right shiftsm of @y until = 1 
reDt に 】 
1f 9y = 1 
昌 X1 上 mm 
nd 
ま る ⑳y 15 ロロ tt 1 。 hi 上 ight one POs1tion 


(こい う ] きい ロロ 81 1 〇 OC FC と ロモ 
uinad5 に s 81as モ も una11OcC disk 
un ロ a モ レヒ ks 5 き 1 っ 5 モ 上 una11OC モビ ak 
いら 吾 きま #+ 5 上 ぃ い ロ a11OC = に モロ ヒ 


erf1 ai 3GLFOF FeGDOrt}1n ロ 
rsf1aqs sread sector f1a ロ 
readoP s #1 if read operation ' 
WPF キ y ロ @* 3wF1 二 OD ほ ration ty ロ e 


dmaad レ ョ ミ #]a55 モ t dma addr@ 呈 る 
htbufs hs 上 1 ァ 3 ロロ 5 も わい uf 


き * 

EL4111611111111111134113111 す 33111111313111111 す 99311116193131 

3 し 1 

1 The ENDEF macrO inVOCatiOn OBe5 here. 3 

3 ま * 

FL411111111111111111311111111113111131111111111111111131 
コロ ・| 


Figure-4.2.20 新しく 作ら れ た ドラ イプ B : 上 の ファ イル NEW . TXT^ を TYPE コマ ンド で 確認 
する . この よう に 別々 の ファ イル で あっ た も の が , 1 本 に な っ て いる こと が 確認 され る . 
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PIP パ ラメ ー タ 


PIP に は , PIP パラ メー タ と 呼ば れる オプ ショ ン ・ コ マン ド が あり ,。 その 種類 を 次 の 表 に 示し ます . 
今 ま で 解説 し て きた PIP コマ ンド ・ ラ イン の 最後 に , この PIP パラ メー タ を 付け て 実行 する こと に 
より , 各種 の 処理 を 行い な が ら デ ー タ の 転送 が で きま す . 


PIP バ パラ メー タ の 機能 
[ B ] (Block) 
プロ ッ ク ・ モ ー ド 転送 を 行う . 又 -off^ キャ ラク タ で ある Ctrl-S を 受信 する まで は , 受信 デー 
タ を バッ ファ に ロー ド し て 行き , Ctr-S を 受信 する と, パッ ファ に ロー ド さ れ た デー タ を ディ ス 
ク に セー プ し , バッ ファ を 空 に し て , 再び 受信 デー タ の バッ ファ へ の ロー ド を 開始 する . 
[Dn] (Delete) 
ライ ン 文 字数 の 制限 転送 . アス キー・ フ ァイル や キャ ラク タ 入 力 を 転送 する 際 , 各 ラ イン の 頭 
か ら n 文 字 を 越え た 文字 を 削除 する . 
[ E ] (Echo) 
装置 間 で 転送 きれ て いる デー タ を , コン ソー ル に も 同時 に 出力 する . 
[ F ] (Form feed) 
転送 デー タ か ら フ ォ ー ム ・ フ ィ ー ド ・ キ ャ ラク タ (0CH) を 削除 する . 
[Gn] (Get) 
現在 の ユーザ ー・ エ リア に お いて , 他 の ユー ザー・ エ リア n か ら , PIP に よる 転送 を 可能 に す 
る . 
[H] (Hex format) 
イン テル HEX 形式 の デー タ 転 送 の 際 , HEX 形式 と し て の エラ ー の チェ ッ ク を 行う . 
[ | ] (Ignores null) 
上 記 [H] の 機能 に た ., ヌル レル レコード (: 00) を 無視 する 機能 を 追加 し た も の . 
[ L ] (Lower case) 
すべ て の 大 文字 を 小文字 に 変換 し て 転送 する . 
[ N ] (ine Numbers) 
転送 デー タ に ライ ン No を 付け る . ライ ン No の 数 字 の 前 置き の `0/ を 表示 させ る に は 【[N 2 ] 
パラメータ を 用 いる 。. 
[0] (Object files) 
転送 の 際 ^EOF : ? (End Of File) キャ ラク タ の “1AH (Ctrl1-Z2) に よる ター ミネ ー ト 処理 を 


に に 」 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


無視 する . アス キー・ フ ァイル で な い フ ァイル の 転送 も 可能 と な る . 
[Pn] (Page ejects) 
n ラ イン ご と に ペー ジ 送 り を する . n が 1 また は 指定 され な い 時 は , 60 ラ イン が 初期 値 と し て 
指定 され る . 
[ Q 文字 列 へ Z] (Quit) 
転送 デ ゲー タ を サー チレ し ^ 文 字 列 ” が 来る と , 転送 を 終了 する . ^ 文 字 列 ” 自身 も 転送 され る . 
[ S 文字 列 へ Z] (Start) 
転送 きれ る デー タ か ら 文字 列 ” を サー チ し 見 つか れ ば 文字 列 ” 自身 も 含め , 以後 の データ 
の 転送 を 開始 する . 
[ R ] (Read) 
YSYS” アト リ ビ ュ ー ト の 付い た ファ イル の 転送 を 可能 に する . 同時 に [W] パラ メー タ の セ 
ッ ト も 行わ れる . 
[Tn] (Tab) 
転送 デー タ 中 の タプ ・ ス ペー ス を n カ ラム に 設定 する . 
[U] (Upper case) 
すべ て の 小文字 を 大 文字 に 変換 し て 転送 する . 
[ V ] (Verify) 
ディ スク 間 の ファ イル の コピ ー の 際 、 リー ド ・ ア フタ ・ ラ イト (書き 込み 後 , 即 読み 出し て 比 
較 ) の 確認 を 行い コピ ー・ デ ー タ を 保障 する . 
[W] (Write in R/O) 
デス ティ ネー ショ ン の ^R プ 0” アト リ ビ ュ ー ト を 無視 し て 転送 を 行う . 
[ Z ] (Zeros parity) 
入力 デバ イス か ら , デー タ の 受信 時 に 受信 デー タ の パリ ティ ・ ビ ッ ト を 0 に する . 


入力 装置 か ら デ ー タ を 入力 し て , ディ スク に セー プ す る 場合 , 送り 出す デー タ を 適当 な 長き の プロ 
ッ ク に 区 切る こと に より , ブロ ッ ク 単 位 で .。 バッファ ・ メ モリ へ の 受信 ゆ ゅ ディスク へ の セー プ ウ 次 の 
プロ ッ ク の パッ ファ ・ メ モリ へ の 受信 ゆ デ ィ ス ク へ の セー ブウ …… を くり 返し , カセ ッ ト ・ テ ー プ や 
紙テープ な どの 。 シー ケン シャ ル な 出力 装置 か ら の デー タ を ,。 プロ ッ ク ・ バ ッ フ ァ リ ング に より , デ 
ィ ス ク へ の セー プ を 可能 に し ます ,。 但し アス キー・ デ ー タ が 対象 と な り ま す . 

デー タ の 送り 側が , 各 プ ロッ ク の 終り に ~" 双 -off キャ ラク タ ” で ある Ctrl-S を 送信 する こと に より , 
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受信 側 は , 今 ま で に 受信 され た バッ ファ 上 の プロ ッ ク を ディ スク に セー プ し ます . すべ て の プロ ッ ク 
の 送り 出し が 終 れ ば , 通常 の End Of File* キャ ラク タ の Ctrl- を 送信 する こと に より , 最後 の セー 
プ を 行い 、 セ ー プ し た ファ イル を クロ ー ズ させ ファ イル が 出来 上 り ま す . 

実習 例 と し て , リー ダ ・ デ バイ ス “RDR : ? か ら デ ー タ を 入力 し , “TEST ン B . TXT? と いう ファ 
イル 名 で ディ スク に セー プ し て み ま し ょ う . 送り 出し 側 に は 便宜 上 CPM マシ ン を 使い 、 そ の キー 
ボー ド 入 力 を パン チ ・ デ バイ ス “PUN : ? か ら 出 力 さ きせ ます. この 場合 , 受信 側 の “RDR:” と 送信 
側 の “PUN : ” は RS-232C ポ ー ト など で 接続 きれ て いる と 考え て 下さ い . 


A>PIP TEBT/B。. TXT=RDRsLB] リ Figure-4.2.21 

受信 側 で の コマ ンド ・ ラ イン . 

パラ メー タ [B] を 付け て , リタ ー ン し て お け ば 
受信 状態 と な る . "EOF : ? (Ctrl-Z) を 受信 す 
る と , PIP を 終了 し CPM に も どる 。. 


> 


A>PIP PUN』 =CONI ,EDFs / LF = ライ ン フ ィ ー ド (LF キ ー の な い キ ー ボ ー ド は 。 Ctr- り で 代用 で きる ) 


ヒビ 
へ S (実際 まこ の よう な ライ ン ・ スペ ー ス は 空 か な い ) 2 
1 - LF ! 
2 っ 2222222 が に ビ キー イン し て 行 ぐ . 
ト 3 し LF 


へ S (同上 , 分 か り 易 ぐす る だ め に 空け て ある ) 
6 KKXKKXKXKKKKXXKKKXXXKXKKKKXXXKKXXXKXXXKKKKKKKKKKK に F 
) 沿 生 


AA444444444444444444444444444444444444444444444 4 局所 
アズ アズ ZZZ ズ ZZZ ズ ZZZZ ズ ZZ ズ ア ZZ ズ ZZZZ ズ ZZZ ズ ZZ アズ ズ ズ ZZZ ズ ZZ ァ ZZ リ | に ビ 
END OF LIST. い 


最後 は Ctrl-Z で 終る . 


Figure-4.2.22 送信 側 で の コマ ンド ・ ラ イン . 
キー イン プッ ト が PUN : か ら 出 力 さ れる . 最後 に EOF : ? を 送信 する た め に , 後述 
の PIP キー ワー ド EOF : ? を 付け る . キー イン され た 文字 は 同時 に スク リー ン に も 表 
示さ れる . 


この よう に , キー 入力 し た 各 ブ ロッ ク の 終り に は Ctrl-S を キー イン し て 行き , 最後 に Ctrl-Z を キ 


ー イ ン す る こと に より , 受信 デー タ が ディ スク に セー ブ さ れ , 送信 側 も 受信 側 も PIP を 終了 し CP プ 
M に も どり ます . 
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セー プ さ れ た ファ イル “TEST ノ B . TXT? を TYPE コマ ンド で 確認 し て み ま し ょ う . 


A>TYPE TEST/B。TXT/ . 


AAAAARAAAANAAAAAANAAAAAAAAAAAAAAAAAA 
BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB 
CCCCCEEECEEEEECECEEEEEEECEEEECECECEEECCCCEECC 
11111111111111111111111111111111111111111 
2222222222222222222222222222222222222222222 

ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ ささ くさ ささ ささ ささ 
XXXXKKXXXXKKKXXXXXXXXXXKXKXXXXKKKKXXKXKXXKXXXXXXXX 
444444444444 ス 444 スス スス スス ススム スス スス スス スス スス スス スス スス スス スス スス スス スス 
ZZZZZ フ ZZ ズ ZZZZZZ ア ンズ ズ ZZZZ ズ ZZZ ア ZZ アズ ズン アン ZZ アア ZZ プ ZZ ズ ァ ズ 
END OF LIST-。 


仙 > 


Figure-4.2.23 セー プ さ れ た ファ イル の 内 容 の 確認 . 


デー タ 送 り 出 し 用 の CP/M マ シン が 用 意 で き ない 場合 は , 1 台 で も 次 の よう な コマ ンド ・ ラ イン 
に より , [B] パラ メー タ を 実習 する こと が で きま す . 


QA>PIP TEST/B。TXT=CUN』 [上 B],EOF 』 カ 


時 々 Ctrl-S を 混 え な が ら 適 当 に キー イン し て 行 ぐ . 


へ ーーー-ーーーー( 最 後 は Ctrl-Z で 終る ) 
し 2 


Figure-4.2.24 1 台 の CPM マシ ン で 実習 する 場合 自分 の マシ ン の キー 入力 が , 直接 バッ ファ へ の 
入力 と な る 。. 


アス キー・ フ ァイル や 入力 装置 か ら の アス キー・ デ ー タ を 転送 する 際 に , 各 ラ イン の 文字 数 を 最大 
n 文字 に 制限 し ます . 
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PP 


>PIP CUNs=TEST/B。TXTLD2O] 


BBBBBBBBBBBEBBBBBBBEBB 
CCCCEECECECECECCECECCCCECC 
11111111111111111111 
22222222222222222222 
ささ ささ ささ 3 ささ ささ ささ ささ ささ ささ さ 
XXXXXXXKXXXXKKKKKKXX 


スス スス スス スス スス スス スス スス スス 
ズン ZZZ ン ZZ ファ ZZZ ン ZZZ ズ ZZ ス Figure-4.2.25 


END OF LIST。 
先程 の ファ イル “TEST ン B . TXT? を 1 ライ 
に 0 ン 20 文 字 に 制限 し て ,。 コン ソー ル に 出力 する . 


A>PIP CON』 =CON』 [D5] 7 Figure-4.2.26 
キー 入力 を 自分 の コン ソー ル に 1 ライ ン 5 文 字 
に 制限 し て 出力 する . 最初 の 5 文字 が , 二 重 に 


AABBCCDDEEFGHI が SE な っ て いる こと に 注目 . コン ソー ル 入 力 (キー 
・ こ コ ン ソ ー ル へ の 表示 (8 

に F= ニ ライ ン フ ィ ー ド (LF キ ー の な い キ ー ボ ー ド は , Pre PR Sm 
A> Ctrl- り で 代用 で きる ) ある た め に , この よう に 5 文字 だ けが 二 重 と な 


り , [D 5 ] に よる 効果 が 確認 で きる . 


装置 間 で 転送 され ん て いる デー タ を , 同時 に コン ソー ル へ も 出力 し ます . アス キー・ デ ー タ で あれ ば , 
スク リー ン 上 で 内 容 の 確認 が で きる わけ で す . 


QA>PIP Bi=DUNP 。 ASMLE ] 
FILE DUMP PROBRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIBITAL RESEARCH 
BOX 579。 PACIFIC GROVE 


CALIFURNIA。 9395O 


10OH 
OOO5H  』DOS ENTRY POINT 

3READ CONSOLE 

3TYPE FUNCTION 

BUFFER PRINT ENTRY 

』 BREAK KEY FUNETIDN (TRUE IF CHAR READY) 
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jFILE OPEN 
3 READ FUNCTION 


5sFILE CONTROL BLOCK ADDRESS 
#INPUT DISK BUFFER ADDRES8 


FIXED MESSAGE QREA 
DB *FILE DUMP VERBIUN 1.4 和 も" 
DB CR。LF。" NOD INPUT FILE PRESENT ON DIBK*$* 


VARIABLE AREA 
DS 2 #INPUT BUFFER PUINTER 
DS 2 ENTRY SBP VALUE FRDM CCP 


STACK AREA 
DS る 4 3 RESERVE さ 2 LEVEL BTACK 


Figure-4.2.27 ドラ イブ A : 上 の ファ イル "DUMP . ASM? を ドラ イプ B : 上 へ コピ ー す る コマ ンド に , 
[E] を 付け る と , この よう に 転送 内 容 が 同時 に スク リー ン 上 で 確認 で きる . 


転送 デー タ の 中 か ら , プリ ンタ 用 紙 の フォ ー ム ・ フ ィ ー ド や , スク リー ン の オー ル ・ ク リア に 使わ 
れる “Form-Feed′ キャ ラク タ の 0OCH? を 取り 除き ます . 


A>PIP LSTi =DUMP 。 PRN[ T 日 ] ) Figure-4.2.28 

8 [F] パ ラメ ー タ を 付け ず に , MACRO-80 で アセ 
ンプ ル し た DUMP プロ グラ ム の プリ ント ・ フ 
ァイル を プリ ンタ へ 出力 する . [T 8 ] は 後述 の 
タプ を 8 文字 に 設定 する パラ メー タ . 
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人 >PIP_ LST =DUMP.PRNEFT 日 ] 】 


「 生生 0 0 還 0 還 0 生還 0 0 還 光 0E 0E 


CO oiear 
2A o2o9" 
WACRO-eO 33 


12-eap-7" 


Poe 


FILE DU PROGRAN。 READS WM INPUT FILE AND PRINTW 1N 


coPyRiewr tC) 1v75。 197 
D16ITAL REEARCr 
WO S79。 PACIFIC OROVE 
CALtFoRWiA。 yseso 


1977。 1979 


noon 
coost ipos EwTmy porwr 
JREAD ConeOu 
TTYPE PecT1ON 
NBUPPER PRINT ETRY 


TBREAK KEY FUMCTION (TRUE nr ww ny 


jFiLE OPEN 
jREAD FUNCTIONM 


jFILE CONTROL mLOCx AppnEse 
に 1TNPUT DISK BNFPER ADDRESE 


RamutiC MAACTERS 
mou 。 oo 1CARRTAGE RETURW 
ou 。。 oe iLrNEFEp 


FILE CONTROL puOoK peFrNIrioNe 
FCWro 。 iDrgk eve 
FCWY) iPFLE NE 
PCp+W 。 』DIBX FILE TYP (3 CARACTERS) 
PCB<13  kFTLE'S CURRENT REEL NuPtBER 


FCP*1S き iPHLE'S RECORD COUAT CO TO 129y 


FCW+32 FCURRREAT (heExT) RECORD PRumYER 
PCW* さ kpCB LENSTH 


ET um eracx 
HH 1 

pap 。 

NrRY srACx POHTER tr PRm mgE Com 

sap 。 mpep 

SET Sm TO LOCAL STACx AEA (RESTORED AT FTNI5) 
Lt 人 。STKTOP 

AD AND PRINT WUCCE5S+VE BFFERB 

CALL 。。 geTUP 。 iBET UP INPUT FILE 

に 1 に 125S IF FILE NOT PRE5EwT 

awz 。 opewok iskiP ir opENieOk 


FILE NOT THERE。 GIVE ERROR NESSABE AAKD RETUR 
Li ppnerse 
Peee ュー ュ 


CALL mmm 
SWF FiMFW ITO REYURM 
1OPEN OPERATION OK。 BET mumPER INpEX TO Ep 
MVI AuBot 
TA 19e 1mET puprR POrNrER TO oh 
HAL FONTArNe NExT ADORESS rO pmikr 

TAmT wiT oooo 


rmECALL し rw Posiriow 
IMIS FCARRY 5ET mY WMW iF ERO FLE 
PT 

rex veLus 

チ OR LINE FOLD 
Ar し 
oN iCueox LOw 4 WiTe 
いい] 

LIN Numtme 
CRLP 


FOR mmAk kmv 
REAw 
LSD = ! IF OWRACTER READY 
TiNTO CARRY 
jDoNrT PRINT AY nome 


1TO AEYT LINE Amem 


jo or pumm, RETUmw TO Com 
(NOTE THAT A rm TO COOoh REpOOTe) 
CAL cm 
up oupep 
Paoe 


to Yo 


eS 


Figure-4.2.29 


今度 は , 先 の 例 に [F] パラ メー タ を 付け て 実行 


する . 


TWO-eo 3. さ さ 。 1 っ -sap- フ Y 


2t oooo 
59 


っ 2 o2oer 
Si ogr 
CD onper 


E FF 
に ロコ 


1t om 


JACRo-eo 3.SS 12-emp- フ テ 


CD orear 
CS os 


FILE DU PROGRAW。 READG AN INPUT FILE AND PRINTW 


coPYRieMT (C) 1975。 1976。 1977。 197 
DIG1TAL RWEARCH 

BOX 57%, PACIPIC ONOVE 

CALIFDRWIA。 "35O 


』pos grmy POrwT 
JREAD COWveOLE 

ITYPE FUMCTION 

TPPER PRIMT MTRY 

1 PREAK KEY UNMCTIOM (TRUE 1F PiW 
IFILE Omew 

1READ FUNCTION 


1FILE CONTNOL mLOCX ADOREgs 


Eou 
ou JLINE FEED 


FruE Comvrmou moox peFNiiowm 
1p1gX WWeE 
IFELE Nm 
1D1BK 1LE TYPE (3 CHARACTERGy 
1FILE'S CURRENT REEL NINER 
1FILE'B RECORD COUNT (O TO 129D 


JCURRENT (MEXT) NECORD NumNmER 《O TO 


JFC し ENGTN 


BNTRY STACK POTNTER HN HK_ PRCw TE Co ァ 
Sttp 。 pupep 

SET Sr TO LOCAL STACx AREA (ESTORED AT FTN 
Ltt 。 mpsTkrom 

READ AO PRNHNT SUCCE5STVE PuPFES 

CALL meTuP reET UP INPUT PiLE 

に 1 255。『255 IF FiLE NOT PREmENT 
NZ Opeyox kBktP IF OPEN 9 OK 


FILE NOT TuERE。 GTVE ERROR ESSAGE AND RETURM 
1 p.oPhet5a 


FINiS kTO RETUR 


rmave LN posrTiON 


1ECALL LtNE PoSIriON 
TCRRRY SET BY ONB 1F END FILE 


JHEX'VeuuUem 
FOR LINE POLD 

Ar 

CPM imCk LOw 4 mrTm 


TP OWAACTER READY 
1iWrO CAWy 
1DONT PRINT ANY NORE 


PP 


ee ee 


の 。 @ 。 @  @ 。 @  @ 。 @  @ 。 @  @  @  @ @ @ @ @ @e @ @ @ @ @ やあ @ @ @ @ @ 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


謀 本 (Grnsx- タ 


現在 の ユー ザー・ エ リア へ , 他 の ユー ザー・ エ リア か ら , PIP に よる ファ イル の コピ ー を 可能 に し 

ます . 但し , 現在 の ユー ザー・ エ リア に , PIP プロ グラ ム (PIP . COM) が 存在 する こと が 前 提 で す . 

実習 例 と し て , ユー ザー・ エ リア 5 に 『PIP . COM” を 作り , その 上 で ユー ザー・ エ リア 0 か ら , 
ディ タ ・ プ ログ ラム の "ED . COM” を コピ ー し , その 確認 を し て み ま し ょ う ). 


TAP の PIP.COM を セー ブ す る . 
も う 一 屋 デ ィ レ クト リ を 見 る . 
CON - 一 -ーーーPIP ザ セー プ さ れ て いる . 
A>PIP As=ED。CDM ) - ーー 一 ED.COM を コピ ー す る . 


INVALID FURMAT』 ED。COM - 一 一 - - エ ラー・ メ ッ セ ー ジ ガ が 出 だ . 


A>PIP Am=ED。CDMEBO]) -- 一 - - -[GO] を 付け て コピ ー す る . ご れ は OK. 


>DIR 7 ディ レク トリ を 見 る . エリ ア 0 か ら ED.COM ガ コビー され だ . 
nz PiP CONM 』 ED CON 
仙 > 


Figure-4.2.81 [Gn] パラ メー タ に よる 他 の エリ ア か ら の ファ イル の ユ コピー, 任意 の ユー ザー・ エ リア 
に ファ イル を コピ ー す る 場合 は , この よう な 手順 に より 行う . 


イン テル HEX 形式 の デー タ の 転送 の 際 , 送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 で も , デー タ の チェ ッ ク を 行い , 
チェ ッ ク サ ム を 含め て , HEX 形式 と 合致 し な い デ ー タ で あれ ば , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます . 
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RA>TYPE DUMP。HEX 7 


s 1OO1OOOO210000 さ 9221502 さ 157O02CDC1O1FEFFC2B4 
1001 100O1BO1 1 1F さ O1CD9CO1C さ 5101 さ EBO さ 2 1 さ O2 さ 人 
s 10O12000210000E5CDA2O1E1DQ51O1477DE6OFC2D1 
』 10013O0004401CD7201CD59O10FDA51017CCDBFO1FF _: 白 
100140O07DCDBFO12 く さ SE2OCD65017BCDBFO さ 66 
s 100150OO001CD72012A1502F9C9E5DSC5SOEOBCDOSF 1 
1OO16OOOOOC1D1E1C9ESDSCSOEO25FCDO5OOC1D101 
き 10O17O0OQE 1 じ 9 さ EODCD65O1 さ EOACD65O1C9E6OFFE2O 
s 1001 ヨ BOOO0OQD28901C6 さ 0C さ BBO 1 ヒ 6 さ 7CD65O1C9F5D6 
s 1001900O0OFOFOFOFCD7DO1F 1CD7DO1C9OEO9CDOS5EA 
1OO1AOOOOOC9 さ A1 さ O2FEBOC2B さ O1CDCEO1B7CAB さ 7 さ 
き 1001BOOOO1 さ 7C95F 1 600 さ じ さ 2 1 さ O0221BOOO197EB757 
s 1001COOOC9AF さ 27COO1 15COOOEOFCDOSOOC9ESD52A 
s 1001DOOOC51 15COOOE 1 4CDO5OOC1D1E1C946494CE2 
1001EOOO4520445S54DSO205645525 さ 494F4E20 さ 1DD 
1001FOOO2E さ 424ODOA4E4F2O494E5O55S5420464966 
s 1OO200004C45205052455 さ 454E54204F4E2O4449B2 
s OSO21O0005 さ 34B2429 

s OOOOOOOOQOO 


> 


Figure-4.2.32 正しい HEX ファ イル DUMP . HEX? を TYPE コマ ンド で タイ プア ウト し た も の . 
この HEX ファ イル は , ダン プ ・ プ ログ ラム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM? を 
アセ ンプ ブル し て 生成 され る . 


上 の “DUMP . HEX? の 5 ライ ン 目 の 終り の 方 に ある パ …01 C3 23……… の NO9P を 。 テ デ 
ィ タ を 使っ て `CC* に 変更 し , わざ と エラ ー の ある HEX ファ イル を 作り , これ を ERDUMP . HEX? 
しま しょ う 。 


A>PIP PUN』 =ERDUNP 。HEXLE コ 

* 1001000021000039221502 さ 15702CDC1O1FEFFC2B4 

』 10O110001BO111F3O1CD9CO1C さ 51013EBO さ 21 さ 02 さ A 

ュ 10012000210000E5CDA201E1DA5101477DE6OFC2D1 

1OO1 さ OOO4401CD7201CD5901OFDA51017CCDBFO1FF  。 。 、。 
+ 1oO1400O7DCDBFO12 く SE2OCDe501 7BCDBFO1EG2S66 2 
ょ 10O15OOOO1CD7201215O2F CgE5DSC5OEOBCDOSF 1 

』 10O160OOOOC1D1E1C9E5DS5C5OEO25FCDO5OOC1D101 

ョ 1OO17OOOE 1 ビ 9 さ EODCD65O1 さ EQOACD65O1 じ 9E6OFFE2Q 

ょ 1OO18OOOOAD2B9O1C63OCSBBO 1C637CD65O1C9F5D6 
』10019OOOOFOFOFOFCD7DO1F1CD7DO1C9OEOCDOSEA 

』 1001AOOOOOC931302FEBOC2B さ 01CDCEO1B7CAB さ 7 さ 
』1001BOOO01 さ 7C95F1600 く CS21 さ 02218O00197EB757 

ょ 1001COOOC9AFS27COO1 15COOOEOFCDO5OOCE5D52 
1001DOOOC51 15COOOE1 4CDOSOOC1D1E1C946494CE2 

+ 10O1EOOO452044554D5O2O5645525 さ 494F4E20 さ 1DD 


10 フ 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


sg 1001FOOO2E さ 4240DOQ4E4F20494E5Q555420464966 
』 100200004C452050524553454E54204F4E204449B2 
OSO210005 さ 4B2429 


OOOOOOOOOQ 


> 


Figure-4.2.33 エラ ー の ある HEX ファ イル “ERDUMP . HEX” を パン チ ・ デ バイ ス に 出力 する . 分 
か り 易 いよ うに [E] パラ メー タ を 付け て , スク リー ン に も 表示 させ て いる 。 何事 も な く 
最後 まで 出力 され た . 


>PIP PUNi =ERDUNMP . HEXEHE ] リ 


s 1001000O210000 さ 9221502 く 15702CDC101FEFFC284 
10O1 10001BO1 1 1F さ O1CD9CO1C さ 51013EBO さ 21302 さ 人 

s 1001200021O0000ESCDA2O01E1DAS101477DE60FC2D1 

s 1001 さ OOO4401CD7201CDS9O10FDA51017CCDBFO1FF_ 
s 1OO140OO7DCDBFO 1 2 さく E2OCD65O17BCDBFO さ 66 
CHECKSUM ERROR 


』 10014OO07DCDBFO12 さ SE2OCD65O17BCDBFO1CC2S66 ーー ミコ この ちる プロ ソック グ 
CORRECT ERROR。 TYPE RETURN OR CTL-Z 

の 

A> 


Figure-4.2.34 今度 は [H] パラ メー タ を 付け て 実行 する . 上 と 同様 に [E] パラ メー タ も 付け て [HE] 
と 複合 コマ ンド に し て 実行 し た . この よう に チェ ッ ク サ ム ・ エ ラー を 検出 し て その ライ 
ン を 表示 し , パン チ ・ デ バイ ス へ の 送信 を 停止 し た . 


この よう に [H] パ ラメ ー タ に より , HEX ファ イル の エラ ー を 検出 し て 一 旦 停止 し ます . この 場合 , 
エラ ー・ メ ッ セ ー ジ に 表示 され て いる RETURN” を キー イン すれ ば , エラ ー を 無視 し て 転送 を 継続 
し , Ctrl-Z を キー イン すれ ば PIP を 終了 し ます . “CORRECT ERROR” と 表示 され て いま す が , 
この 例 で は ソー ス が ディ スク ・ フ ァイル な の で , 次 の 例 で 述べ る よう に エラ ー を 訂正 し て , その まま 
転送 を 継続 する わけ に は いき ませ ん . 
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PP 


>PIP _RDUMP .HEX=RDRi [上 H] 7 


CHECKSUM ERROR 


s 1OO14OOQO7DCDBFO 12 さ さ E2OCD65O17BCDBFO1 ビ CC2 さ 66 
CORRECT ERRDR,。 TYPE RETURN DR CTLーZ 
1 この 場合 , Ctrl-Z で PIP を 打ち 切 つた . 

人 > 


Figure-4.2.35 受信 の 際 も [H] パラ メー タ は 有効 で も ある. リーダ ・ デ バイ ス か ら HEX デー タ を 入力 
し ,*RDUMP. HEX? と し て ディ スク に セー ブ す る 例 . 入力 デー タ は 先程 の "ERDUMPE. 
HEX/ を 使っ た . 


受信 の 場合 この よう に エラ ー を 検出 し ます . この 場合 は 、RDR : デバ イス が テー プ ・ リ ー ダ に 類 
する よう な も の で あれ ば , テー プ の 誤り を 訂正 し た 後 , 少し も ど し た 適当 な 位置 に セッ ト し て , リタ 
ー ン を キー イン すれ ば 継続 し て 正しい デー タ が 自動 的 に 編集 され て 受信 で きま す . Ctrl-Z を キー イ 
ン す れ ば PIP を 終了 し ます . 


| 


前 述 の [H] パラ メー タ の 機能 に , HEX 形式 の ヌル レコ ー ド (: 00) を 削除 する 機能 を 追加 し た も 
の で , 送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 で も 有効 で す . 通常 は 紙テープ か ら の 入力 の 際 ,、 テー プ ・ リ ー タ 部 な 
どの , 不要 な “00′" デー タ を 無視 する た め に 使い ます . 


R>PIP CON』 =DUMP 。HEX 


s 1001O00021000039221502 さ 15702CDC101FEFF ビ 24 
sm1O00110001BO1 1 1FSO1CD9CO1 じ さ 5101 さ EBO さ 2 1 3O2 さ 人 
sg 10O01200021O0000ESCDA2O1E1DA5101477DE6OFC2D1 
s 10013QOO04401CD7201CD5S9010FDA51O17CCDBFO1FF 


sm 1O001FOOO2E34240DOA4E4F20494ESO5S5S420464966 
100200004 ヒ 452050524553454E5S4204F4E204449B2 
030210005 さ 4B2429 

OOQOOO000O 


> 


Figure-4.2.36 [I] パラ メー タ な し の コン ソー ル ・ デ バイ ス へ の 出力 例 . 最後 の ライ ン の : 000…… に 注 
目 . 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


>PIP CONs =DUMP . HEX[ 1]』) 


s 1001000021000039221502 さ 157O2CDC1O1FEFF ビ 284 
gm 10O110001BO1 1 1F さ O1CD9CO1C さ 5101 さ EBO さ 2 1 さ O2 さ 人 
s 10012000210000ESCDA201E1DAS101477DE6OFC2D1 
s 1001 さ OOO4401CD7201CDS9010FDA51017CCDBFO1FF 


s 1OO1FOOO2E さ 424ODOQ4E4F2O0494ESO55S5420464966 
』 100200004C45205052455 さ 454E5S4204F4E204449B2 
ョ 0O さ 0210005 さ 4B2429 


仙 > 


Figure-4.2.37 先 の 例 に パラ メー タ を 付け た 例 . 最 後 の ラ イン に あっ た : 000…… が 送信 され て いな いこ 
と に 注目 . 


且 男 7 ロバ ラメ ー タ 


転送 デー タ (対象 は アス キー・ デ ー タ ) の , すべ て の 大 文字 を 小文字 に 変換 し ます . 送信 ・ 受 信 ど 
ちら の 場合 に も 有効 で す . 


A>PIP CUNI=BIOS。QBNM リ 


MD8B-BOO 1/ ロ Drivers for CP/M 2.2 
(four drive Single density versiOn) 


Version 2。2 February。 198O 
@u 22 sversion 2。.2 


Copyright (c) 198O 
Dig ロ ita1 Research 

Box 579。 PacifiC BrOve 
Ca1 1fornia 。 950 


ee 


4 
出 
「 コ 
1 


に に | Offffh value Of "上 ue 
唱 い not trueg  . "fa1 se 
に に [1 fa1 5 3 上 Cue 1 和 ff 上 名 モ b1Os 


Figure-4.2.38 [L] パラ メー タ な し で , アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル “BIOS . ASM” を コン ソー ル ・ 
デバ イス に 出力 する . 
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AA>PIP CUNi=BIOS. ASMEL] リ 


BOO 1/O drivers for CpP/m 2。2 
《fOur d レ ive 5in ロ 1e density ツ e51On) 


Ver51On 2.2 ebruary, 198O 
に ・ | 22 3version 2。2 


COPyr1ght (c) 198O 
id1 モ a1 earCh 

box 579。 paCifiC ロビ OV@ 
CA&11ifO ロ Fnia。 さけ 5O 


きま 
9 
H 
5 
H 
V 
H 
H 
H 
9 
9 
H 
U 


昌 口 い Off† す fh  』value of "上 ru" 
は not trug "fa1 5 曲げ 
本 -・[「1 false  jtrue 1f† 上 5 上 bi1Oes 


Figure-4.2.39 [L] の パラ メー タ を 付け て 同様 に 実行 する . 大 文字 で あっ た の が , 小文字 に 変換 され て 
いる . 


転送 デー タ (アス キー・ デ ー タ が 対象 ) に ライ ン No を 付け ます . [N] と [N2] パラ メー タ に より , 
2 種類 の ライ ン No の 表示 法 が あり ます . 送信 ・ 受 信 ど ちら の 場合 に も 有効 で す . 


QA>PIP CON』 =DUMP 。 ASMLN] ) 
FILE DUMP PRUGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTB IN HEX 


COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIBITAL RESEARCH 

BOX 579。 PACIF1IC GROVE 

CALIFDRNIA。 9S95O 


100H 
OOOSH 3DnS ENTRY POINT 
5s READ CUNSQLE 
sTYPE FUNCTIOUN 
3BUFFER PRINT ENTRY 
BREAK KEY FUNCTIUN (TRUE IF CHAR READY) 
sFILE ロ PEN 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


READF EGU sREQAD FUNCTION 

H 

FCB EQU 3FILE CHNTROL BLOUCK ADDRES 
BUFF EQU 5 INPUT DISK BUFFER ADDREBSS 


Figure-4.2.40 [N] パラ メー タ を 付け て ダン プ ・ プ ログ ラム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM” を 
コン ソー ル ・ デ バイ ス へ 出力 する . 


n>PIP CON:i =DUMP . QSMLN2] ) 


OOQ0OOO01 FILE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 
O00002 

O0000 ミ CUPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 日 
OOOOO4 DIGITQL RESEARCH 

OOOO05 BDX 579。 PAQCIFIC BRUVE 

OOoOoOO6 CAL IFDRNT 。 9 さり 5O 

OOOOOZ 

OOOQO8 ORG 1OOH 

OOOO09 ERBU OOO5H DDS ENTRY POINT 
000010 EQU 1 3 READ CONS ロ LE 

O0001 1 EQU 2 sTYPE FUNCTION 


0Q0oO12 EQU 3 BUFFER PRINT ENTRY 

OOoO1 さ EQU 11 3 BREAK KEY FUNCTIODN (TRUE IF CHAR READY) 
oooo14 EQU 3FILE UPEN 

oooo15 EQU 2o sREAD FUNCTI ロ N 

oooo16 

Oo0OO17 EQU 5FILE CONTROL BLOCK ADDRESS 

oooO1 昌 EQU 3 INPUT DISK BUFFER ADDRESS 


Figure-4.2.41 [N2] パラ メー タ を 付け て 同様 に 実行 し た 例 . 前 置 の 0 が 付い た ライ ン No が 付け られ て 
いる . 
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ID] バラ メー タ 


転送 の 際 , “EOF* (End Of File) を 示す Ctrl-Z(1AH) に よる ター ミネ ー ト 処理 を 無視 し ます . [O] 
パラ メー タ を 付け る こと に より 送信 の 場合 は ,、 デー タ 中 の Ctrl-Z に よる PIP の 終了 が 起 ら ず , アス キ 
ー・ デ ー タ 以外 の オプ ジェ クト ・ デ ー タ な どの 送信 を 行う こと が 可能 と な り ま す . デ ィ ス ク 上 の "COM? 
ファ イル を 送信 する 場合 は , 自動 的 に この [O] パラ メー タ が 付け られ ます . 受信 の 場合 は , デー タ 中 
の Ctrl1-Z を 受信 し て も PIP を 終了 せ ず , アス キー・ デ ー タ で な く て も 受信 を 続け る こと が 可能 と な 
ます 

オプ ジェ クト ・ フ ァイル の “ED . COM” を 送信 する 実習 を 行っ て み ま し ょ う . “OUT : ? 装置 に 送 
り 出 し ます . “OUT : ? 装置 は , 後述 の 「PIP の 特別 デバ イス 」 の 項 で 解説 し ます が , 筆者 の 使用 し 
て いる PIP プロ グラ ム に は , この "OUT :? デバ イス に , 実験 の た め に 次 の 機能 を 持た せ て あり ま 
す . "OUT : ? デ バイ ス に 対し て 出力 され た デー タ は , アド レス 2000H か ら の メモ リ に すべ て 格納 さ 
れ て 行く , その 最終 デー タ の 次 の アド レス に は , マー カー と し て 必ず FFH が 書き 込ま れる 」. と いう 
も の で す . 


A>DDT ED.CODM 7 
DDT VERB 2.2 
NEXT PC 
1BOO- O1OO 
--D10O。1aFF ) 
_O1O0O C3 CO O1 。・。 CUPYRIBHT ( ビ 
410 29 ) 1979。 DIBITAL 
_o120 52 45. RESEARCH DISK DR 
6130 20 3 ・ DIRECTURY FULL ま *$ 
46 FILE EX1ISTS。 ERA 
BE 1T ま NEM F1LE$* 
* FILE IS READ/ ロ 
NLY **\* 生 "BYBTEM" 
FILE NOT QACCESBI』 
BLE ま BK 事 束 事 BNK 事 生生 
ー(Y/N) 2? つま NO MEMOR 
Y$BREAK " 還 " AT も 
OLTP TEON」 PD 
csss キ 。! 昌 。 て くけ 。 。 
9 。。 


cd。・。( て 。_ZV。M。 


PLPETKILFPPEK YE 


113 


し. 星 -. LIB。 
PCE もう うう 1)1]99 


1 

1A 

1 

1 

1 
ーF 100。 BOOO。 OO ) 
> 


Figure-4.2.42 アド レス 1C2H に 現れ る 最初 の “1AH? に 注目 し て お く . デー タ の 最後 は アド レス 1 
AFFH で 終っ て いる こと に も 注目 . 確認 し 終っ た ら , 100H 一 8000H ぐ らい を ゼロ クリ ア 
し で 拓 6 。 


決 に “ED . COM” を ED . TST> と で も リネ ー ム し て お きま す . エク ステ ンション が “COM? 
で ある ファ イル は , 送信 の 場合 , 自動 的 に [O] パラ メー タ が 付い て し まう の で , それ を 実習 で は 避け 
た いた め に 行い ます . 


RA>REN ED.TSBT=ED.COM ) 
人 > 


Figure-4.2.43 
実習 を 分 か りや すく する た め に , "COM 以外 の 
エク ステ ンション に リネ ー ム し て お く 〈、. 


これ て で 準備 が 整い まし た . PIP を 実行 し て み ま す . 


A>PIP OUT』=ED.TBT ) 
ーー [0] パラ メー タ な し で , オプ ジェ クト ・ フ ァ イ 
A> ル の "ED. TST* を OUT : デベ イス に 送 


り 出 す . 筆者 の “OUT : ? デバ イス は , デー タ 
を アド レス 2000H か ら の メモ リ に 格納 し て 行く . 
PIP が 終了 し て いる こと に 注目 . 


PP 


A>DDT / 

上 2.2 

-Dzooo 

。.。 COPYRIGHT 〈(C 
) 1979。 DIBITAL 
RESEARCH DISK OR 
DIRECTORY FULL ゃ 
FILE EXISTB。 ERA 
SE 1T$NEM FT し 生ま 
* FILE IS READ/0 
NLY *#*# 生 "BYBTEM" 


47 

47 
2020 49 
20 
に よ 1 
46 
52 
に よ 】 
4 さ FILE NOT ACCESBI 
42 
20 
ピー 
oo 
oo 
oo 
oo 
Qoo 


203O 


BLE* ま BAK 負 生生 BAK 呈 事 名 
ー(Y/N) つま NO _ MEMOR 
Y$BREAK "AT 還 
VTL EE EE 


29 
2 
20 
46 
5 さ 
2 
4E 
46 
42 
2D 
59 
さき 1 
o0 
OO 
oo 
まり ) 


oo 


マー カー. ご こ で 転送 が 打ち 切ら れ て いる . 


Figure-4.2.45 終了 し た PIP の 結果 を 確認 する .DDT を 起動 し て , ア ドレ ス 2000H か ら ダ ンプ し て みる . 


DDT に よる ダン プ で わか る よう に , PIP に よる 転送 は アド レス 20C1H で 止 っ て いま す . 次 の デー 
タ “FEFH? は , 最後 の デー タ を 示す "OUT : ? デバ イス の マー カー で す . 

この ダン プ の 内 容 と Figure-4.2.41 の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の ダン プ の 内 容 を 比較 し て 下さ い . 転送 
され た 最後 の データ ^…31, 6D/ の 後に は “1AH? が 来 て いた こと が 分 か り ま す . 

この よう に PIP に よる 転送 は 。 *COM” ファ イル 以外 (COM” ファ イル は 自動 的 に [O] パラ メ 
ー タ が 付く ) の デー タ で あれ ば , [O] パ ラメ ー タ を 付け な いと き , 転送 デー タ 中 に "1AH? が ある と , 
その 時 点 で PIP を 終了 し ます . 送信 ・ 受 信 . どちら の 場合 も 終了 し ます . これ で は “1AH/^ を 含む 可 
能 性 の ある オプ シェ クト ・ フ ァイル や デー タ ・ フ ァイル な ど は 転送 で き な い こと に な り ま す . 

次 に [0] パラ メー タ を 付け て 実行 し て み ま し ょ う . 


nA>PIP OUT』=ED.TSTED] リ 
Figure-4.2.46 


[0] パ ラメ ー タ を 付け て , ファ イル \ED. TST? 
を OUT : ? デバ イス に 送り 出す . 前 と 同様 に 
PIP が 終了 し た . 


代 > 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


AA>DDT / 

DDT VERB 2.2 

ー-D2000, さ AaFF ) 

2000 CS < 。 COPYRITGHT ( ビ 
2010 29 ) 1979。 DIGBITAL 

202O RESBEARCH DISK OR 
2030 DIRECTURY FULL ゃ 
2040 FILE EXISTS。 ERA 
2050 BE 1IT$NEM F1LE* 
2060 * FILE 18 READ/0 
2070 NLY *#*$ "BYSTENM" 

2o08O FILE NOT ACCESBBI 
209O BLE ま BK まま 生日 QK 人 生生 
20AO ー(Y/N) つま ND MEMOR 
2oBO Y* ま BREAK " 生 " AT を 
20CO PFIL PPYYY Ok 
2o0DO ceose そ 。 9 日 。 和 て く 口 。 。 * 
20EO の 。。。。 あの 。。 


cec ロ 。・・ て 。 そ 香 。M。 
PIDLLLFE PL すす 
PL LIB。 
PCCA 2 うう )1 199( 
Bo 


Figure-4.2.47 [O] パラ メー タ を 付け て 実行 し た 結果 を 確認 する . DDT で アド レス 2000H か ら ダ ンプ 
する と , この よう に オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル が 完全 に 転送 され て いる こと が 分 か る . 


この よう に , [O] パラ メー タ を 付け る こと に より PIP に よる アス キー・ デ ー タ 以外 の 転送 (送信 ・ 
受信 と も ) が 可能 と な り ま す . 


PP 


プリ ント 用 紙 に リス ト を と る 時 な ど , n ラ イン ご と の ペー ジ 割 り 付 け を 行い ます . n を 1 また は 省 
略す る と, 自動 的 に n =60 と な り ま す . 


A>PIP LST』=DUMP . RSMEP4OTB] ) Figure-4.2.46 
DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル *DUMP. 


ASM? を “LST :? デバ イス へ 出力 する . [P 
40] と 同時 に [T8] も 付け て 8 カラ ム の タプ ( 後 
述 ) 機能 を 持た せ た . 


jsET UP rtpur Fi 
125S5 TF FILE NOT Pmeswr 
1EKiP rF OPEN ie OK 


FILE DU PROGRaN。 READS AM 1NPUT FIUE AWD PRINTE IN HE 


CoPYRrehT (C) 1975。 197e。 1Z7。 1979 


FINIS TO RETuRN 


+ 』OPEw omERATiON Ox。 5ET uFrER rkDEx TO Ep 
PICO 
TBET purFER POrNTER TO ou 
TO PRiNT 


4 BREAK KEY FUNMCTION (TRUE IF Cr REAOY) AOomss 
1START wITH Oooo 


1 ore 

25 POTro 

FiE cmmo mLocr opmews ume ue posnriow 

1 DTB PF AO 

レー ーー TRECALL LINE POSITION 

gwwtic eacrEme 1 aET WW 1P Bo Fu 
80 1CARWAE RETu 

SA CINE FEED 


F CowTmoL puoCk peFiNrriONe 
ou 


PCWeS3 FC LENGTH 


BET Up Tack 


Ext 。 Heo PINT9 IDON'T PRINT AMY RONe 


An 
CI 
PT 


STACK POINTER IN HAL PROm TE com 


つつ の る 
_ 導 _2 肖 生 人 


Figure-4.2.49 [P40] に より 1 ペー ジ に 40 行 の 割り 付け が 行わ れ た リス ト 


l 動 馬 4 


トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


文字 列 へ Z] バ ラメ ー タ 
字 列 へ Z] バ パラメータ 


YS? パラ メー タ は , 転送 デー タ を サー チ し て 行き , ~ 文 字 列 ” が 見 つか る と 実際 の 転送 を 開始 ( そ 
の “文字 列 ” を 含む ) し ます . “Q? パラ メー タ は , 転送 中 の デー タ を サー チレ し ^ 文 字 列 ” が ある と そ 
こ て で 転送 を スト ッ プ (その 文字 列 ” を 転送 し て か ら ) し , FIP を 終了 し ます . 

注 ) ` 文 字 列 ” が 小文字 を 含む 場合 は , PIP の み 先 に 起動 し て お き ,PIP の プロ ンプ ト ^*? の 後に コ 
マン ド ・ ラ イン を 記述 する こと . 下 の 例 の よう に 。 1 行 で 記述 し た 場合 は 。 コマ ンド ・ ラ イン が すべ 
て 大 文字 に 変換 され る の で , 小文字 の サー チ が 不可 能 で ある . 


A>PIP CON』 =DUMP ASME BUPENUKI ^Z6BLUOP』^Z ] 


ロ PENOK』 』UPEN UPERATIUN UK。 SET BUFFER INDEX TO END 
MVI Rn。BOH 
STA 1IBP 3SET BUFFER PDINTER TO BOH 


HL CUNTRINSB NEXT ADDRESS TU PRINT 
LX1 H。O #3START MITH OOQOO 


Figure-4.2.50 CON : デバ イス に ファ イル “DUMP . ASM* を 出力 する . S と Q パ ラメ ー タ を 同 
時 に 使っ て 文字 列 "OPENOK:” か ら “GLOOP:? の 範囲 を 出力 させ る . 


YSYS” アト リピ ビュ ー ト の 付い て いる ファ イル を 転送 可能 に し ます . 同時 に 後述 の [W] パラ メー 
タ も 自動 的 に セッ ト され ます . 


A>BTAT LOAD。COM 


Recs Bytes Ext AccC 
14 2k 1 ド R/M as (LUAD. CON) Figure-4.2.51 


YSYS? アト リ ビ ュ ー ト の 付い た "LOAD.COMY 
し の 確認 . 


Bytes Remaining ロ n is 40k 
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RA>PIP Bs=LOAD.CONM 」 


Figure-4.2.52 
人 [R] パラ メー タ な し で , この ファ イル を ドラ イ 
A> プ B : 上 に コピ ー を 試み る が , PIP は SYS? 
ファ イル を 発見 で き な い 、. 
QR>PIP Bi =LURD 。 CDMLR] 7 
> Figure-4.2.53 


[R] パラ メー タ を 付け て 同様 に 試み る . ドラ イ 
プ B : 上 に コピ ー さ れ て , PIP が 終了 し て いる . 


>PIP COUNs =DUMP 。 ASMET2O] ) 
FILE DUMP PRUGRAN。 READS AN INPUT FILE QAND PRINTS IN 


COPYRIGHT ( じ ) 1975。 1976。 1977。 1978 
DIGITAL RESEARCH 


BOX 5579。 PACIFIC GROVE 
CALIFURNIA。 9395O 


OURG 1OOH 

EGU O0OS5H DUB ENTR・・・・・・ 
EQ ロ U READ CON・・・・・・ 
EQU #TYPE FUN・・・・・・ 
EQU 8 BUFFER P。。。。。。 
EQU #BREAK KE・・・・・・ 
EQU 3FILE OPE ・ < 
EgU 3 READ FUN・・・・。・ 


タプ の 間隔 に 注目 . 


Figure-4.2.54 ファ イル DUMP. ASM” を CON : / デバ イス へ 。 タプ を 20 文 字 ご と に 設定 し て 出 
力 す る . 
Figure-4.2.4041 な どの 8 文字 ご と の 場合 と 比較 し て 下さ い . 但し CON : ? が スク リ 
ー ン の 場合 ,[T] パ ラメ ー タ を 付け な く て も , スク リー ン の 機能 と し て 8 文字 ご と の タ 
プ が 行わ れる . 


// 
] 


エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


提 [U] バ ラメ ー タ 


アス キー・ デ ー タ の 小文字 を , すべ て 大 文字 に 変換 し て 転送 し ます . 


>PIP CON』 =BIOB.。 ASMEU] リリ 


MDS-BOO 1!/ ロ DRIVERB FOR CP/M 2。2 
(FOUR DRIVE SINGLE DENBITY VERSION) 


VERSIUN 2.2 FEBRUARY。 19O 
EQU 22 8VERBIDN 2。 つ 


COPYRIGHT ( ビ ) 198O 
DIGITAL RESEARCH 
BOX 579。 PACIFIC BROVE 


CALIFURNIA。 9395O 


EQU OFFFFH  』VALUE OF "TRUE" 
EQU NOT TRUE "FALSE" 
EQU FALSE  』TRUE IF TEBT BIOS 


Figure-4.2.55 ファ イル “BIOS . ASM* 中 の 小文字 を , 大 文字 に 変換 し て “CON : ? デバ イス に 出力 
する . 
オリ ジ ナ ル の リス ト Figure-4.2.38 と 比較 し て 下さ い . 


朗 議 tsx-* 


ディ スク か ら デ ィ ス ク へ の ファ イル の コピ ー の 際 , 書き 込み 後 , 即 読み 出し て ソー ス ・ デ ー タ と 比 
較 し , その 一 致 を 確認 し な が ら コ ピー を 行わ せま す . コピ ー さ れ た 内 容 の 保障 が で きま す . 


n>PIP Bs』=QBSNM. CUMEV] 7 


Figure-4.2.56 
ドラ イプ B : 上 に “ASM . CON〉 を [V] パ 
ラメ ー タ を 付け て , 確実 に コピ ー し た. 
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PIP 転送 に より ディ スク 上 に ファ イル を 作る 時 ,。 すでに その ディ スク 上 に 存在 し て いる “R グ 0? 
アト リ ビ ュ ー ト の 付い た 同名 の ファ イル (も し その よう な ファ イル が あれ ば ) の “R ブ 0O” を 無視 し 
て , 新しい ファ イル の コピ ー を 可能 に し ます (IH フ ァイル は 削除 され る ). 


A>STAT BSYSGEN.COM $R/ ロ 


SYSGEN. CDNM set to R/0 Figure-4.2.57 
14 ドラ イブ B : 上 の *SYSGEN . COM” を *R ノ 
0 ファ イル に 変え る . 


Aa>PI =BYSGEN 。 CN 7 Figure-4.2.58 
DESTINQTI ロ N IS R/0D。 DELETE (Y/N) ?N UM Sicke ド 
NOT DELETED** 名 の “SYSGEN . COM” を コピ ー す る 。. 
この よう に メッ セー ジ が 出力 され , "Y? を キー 
才 イン し を けれ ば コピ ー さ れ な い . 
Figure-4.2.59 


[W] パラ メー タ を 付け て 同様 に 実行 し た . 
この よう に メッ セー ジ は 出力 され ず , 人 が 手 を 
掛け る こと な く コ ピー され て いる . 


アス キー・ デ ー タ の 受信 の 際 。 入力 デー タ の パリ ティ ・ ビ ッ ト を 0 に し ます (ビッ ト 7 を 0 に する ). 
ここ で は 2 台 の CPM マシ ン (カナ 文字 が 使え る も の ) を 使っ た 実例 を 示し て お きま す . 


(送り 出し 側 マ シン ) (RS-232C) | (受け 取り 側 マ シン ) 


PUN : か ら , キー 入力 デー タ を INP : で 受信 し ,。 ディ スク 上 に 
送り 出す . ファ イル を 作る . 
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nA>PIP PUNi =CONI 。E ロ Fi リ 
BCDEFB hi jk1mn リ し F 
1234567890 刀 F 

アイ ウエ オカ ギ キワ フケ コ リ LF へ Z 

仙 > 


LF = ニラ イン フィ ー ド . LF は Ctrl- り で も 代用 で きる . 


A>PIP_NON/Z 。 TBT=INP』 リ 
人 > 


>DDT NON/Z。TST 』 
DDT VERB 2.2 
NEXT PC 

O1BO O1OO 


D100。17F 7 
oO100 42 


0110 
O12o 
013O 
O14O 
O1S5O 
Oo1eo 
O170 
ーー 


人 > 


Figure-4.2.60 

送り 出し 側 マ シン 実行 例 . 

キー 入力 が PUN:? デ バイ ス か ら 送 り 出 され る . 
カタ カナ の ライ ン に 注目 . Ctrl-Z を キー イン す 
る こと に より , “EOF” キャ ラク タ を 送り 出す . 


Figure-4.2.61 
[2Z] パラ メー タ な し の 受信 側 実行 例 . 

YJNP:? デバ イス か ら デ ー タ を 受信 し , ファ イ 
ル "NON ノ Z 。 TST* と し て ディ スク に セー プ 
する . “EOF? キャ ラク タ の 受信 に より , PIP が 
終了 する . 


BCDEFG hi jk1 mn。 
・ 12 さ 4567 日 90 。 . アイ ウ 
年 作 削 冬 婦 が 5 で sss お as 


Figure-4.2.62 [Z] パラ メー タ な し で 作ら れ た ファ イル "NON/Z . TST? を DDT で ダン プ し て 内 容 


を 確認 する . 


カタ カナ も ファ イル され て お り , ビッ ト 7 は 0 に され て いな いこ と が 分 る . (アニ B1H= 


10110001) 


注 ) カタ カナ 表示 用 に 一 部 改造 し た DDT を 使用 . 


QA>PIP PUT/Z。TBT=INPi[Z] リ 


に 2 
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Figure-4.2.63 

[ Z] パラ メー タ を 付け た 受信 側 実 行 例 . 
今回 は ファ イル 名 を “PUT ノン Z. TST? と し て 
実行 し た . 


PP 


AA>DDT PUT/Z.TST) 
DDT VERB 2.2 
NEXT PC 

O1BO OiOO 


ABCDEFB hi jk1mn。 
。123 く 4567B9O。。123 


4567 昌 9』 。。 。 


Figure-4.2.64 DDT に よる ファ イル PUT ノン Z . TST^ の 内 容 確認 
カタ カナ の デー タ で あっ た も の が ビッ ト 7 を 0 に され て , B1H-31H ニ = “1? の よう に 変 
化し て いる . この よう に 受信 デー タ の パリ ティ ・ ビ ッ ト が 0 に され て いる こと が 分 か る . 


台 の CPM マシ ン (カナ 文字 が 使え る も の ) で も , 次 の よう に [Z] パラ メー タ の 働き を 確認 
で きま す . コン ソー ル か ら の 入力 を , コン ソー ル に 出力 する (要する に , キー ボー ド か ら の 入力 を , 
自分 自身 の スク リー ン へ 出力 する ) コマ ンド を 実行 し て み ま し ょ う ). 


>PIP ) 

*CUN : =CUNI 7 パラ メー タダ な し て 実行 . 

ARBBCCDD DD と Cdd アア イイ ウ ウ エエ リナ LF ズ へ Z 人 
Er を 次 ガザ コ ン ソ ー ル 出力 の 

*CUN =CONs [7Z]』 [Z] パラ メー タマ を 付け て 実行 . 


AABBCCDD aabbccdd ア 1 イ 2 ウ さ エ 47LF へ 2 


1 \ ア * と 入力 され だ も の が ~ 1 と 出力 され て いる ご と に 注目 
前 述 の 例 と 同じ 理由 に よる . 


Figure-4.2.65 1 台 の CPM マシ ン で , [Z] パラ メー タ の 働き を 確認 する . 
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PIP の 特別 デバ イス 


PIP が 取り 扱う こと が で きる “装置?/ に は , CON : , RDR : , PUN : , LST : の 4 つの ロジ カル ・ 
デバ イス に 対す る それ ぞ れ 4 種類 の フィ ジ カ ル ・ デ バイ ス , 計 16 種 (第 1 章 の 「 デ ィ ス ク 以 外 の 周辺 
装置 」 お よび 第 4 章 の 「STAT コマ ンド 」 参 照 ) の 他 に , 次 に 示す 4 種類 の 特別 な "装置? が あり ま 
す , 


EOF : ファ イル の 終り (EndOfFile) を 表し , PIP に ター ミネ ー ト 処理 させ る “1AH の コー ド 
を 送り 出す ロジ カル 上 の “装置?. 
実際 の 使用 例 で ある Figure-4.2.22 や , Figure-4.2.60 な ど を 参照 . 

NUL : 40 個 の メル ・ コ ー ド (00) を 送り 出す ロジ カル 上 の “装置 /、 紙テープ ・ パ ンチ ャ な どの 場 
合 は 。 テー プ の リー ダ 部 を 付け る た め に 使用 きれる. OUT : デバ イス (筆者 の PIP コマ ン 
ド に は , 出力 する デー タ を アド レス 2000H か ら の メモ リ 上 に 格納 し て 行く 機能 が パッ チ し て 
ある ) を 使っ た 次 の 実行 例 を 参照 . 


Figure-4.2.66 OUT:? デ バイ ス に , キー 入力 デー ター40 個 の ヌル ーー 再び キー 入力 デー タ の 順に 送信 さ 
れる . 


PRN : “LST :? デバ イス と 似 て いる が , 次 の 相違 点 が ある . 
@ ライ ン No が 付く . 
@ タブ が 8 文字 ご と に 設定 され る . 
@60 ラ イン ご と の ペー ジ 割 り 付 けが 行わ れる . 
これ ら の 機能 が ある た め , “PRN :? デ バイ ス は , 各種 の リス ト を 取る 時 に よく 使わ れる . 
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INP : ユー ザー が , PIP プロ グラ ム (PIP . COM) の 中 に パッ チ し て 組み 込み が 可能 な , 入力 の た 
め の 装置 ?. 
PIP プロ グラ ム の 中 の パッ チ 用 の ユー ザー・ エ リア は , DDT に より PIP . COM を ロー ド 
し た 時 の アド レス 109Hー1FFH に ある . 
PIP が INP : デバ イス を 呼ぶ 場合 アド レス 103H が CALL され , 109H の デー タ を 入力 デ 
ー タ と し て 持っ て 行く . 
次 に , 筆者 が いろ いろ な 実験 に 使う 目的 で , この “INP : ? を パッ チ し た 作業 の 様子 を が し 
て お きま す . パッ チ し た ルー チン の 内 容 は 前 述 し て ある 通り .「 ポ ー ト “FE9? へ の 入力 デー 
タ を アド レス 2000 是 か ら 順 次 格納 し て 行き , 格納 デー タ の 最後 に は 目印 と し て 常に `FFH? 
を 付け る .」 と いう も の で ある . ポー ト ・ ア ドレ ス は , 各自 の マシ ン に より 異な り ま す の で 
注意 し て 下さ い . 


A>DDT PIP。.CONM 』 

DDT VERS 2。2 

NEXT PC 

1EOO O1OO 

ーD1OO。1FF) 元 の “PIP.COM" の 周 頭 部 分 を ゲン プレ て みる . 

O+ C さ CE O4 C9 C9 OO OO 1 OO esse ecesieeeeigiwalea 
O110 49 4E 4F 55 54 に て 1 (INPi / ロ UT』 SPACE) 
O12O 49 4E 4F 55 54 5 さ (INP』 / ロ UT』 SPACE ) 
O13O 49 4E 4F SS5 54 に た 】 (INPi / ロ UT』 BPACE ) 
O14O 4E 4F 55 54 5 さ (INP』 / ロ UT』 SPACE ) 
O15O 4E 55 54 5 さく (INP』 / ロ UT』 SPACE) 
O160O 4E 5S5 54 5 さ ( INP 』 / ロ UT i GBPACE 〉 
O17O 4E 55 に た パ 《INP』 /0UTi SPACE ) 
O18O 4E 55 5 さ と (INP』 /DUT』 SPACE) 
O19O 4E 55 に よ 】 (INP 』 / ロ UT』BPACE) 
O1AO0 4E 55 に よ 】 (INP 』 /0UTi SPACE ) 
01BO 4E 55 5 さ ( INF / ロ UT』 SPACE ) 
O1CO 4E 55 5 さ (INP』 / ロ UT』 SBPACE ) 
55 5 さ (INP 』 /DUT』 SBPACE ) 
55 、5 さ (INP』 / ロ UT 』 BPACE 〉 
55 し - 3 (INP』 /0UT』 SBPACE ) 


BSSSSSQOOQ 
も も も も すっ 


O01DO 4E 
O1EO 4E 
O1FO 4E 


888888888888888 
SSBSSSSSSSSSSS6 
まま 注 演 注 よ まえ : 


125 


7 
ーD100。 12F7 
o C さ CE oO4 CS 1O O1 C9 oO OO 1 Co oO oO oo oO 20 。。。。. 
O11O DB FB E6 40 CA 10 O1 DB F9 さ 32 09 O1 2 OE O1 77 。。。9。.。。。2。。*。。w 
O120 23 さ 6 FF 22 OE O1 C9 55 54 さ 53 5O 41 4 くさ 45 29・ 香 6。"。。。UT』 SPACE ) 
ー^ ビ 
A>SAVE 29 PIP.COM / 
A> 6 


Figure-4.2.67 INP : デバ イス の パッ チ 作 業 


OUT : “INP:? と 同様 に . PIP プロ グラ ム の 中 に パッ チ し て 組み 込み 可能 な "装置? で ある . 
PIP が “OUT :? を 呼ぶ と , レジ スタ C に 出力 デー タ を 持っ て アド レス 106H が CALL さき 
れる . 
次 に 筆者 用 に , "INP : ? と 同じ よう に パッ チ し た 部 分 の デー タ を 示し て お きま す . この ルー 
チン の 機能 は , "OUT :? デバ イス か ら 出 力 さ れる デー タ が “INP :? の 場合 と 同様 に , ア 
ドレ ス 2000H か ら 格 納 さ れ て 行く (転送 デー タ を メモ リ 上 に 出力 する 実験 用 の 機能 ). 


CS 20* に 変更 し て お ぐ こ と . 
O10O CS CE oO4 C さ 1O Oo1 CS go o1 1a oo oo oo oo oo [| に ュー ニー ニー 
ーD18O。 18F / 
O1BO 2 OE O1 71 2 さ 36 FF 22 OE O1 C9 5O 41 43 45 29 *。。q 間 6."。。。PACE) 
ーL180, 18A 7 

LHLD O1OE 

MOV NM,C 

INX H 

MVI  M,FF 

SHLD O10E 

RET 


ご の バッ チ は , マシ ン に 依存 する 部 分 が な い の で て , すべ て の 
CP/ M で その まま 使用 で きる . 


Figure-4.2.68 OUT : デバ イス の パッ チ 作 業 
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ED 


4.3 ED (デキ スト ・ エ ディ タ ) 
ー 一 EDitor 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


ED。,x : filename.ext 
*filename.ext” が 既存 ファ イル で あれ ば , その ファ イル に 対し て エディ タ を 起動 する . 


新 フ ァイル で あれ ば , 新 フ ァイル を 新た に 作り , エディ タ を 起動 する . いずれ も ドラ 
イブ x : 上 て 実行 され る . 
注 ) ドラ イプ 名 x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 。 省略 で きる . 


E ロ 内 コマ ンド の 機能 
nA eee エディ ッ ト ・ バ ペッ ファ に , ディ スク か ら テ キス ト を n 行 ロー ド す る 。 
OOA nene エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 容量 の 半分 まで , ディ スク か ら テ キス ト を ロー ド す る . 
中 okaeasam CP を バッ ファ 内 テキ スト の 先頭 ( 二 ) ノ 最後 (一 ) に セッ ト す る . 
前 衝 EpbSSsade 土 n 行 移動 し , その 行 の 頭 に CP を セッ ト す る . 
EUCECEOETP 土 n 行 移動 し , そ の 行 の 頭 に C じ P を セッ ト し , その 行 を タイ プア ウト する (= ニ +nLT). 
本 | vow 上 記 * 土 n′ の n=0 の 場合 . CP を その 行 の 頭 に セッ ト し , その 行 を タイ プア 
の ウト する (=0LT). 
| oo CP を 次 の 行 の 頭 に セッ ト し て その 行 を タイ プア ウト する (=LT). 
1 時 人 EECOOCCEECD CP を ライ ン No.n の 頭 に セッ ト す る 。. 
土 nC on ……………… CP を 土 n 文 字 移 動 す る . 
叶 文 字 列 …… サー チ の 柚 参 照 . 
nN 文 字 列 …… / 
hnT ………… CP か ら 土 n 行 分 タイ プア ウト する . 
0 ee 行 の 頭 か ら CP まで を タイ プア ウト する . 
| ni imT ee ライ ン No. nーm の 間 の 行 を タイ プア ウト する . 
土 hP の CP か ら 土 n ペ ー ジ 分 (1 ペー ジ は 23 行 ) を タイ プア ウト する . 
巡 | : 二 n 
ト 0 OOCOCOOLLKLD 「CP の 移動 」 欄 参 照 . 
り 


1 妥 プ 


泡 財 ・ 必 貴人 w 遼 


と な: 1 
ーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー ァ ーーー 一 ーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーー 〇 ーー ァ ーーーーーー ハ 


ッ エ ント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


nf 文字 列 …… CP 以後 , バッ ファ 内 で n 番 目 に 出合 っ た “文字 列 ? の 最後 に CP を セッ ト す る 。. 
nN 文 字 列 …… バッ ファ 内 に 限ら ず , CP 以後 , ディ スク 上 の 未 ア ペン ド の 行 も 自動 的 に ア ペ ン 
ド し , n 番 目 に 出合 っ た “文字 列 / の 最後 に CP を セッ ト す る . 


mee CP か ら 土 ロ 文字 分 を 削除 する . [ 
EE CP の 行 以後 (CP の 行 を 含む ) ノ 以前 (含ま な い ) の n 行 分 を 削除 する . 


nJ 文 字 列 1 へ Z 文 字 列 2 へ Z 文 字 列 3 …… 「 置 き 准 え ・ 変 更 」 の 欄 参 昭 . 


ee CP 以後 か ら イ ン サ ー ト 可能 な イン サー ト ・ モ ー ド に 入る . `1? の 終了 は Ctrl 
= 当 * < 

| 文字 列 へ AZ…CP 以後 に ~ 文 字 列 ? を 挿入 する . 

| 文字 列 #……CP 以後 に ` 文 字 列 ” を 挿入 し , そこ まで を 新しい ぃ 行 と し て CR プ LF を 挿入 する . 

nJ 文字 列 1 へ Z 文 字 列 2 人 へ Z 文 字 列 3 …… 「 置 き 堆 え ・ 変 更 」 の 欄 参 照 . 

Reeeenni *nX” に より テン ポラ リ ・ フ ァイル 『^X$$$$$$$. LIB′ に セー ブ プ さ れ て いる 行 
を , CP 以後 に 挿入 する . 

Rfilename …… エク ステ ンション が “LIB? で ある ライ ブラ リ ・ フ ァイル を CP 以後 に 挿入 す 
る あ 。【〔( ラ イデ プラ テリ ・ テ ァイル ほ 、。 オリ ナル ・ ゲ ザー スネ ぃ ファ イル と 問 一 ディ スグ 
上 また は , ニュ ー フ ァイル が 作ら れる ディ スク 上 に な く て は な ら な い .) 


nS 文字 列 1 へ Z 文 字 列 2 
CP 以後 , バッ ファ 内 で “文字 列 1′ を 文字 列 2” に 置き 替え , CP を ` 文 
字 列 2? の 最後 に セッ ト す る こと を n 回 くり 返す . 

nJ 文 字 列 1 へ Z 文 字 列 2 へ Z 文 字 列 3 
CP 以 後 , バッ ファ 内 で 最初 に 出合 っ た ~ 文 字 列 17 の あと に ` 文 守 列 2” を 挿入 し , 
その 後 ^ 文 字 列 3? に 出合 うま で の すべ て の 文字 を 削除 する (文字 列 3 は 残る ). 


この 動作 を 同一 ルー プ 内 で n 回 くり 返す . 


請 純 oeekeokaoe CP か ら n 行 分 を 双 コ マン ド 用 テン ポラ リ ・ フ ァイル に ^X$$$$$$$ . LIB” と 
し て セー プ す る .\nX? を 実行 する ご と に セー プ さ れ た 内 容 は 継ぎ 足 さ れ て 行く . 

識 eee adczesoscss 上 記 フ ァイル `X$$$$$$$ . LIB/ を CP 以後 に 挿入 する . 

0 kgeaseoedtsess 上 記 フ ァイル `X$$$$$$$ . LIB/ を 空 に する , 

二 U mt ^*U” の 実行 以後 入力 され た 文字 は , すべ て 大 文字 に 変換 され る . バーU” で `U/ 
が キャ ン セ ル さ れる . 


nMcommand… “command′ を バッ ファ の 最後 まで , n 回 くり 返す . 
Mcommand… “command′ を バッ ファ の 最後 が くる まで 可能 な 限り くり 返す (0M, 1M と 同じ ). 


ED 


NNsx> 


w | reoms \ーV′ で ライ ン No. が 表示 され な い モ ー ド に な る . *V” で 再び 表示 され る . 
吉 (Version 1.4 で は , バーV” モー ド で ED が 起動 する の で , "V” に より ライ 
No. ン No. を 表示 させ る と 便利 で ある . ) 
(0V tt エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 「 空 エリ アノ バッ ファ 全体 の サイ ズ 」 を 表示 する . 
| SiS nー1 の 時 , 約 士 秒 (4 MHz CPU クロ ッ ク 時 ) の ディ レー・ タ イム を と る . 
コン ソー ル の 表示 を 遅く で きる . 
Wedssseossssires エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 最初 か ら n 行 を ,。 テ ン ポ ラリ ・ フ ァイル \filename . $$$? 
に セー プ す る . セー プ さ れ た だ 1I 行 は , エディ イッ ト ・ バ ッ フ ァ か ら 削 除 さ れる. 
也 ioyediamtkaedteg エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の テキ スト と , 残り の ソー ス ・ フ ァイル を ディ スク に セ 


ー プ し, ED を 終了 し CP/M に も どる 。. 

Eco 上 記 ^“E” コマ ンド を 実行 し た 後 , 再び 同一 ファ イル 名 で ED を 起動 する . 
今 ま で 行っ て きた エディ ッ ト 作 業 の 内 容 を 安全 を 期す た め に , オリ ジ ナ ル ・ フ 
ァイル に 組み 入れ な が ら ED を 続行 で き る. 


ーー テツ ー ふ ・ い 一 は 
ロロ 


0 OGKOOTKELTD 今 , 行 っ て いる すべ て の こと を , キャ ン セ ル , クリ ア し ED が 起動 し た 時 の 状 
態 に も どす . 
0 CCKKKKAKXC ED を 中 止 し て , CPM に も どる . オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル は 何 も 変 更 さ れ な い . 


n: command …CP を ライ ン n の 頭 に セッ ト し, “command” を 実行 する . 
他 し : n command …command′ を CP か ら ラ イン n ま で に つい て 実行 する . 


S ペ 


注 ) OCP は キャ ラク タ ・ ポ イン タ の 略 

O 土 の 十 記 号 は 省略 で きる . 

On が 1 の 時 は 1 を 省略 で きる . ヾ 半 ? 記号 を n 三 65535 (最大 数 ) と し て 使用 で きる . 

Oo 各 コ マン ド は 並べ て 記述 で きる . 

Oo 1I, S, J, R, F な どの コマ ンド を 大 文字 で 与え た 場合 , 小文字 を 含む チキ スト は 小 
文字 の 部 分 が , 大 文字 に 変換 され て し まう . よっ て , 小文字 を 含む チキ スト の エディ ッ 
ト に は , これ ら の コマ ンド は 小文字 で 与え る こと . 

oOED 内 で , コン トロ ー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ ディ ッ テ ィ ング 機能 が 使用 で きま す (「 実 
習 の は じ め に 」 参 照 ). 

さら に Ctr-L に より , バ 』? を 使わ ず に CR/LF を 文字 列 の 中 に 挿入 する こと が で き 

まず す 。 
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Figure-4.8.1 新しく 作成 する ファ イル を ^ABCD . XYZ? と し て ED を 起動 する . 1” コマ ンド で 
イン サー ト ・ モ ー ド に 入る . `1? を 大 文字 で 与え る と , 小文字 で キー イン し た テキ スト 
が 大 文字 に 変換 され て し まう の で 注意 . 


且 記 還っ ァイル o ェ ティ ッ ト 


第 5 章 の 「CP ン M に よる マシ ン 語 開発 実習 」 で 作成 する アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の "SORT . 
ASM/ を 題材 と し て , ED 内 の すべ て の コマ ンド の 使い 方 を 実例 で 解説 し ます . 実際 の コマ ンド で は , 
複数 の コマ ンド を 並べ て 記述 し て いる も の が 多い の で , どの よう な コマ ンド が 組み 合わ され て いる の 
か 注意 し て 見 て 下さ い . 


例え ば *BFEQUAZ0LT* っ B 十 F 十 0L 十 T の 組み 合わ せ . 
リス ト 中 の “人 AZ? は ^Ctrl-Z? を 示し ます . 
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SURT PRDGRAM for CP/M Larning By= モ em 音 2 


さ * # This program SORT 日 bit data at address 4OOOH モ o 4FFFH (4K by モ sgs) 


人 4* ーーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ ニニ ーb ツ Y。 MURAQSE === 


に 11 
に 】 ORGB 100H 
7』 DATTOP EQU 4000H 3DQTA QREA TUP ADDRESS 
Bk DaTEND EQU 4FFFH #DATA AREA END ADDRES8 
9 ENDADR EQU (DATEND+1) BSHR 日 #HIGH 日 BIT DF NEXT "4FFF' = *50* 
10』  BDOBS EQU OOOSH SYSTEM CALL ENTRY POINT 
11* 
12 ょ LXI D。MSGSTRT は 
1 ミュ MVr C。 の 5 ) 
14* CALL BDQS #) BTQRT MESSAGE OUT BYBTEM CALL 
15* 
16* LXi D,DATTOP 3SET TOP ADR IN D,E 
174 LX1 H, DATTOP SET TOP ADR IN H,L 
1 日 』 MVI CO #SBET O INC 
194 NEXT1I 
20* IOV 仙 。M RBET DATA 
21* CMP ビ # き COMPARE MITH ヒ 
22* り Z SORT # IF =C JUMP SORTg 
234 THIB STEP NOT A=C。 GO NEXT DATA 
24* TINX H 8SET HL FOUR NEXT DATA ADR 
253 5 *CHECK OF DATA END 
26』 NEXT2』 MOV 全 。H 3GET HIGH 日 BIT OF NEXT DATA ADR 
274 CPI ENDADR 3 CUMRARE MITH HIBH B BIT DF BUF END DR 
2 NZ NEXT1 # ま IF NHT END。 GBD NEXT DATA 
295 *THIG STEP END nF DATA BUFFER 
3 さ Os NR C # SET NEXT PATTERN 
さ 1* トル 4 DONE # IF ビ =O JUMP PROGBRAM END 
324 ョ ぴ *THIS STEP C=NEXT PATTERN。 CONT INUE 
ささ * MOV H,D 
さ 4* MOV L。E 5) DJUST D,E = HL 
さ 5s JMP NEXT1 5C=NEXT PATTERN AND GO LOOP 
36* 
37』 *THIS STEP Qn=C。 SDRT THE DATA 
3 日 』 BORTI 
トド LDAX D ) 
40* NMDV M。 人 a 5 ) 
41』 MOV 人 a。 ビ 5) 
42 ょ STAX D #)DONE UNE DATA EXCHANGBE PROCEESB 
4 さ * INX D 3 INCREMENT SURT DATA BTURE PODINTER 
44s INX | # INCRENENT DATA PUINTER 
45* JINMP NEXT2 #JUMP CHECK DATA END RUUTINE 
46* 
47』 ぅ *PRUGRAM END。 RETURN TO CP/N 
4 日 。 DONEI 
49 ょ LXI D。MSBEND 3) 
SOs MVIi に / ます ) 
に ) CALL BDO0S #) END MESSABE DUT SYSTEM CALL 
52 ょ 
5 さき RET #END DF -THIB PROGRAN。 RETURN TO CP/N 
54* 
SS5』 MSBSTRTI』 DB ODH,。 OnH。 * SGDRT PRIGRAM START NOM.-・・..・"。ODH。 ORH。" 事 7 
56s MSBEND』 DB ODH, ORH。 "FUNCTIDN CUMPLETE* 。 ODH。 OnAH 。” ” 
ヒア 4 
5 日 』 END 
Figure-4.3.2 今 か ら エ ディ ッ ト す る オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の “SORT . ASM” の リス ト . 


ライ ン No. は リス ト ア ウト 時 に 付け た も の で , オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に は 付い て いな い , 


ED 
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る . この 例 で は テキ スト が ガ 短い の で , 


1 *4T ケ ニー マテ ご 人 行 分 る 全部 ガロ ー ド され だ . 
1 | すこ ニ ニニ ニニ ニニ ここ iii ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニーロ 
ー] 9 議 雪 BODRT PRKDGBRAM for CP/M Learning Bysatem 昔 2 
さ 』 This program SURT 日 b1 モ 上 data at addres5 40OOH モ O 4FFFH (4K by モ 上 es) 
4* 1 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ = by Y<。 MURABE === 
1 *ーB-4T ) ----CP を バッ フジ の 最後 に セツ トレ, 4 行 前 ガ ら ダイ プア ワ ト . 

SS5』 MSGSTRT』 DB ODH,OAH。” BDRT PROGRAM START NOM。・・。・。。" 。ODH。 ONH。" 生 

56』k MSBEND』 DB ODH。 ORH。 "FUNCETIDN CUMPLETE" , 0DH。 ORH。" 征 

57』 

SBi END 


附 ーー-ーーー-ー-CP を バッ 


, その 行 を ダイ プア ウト . 


# SYSTEN ear ENTRY POINT 


> セッ ト し , その 行 を ダイ プア 
6 還 紳 チ -ー--- 一 CP を ら 行 先 の 行 の 頭 に セッ ト し , その 行 を ダイ プア ウド . 8LT と 生じ . 
14* 「 erAnT MESBABE OUT SBYBTENM CRLL 
14! #*ー2J ト し , その 行 を ダイ プア ウト -2LT と 同じ 。 
12』 り 
125 キナ ーーーー その 行 を ダイ プア ウト 、 1 LT と 同じ . 
1 さぁ # お ) = 
AS』 ま 】 --ーーーーー- 同 
14* 有人 START MESSABE OUT BYBTEN CALL 
143 *2O0sT リ @ 
20* 
208 $ る 8 - ーー--C ビ を ライ ン 3 の 頭 じ - こ し ] 『 プ [ 
3 8 Thi っ SORT tt 本 at address 4OOOH to 4FFFH (4K bytes) 
さき #24CT) - 一 一 こら 分 ト の 終り まで を タイ プア ウト . 
B bit data at addr _4000H 和 4F FH_ (4K bytes) 
ト 1 : ) 終 り ま で を タイ プア ウト 


SORT 日 bit data at addr et きら 400oH to 4FFFH (4K Me 


ト 1 1 *O ナ ーーーーーー 《 り ビッツ トレ し 。 その 行 を ダイ プア ウト に. 

3 5 Thi DGP SORT 日 bi La = モ address 4OOOH to 4FFFH (4K by キモ es) 
さ 8 を き 32&s14TJ --ーーーー ラ イニ 12 一 14 を ダイ プア 7 

12』 LXI D。MSBSTRT -) 

1 さ 』 MVI C。? #》 

14* CALL BDoS 38) STQART MESBABE DUT SYSTEM CALL 

128 # き BB --ーー- 一 - C ビ な の リト 

1』 *2FSORT^ZT ) - ---- リフ ァ 内 で , 2 番目 の 文字 列 "SORT" を 揚 し , CP を セツ トレ 

8B bit data at addr 4oooH to 人 (4K 2 そこ がら: ら 生 の り まで を タイ プア ウト 。 

ト す 1 を O J ーーーーー-ー その 行 の 全体 を ダイ 

38 # This program SORT B bit data at address 4O0OOH to 4FFFH (4K by モ es) 
さ 』 #*B ナ 

1i *MFSDRT^Z3ZOT / -----ー- 内 の 文字 列 .*SORT“ ・ ライ ン の 頭 か ら そ こま で を タイ プア ウ ト . 
24 ぅ BORT 2 “イレ ー の Z コ マン ド 1 行 ずつ ディ レー を と つて 表示 され る 。 
さき 5 This program SORT 

22* り Z BODRT 
22 ぱ JZ SBORT IF An=C JUMP SORT 
Ts 1 *THIS STEP QA=C, BRT 
さ B』 SBORT 
4 さ 』 INX D # INCREMENT SORT 
SS MSBBBTRT』 DB ODH, OH。 ” SURT 

BREAK "09" AT へ Zーーーー もう 見 つ : 7 た イー が 

SS5』 $26T/ー---- -- CP 友 その ゥ イブ プア ウト 

24 5 BORT PROBGRAM for CI Zn Learning Bystem 芋 2 

2 * ま 139CT』】 ----- -CP を 19 立 字 分 進め 、 残 り の 行 を ダイ ブ プア ヴ ウト 、. 

PROGRAN for CP/M Learning By=em 幕 2 

2 %BDOTT』】 --- --CE ガ らら 8 文字 分 を 削除 し て , ライ ン の 了 か ら タ イプ アウ ト . PROGRAM_.” ガ 削除 され だ . 

> 本吉 SORT for CP/N し ning By ョ モ em 幕 2 

2 ョ 8 $128T リナ ーーーーーCP を ライ ン 12 の 頭 に セッ トレ , その 行 を タイ プア ウト 

124 LX1 D。MSGSTRT を Figure-4.3.3 その 1 
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2* 


*1ss7T) 


思 


ま 4KTJ ---ーーー CP の 行か ら 4 行 分 を 沖 除 し , 次 の 行 を ダイ プア ウト . 
LXI D, DATTOP SET TUP ADR IN D,E 
*10i13T/ 
BDO08 EQU OOO5H 8BYSTEM CALL ENTRY POINT 
LXI D。DATTOP 3SET TOP ADR IN DE 
LXI H。 DATTOP #SET TOP ADR IN H。 し 
き 28TT -- ーー で P を ライ ン る の 頭 に セッ ト し , その 行 を タイ プア ウト 
H SORT for CP/M Learning Bystem #2 
ま ナーーーーー- イン サー ト ・ モ ー ド に 入る . 1 ガ 小 文字 で ある こと 注目. 
# BCDEFG hi jk1nm 12 さ 45) | この ここ - \ る こと に 注目 
て TNBERT 2 1r5ag7ー THRe7 | 搬入 し だ い 行 を キー イン . 大 文字 ・ 小 文字 ガ 混在 し て いる ご 
1 二 の ピロ 。 イン サー ト ・ モ ー ド を 終る 
る sg きす リー--ーーー イ < ー ト 状態 の 確 計 . 
eee SPP 18i 
ABCDEFB hi jk1nm 12345 | し ST 6 8 RNN 
1neert INBERT 2 11nee | イン サー ト さ れ て いる 、 小 文字 は 小文字 の まま で ある こと に 注目 . 
BURT for CP/M Larning Bystem 芋 2 
| This program SURT 日 bit data at address 4000H to 4FFFH (4K bytes) 
*24T/ 


RBCDEFB hijk1nm 12 さ 45 

7 じ CIVMXYZ^ZOLT J ーー ニーーーー CP を 文字 分 途 め て , 文字 列 \VwxYZ" を 挿入 し , 行 の 頭 ひ すら タイ プア ウト 
ABCDEFGVMXYZ hijk1nm 12 さ 45 潤 和 こわ て いる . Ctr-Z に 注目 、 

* プ ビ IOP 呈 上 U J) --ーーーーーー 今回 は ! が 大 文学 で ある ご と, *opqrstu" ガ 小 文字 で ある ご こと, 

最後 に Ctr-Z ガ な いこ ご と に 注目 . 


ま デニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニニ ニテ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ビニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーemeenonmn 
2 行 に 分 か れ て いる こと と 挿入 され だ や の が 大 文字 に 変換 され て いる ご と に 注目 
1insert INSERT 2 1ines 

日 SORT for CP/M Learning Byjstem 2 

1 This program SURT 日 bit data at address 400OH to 4FFFH (4K bytes) 

# ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ と ニニ エニ ニニ エニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ と by Y。MURASE === 
の ニニ ーー ニー ニー CP ガ ら フ 2 行 を "X$$$$$$$,LIB" フジ イル に セー プ ブ . 
ェ ス ト の 最後 ひら , 上記 の フラ ァイル を 挿入 する 、。 
キー11T7 ーー- - 懲 績 状態 の 礎 融 R が 小文字 で ある こと に 注目 、 

MSGSTRT』 DB ODH。 ORH。" SDRT PRUBRQAN START NOM。・.・。・..。" ,。ODH。OAH。" * 
ISBENDi DB ODH。 OnH。 "FUNCTION CDMPLETE” , ODH。 OnH。* 


END  ---- 一 この 行 が , 今 ま で の テキ スト の 最 潤 、 この 行 の 後に 挿入 され て いち. 
ま ニニ ニー ニ デー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ デニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ テニ デニ ピ ビ = モ モー: 
ABCDEFBOPGRSTU 
VMXYZ hijk1mn 12 さ 45 
1nsert INSERT 2 11nes 
5 SORT for CP/NM Learning Bystem 芋 2 
の This program SURT 日 bit data at address 4OOOH to 4FFFH (4K bytes) 


mama ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ モニ ニモ モモ ニニ モモ ニニ ニモ ニー by Y。 MURASE === 


*RDISKDEF ) --- 一 ー ロ プイ ン ・ デ ィ ス グ 上 の "DISKDEF.LIB” フラ イル を CP 以 接 に 掃 入 、 現在 の CP は ライ シン 65. 
きま 628 7OT 7 - ------ 接続 状態 の 確認 . 


SORT FOR CP/M LEARNINB SYSTEM #2 
THIS PRUGRRM SORT B BIT DATA AT ADDRESS 4O0OOH TH 4FFFH (4K BYTES) 


ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ テニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = by Y。 MURASE == ニ = 


CP/NM 2.O DIBK RE-DEFINITION LIBRARY ここ がら ライ ブラリ - ファ イル ガ が 挿 入 さ れ だ . 


COPYRIGHT (C) 1979 


8 
8 
3 
8 
9 
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3 


BOX 579 

PACIF1IC GRUVE。 CA と 
*BFEQU へ ZOLT ーー--ーーーCP を バッ ファ の 先頭 に セッ ト し て , 1 番目 の 文字 列 "EQU” を し 。 そ の 行 を タイ プア ウド に, 
DATTOP EQU 4000H 3DQTA AREA TOP ADDRESS 
JEQU^Z JUXTAPOUSITION へ Z』^ZOLT 7 ---ー-- EQU" の 後に *-.JUXTAPOSIT1ON デ を 挿 入 レ し, *:7 まで の 文学 を 
DATTOP EQU JUXTAPOGSITIDN 』DATA AREA TOP ADDRESS 央 除 し , その 行 を ダイ プア ウド : 
| 富 』 
DATEND EQU 4FFFH #DQTA QREA END ADDRES8 Figure-4.3. 3 
#B4FFF^ZBOOO^ZOTT 』 ------ 一 文字 列 *4FFF" を "8000* に 置き 替え て , その 行 を タイ ブ プア ウ ト , 6 その 2 
DATEND EQU BOOOH 3DATA QREA END QADDRESS 


11』 *70sT リ 
70g 5 PACIFIC GROVE。 
7 の 0』 乾 に ナ ーーーーーー ラ イン 70 ガ ら 後 の 行 を す ^ て 削除 する は 65535 ど 等価 
』 *BMSEQU^ZDW^ZOTT 7 ら 内 の ) 字 の YEQU” を すべ て に 置き 替え , その 行 を ダイ プア ウト . 
10』 DATTUP  DM JUXTAPOSITION JDATA AREA TOP ADDRESS_ 
11』 DaATEND DM BOOOH 8 DRATA AREA END ADDRESBB 
12』 ENDQDR Dw (DATEND+1) SHR 日 jHIBH B BIT OF NEXT "4FFF" = "5O* 
1 さ 』  BDOS DM O005H SYSTEM CALL ENTRY POINT 


BREAIK “ 介 り 人 AT へ 2 --ー-ーーー も う 見 つ ひ びら な い の で プレ ー フ ガガガ つ だ . 
1 さ 』。 *#11&a12K)-ー 2 1 
11』 *1Oggk12T) 上 
10』 DATTOP  DM JUXTAPOBITION 3DATA AREA TOP ADDRESB 
11』 BDOS DM OOOSH SYSTEM CALL ENTRY POINT 


べ て 大 文字 に 変 握 され る . 
10』 abcdefqghi jk1mn ) 文字 
416 へ ZZ ーーー ニー ニーー イン サー ト を 終る . 


11s *ー 1 行 前 を タ ! 
10』 ABCDEFBHIJKLMN この よう に 小文字 の | コマ ンド に も か か わら ず , 大 文字 に 変換 され て いる . 


バッ フ ア / 全 体 の サイ ズ の 表示 . 
25502/27575 10 信 の バイ ト 数 9 
108 ま ー ツ リナ ーーー ニ ーー ライ ン No. の 削 
* ナ 
BD0S SYSTEM CALL ENTRY POINT ライ ン No ガロ いて いな お しい . 
* ソ リ に 、 
11* 
12* 
12m 
13』 D。DATTOP SET TOP ADR IN D,E ライ ン No. 付 . 
1 さ * 
14* H, DATTOP SET TOP ADR IN HL 
14* 』 . 正 ED を 終り , 再び ED に 入る . バッ ファ ア は 空 に な る . オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル は 更新 され て で いる, 
ま ディッ ツ に する に は 再 硫 アン 7 選 要 . 
14 
1 きま ま mmamammameemamemms ニ デニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー ニテ ニニ デー ニニ デー ニー ニー ニー ニー デー デー デニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ピー ニ ニー ニー ニー デビ 
2 ABCDEFGBOPQRSTU 
さ 』 。 VMXYZ UI 1245 
38 *% 品 リーーーーー 一 で の 作業 の すべ て を キャ ン セ ル , リリ セッ トレ , 再び ED が 起動 し だ 時 点 に 戻る . 
は # f ル は すでに 更新 され て いる 


こい る の で , 再度 アベ ペン ドガ 和 め 要 . 


5 ニニ ーー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ デニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ピピ ニニ ピー モ mm ロロ 
ABCDEFGUPQRSTU 
VMWXYZ hi jk1mn 12 さ 45 

さ CP/M に 戻る . 


人 ぬ > ーーー ニーーーCP/M に 


Figure-4.3.3 既存 ファ イル の エディ ッ ト 


エディ ッ ト 作 業 を 終え , 最後 に コマ ンド で 正常 に ED を 終了 する と , ED 起動 前 の オリ ジ ナ ル ・ 
ファ イル は ,。 エ クス テン ショ ン を BAK” と り ネ ー ム され て , バッ クア ッ プ ・ フ ァイル と し て , その 
まま 保存 され て いる 
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人 


Figure-4.3.3 の MF や MS コマ ンド の 実行 に も 2 ~ 3 表示 され て いる よう に , ED は , 指定 され た 
コマ ンド が 完全 に 実行 で き な か っ た 場合 , 
例え ば BREAK バ # ATAZ 
エラ ー 種 別 -| し チル レーク が oN の コシ ド 


の よう な , プレ ー ク ・ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます . 

プレ ー ク ・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され た ライ ン に 関し て は , コマ ンド は 実行 され て お ら ず , も と の まま 
の 内 容 を 保っ て いま す . 

プレ ー ク ・ メ ッ セ ー ジ に は , 次 の 種類 が あり ます . 


? コマ ンド が 間違っ て いる . 

> エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ が いっ ぱい に な り , これ 以上 追加 する こと が で き な い . 

# 指定 回 数 分 の コマ ンド の 実行 が だ できない. バッ ファ ある い は ファ イル の 最終 まで 来 て し まっ た . 
0 R コ マン ド で 読み 出す ファ イル が OPEN で き な い . 該当 LIB フ ァイル が な い . 


次 に , 先 の リス ト で 実習 され て いな い “N′ と W′ コマ ンド に つい て 実習 し ます . 


*N” コマ ンド は , 文字 列 サ ー チ の `F? コマ ンド と 似 て いま す が , "F? コマ ンド は エディ ッ ト ・ 
バッ ファ 内 の テキ スト だ け に 効力 が ある の に 対し , “N”" コ マン ド は アペンド され て いな い デ ィ ス ク 上 
の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に 対し て も 自動 的 に アペンド お よび セー プ ブ を 行い な が ら , ^ 文 字 列 ” を サー チ 
し ます . *N? コマ ンド は , ファ イル の 最後 まで を 対象 と する グロ ー バ ル な *F? コ マン ド と 言え ます . 


QA>ED_ SORT.ASN 7 3 
s #NBDOB^ZOTT.) ムコ マン ド を 実行 せ けず に , N コ マン ド を 使 つて いる こと に 注目 
10』  BDOS EQU OOOSH 5sSYSTEM CALL ENTRY POINT 
105 # 


Figure-4.9.4 ファ イル SORT . ASM* の 最初 に 現れ る 文字 列 BDOS′ を 捜し て タイ プア ウト する . 
見 つか る まで は , どん な に 長大 な ファ イル で も ファ イル の 最後 まで を 自動 的 に サー チ す 
る . 


トラ ンジ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


一 度 に エディ ッ ト ・ バ パッ フ ァ に アペンド (ロー ド ) で きる テキ スト の 容量 は , 48K CPM で 約 27K 
バイ ト , 58K CPM で 約 35 衣 バイ ト と 限 ち られ て いま す . よっ て , これ 以上 に 長い ファ イル の 各部 を エ 
ディ ッ ト し た ひい 場合 は 、 テキ スト を いく つか に 分 け て エディ イット ・ バ ッ フ ァ に ロー ド す る 必要 が あり 
ます 、 

その よう な 場合 の た め に , “W′ コマ ンド が 用 意 き れ て いま す . 

1 

適当 な 行 数 を アペンド (A ) 

\ 目的 の エディ ッ ト を 終え た ら , そ の 

エディ ッ ト 作 業 ーー 時 点 で E コ マン ド で ED を 完了 する . 

! も ちろ ん H コ マン ド を 使っ て も よい . 
適当 な 行 数 を テン ポラ リ ・ フ ァイル に セー プ (W ) 

(セー プ ブ さ れ た 行 数 分 , バッ ファ は 空 に な る ) 


て 箇 ご 紗 ③ 記 1S(i 


上 記 の 手順 で どん な に 長い ファ イル も エディ ッ ト が 可能 で す . 実際 に は , 
『 。 。 \ 
0 A( エ ディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 半分 アペンド ) 
\ 
エディ ッ ト 作 業 
井 W( バ ッ フ ァ 内 の 全部 を セー プ ブ ) 


の よう に 行う と , 分 り 易 く て 便利 で す . 
次 に ファ イル 容量 が 76K バ イト で ある 長い ソー ス ・ フ ァイル `5 KBASIC . ASM” を 使っ て ,。 W コ 
マン ド の 実例 を 示し ます . 
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ED 


Aa>ED PS TE 仙 84 】 -- - 一 - 容 明 76K の 長い ソー ス ・ フ ァイル に 対し て ED を 起動 する . 
・ パ ッ フ ァ の 半分 に テキ ス に を アペンド する . 
行人 を イプ アウ ト . 確認 . 
HANPSHIRE COLLEGE SK BASiC 


THIS 1S VERSIDN Z1.O FROM JEFF ZURKUW。 WITH THE FOLLOWING 
DDITIONAL TUEB 


*OVJ 


く Your edit operation 


9 き 昔 0】 ーーーーー バ ツ フ 
* *OAJ ーー 
730* ル ん ・ 
73O* #LOM ORDER TEXT ADDR 
731『 
732』 #HIGH ORDER TEXT ADDR 


733』 jaDDR OF PREVI ロ US CONTRDL STACK ENTRY 
734* 


く 。 Your edit 


・ フ ァイル に セー プ ブ ざ る 、 


*LINE NUMBER "* 
*NEGATIVE_ SQUARE ROOT "" 
*BOUNDS "? 

7READ "" 

*STORAGE OVERFLOM "” 


く Your edit Operation > | 
* # 堤 M / 
# *O 人 ブナ 


ッ ト ガ 終わ つ だ ら , 


く Your edit operation 


の 最後 の 釧 分 を ツイ ブ ア ウ ト 
START OF FILE ADDRESS 
3 STORASE FOR LAST ASSIGNED MEMORY LOCATION 


Figure-4.3.5 エディット ・ バ ッ フ ァ よ り 大 き な フ ァイル の 編集 作業 


13 フ 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


EE 
A>STAT SKBASIC.*」 


Recs Bytes Ext cc 
606 76k 5 R/M Ai5KBASIC。QSNM Figure-4.3.6 
606 76k 5 R/M Qi5KBASIC。BAK ii 
Bytes Remaining n Qi 17k ED 終了 後 の フ ァイル の 確認 . 
正常 に ED を 終了 し た の で , バッ クア ッ プ ・ フ 
ァイル が 作ら れ て いる . 


に セス 


解説 ED 


ここ で , ED 作業 に お ける , 各 時 点 の ディ スク 上 の ファ イル と エディ ッ ト ・ バ バッ ファ の 関係 を 図示 し 
て お きま す . 作業 の 通常 の 流れ は 1) 一 2) つ …6) の 順 で す が , テキ スト ・ フ ァイル が 短けれ ば 3 ) 
や 4 ) は 行う 必要 は あり ませ ん . 


エディ ッ ト 作 業 時 の アド バイ ス 

エディ ッ ト 作 業 は , 適当 な 時 点 で , コマ ンド を 使っ て , 今 ま で に 出来 上 っ て いる エディ ッ ト ・ バ 
ッ フ ァ の 内 容 を , 一 旦 , ディ スク 上 の オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル に 組み 込み . それ か ら 新 た に 作業 を 再開 
する こと を お 勧め し ます . また , E コ マン ド で , 完全 に ED を 終了 し て か ら , “BAK” ファ イル を 別 
の 名 に リネ ー ム し , 再度 ED に 入る 方 法 も あり ます . いずれ も 不慮 の 事故 ・ 過 失 に よる 影響 を , 少し 
で も 救済 する た め の 手 段 で す . 
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3 ) 


4 ) 


5 ) 


6 ) 


ディ イメ グ 


ED に 入る 前 の 状態 


存在 し て いる . 


ED 


ディ スク 上 に は , オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル の み 


0 ED を 起動 し て ,。 ファ イル の テキ スト を バッ 
ファ に アベ ンド 、. 

SORT. 

ーー ディ スク 上 に は , 中 身 が まだ 空 の テン ポラ リ ・ 


ファ イル が 作ら れる . も し SORT.BAK” が あ 


A( ア ベンド) コマ ンド れ ば , “BAK′ … “$$$” と リネ ー ム され る . 


W コマ ンド 演技 
2 ! m 行 
(n 一 m) 行 が 残る . 


リ ・ フ ァイル に セー プ ブ す る . 


A コ マン ド と W コ マン ド の くり 返し で , エディ ッ ト ・ バ パッ ファ 
より 長い ファ イル も , エディ ッ ト す る こと が 可能 で ある . 


スト を バッ ファ に アペンド する . 
追加 へ コマ ンド 


E コマ ンド (終了 コマ ンド ) ii 1 


ル に セー ブ す る . 


新 フ ァイル 


最後 に ED は , 


と リネ ー ム し て ED の すべ て を 終る . 


ァイル と し て 残る . 


オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル 


Figure-4.3.7 ED 作業 の 各 時 点 に お ける デイ スク 上 の ファ イル と エディ ッ ト ・ バ ッ フ ァ の 関係 


エディ ッ ト 後 , W コマ ンド で m 行 を テン ポラ 


較 * A コ マン ド で 残り の オリ ジ ナ ル ・ al 


すべ て の エディ ッ ト が 終了 し た ら , E コマ ン 
ド で バッ ファ 内 テキ スト と , オリ ジ ナ ル ・ フ 
ァイル の 残り (あれ ば ) を テン ポラ リ ・ フ ァ イ 


*$$$” “ASM", ASM” … “BAKY 


オリ ジ ナ ル ・ フ ァイル は , バッ クア ッ プ ・ フ 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


4.4 ASM (8080 ア セン プラ ) 
ーーASseMbler 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 ASM。,x: filename 


ドラ イブ x : 上 の ソー ス ・ フ ァイル filename.ASM” を アセ ンプ ブル し , 生成 され た H 
EX お よび PRN ファ イル を 同じ ディ スク 上 に セー プ ブ す る . 
2 ASM。.filename.shp 


*s? で 指定 され る ドラ イブ 上 の ファ イル `filename.ASM” を アセ ン ブ ル し ,“h” て 指 
定 され る 装置 に HEX ファ イル を ,“p” で 指定 され る 装置 に PRN ファ イル を 出力 する . 
注 ) x : は それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


CPM の アセ ンプ ラ は , エク ステ ンション が “ASM” で ある 8080 の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァ イ 
ル を アセ ンプ ブル し , イン テル HEX 形式 の オプ ジェ クト ・ フ ァイル (エク ステ ンション は “HEX?), 
お よび アド レス ,。 オプ ジェ クト ・ コ ー ド , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ な どの 付い た プリ ント 形式 の ファ イ 
ル (エク ステ ンション は “PRN?) を 出力 し ます . その 様子 を 次 に 示し ます . 
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ASM 


TYPE コマ ンド で タイ プア ウト し た 
アセ ン ブ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル . 


>ABM AOUT / 
CP/M ABBEMBLER - VER 2.O 


O106 アセ ンプ ラ の 実行 . 
OOOH USE FACTOR HEX と PRN フ ァイル の 生成 が 
END QF ASSEMBLY 行わ れる . 


代 > 


生成 され た HEX フ ァイル 
の タイ プア ウト . 


生成 され た PRN フ ァイル 
の タイ プア ウト . 


科 


>TYPE AUUT。.PRN 


A>TYPE AOUT。HEX 
OBO100000EO21E41CDOSOOCED 


ょ OOOOOOOOOO otoo ORG 1ooH 
o1oo oEO2 Mvt 。  C,2 

sd O102 1E41 MVI EE,41H 
o1o4 CDo5oo CaLL 。 5 
oO107 C9 RET 


O108 
> 


>LUAD AOUT 』 
FIRST ADDRESS O1OO 


人 ーー 2 LOAD コマ ンド に よる 
の の HEX つ COM フ ァイル 
RECORDS MRITTEN O1 の 換 . 
A> 
AR>AOUT リ ー 
プロ プラ ム に より 出力 され だ *A? 純 マ シン 語 プ ログ ラム 
*AOUT” の 実行 . 


(YA” の 1 字 が 出力 され て いる ) 


Figure-4.4.1 アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル か ら 即 実行 可能 な コマ ンド ・ フ ァイル が で きる まで て の 流れ 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


妥 丁 Asw xienae 


ドラ イプ x : 上 の ソー ス ・ フ ァイル `filename . ASM^ を アセ ンプ ブル し , 生成 され た "HEX? と \PRN? 
ファ イル を 同一 ドラ イプ x : 上 に セー プ し ます . 5 章 の 「CP/ZM に よる マシ ン 語 開発 実習 」 で 作成 す 
る ソー ス ・ デ ログ ラム “SORT . ASM? を 使っ て 。 ア セン プラ を 実行 し て み ま し ょ う 。 


R>DIR SURT.* リ 
Rs BRT ASNM *SORT” に 関し て は ソー ス ・ フ ァイル の み 邊 在 . 


*shp" の スイ ツチ を 付け ず げに アセ ンプ ブル を 実行. 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.O 
O16E 
OOOH USE FACTOR 
END DF ASSEMBLY 


AzDIR SURT。* リ と “HEX” ファ イル が 生成 され て いる . 
as SORT SM 』 SORT PRN 』 SBORT HEX 
仙 > 


Figure-4.4.2 アセ ンプ ラ の 実行 と アセ ンプ ラ の 実行 前 ・ 実 行 後 の フ ァイル の 状態 を 示す . 


5 章 で は , この ソー ス ・ フ ァイル や 生成 され た PRN′ ファ イル な どの 完全 な り ス ト を 載せ て , 詳 
し く 解 説 し て いま す の で , ぜひ 参照 し て 下さ い . 


且 還 ^SM fiename.shp | 


Yshp” で 指示 され る 入出 力 装置 を 選択 する パス イッ チ ? に 従っ て 。 アセ ンプ ブル を 行い ます . スイ ッ 
チ shp” の 機能 を 次 に 示し ます . 


filename.s h PB 


ソー ス ・ フ ァイル *`filename.ASM* 


アセ ン ブ ル に より 生成 され る “H 
EX” フ ァイル を セー ブ す る ドラ イ 
プ 名 を 指定 する . 


アセ ンプ ブル に より 生成 され る “P 
RN” ファ イル を セー プ ブ す る ドラ イ 
プ 名 を 指定 する . 


(特別 な 指定 ) 
HEX フ ァイル を 生成 し な 
い . 


(特別 な 指定 ) 

Z …PRN フ ァイル を 生成 し な い . 

X……PRN フ ァイル を コン ソー ル 
へ 出力 する . OtrtP で プリ 
ンタ へ も 同時 出力 


Figure-4.4.3 アセ ンプ ラ の コマ ンド 書式 
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ASM 


コマ ンド 形式 


ドラ イブ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP.ASM” を アセ ン ブ ル し , 生成 さ 
れ た HEX と PRN 両 ファ イル を 同一 の ドライブ A : 上 に セー ブ す る 


ログ イン ・ デ ィ ス ク の ドラ イブ B : 上 の ASM プロ グラ ム を 起動 し , 上 と 同様 
の こと を 行う . 
上 と まっ た く 同 一 の 働き を する . 
ドラ イブ B : 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル し , 生成 され た HEX ファ イル 
を ドラ イプ B : 上 に , PRN フ ァイル を ドラ イブ A : 上 に セー プ す る . 


ドラ イブ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ンプ ブル し , HEX ファ イル は 生成 せ ず , 
PRN ファ イル の み 生 成 し て , ディ スク に は セー プ せ ず に , コン ソー ル に 出力 す 
る . 


ドラ イブ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル す る けれ ども , 何 も 生 成 し な い . 
但し , アセ ン ブ ル ・ エ ラー な ど が コン ソー ル に 出力 され る の で , その 確認 の た 
め に , し ば し ば 使わ れる . 


A>ASM_」DUMP 7 


B>ASM_」A : DUMP 』 


B>ASM_」DUMP.AAA』 


A>ASML」DUMP.BBA J 


A>ASMLJDUMP.AZX 』 


A>ASM_」DUMP.AZZ ガ 


馬 還 


Figure-4.4.4 ソー ス ・ フ ァイル , “DUMP. ASM? を アセ ンプ ブル す る 場合 の コマ ンド 実例 


PR SORT。* J 
Rs T ABN 


A>DIR BsSURT。* リ 
NO FILE 


アセ ン ブ ル 実 行 前 の “SORT” ファ イル に 関す る 確認 . 


Q>ASM_SORT , QBX アセ ンプ ル の スイ ッ チ を “ABX” と し て 実行 . 
CF/M ASSEMBLER - VER 2.O 


1 すす すす すす ココ すす すす に に よし に し た し す に に に に に に に に に に に に に に て し 上 すす に し 上 し 上 上 上 二 よ し し 1 芋 エ エコ 
BURT PRUGRAM for CP/M Learning Sysatem 音 2 
9 This program SURT 日 bit data at address 4000H to 4FFFH (4K bytes) 


』 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ エニ ニニ == by Y。MURASE === 
ORG 100H 


DQTTOP EQU 4000H #DQTA QREA TOP ADDRESB 
DATEND EQU 4FFFH #DQTA AREA END QADDRESS 


ご の よう に スイ ッ チ "ABX”" の X に より , PRN フタ イル は 直接 コン ソー ル に 出力 され る . 


O1 さ 1 OEO9 MVI C,9 ま ) 
013 さ CDO5OO CALL BDOS 』) END MESSAGBE UUT SYSTEN CALL 


O1 さ 6 C9 RET #END OF THISG PRHGRAM・ RETURN TO CP/N 


O137 ODOA5 さ 4F2NGBGBSTRTi DB ODH, OnAH。" BURT PROGRAM STQRT NOW. -。- <。" 。ODH。 OnAH。" ま * 
O1S5 ODOA465554EISBENDs DB ODH。OAH。" FUNCTIUN COMPLETE* 。 ODH。 OH。 "名" 


O16E END 


O16E 
OOOH USE FACTOR 
END OF QASSEMBLY アセ ン ブ ル の 終了 . 
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Figure-4.4.5 ドラ イプ A : 上 の ソー ス ・ フ ァイル SORT. ASM” を アセ ンプ ブル し , 生成 され た HEX 
ファ イル を ドラ イブ B : 上 に セー ブ プ し , PRN ファ イル は , コン ソー ル に の み 出 力 す る 
実行 例 . それ と , 実行 前 と 実行 後 の フ ァイル の 確認 


アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の 書き 方 


アセ ンプ ブリ 言語 の ソー ス ・ フ ァイル の 書式 は , 簡単 な 約束 事 が いく つか あり , それ に 準拠 し て プロ 
グラ ム ・ フ ァイル を 作成 し な けれ ば な り ま せん . 以下 、 CPZM ア セン プラ の ソー ス ・ フ ァイル を 作成 
する 上 で 必要 な 事柄 を , 各 項 目 に つい て 解説 し て 行き ます . 


ソー ス ・ フ ァイル の フォ ー マ ッ ト (書式 ) 
ここ は スペ ー ス を 置か な く て も よい . 


(ライ ン No.) に ニュ ラベ ルー ニー モニ ッ ク オペ ラン ド 


(通常 は 書か な い ) LOOP: こ . :9et (B) data on (A) 


Figure-4.4.6 CP ン M ア セン プラ の ソー ス ・ フ ァイル の 書き 方 


CPM アセ ンプ ラ は 「 自 由 フ ォ ー マ ッ ト 」 で あり , 書式 で 決ま っ て いる の は , 各 フ ィ ー ル ド の 区 切 
り (部 分 ) に 1 つ 以 上 の スペ ー ス を 置く こと と , フィ ー ル ド の 順序 の み で , その 他 は 自由 に 書く こ 
と が で きま す . 普通 は , 各 フ ィ ー ル ド の 頭 を 揃え て 読み 易く する た め に ご 部 に は タブ を キー イン し ま 
す . タプ は | TAB | キー, また は Ctrl- I で キー イン で きま す . も ちろ ん スペ ー ス で も か まい ませ ん . 

次 の リス ト で , 「 自 由 フ ォ ー マ ッ ト 」 の 実例 を 示し て お きま す . 各 ラ イン の 書き 方 は 違っ て も , アセ 
ン ブ ル に は 関係 な いこ と が 分 か り ま す . 
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Figure-4.4.7 CPM アセ ンプ ラ の 書式 は 自由 で す . 


で は , それ ぞ れ の フィ ー ル ド に つい て 解説 し まし ょ う . 


ライ ンジ No. に つい て 

通常 は ライ ン No. を 用 いま せん . CPM の エディ タ 以 外 の エディ タ の 中 に は , 作成 し た ファ イル 
に 強制 的 に ライ ン No. が 付い て し まう も の も あり , また 他 の アセ ンプ ブラ で は ライ ン No. を 必要 と す 
る も の も ある た め , ライ ン No. 人 付き の ソー ス ・ フ ァイル で も , アセ ン ブ ル が 可能 に な っ て いま す . CP/ 
M アセ ンプ ラ は , ライ ン の 先頭 に ある 数 字 を 無視 し ます . 


ラベ ル に つい て 

ラベ ル は , 1 一 16 文字 の 英 ・ 数 文字 を 用 い , 識別 は 16 文 字 ま で 行わ れ ま す 。 小 文字 を 書く こと も で 
きま す が , 認識 は 大 文字 と し て 行わ れん ます. また , カナ は , ラベ ル に は 使用 で きま せん (コメ ント に 
は 使用 可 ). 

ラベ ル の 中 に 読み 易 す くす る た め に ^$? 記号 を 任意 に 挿入 する こと が で きま す . この “$? 記号 
を アセ ンプ ラ は 無視 し ます . 

ラベ ル の 最後 に コロ ン *:? を 置く こと が で きま す . これ は 付け て お く 方 が 良い で し ょ う . 他 の ア 
セン プラ で は , `~ : ? が 必要 な も の も ある し , 何より も エディ タ を 使う 場合 ,“:” が 付い て いる と ラ 
ベル の 文字 列 サ ー チ が 非常 に 楽に な り ま す (同じ ^ 文 字 列 ” の 場合 , ラ ベル と 他 の も の と の 区 別 が で 
きま す ),。 アセ ンプ ラ は , ラベ ル の “:? を 無視 し ます . 
文 禁止 事項 

O 最 初 の 文字 に 数 字 は 使え ませ ん . 

oO\MOV?,。 \LXI7。 … な どの 8080 イ ンス トラ クシ ョ ン ・ ニ ー モ ニッ ク と 同一 綴り の も の は 使え ませ 

。 
oORG?,。 DB?。… な どの 疑似 イン スト ラク ショ ン と 同一 の も の も 使え ませ ん . 
OYA7、“B7。\M7。\SP?。… な ど , 8080 CPU の レジ スタ 名 と 同一 の も の は 使え ませ ん . 
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トラ ンジ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


ニー モニ ッ ク , オペ ラン ド に つい て 
特別 な 注意 事項 は あり ませ ん . 通常 の 書式 を と り ま す . 8080 ニ ー モ ニッ ク そ の も の の 解説 は , 本 書 
で は 触れ ませ ん . 


コメ シト に つい て 
各 ラ イン に お いて , セミ コロ ン ~:/ の 後 の 記 述 は すべ て 無視 され ます . よっ て ~:? の 後に 説明 
文 や 覚え 書き を 書い て お く と , ドキ ュ メ ント 性 の 面 で 役に立ち ます . カナ を 使っ て も か まい ませ ん . 


ライ ン と ライ ン の 間 に つ いて 
ソー ス ・ フ ァイル を 読み 易く する た め に , ライ ン と ライ ン の 間 を キャ リッ ジ ・ リ ター ン の み で 行間 
を 空け る こと が で きま す . も ちろ ん ,~ : ? を ライ ン の 頭 に 書い て リタ ー ン し て お く の も よい で し ょ う . 


疑似 イン トラ クシ ョ ン , 算術 ・ 論 理 演算 子 に つい て 

これ ら に つい て は 実際 に ソー ス ・ フ ァイル の 中 に 記述 し て みて , それ を アセ ン ブ ル し た 結果 を ご 覧 
下さ い . 演算 は 16 ビ ッ ト で 行わ れ ま す が , その 値 は それ が 使わ れる オペ レー ショ ン ・ コ ー ド に 合致 
し て いな く て は な り ま せん . 


>TYPE ASMSDRCE.PRN リ 
ご の リス ト を 見 る 時 は , それ ぞ れ の 結果 が 現われ て いる 左 端 の アセ ン ブ ル に よる デー タ と 対比 し て 下さ い . 


= デニ === CP/M ABSEMBLY LANGUAGE SDURCE FILE SQAMPLE ==== ニ = 
9 by Y.MURASE 
結果 は 同じ ラベ ル の コロ ン は 自由 
ORG 1ooH 
LODPi / MDV AB 5get (B〉data on (の ) 
LOOP1[i MOV D,H 3 
LODP2』 MDV Q。Bjget (B)data on 〈A) 書式 は 自由 . 名 フィ ー ル ルド を スペ ー ス で 区 切れ ば よい . 


1 | eou の 四方 


SET の 使い 万 . 値 を 変え る こと が 可能 . 


の IF 一 ENDIF の 条件 付き アセ ン ブ ル . 
将 0 *TRUE" の み ア セン ブル され る . 
に コ 
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oooD = CR EQU opH H 
oooA = LF EQU oaH 1 
O1OF 5B59ODoOA24 DB 7XY" ,CR。LF。24H 』 
Oo114 O5oo7Foo Dw BDQB。 7FH 9! DB DW, DS, $ の 使い 方 
Oo1 1 DS 2 5 
O13B = KOk ロ EpU 円 
O138B CS さ BO1 JMP KOKO 5 
oooa = PARM1 EQU oooow1O1OB  ) 
oooa = PARM2 EQU 12o 1 
ooOA = PARMS EQU 120 | バイナリ, 8 進 , 10 進 , 16 進 で の 数 信 の 表し 方 
OoOA = PARM4 EQU 1o | 全 氏 10 進 の 10* を 表し て いる . 
oooA = PARM5 EQU 1oD 1 
oooA = PARM6 EQU OAH H 
4ooo = Aa EQU 4oooH 5 
ooos = BB EQU < H 
4003 = X1 EQU AA+BB 1 
SFFD = X2 EQU AA-BB H 
Cooo = X マ EQU AA*BB 』 
1555 = X4 EQU AA/BB # | 算術 ・ 論 理 演算 の 例 . 
ooo1 = XS EQU AA MOD BB | 尊 算 の 居 先 順位 は リス ト 下 を 参 銀 . 
BFFF = X6 EQU NOT AA | アセ ンプ ル 結 果 に 注目 
oooo = X フ EQU AA AND BB H 
4oOS = XB EQU AA DR BB 1 
4oos = X9 EQU AA XDR BB 1 
oo18 = X1O EQU BB SHL BB H 
oBoo = X11 EQU AA BHR BB 
チ 
OO か oe ーー ALCPWABN 3 *" は 無視 され る の で : 読み 易く する だ め に 挿入 で きる . 
ある . な い . 
USH B! P ! PUSH H! に 
1 re 1 0 ご W 1? で 1 行 に マル チ ・ ス テー トメ ント が 可能 . 


014 さ CS47O1 ABCDEFBHIJKLMND1k JMP ABCDEFGHIJKLMND2 』) つべ) は 16 立 字 全 部 を 識 引 さる 


NOP 』 | 最後 の 16 文 字 目 が 異な る こと に 注目 . 
QBCDEFGHIJKLMN ロ 2』 JMP abcdefgHIJKLMND1 』| 交 字 を 計 つ て も 大 文字 と みな され る . 


END 5 


Figure-4.4.8 疑似 イン スト ラク ショ ン , 算術 ・ 論 理 演算 子 の 実例 . 


( 高 ) ( ) で くく っ た も の 
| *※ ノ MOD SHL SHR ( 横 の 並び は 同 順位 ) 


ー + 
六 算 子 の 順位 NOT 
| AND 


( 低 ) OR XOR 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 工 実習 


ソー ス ・ プ ログ ラム の アセ ンプ ブル ・ エ ラー に つい て 

アセ ンプ ブル 時 , ソー ス ・ プ ログ ラム に 文法 上 , 記述 上 な どの 各種 の エラ ー が 発見 され た 場合 , アセ 
ンプ ラ は その つど コン ソー ル に エラ ー 種 別 を 示す 1 文字 の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と , その エラ ー が 存在 
する ライ シル を グイ プチ ウト し まず , 

故意 に ヒラ ー の ある ソー ス ・ プ ログ ラム (ASMER . ASM) を 作り , 実際 に アセ ン ブ ル し た 結果 を 
次 に 示し ます . 


>ASIN ASMER 7 


/M ABSEMBLER - VER 2.0 
か ET と ュー AB これ ら の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と その ライ ン は 
10O 40 次 々 と 表示 され て 行 ぐ . 


1O1 3EBO 
10 さ OO 


105 424E4D2C2E * RMERTYUIOUPZXCVBNMQMWERTYUIODP 。 。 。 ・。・ 4 


006 800 ト m We 64 文 字 以 上 が エラ ー と な る . 
MIBS1 MISB2 H 
010F 
OOOH USE FACTOR 
END OF ASBEMBLY 


仙 > 


Figure-4.4.9 アセ ンプ ラ 実 行 時 コン ソー ル に 出力 され る エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 例 . 


A。BOH* さ 


* QMERTYUTDPZ XCVBNMQMERTYUIOP 。 。 。 。 ・ ZXCVBNM* 
し ] | 


さ UNDEF 64 文 字 以 上 サエ ラー と な る . 
MIS81 MISS2 | K 
END 


Figure-4.4.10 生成 され た PRN ファ イル に も , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 付い て いま す . 
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次 に , 各種 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と それ ら の 主 な 原因 を まとめ て 示し ます . 


さき H 
NI 
MY 


Data エ ラー. エク スプ レッ ショ ン の 値 が デー タ ・ エ リア に 適合 し な い . 

Expression エ ラー. オペ レー ショ ン ・ コ ー ド の ミス タイ プ や 演算 子 の 使い 方 を 誤っ た 場合 な どの 表現 上 の エラ ー 
Label エ ラー. ラベ ル を 正しく 用 いな い 場 合 . 

not-implemented エラー. MAC な どの 上 位 ア セン プラ に は ある が , CP/M ア セン ブラ に は イン プリ メン 
ト さ れ て いな いらい 特別 な 命令 を 用 いた 場合 な ど . 

Overflow エ ラー. エク スプ レッ ショ ン の 値 が , その 場合 の 限度 を 越え た 時 な ど . 

Phase エ ラー. アセ ンプ ブラ 実 行 中 の 各 パ ス で , ラベ ル の 値 が 異な っ た 場合 . 

Register エ ラー. オペ レー ショ ン に 対し て , 適合 し な い レ ジス タ が 指定 され た 場合 . 

Undefined ラ ベル ・ エ ラー. オペ ラン ド で 使用 され た ラベ ル が , どこ に も 定義 され て いな い 場 合 . 

Value エ ラー. オペ ラン ド や , エク スプ レッ ショ ン の 値 が . それ に 対す る 範囲 外 で ある 場合 . 


D 
E 
L 
N 


に 了 <) 


( 注 . デ ジタル リサ ー チ の CP/M マニ ュ ア ル に は 上 記 の 種類 し か 記載 され て いな い が ,, 実際 に は この ほか の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ も 用 意 さ れ て いる . ) 


Figure-4.4.11 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と エラ ー の 主 な 原因 
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4.5 LOAD (HEX フ ァイル 叶 COM フ ァイル 変換 プロ グラ ム ) 
ーーLOAD programーー 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


LOAD_,x : filename 
ドラ イブ x : 上 の イン テル HEX 形式 の ファ イル , `filename.HEX” か ら , 即 実 行 可能 な 


純 マ シン 語 の COM” ファ イル を 生成 し , 同一 ディ スク 上 に セー プ ブ す る . 
注 ) x : は 。 それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 。 省略 で きる . 


計 LOAD xename 


>LUAD _SKBASIC 


FIRBT ADDRESS O1oo 
LAST ADDRESS 1EO5 ei 
BYTEB READ 1C さ 5 1gJE23.0。 

RECORDS WRITTEN さ B ログ イン ・ デ ィ ス ク 上 の 5 KBASIC . HEX? 
か ら COM ファ イル を 生成 し 。 同じ ディ スク に 


R> 
セー プ す る 。. 


A>STAT 5SKBASIC。* リ Figure-4.5.2 
Recs Bytes Ext acc セー プ さ れ た COM ファ イル の 確認 . 
59 BK 1 R/M Ai5KBASTC.CON この 吉 マ シシ ・ オ プ ジ ェ タダ ト ・ フ ァイル は 。 以 
Bytes Remaining Un Ai 4K 
後 , フ ァイル 名 だ け を キー イン する こと に より ., 
人 > トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド と し て 実行 され る . 


(BASIC の 名 前 と , 実際 の ファ イル 長 と は 関係 
あり ませ ん ) 


150 


LOAD 


nA>SKBAS1 ビ 7 


BAS1IC/5 INTERACTIVE INTERPRETER V Z1.O 10/16/ フ フ 


NEM UR OLD? NEM/ 
NEM PROUGRAM NAME』 TEBT/ 


40_PRINT "BC = "。A*B/C/ 
SO_END 


RUN 』 


SC = さ 。57954 


Figure-4.5.3 LOAD コマ ンド に よっ て 生成 ・ セ ー プ され た , ^5KBASIC . COM” を 実行 し て みる . 
BASIC 言 語 が 起動 ・ 実 行 さ れ て いる . 


解説 LOAD 


LOAD コマ ンド は , その 名 前 か ら は SAVE コマ ンド に 相対 する 機能 の よう に 思え ます が , 全く 〈 違 
っ て , HEX ファ イル ラ COM ファ イル の 変換 プロ グラ ム で す の で ご 注意 下さ い . 

HEX ファ イル の メモ リ 上 へ の ロー ド ・ ア ドレ ス (ソー ス ・ プ ログ ラム の ORG で 指定 され て いる 
アド レス ) が , 100H 未 満 で ある 場合 LOAD コマ ンド は 実行 され ず , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され 
ます . LOAD コマ ンド に よっ て 生成 され る “COM” ファ イル は アド レス 100H か ら の メモ リ 上 に ロー 
ド さ れ た 後 。 必ず 100H ス ター ト で 実行 され る の で , 100H 未 満 の ORG アド レス を 持つ HEX ファ イ 
ル を LOAD コマ ンド で 処理 する こと は あり 得 な い の で す . ORG が 0 H で ある HEX ファ イル (PTBOOT. 
HEX 一 CPZM シ ステ ム の ブー ト ・ プ ログ ラム ) に , LOAD コマ ンド を 実行 し た 例 を 示し ます . 


ナ 
N| 
WV 

/ 


ジエン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


Figure-4.5.4 実行 開始 アド レス が 0 HH で ある プロ グラ ム の HEX ファ イル に 対し て , LOAD コマ ンド 
を 実行 し た 例 . 
100H 未 満 の ロー ド ・ ア ドレ ス を 持つ HEX ファ イル は LOAD で き な い . 


また 100H 以 上 の ORG アド レス を 持つ HEX ファ イル ーー 一 例え ば ORG 2000H な ど は LOAD 可能 
で す が , 生成 され る COM ファ イル は , ORG アド レス の 2000H か ら セ ー プ され る の で は な く , 不用 
で ある 100Hー1FFFH まで も 一 緒 に セー プ さ れ ま す . し か も この COM ファ イル を トラ ンジ ェ ン ト ・ 
コマ ンド と し て 実行 する こと は で きま せん . トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド は , 前 述 の 通り メモ リ に ロ 
ー ド され た 後 は , や は り 100H ス ター ト て 実行 きれ る か ら で す . も ちろ ん アド レス 100H に , アド レス 
2000H へ の ジャ ンプ 命令 を 入れ て お け ば 実行 は 可能 に な り ま す . 

また , 上 記 の よう な , 特別 ロ ー ド ・ ア ドレ ス の HEX ファ イル を , 純 マ シン 語 に 変換 し て , メモ 
リ 上 に ロー ド す る に は , 次 ペー ジ の DDT コマ ンド で 行う こと が で きま す . 
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DDT 


4.6 DDT (8080 デ バッ ガ ) 
ーーDynamic Debugging Too ヒ ーー 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 DDT 


DDT プロ グラ ム を 起動 し , DDT 内 の 全 コ マン ド の 実行 を 可能 に する . 
2 DDT、,x : filename.ext 
DDT を 起動 する と 同時 に , ドラ イブ x : 上 の ファ イル , `filename.ext′ を アド レス |I00H 


か ら メ モリ に ロー ド す る .HEX ファ イル の 場合 は その ロー ドア ドレ ス に 従う . 

注 |) x : は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 

注 2) DDT も ED と 同じ く , コン トロ ー ル ・ キ ー に よる ライ ン ・ エ ディ ッ テ ィ ング 機能 が 使 
えま す (「 実 習 の は じ め に 」 参 照 ). 


DDT 内 コマ ンド の 機能 

Assss 1 ステ ッ プ 毎 の ライ ン ・ ア セン ブル を し , その オプ ジェ クト ・ コ ー ド を アド レス ssssH 
か ら ロ ー ド し て 行く 〈. 
オペ ラン ド に 書く 数値 は すべ て HEX で ある が , “H′ を 付け て は いけ な い . 
終了 する に は スペ ー ス を 入力 し て リタ ー ン する . 


で NVY 


Dssss, eeee 
アド レス ssssH か ら eeeeH まで の メモ リ 内 容 を ダン プ す る . 16 進 表示 の 右側 に は , 
それ に 対応 する アス キー・ キ ャ ラク タ が 表示 され る . アス キー・ キ ャ ラク タ 以 外 の コ 
ー ド は “~. ” で 示さ れる . カナ も 表示 され る よう に DDT の 一 部 を 変更 し た も の も あ 
委 。 

D, eeee 現在 の ディ スプ レイ ・ ア ドレ ス (前 回 の D コ マン ド が 表示 し た 最終 アド レス の 次 ) か 
ら , eeeeH まで を ダン プ す る . 上 記 の コマ ンド の ssss を 省略 し た も の . 

DsssSS アド レス ssssH か ら 12 行 を ダン プ す る (1 行 は 16 バ イト ). 

D 現在 の ディ スプ レイ ・ ア ドレ ス か ら 12 行 を ダン プ す る . 


NN 立 


Fssss, eeee, CC 
アド レス ssssH か ら eeeeH まで の メモ リ 全 部 に , デー タ ccH を 書き 込む . 


で ヽ 
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トラ ンジ エ 


( 混 )ー ロ 


= NNY ユ ( 拉 呂 ) キ せ 〉 


ドー 


( ゞ で MVHN 公 ) テ 
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ント ・ コ マン ド 徹 底 実 習 


Gssss, bbbb 
Gssss, bbbb DDDPD 


1 つま た は 2 つの ブレ ー ク ・ ポ イン ト (bbbbH と bb'bb' H) を 設け て ,。 アド レス ssss 
HH か ら , リア ル タ イ ム で 被 テ ス ト ・ プ ログ ラム を 実行 する . 


G, bbbb 

G, bbbb, DDPDD 
スタ ー ト ・ ア ドレ ス が 現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ ( 双 コ マン ド で 表示 , XP コマ ン 
ド で 変更 可能 ) で ある こと 以外 は , 上 記 と 同様 . 

GsssSS プレ ー ク ・ ポ イン ト を 設け ず に , アド レス ssssH か ら リ アル タイ ム で 実行 する . 

G ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 設け ず に , 現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ か ら リ アル タイ ム で 実 
行 する . 

Hxxxx。 yyyy 


16 進 の 数 値 xxxx と yyyy の 和 (xxxx 十 yyyy) と 差 (xxxx 一 yyyy) を , 16 進 で 表 
示す る . 


| Hfilename . ext 


アド レス 5CH の FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) に , 任意 の ファ イル 名 
^filename . ext? を セッ ト す る . 但し , ドラ イブ 名 を 付け る こと は で き な い ., 通常 は 
次 の R コ マン ド と 共に , 任意 の ファ イル を メモ リ に ロー ド す る 場合 に 使わ れる . 


[R 現在 の FCB に セッ ト さ れ て いる ファ イル (通常 は 上 記 1 コマ ンド に よっ て セッ ト き さき 

れる ) を , それ が HEX ファ イル の 場合 は 、 それ 自身 が 持つ アド レス に 純 マ シン ・ コ 
ー ド に 変換 し て ロー ド す る . HEX ファ イル 以外 は , アド レス 100H か ら の メモ リ に そ 
の まま の 形 で ロー ド す る . 

Rbbbb ロー ド ・ ア ドレ ス が , 十 bbbbH 分 バイ アス (オフセット) され る 以外 , 上 記 と 同様 . 
バイ アス 値 を 加え た ロー ド ・ ア ドレ ス が FFFFH を 越え た 場合 、FFFEH の 次 は 0 H 
と し て 数 え , 0 H を 越え た 分 が ロー ド ・ ア ドレ ス に な る 。 

Lssss, eeee 
アド レス ssssH か ら eeeeH ま で の メモ リ 内 容 を 逆 ア セン ブル する . 

LssSsSS アド レス ssssH か ら 11 ラ イン (ステ ッ プ ) 分 を 逆 ア セン ブル する 。. 

四 現在 の リス ト ・ ア ドレ ス (前 回 の し コマ ンド の 最終 アド レス の 次 ) か ら 11 ラ イン 分 を 


逆 ア セン ブル する 。. 


ペー ヾ ー 


ん まさ さ 


DDT 


Mssss, eeee, nnnn 


Sssss 


Tn 


Un 


アド レス ssssH か ら eeeeH ま で の メモ リ の 内 容 を , アド レス nnnn 是 か ら へ ブロ ッ ク 
転送 する . 


アド レス ssssH の メモ リ 内 容 を 表示 し , 必要 が あれ ば 任意 の デー タ に 変更 する . 
リタ ー ン ・ キ ー で アド レス を 順次 進め て 行き , 終了 に は ピリ オド “.” を 入力 し , リタ 
ー ン で 終る . 


現在 の プロ グラ ム ・ カ ウン タ (XP コマ ンド で 任意 設定 可能 ) か ら , n ス テッ プ 分 の 
トレ ー ス 実行 . 各 ス テッ プ ご と の CPU の 状態 が 表示 され る . n 三 1 の と き は 1 を 省 
略 で きる . “DEL′ キー, また は 何ら か の キー 入力 で 実行 の プレ ー ク が で きる . 
最終 え テ ッ プ の CPU の 状態 の み 表 示さ れ , 中 間 の ステ ッ プ は 表示 され な い 上 記 Tn 
ロジ ド で の ある 。 


現在 の CPU が 保持 し て いる 各 レ ジス タ , カウ ンタ , フラ グ , 命令 な ど を 表示 する . 
r で 指定 する レジ スタ , カウ ンタ , フラ グ を 任意 の 値 に 設定 する . 

r は , 次 の い ずれ か を 指定 する . C (キャ リー), Z (ゼロ ), M (マイ ナス ), E ( 偶 
数 パリ ティ ), 1 (aux キャ リー), A, BC, DE, HL ( 各 レ ジス タ ), S (スタ ッ ク ・ ポ 
オイ シダ)。 (ゲロ グラ ム ・ カ ウシ メグ) 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 克実 習 


)F T_x:fllename.ext 


DDT の 実習 に は , サン プル ・ プ ログ ラム と し て , DDT と は 密接 な 関係 に ある 第 5 章 の 「CP/M 
に よる マシ ン 語 開発 実習 」 で 作成 され る ,. ソー ト ・ プ ログ ラム を 用 いま す の で , 5 章 を 必ず 参照 し て 
下さ きい 。 


Figure-4.6.1 
ーー っ 2 まず DDT の み を 起動 し て お き , DDT 内 コマ 
ー1SBORT。HEX ) --- | コマ ンド . ンド の 1I と R で "SORT. HEX′ を メモ リ に ロ 
パイ アス を 付け な い R コ マン ド . ー ド する 。 この 場合 ファ イル 形式 が 何で あっ て 
下 と 同じ 結果 . も ,R コ マン ド に バイ アス を 付け る こと に より , 


メモ リ 上 の 任意 の アド レス に ロー ド 可 能 で ある . 
バイ アス を 付け な い 場 合 , HEX ファ イル 以外 は 
100H に 固定 . 但し . I コマ ンド に は ドラ イブ 名 
を 指定 する 機能 が な い の で , ログ イン ・ デ ィ ス 
ク 上 の ファ イル し か ロー ド で まき な い ( 別 の 方 法 
で 可能 ). 


I 結果 は 同じ . 

Figure-4.6.2 

DDT の 起動 と 同時 に SORT. HEX” を メモ リ 
に ロー ド す る . この 場合 , ロー ドア ドレ ス は HEX 
本 ファ イル 以外 は 100H に 固定 と な る . フ ァイル 名 
に ドラ イブ 名 x : を 付け る こと に より , 任意 の 
ドラ イブ か ら の ロー ド が 可能 で ある . 


>DDT SURT.HEX リ 


注 ) HEX ファ イル の ロー ド は , 1, 2 いずれ の 場合 も ファ イル 自身 が 持つ ロー ド ・ ア ドレ ス に 従 
っ て 純 マ シン ・ コ ー ド に 変換 され て ロー ド さ れ ま す . さら に , R コ マン ド で バイ アス を 付け て 
任意 の アド レス に ロー ド す る こと も 可能 で す . 


朗 還 pr コマ ンド 


DDT 内 の すべ て の コマ ンド の 様々 な 使い 方 を 実習 し ます . ほ と ん どす べ て の 使い 方 を 示し て いま す 
の で , 良い 参考 に な る と 思い ます . キー 入力 と それ に 対す る DDT の 応答 を よく 見 て 下さ い . また 5 
章 で も ソー ト ・ プ ログ ラム の デバ ッ グ を 行い な が ら , 必要 な コマ ンド の 実例 を 示し て いま す の で , 必 
ず 参 照 し て 下さ い . 
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DDT 


A>DDT _BORT。HEX DDT を 起動 し , ヾ SORT.HEX” を メモ リ に ロー ド す る . 
DDT VERS 2。2 
NEXT PC 
O16E OOOO ロー ド さ れ だ オプ ジ エ ク ト の 最終 アド レス は (16E-1)H で ある . 
ーD10O。12F 7 1400H 一 12FH 間 の ダン プ . 
0100 11 O1 OE 0O9 CD OS OO 11 00 40 21 00 40 OO 。7。。。。 < 9 1 。 る の 。 。 
0110 7E CA 25 0O1 23 7C FE 5O C2 10 01 0C CA O1 で て 。。%。 電 1。、P。。。。。 。 
0120 62 CS 10 01 1 77 79 12 13 2 C さ 16 04 ら 5 日 bk 。。。、 My 。。 医 。。。。X 
続き けら 14F 上 日 まで の ダン ブ . ま 
O9 CD OS OO C9 OD 4F 20 S2 。。。。。。。。。BORT PR 
52 41 4D 20 53 54 54 4F 2E QBRAM BTART NOM。 


2E OD OA 46 49 。。。。。。。 征 。。FUNCT i 
43 4D SO 7B nN COMPLETE 。 。 。 て 
プ ^ 7E 01  。。。Z。。 て 其 O ナ OS は 。 
1 さ OO 人 り 
9 1 1 2 。。!f。 ロ + ロ キネ @ 。。。。 
32 さ 2 Sa の 2 。。。 as eeess 人 る 
21 CD - 。。!h。 ロ サロ * ロ 。。 
CD sss ! ]。 ロ サロ 】 。。。。。 
CD 。。。! 1 。D+ す ネ K 。。。。 < 
CD 。 。。。!n。 ロ サロ ロキ 枯 。。。。。 
1 さる ュ 2 。。!D。 PJ 。。。。 > 
EB  。。=。 

16EH-1FFH の 間 を デー タ “00" で うめ る . 

結果 の 確認 の ゲン プ . 150H か ら 12 ラ イン 分 の ダン プ . 
2E 2E OD OD Oa 49 ー。。。。。。。 和 も 。 。FUNCTL 
4 さ 3 4F 4D 45 54 OO ODN COMPLETE 。 。 。 。 
oOO QO 00 OO OO OO ee 
OO QO oO OO OO PRE ROY 
OO OO OO =OO PELIEE IORRR ERRR 
OO OO し 表 - 表 . 全 - 王 . 表 - 三 王手. 手 - 王 王手 - 表 . 王 - 丘 - 
OO 
OO 


OO EE 


QO し EE 人 人 


OO し LE 


OO 03 に ミ OCPL FL 5 1 


L10O, 1OF リ 
O1OO  LXI  D。O1 さ Z 


O10S MVI C,O9 
CALL Ooo5 
LXI  D,40oo 
LXI H,400O 
MVI C,OO 


Flgure -5.3.3 ま だ は Figure-5.4.3 の SORT 


プロ プラ ム の ソー ス ・ リ スト と 対比 し て 下さ きい 


Figure-4.6.3 
その 1 


15 フ 7 


トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


 ~LBAO0 7 ーーーーー- - 
BOO 
BAO マ 
BAO6 
BQO 
BAOC 
BROF 
BA12 
BA15 
BA1 昌 
BA1B 
BA1E  JMP 
ーF200。 6000。 OO 7 - 
ーA5OO 7 
oO5OO MVI C。2 り 
OSO2 MVI E。5A7 
OSO4 。 CALL 5 リリ | 
OS5O7 RST 7 ヵ 
QOSOB 7 - 一 ーー- ニ ーー- 最 後 は 
ーDSOO。SOF J ---ー 一 一 結果 の 確認 . 
QOSQO OE 02 1E 5aQ CD 0S 09O FF 0Q 90 Ao 9O 9o OO see 
ーGSOO 500H ガ : 
Z*O5OZ ベ プ / 
ーH4O000。 8000OM お ーーー ニーー H ビ ヒメ X メ 天 の 和 と 差 を 求め る 
4200 3 さ EOO 


は 48K Cf 


数 信 は HE 
RST 


* 終 で 


+ か ー 


1 
功 
W 
トー』 
トー 
に ご 


OS5O る OO 
OSO4 OO 
OS5O5 OO 
ー-DS5oO, 5OF ーーーー- 結果 の 確 姜 
OSOO 12 34 56 78 9 Oo5 
ーM100。 170。20007 - ーー 10 
-D2000。 206F) ーー 
2000 
2010 
2020 
2030 
2040 
205O 
206O 4F 
ーIDDT。CUM 7 一 - 
ーR さ FOO 7 - 
NEXT PC 
5 る OO 1207 
ーD3FEO, 402F 7 
oO 0OO 00 0O 
さ FFO OO OO OO 
4000 O1 BC OF 
4O01O 28 43 29 
402O0 4C 20 52 
し メ . 簡 ay 
COZ1MoE11O Asoo の = の OS poo5a H-oooo _@-o1oo 
ーXP 了 


OO OO OO 


OE 
2E 
11 
SO 
57 
54 
OO 


oO 00 
oO0 00 
O1 43 
さ 9 3 日 
45 本 


の 状態 大 


oO 
OO 
さ D 
る 1 
に ム た] 


錠 理 


伯 が 続 ける 
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ッ ガ 書き 替え : 


P=1207 RBT ト く 上 


OO 
ご 出力 する 


れ 


OO 。4VX 。 。 


転送 する 


TTY 2T た 21 
3 本 衝 PS Us 
DK。。。。Wy。。 生 。。 。 。 X 
。、・・・・・・・SDRT PR 
0GRAM BTART NOM。 
2.。Ak< 信 FUNETS 
DN CDMPLETE. . *$。 。 


・・・ デ 。 COPYRIGHT 
41 (C) 19HO。 DIGITA 
20 L RESEARCH 


Figure-4.6.3 
その 2 


C9ZiwoEtro a-oo p-0o5A D=oo5A Heoooo BsO1OO Peo1Oo. LXr 
1008809BMO、 OO Boo5A p-oosa Heoooo gcooo P=o1oO LXI 
CoZinoero aoo aoosa DeO35 が 9mO080G 吉 HB 

CoztoE1ro acoo BOOO9 DO1 ミ 7 H=OOOO 8=O100 PeO1O5 CALL 


の ト 


DDT 


D。O1 さ 7 
D,O1 さ 7*O10S 
C。O9wO105 


OOOS*OOO5 


7 レー ク ・ ポ 1 に は, も う 1 
SQRT PROGRANM START NOM.・・・・・ 
wO125 ュ プ 3 ま つか お 
-TB】 ーーーー-- - そ こら 続け て 8 ステ ッ プ 分 の トレ 
COZ 1MOE111 AsOO 
COZ 1MOE111 =O1 
COZ1MOE111 AsO1 
COZ 1MOE111 AsOO 
COZ 1MOE111 A=OO 
COZ 1MOE111 AsOO 


セコ / 
MG 


2 実 行 ー ダ の 填 な ど に 注目 
B=OOOO D=4OOO H=40SE SB=O10O P=O125 LDAX 
B=OOoO D=4OOO H=40SE BmO1OO P=O126 MOV 
B=OOOO D=40OO H=40SE SB=O1OO P=O127 MOV 
B=OOOO D=4OOO H=403E SB=O1OO PeO12 日 BTAX 
B=OOOO D=40OO H=40SE B=O1OO P=O129 INX 
B=OOOO D=4001 H=403E SB=O100 P=O12A INX 
COZ 1MOE1 11 Q=OO B=OOOO D=40O1 H=40SF S=O100 P=O12B JMP 
Coz1MOE111 A=OO B=OOOO De4001 He403F BeO10O PcO116 MV 
=: 続け て U る 8 7 分 の 実行 . 最終 ステ ッ プ の み 表 示さ れる . 
COZ 1MOE1 1 1 =4O B=OOOO D=40O1 H=4O さ F S=O1OO P=O117 CPI 
ー8136 7 

O136 C9 FF) 
O137 OD 。』 

ーB 7 の 


プロ グラム ・ 
D 


リス ト 参 昭 , 
M,A 

a,C 

D 

D 

H 

O116 
A,H*O117 


] マ ジ ド に よ 


SO*O1 19 


書き 替え て お < 


RET" 命令 (C9) を 


] 
S 


FUNCTION CDMPLETE テス ーー プロ ブラム の 
*O136 ーーーー 1 ) ブ ラム 0 
-D4000, 4FFF) に ノー ト 状 態 の 
4oo Go Go Go oo oo oo 


4010 00 OO 00 OO 0O 60 


) 休 認 . 
oo oo oo oo 


OO OO OO OO OO 
OO OO OO OO 0O 


, 値 の 小さ い 順 に 


OO OO OO oO 


- の 様 に 00- 


FF ま で 


1) 
O1 
O1 
O1 
O1 
O2 
02 
02 
0 さ 


OO OO 
O1 O1 
O1 O1 
O1 O1 
O1 O1 
O2 O2 
O2 02 
02 02 
0 さ OS 


oO 
O1 
O1 
O1 
Oo2 
O2 
02 
02 
0 


oOO OO 
O1 0O1 
O1 O1 
O1 O1 
oO2 O2 
02 02 
02 02 
02 02 
OS 0O3 


01 
01 
O1 
O1 
O2 
02 
02 
OS 
OS 


第 5 童 「CP/M に よる て ヾ を 秒 ざ 参照 し て 
FEaFE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE FE 
FE FE FE FE FE FE FF FFP 9 FE だ F だ 。 FFP だ 


ミー G コ マン に ド で アド レス O に ジャ ンプ させ , リブ プー ド ビ を 起こ 


FE 
FF FFP 。。。。。。。ssesssase 
CP/M に 戻る . 


FE 。 ミエ ミュ oo 


させ て 


Figure-4.6.3 DDT 内 の すべ て の コマ ンド の 実習 . 


158 


トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 
圏 こん な テク ニッ ク , 知っ て いま すか ? 圏 


I と R コ マン ド で は , ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イプ か ら フ ァイル を ロー ド す る こと が 出来 ま 
せん . で も DDT に 入っ て か ら , 別 の ドラ イプ か ら ど うし て も ロー ド し た い / さ て どう し ます か ? 

S コ マン ド で FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) の 先頭 アド レス の 5CH の 1 バイ ト を 書 
き 替 える だ け て 解決 で きま す . 

ログ イン ・ デ ィ ス ク が A : で , DDT を 起動 後 ド ライ ブ B : 上 の ^SORT . COM” を ロー ド す る 場 
合 の 実例 を 示し ます . 


ロ プ イン ・ デ ィ ス ク A : ガ ら DDT を 起動 . 


ま ざ | コマ ンド で ファ イル 名 だ け 入 力 する . 
S コ マン ド で アド レス 5CH を 目的 の ドラ イブ No. に 書き 替え る 
A ・ 01, 日 : 三 02, C : =03,… と な る (00 は ロブ イン : ディ スク を 表す ). 


R コ マン ド の 実行 . ドラ イブ B : 上 の フラ イル が ロード され る : 


| O18O O1OO 


ーB100。 1 さ 36 ) 試し に , ロー ド さ れ だ いい SORT.COM* を 実行 し て みる . 136H は プレ ー ク ・ ポ イン ト . 
| SURT PROGRAM BTQRT NOM. 。 。。。・. よ 
_FUNCTIDN CDMPLETE ご の よう に 実行 まれ. ロー ドガ が 正常 に 行わ れ ね て い だ を こと が 分 か る. 
まき O1 さ 6 


Figure-4.6.4 1I と R コ マン ド に より ログ イン ・ デ ィ ス ク 以 外 の ドラ イブ から フ ァイル を ロー ド す る テク 
ニッ ク . 


DDT 内 コマ ンド の セパ レー タ と し て 使わ れる コン マ “,?” は , スペ ー ス や , 『: 7 パク な ど で 代用 
で きま す . その 一 例 を 次 に 示し ます . 


| A>DDT 


、 DDT VERS 2.2 
~-D100,11F リ ん y 
O10O O1 BC OF CS 3D O1 4 さ 4F SO 59 52 49 47 48 54 20 。。。.=.COPYRIGHT 


O110 2 4 さ 3 29 20 さ 1 さ 9 3 日 さ O 2C 20 44 49 47 49 54 41 (C) 19BO。 DIGITA 


-D1OO 11F リ ーーーー スペ ー ス な 代 下 . 
O1OO O1 BC OF CS さ D O1 4 さ 4F SO 59 52 49 47 4 54 20 。.。.=-CUPYR1GHT 
O110 2 日 4 くさ 29 20 さ 1 さ 9 3 日 さ O 2C 20 44 49 47 49 54 41 ( ビ ) 19BO。 DIGBITA 


DDT 


AE が デニ ーー ニ 逆 ア セン ブル . 
OOOO  JMP BAO さ 


OOO5  JMP 9COO 


上 0 7 リーーーー---ー-- スペ ー ス を 代用 . 
OoOO MP BAOS 


OOO5 。 JMP 9COO 


ーF100。 10F」FF) -ー-ーー フィ ル . 

-D100 11F/ 

0O100 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 。。。。・<-<・・-・・・ 
O11O 28 4 29 20 さ 1 39 日 さ O 2C 20 44 49 47 49 54 41 (C) 1980。 DIGITA 


ーF110 11F AA )ー----- ス ペー ス を 代用 . 

-D1oO_ 11F 7 

O10O FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 。。。。。<<<<<・<<・<・・ 
O11O Aa AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA AA 。。。<<<< に < 


Figure-4.6.5 セパ レー タ と し て の コン マ は ,。 スペ ー ス , コロ ン ,。 セミ コロ ン で 代用 で きる 


解説 DDT 


DDT は トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム で は あり ます が , その プロ グラ ム の メモ リ 上 の ロー ド の され 方 
が , 通常 の も の と は 大 きく 〈 異な り ま す . 

これ は DDT が デバッガ ′ で ある た め に , 被 テ スト ・ プ ログ ラム を ロー ド す る た め の ユ ー ザ ー・ エ 
リア を 開放 し て お か ね ば な ら ず , DDT の プロ グラ ム 自 身 は , 邪魔 に な ら な いよ う TPA の 最後 部 へ , 
し か も CCP 部 へ も 侵入 し て 置か れる の で す . 

その DDT 起動 の 流れ を Figure-4.6.6 に 示し ます . 


が 回 


ロー ド さ れ た “DDT.COM” は , 
DDT 本 体 † オ リロ ケー ト ・ プ ログ ラム 
で ある . 


I00H か ら の “DDT.COM* の 
仮 ロ ー ド 終了 後 , DDT に 内 
蔵 さ れ て いる リロ ケー ト ・ 
プロ グラ ム の 働き で , DDT 
DDT.COM に 内 蔵 の 本 体 の み を , 各 CP/M の 
の リロ ケー ト ・ プ ブ 上 -- 二 ----- サイ ズ に 合わ せ て , BDOS 部 
ログ ラム に よる の 前 に リロ ケー ト す る . 

リロ ケー ト が 
行わ れる . 


*A>DDT 了 アア 
を 実行 する . 


元 の CCP 部 は , DDT に 占領 
され る . 


A400H *ーー- 


-w 


BD0S 


AGC00H *ーー-| 


リロ ケー ト を 終了 する と, 
DDT が 起動 し , "-” プロ 
ンプ ト が 出力 され る . 


BFFFH*--- 


* は , 48K CP/M の 場合 の アド レス . 


Figure-4.6.6 DDT 起 動 の 流れ 


DDT の 起動 に 関し て , も う 1 つ 知 っ て お いた 方 が 良い こと が あり ます (DDT を 運用 する 上 で は , 
全然 関知 する 必要 は あり ませ ん が ). DDT を 起動 する みこ と に より , アド レス 0005- 7 H に ある , BDOS 
へ の ジャ ンプ ・ ベ クト ル の ジャ ンプ 先 ア ドレ ス が , 新しく 書き 替え を られ る こと と , さら に アド レス 0038-AH 
に , G コ マン ド で 実行 され る 被 テ スト ・ プ ログ ラム に ブレ ー ク を か ける RST 7? の ベク トル が 書き 
込ま れる こと で ず . 

この DDT の 起動 前 ・ 起 動 後 の メ モリ ・ ダ ンプ リス ト を , 2 章 の Figure-2.5.2 一 3 に 示し て あり ま 
す の で 参照 し て 下さ い . 
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DDT 


BDOS の ジャ ンプ ・ ベ クト ル は , DDT プロ グラ ム が 位置 する 先頭 の アド レス に 書き 替え られ て い 
る こと が 分 か り ま す . これ は , DDT を 含む ` 新 CPM シス テム ” の 最 下 位 ア ドレ ス を , 外部 に 知ら 


せる 意味 を 持っ て いま す . 


DDT は , 8080 用 の デバ ッ ガ です . も し , Z80 を デバ ッ グ し た い めい 場合 に は , デジ タル リサ ー チ ナチ 社 か ら 
\ZSID? と 言う DDT と コマ ンド ・ コ ン パ ペチ ブ ル で , か つ 強 力 な 拡張 機能 を 持っ た , Z80 用 の シン ボ 
リッ ク ・ イ ンス トラ クシ ョ ン ・ デ バッ ガ が 別に 用 意 き され て いま す ., 参考 まで に , ZSID に よる ファ イル , 


YSORT . HEX? の 逆 ア セン ブル 例 を 示し て お きま す . 


>ZSID SORT。HEX ) 


ZSID VERS 1。4 
NEXT FC END 
O16E 0100 B9FF 
幕 L100。121 7 
O1GO DE 。 O1 さ 7 
O10 ミ 3 C。O9 
O1O5 OOO5 
O1o8 DE 。 4ooo 
O10B HL 。 4000 
910E 
財 p のり 
0111 
0112 
O115 
0116 
Q11 プ 7 
Q119 
011C Figure-4.6.7 
人 Z80 用 デバ ッ ガ の “ZSID* に よる 逆 ア セン プル 


O121 例 .、 ザ イロ グ ・ ニ ー モ ニッ ク で 表示 され て いま 
0122 す . Figure-4.6.3 (157 ペ ー ジ ) と 比較 し て 下 き 
いい 。 
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ジェ ント ・ コ マン ド 徹 底 実 習 プ DUMP 


4.7 DUMP (ディ スク ・ フ ァイル の 16 進 ダン プ ・ プ ログ ラム ) 
ーーDUMP program- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


DUMP、.x : filename.ext 
ドラ イブ x : 上 の ファ イル `filename.ext” の 内 容 を , HEX 形式 で ダン プ す る 。. 


注 ) x : は , それ が ログ イン ・ デ ィ ス ク の 場合 , 省略 で きる . 


DUMP コマ ンド は , CPM の シス テム ・ コ ー ル な ど を 応用 し て の プロ グラ ム 作 成 の 見 本 で ある "DUMP . 
ASM” (DUMP プロ グラ ム の アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル ) の 付け 足し の よう な 存在 で あり , 本 命 
は この ソー ス ・ フ ァイル に あり ます . ソー ス ・ フ ァイル か ら は , コン ソー ル と の 人 入出 力 や ファ イル の 
アク セス の 方 法 な を ど に つい て 多く の こと を 学ぶ こと が で き , CPM に よる マシ ン 語 開発 者 の 絶好 の 参 
考 と な り ま す 。 

DUMP コマ ンド (DUMP . COM) は ,。 ソー ス ・ フ ァイル を アセ ン ブ ル し , LOAD コマ ンド を 実行 
する こと に よっ て も , 新た に 生成 する こと が で きま す . DUMP コマ ンド 自身 は アス キー 表示 部 も な く , 
ご く 初 歩 的 な ファ イル ・ ダ ンプ 機能 し か あり ませ ん . 


請 還 UP_xmiename ext 


DUMP コマ ンド で 自分 自身 の 生み の 親 で ある "DUMP . ASMZ を ダン プ し て み ま し ょ う .*DUMP . 
ASM′ は , ドラ イブ B 上 に ある と し ます . 


Figure-4.7.1 ドラ イプ B 上 の ファ イル DUMP . ASM” を ダン プ す る . ダン プ 途 中 で 何ら か の キー 入 
力 を 行う こと に より , プレ ー ク が か か り CP/M に も どる . 
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DUMP ノ SUBMIT 


4.8 "SUBMIT (バッ チ 処理 プロ グラ ム ) 
ーーSUBMIT program- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 SUBMIT、,subfile 
サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル subfile.SUB” の 内 容 を バッ チ 処 理 す る . $ 1 $2… な どの 代 
用 パラ メー タ を 使っ て いな い サ ブ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 場合 の コマ ンド 形式 . 

2 SUBMIT、,subfile、 jp1、,D2_」D3 … 
サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 中 に 代用 パラ メー タ を 使っ て いる 場合 の コマ ンド 形式 . 実 パ ラ 


メー タ , pl, p2… を サブ ミッ ト ・ フ ァイル 中 の 代用 パラ メー タ , $|1, $2,… に 代入 し 
て , バッ チ 処 理 が 行わ れる . 
サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル subfile.SUB” は , 必ず ドラ イブ A : に な ら な けれ ば な ら な い . 


実習 2 の サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル “TEST . SUB? の 中 の 。$1, $2。 …… の 代用 記号 の 代り に , 実 
名 を 入れ れ ば この 実習 が で きま す . ここ で は 省略 し ます が , 各自 で 行っ て みて 下さ い . 


MIT_subfile__p1_p ら _pd… 


SUBMIT コマ ンド は , 何 度 も 同じ 手順 を くり 返し て 実行 し な けれ ば な ら な い 場 合 な ど , その 手順 を 
書い て , ファ イル ( サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル ) し て お き , 実行 時 に その サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 名 を キー 
イン する だ け で , ファ イル され た いく つも の 手順 を 自動 的 に 最後 まで 実行 し て し まう こと が で きま る, 
非常 に 便利 な コマ ンド で す . ソフ トウ ェ ア の 開発 過程 や , 日 常 業 務 の 決っ た 手順 (レー チン ) な ど を 
行う 場合 に , 有効 に 利用 され て いま す . 

また , 実行 に 際 し て の 自由 度 を 増す た め に , サブ ミッ ト ・ フ ァイル に は , 各種 コマ ンド や ファ イル 
の 実名 を 用 いな く て も よく , $1,.$2,.$3, …… な どの パラ メー タ 代 用 記号 で 代用 し て お く こ と が で 
き , 実行 時 に , 任意 の 実名 を 指定 し て 実行 させ る こと が 可能 で す . 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


実例 と し て 「 ド ライ ブ A 上 の DUMP プロ グラ ム の ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM” を エディ ッ 
ト し , その ORG アド レス (オリ ジ ナ ル は 100H) を 任意 の アド レス に 変更 し , それ を アセ ンプ ブル し た 
後 DDT で メモ リ に ロー ド し て , その ロー ド 状 態 を 確認 する 」 一 連 の 手順 を サ プ ミ ッ ト し て み ま し ょ 
が 

その サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル (TEST . SUB) を TYPE コマ ンド で 示し ます . 実習 の 際 は , この 内 容 
を ED を 使っ て ファ イル し ます . ファ イル の エク ステ ンション は 必ず "SUB? で な けれ ば な り ま せん . 


QA>TYPE TEST。SUB / 


XSUB SUBMIT の 拡張 コマ ンド . 
ED DUMP。ABSM | DUMP.ASM に 対し ED を 起動 . 
Oa テキ スト を エディ ッ ト ・ バ パッ ファ に ロー ドド . 
1OT 注 10 行 を タイ ブ ア ウ ト . 
FORB (マブ) を 1H | 文字 列 "ORG( タ ブ )$1H” を サー チ . 注 :( タ は , タブ キー まだ は 
OLT その 行 を タイ プア ウト . Ctr 上 | を キー イン する . 
$ 1 $2$ さ 文字 列 $ 1 を $ 3 に 置き 替え る . 了 
QTT その 行 を タイ プア ウト . 
ED を 終了 する . 


E 
ASM DUMP 新しい DUMP.ASM を アセ ンプ ル す る . 
DDT を 起動 . 


アセ ン ブ ル で 生成 され だ DUMP.HEX を ロー ド に する. 


新 ORG ア ドレ スガ ら ダ ンプ . 
新 ORG アド レス ガ ら 逆 ア セン ブル . 
DDT を 終り , CP/M に 戻る . 


Figure-4.8.1 サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 内 容 を タイ プア ウト て で て 示す. 


サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 1 行 目 の “XSUB′ は , SUBMIT コマ ンド に コン ソー ル ・ バ ッ フ ァ の 読み 
込み 機能 を 与え る 拡張 コマ ンド で あり , これ に より , ED や DDT な どの 内 部 コマ ンド まで サ プ ミ ッ 
ト 可能 に な り ま す (Version 1.4 に は この 機能 な し ). 例題 と し た この サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル に は , $ 1, 
$2, $3… の 代用 パラ メー タ が 実名 の 代り に 使わ れ て いる こと に 注目 し て 下さ い . 

さる て, この サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル (TEST . SUB) を 実行 し て み ま し ょ う . オリ ジ ナ ル の DUMP . 
ASM の ORG は 100H です. これ を 2500H に 変更 する よう に 代用 パラ メー タ の 指定 を し て 実行 し ます . 

$ 1 =100 
$ 2 = ニハ Z (Ctrl-Z を キー イン する ) {と , コマ ンド ライ ン に 記述 し ます . 
$ 3 =2500 


SUBMIT 


A>SUBMIT TEBT 10O ^Z 2500 ーー ご の 1 行 の キー イン で 以下 の すべ て が 自動 的 に 実行 され る . 
"へ Z* は "へ" + *Z7 で は な ぐ , Ctrl-Z そ の も の を キー イン する こと . 


>XBUB 


A>ED DUMP 。 ASM 
きま ONa 

13 *1OT 

1 8 FILE DUMP PROGRAM。 READS AN INPUT FILE AND PRINTS IN HEX 

23 
COPYRIGHT (C) 1975。 1976。 1977。 197 晶 
DIGITAL RESEARCH 
BOX 79。 PQCIF1C GROVE 
CALIFURNIQ 。 9 る 95O 


ORG 1OOH 
BDQS OOO5H 5D0S ENTRY POINT 
CONS gREAD CUNSOLE 
wFURG ー 文字 列 サー チ . ED の 内 部 コマ ンド も 実行 可能 で ある こと に 注目 
\*OLT 
10OH 
*G1OO 25oo ーーーーーーーーー 文字 列 の 置き 替え . 
*OTT 
ORG 250OH ーー ---100 ガ 2500 に 変更 され だ 
# 扇 - 一 -- ED を 終る . 


(xsub activ@G) 

>ASM DUMP ----- ア セン ブル. 

CFP/M ASSEMBLER - VER 2。.O 

2657 

OO2H USE FACTOR 

END QnF ABSEMBLY ----- ア セン プル 終了 . 


(xsub activ@) 
仙 >DDT  --------ーDDT を 起動 . 
DDT VERS 2.2 
ーIDUNMP 。 HEX 
"HEX フ ァイル の ロー ド . 
ーR DDT の 内 部 コマ ンド も モ 実 行 可 能 で ある ここ と! 
NEXT PC 
2613 OOOO 


新 O の RG アド レス の ダン プ 
25OO 21 OO OO 39 22 15 26 さ 1 7 26 C1 25 FE 1 。。99 。&1M&。 。 ん 。 。 。 
251O 1B 25 11 F3 25 CD 9C 25 CS 81 さ E BOO 32 た 生れ うい し アデ ビン イト 
2520 21 OO OO ES CD 2 25S E1 DA 51 47 7D E6 cs ん 。 。 3 け 3 。。 


2590 OF OF OF OF CD 7D 25 F1 CD 7D C9 OE O5 < 726。。。。 
25AO OO C9 3 13 26 FE BO C2 B3 25 CE 25 BZ PE PTE イミ ャ FE 
2SBO 25 37 C9 5F 16 0O さ C 32 1 さ 26 80 OO 19 ん 7。_ 。。 く 2。&! 。。 て 


-L2S00O  ---ー-ー 逆 ア セン ブル. 
25oO 。 LXI H。Oooo 
250 く DAD BGP 
2504 SHLD 2615 


16 フ 7 


25S1B MVI Aa,BO 
ーBO DDT を 終る . 


(xgub active) 
SUBMIT 実 行 全部 終了 . 


Figure-4.8.2 サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 実行 . 
ファ イル の 内 容 が すべ て 自動 的 に 実行 され て 行く . 


この よう に , サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル 内 の 一 連 の 処理 が , 連続 し て 実行 され まし た . 今回 は ORG100 
H を ORG 2500H に 変更 し まし た が , $ 1 と $3 の 値 を 変え る こと に より , 任意 の ORG を 指定 し て 
ー 連 の 処理 を 行わ せる こと が で きる わけ で す . 

$1, $2, … な どの 代用 パラ メー タ は , ファ イル 名 各種 コ マン ド , 数 値 , デー タ な どの 代用 と し 
て 使い ます が , 実行 に 際 し て 変化 する こと な く 一 定 の も の は , 実際 の 名 称 な り , 数 値 な り を 書い て お 
く 方 が 実行 時 に 楽 で す . 

Figure-4.8.1 の サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル の 2 行 目 に は , 実 フ ァイル 名 が 書か れ て いま す が , も し これ 
を 代用 パラ メー タ に し て お き , 実行 時 に 任意 の ファ イル を 指定 し た い 場 合 、 こ の サ プ ミ ッ ト ・ フ ァ イ 
ル (TESTX . SUB) は 次 の よう に な り ま す . 


A>TYPE TESTX。.SUB 


実 フ ァイル 名 を 使わ ず に , $1 と し た . 


に ょ アア < な 1 
QTT 


Figure-4.8.1 と 同様 の 処理 . 


E 
SM DUMP 


Figure-4.8.3 ファ イル 名 を 代用 パラ メー タ に 変更 し た 例 
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SUBMIT 
この 場合 の 実行 時 の コマ ンド ・ ラ イン は , 例え ば 次 の よう に な り ま す . 


SUBMIT TESTX DUMP . ASM xxxx へ Z yyyyJ 


全 に Pl 衣 基 


$ 1 $2 $3 $4 


と な り ま す . これ は 自動 的 に ソー ス ・ フ ァイル “DUMP . ASM? の ORG xxxxH を ORG yyyyH に 
変更 し て , 一 連 の 処理 を 行わ せる コマ ンド に な り ま す . 
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トラ ンジ ェ エン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


4.9 SYSGEN  (CP/M シ ステ ム 生 成 プ ログ ラム ) 
ーーSYStem GENerator- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


SYSGEN 
ディ スケ ッ ト の シス テム ・ ト ラッ ク の 内 容 を メモ リ に ロー ド し た り , メモ リ 上 の CPM シ 
ステ ム を ディ スケ ッ ト の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込ん だ りす る . 日 常 は . シス テム 
・ デ ィ ス ク の コピ ー に 使わ れる . SYSGEN が 起動 し た 後 は , SYSGEN が 出力 する メッ 
セー ジ に 従う . 

注 ) 8 イン チ の 標準 ディ スク 以外 は , それ ぞ れ の マシ ン 専 用 の プロ グラ ム で あり , 他 の コ 
マン ド の よう に 汎用 性 は な い . 


請 還 レス テム ティ ス 2 の コビー 


_A>SYBGEN ) 


BYSGEN VER 2.0O 

SOURCE DRIVE NAME (UR RETURN TO BKIP)aA 
SHURCE UN A。 THEN TYPE RETURN_) 
FUNCTION CONPLETE 


DESTINATIUN DRIVE NAME (DR RETURN TO REBOOT)B 
DESTINATIUN UN B。 THEN TYPE RETURN_) 

FUNCTIUN COMPLETE 

DESTINATIUN DRIVE NAME (UKR RETURN TU REBOOT)) 


仙 > 


Figure-4.9.1 ドラ イプ A 上 の ディ スク の CPM シス テム を , ドラ イプ B : 上 の ディ スク へ コピ ー す 
る 例 . 


SYSGEN の 起動 後 、 ソ ー ス 側 あ る い は デス ティ ネー ショ ン 側 , ど ちら の ドラ イブ で も 自由 に ディ ス 
ケッ ト を 入れ 奉 え る こと が で きま す . そし て , SYSGEN プロ グラ ム か ら 出 力 さ れる メッ セー ジ に 従っ 
て , どちら の ドラ イブ プ か ら ど ちら の ドラ イブ へ で も 自由 に CPM シス テム を 何 回 で も コピ ー す る こ 
と が 可能 で す . 
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SYSGEN 


SYSGEN を 使っ た BIOS の 変更 や 新 シ ステ ム の 組み 込み に つい て は , 次 の 「MOVCPM」 で 実習 
し 水 全 。 


解説 SYSGEN 


SYSGEN コマ ンド は , 対象 が 『 フ ァイル ′ で は な く , シス テム ・ ト ラック 上 の “"CP ノ M シス テム ? 
で ある た め に , ディ スケ ッ ト 上 の 物理 的 な トラ ッ ク 所 セク タ # と 窓 接 な 関係 が あり ます . よっ て , 8 
イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト の SYSGEN コマ ンド (SYSGEN . COM) は , 8 イン チ 標 準 デ ィ ス ケッ ト 
の 専用 で あり , 両面 倍 密 度 や 、 ミニ ディ スク な ど で は 使用 で きま せん . 

同様 に , 各社 の パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の CP/M の SYSGEN コマ ンド は , その 機種 の 専用 に 
作ら れ た も の で あり , 他 の 機種 で は 使用 で きま せん . この 点 が , マシ ン の 種類 に 関係 な く , 完全 に 互 
換 性 の ある 通常 の コマ ンド (プロ グラ ム ) と 異な り ま す の て で 注意 し て 下さ い . 


SYSGEN コマ ンド は , デジ タル リサ ー チ 社 の マニ ュ ア ル に は 書か れ て いま せん が , 次 の よう な 使い 
方 が で きる よう で す . CPM シス テム の イメ ー ジ ・ フ ァイル (BIOS と BOOT を 含ん だ も の で , こ 
の 例 で は “32KCPM . COM”) が あら か じ め フ ァイル し て あれ ば , 次 の 手順 で 簡単 に その シス テム ・ 
ディ スク を 作る こと が で きま す . 


QA>SYSBEN さ 2ECPM。 COM 7 SYSGEN に 続け て , ファ イル 化し を CP/M シ ステ ム の ファ イル 名 を キー イン する . 
SYSBEN VER 2。O (ロブ イン ・ デ ィ ス ク で な い 場 合 は , ドラ イブ を 付け る ). 

DESTINATIHN DRIVE NAME (OUR RETURN TU REBOOT)B 通常 は リー ス ・ ド ライ ブ 名 の 問い が 出力 され 
DESTINATIDN ロ N B。 THEN TYPFE RETURN る が , 省略 され て いる こと に 注目 . 


FUNCTIODN COMPLETE ドラ イブ プ B : の ディ スケ ッ ト に , CP/M シ ステ ム が 組み 込ま れ だ . 
DESTINATIDN DRIVE NAME (DR RETURN TU REBOOT) ) 


> 


Figure-4.9.2 マニ ュ ア ル に は 載っ て いな い SYSGEN コマ ンド の 使い 方 . シス テム ・ ト ラッ ク か ら コ ピ 
ー す る の で は な い 点 に 注目 . 


ここ で 使用 する , BIOS . と BOOT を 含ん だ CPM シス テム の メイ ー ジ ・ フ ァイル は , 例え ば , 
Figure-4.10.5 の 最後 の SYSGEN コマ ンド の 実行 を 行う 直前 ,。 ある い は , 行っ た 直後 に "SAVE 34 

32KCPM . COM” を 行え ば 作成 する こと が で きま す (セー プ す る ファ イル 名 は 任意 ). 

また , すでに ディ スク 上 の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込ん で ある も の は , SYSGEN を 起動 し , ソー 
スス ・ デ ィ ス ネス ク と し て 。 そ の シズ テム を 読み 出し 。 そ の まま “リタ ー シ ” し て CPM に も ど し な た 後 。 

記 の SAVE コマ ンド を 実行 すれ ば , "ファ イル ” と し て CPM シス テム を 持つ こと が で きま す . 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 
この 方 法 を Figure-4.9.3 に 示し ます . 


| A>SYBGEN ) SYSGEN を 起動. 
SYSBGEN VER 2.0 
BODURCE DRIVE NAME (DR RETURN TO SKIP)B ---- ドラ イブ B: 上 の シス テム を ファ イル 化し た い 坦 合 . 
SOURCE ON B。 THEN TYPE RETURN_ ナ 
FUNCTION COMPLETE 
DESTINATIDN DRIVE NAME (DR RETURN TO REBDOT) リタ ー ン を キー イン し て , その まき eS 
CP/M に \ 


nA>SAVE _ さ 4 Bs さ 2KCPM。 COM) 一 - SAVE コ マン ド の 実行 . "34” は 8 イン チ 標 準 デ ィ ス フ の 場合 の ペー ジ 数 . 


QA>STAT Bi さ 2KCPM。 CON ) SAVE さ れ ね だ ファ イル の 人 確認. 


Recs Bytes Ext cc 


6 9k 1 民 /M Bs さ 2KCPM。 CDN ----- シ ステ ム ・ ト ラッ ク ガ ら , CP/M シ ステ ム が , 
Bytes Remaining Dn Bi 5 日 k ' ファ イル “32K CPM.COM” と し て セー ブ プ さ れ て いる . 


仙 > 


Figure-4.9.3 シス テム ・ デ ィ ス ク か ら CP/M シス テム を "ファ イル ′ と し て セー プ す る 例 . 


但し , 以上 は 8 イン チ の 標準 ディ スク に つい て の み 可 能 な こと で あぁ あり, 他 の 場合 は , SYSGEN プロ 
グラ ム の 作り 方 に よっ て は , で き な い も の も あり ます の で ご 注意 下さ い . 
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MOVCPFM 


4.10 MOVCPM (CP/M シ ステ ム ・ リ ロケ ー ト ・ プ ログ ラム ) 
ーーMOVe CP/M system- 一 一 


コマ ンド 形式 ・ 機 能 


1 MOVCPML_ ss 」* 


メモ リサ イズ ssK バ イト の CPZM シス テム (イン テル MDS 用 以外 の BIOS と BOOT は 
含ま れ な い ) を 生成 し , SAVE コマ ンド の 実行 が 可能 な よう に , メモ リ 上 に 配置 す 
る . ss は 20 一 64 の 範囲 (単位 は K バ イト ) で な けれ ば な ら な い . 

2 MOVCPM 」* ネ に 」* 
コン ピュ ー タ の RAM の リー ドラ イト ・ テ スト を 行っ て RAM エリ ア の 最大 アド レス を 
求め , 設定 可能 な 最大 の メモ リサ イズ の CPM シス テム を 生成 する . その 他 は 同上 の 
機能 を 持つ . 

3 その 他 の コマ ンド 形式 は , 一 般 の CPZM マシ ン で は , まっ た く 実 用 不可 能 で ある の で 
省略 . 

注 ) 2 の 形式 の 場合 , 最大 の RAM エ リア を 自動 的 に 求め て し まう の で , その 範囲 に VRAM 

や ワー クエ リア な ど が 含ま れ て いる 場合 、 こ の コマ ンド 形式 は , 使う こと が で き な い . 
注意 を 要する . 

メモ リサ イズ に 関し て は Figure-2.1.2 を 参照. 


MOVCPM コマ ンド は それ だ け を 実行 し て も , 一 般 の CPM マシ ン で は 何 の 意味 も な い の で , こ 
こ で は 新しい CP ン M シス テム を 作成 する 実習 を 行い 。 その 過程 で MOVCPM を 理解 で きる よう に 
解説 し ます . 


解説 MOVCPM に よる 新 じ ピン M シ ステ ム の 作成 


MOVCPM コマ ンド は , それ 自身 で CP ン M シス テム (BIOS 部 と BOOT 部 を 除く ) を リロ ケー 
タブ ル な オプ ブ ジ ェクト の 形式 で 持っ て お り , それ を ユー ザー が 指定 する 任意 の CPM サイ ズ に 合致 
する よう , 自動 的 に リロ ケー ト を 行う コマ ンド で す . コマ ンド 形式 1, 2 の 場合 ,、 とりあえず メモ リ 
に 置か れる アド レス は 実 ア ドレ ス で は な く 〈, SYSGEN コマ ンド に より , その まま ディ スク の シス テ 
ム ・ ト ラッ ク に 組み 込み 可能 な 位置 (TPA の 下位 ) に 置か れ ま す . 

し か し ,. TPA に ロー ド さ れ た 新 サ イズ の メモ リ ・ イ メー ジ は , まだ BIOS と BOOT の モジ ュー 
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トラ ンジ ェ エント ・ コ マン ド 徹 底 実習 


メモ リ の TPA 


1I00H--- 
(BO0T 部 ) ① "MOVCPM_xx.* ナ "の 実行 に より , メモ リ 上 に 配置 され る 新 シス テム . 


② “SAVE、.34 こ CPMxx.COM 7” に より , 
新 シ ステ ム を 一 旦 デ ィ ス ク に セー プ ブ し て 


退避 させ る . 
の 
DDT に より > 
壊さ れ た の 0 
B ) 新 シ ステ ム 9207 。 の 
7 と 、 
で こ 


DDT に より , “CPMxx.COM” を 
元 の 状態 に 復帰 . 


C ) 
D ) 
DDT 組み 込み が 終っ た ら DDT を 終了 する . 
⑥ SYSGEN を 実行 し て , 任意 の ディ スク の シス テム ・ 
E) トラ ッ ク に , 完成 し た 新 CP/M シス テム を 書き 込む . 


新 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク 完 成 


Figure-4.10.1 新 CPZM シ ステ ム の 作成 手順 
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MOVCPM 


ル が 組み 込ま れ て いま せん . これ ら を 組み 込む た め に は DDT を 使い ます が , DDT が 起動 する 際 に , 
せっ か く ロ ー ド され た 新 シ ステ ム の イメ ー ジ を 壊し て し まい ます (「DDT コマ ンド 」 参 照 )、 これ を 救 
うた め に シス テム を 一 旦 SAVE し て , ディ スク 上 に 退避 し て お く 必 要 が あり ます . MOVCPM か が 実 
行き され た 時 に 表示 され る メッ セー ジ ( 後 で 示す ) に , SAVE 34 CPMxx . COM′ と ある の は この た 
め な の で す . 

新 シ レス テム ・ イ メー ジ を SAVE し た 後 , DDT を 起動 し て 新 シ ステ ム を 再 ロ ー ド し , その 上 か ら 新 
BIOS と 新 BOOT を 組み 込み ます . 組み 込み が 終 れ ば DDT を 終了 し て , 出来 上 っ た 完全 な CP ン M 
シス テム を SYSGEN で ディ スク の シス テム ・ ト ラッ ク に 組み 込み , 新 シス テム 作成 の 作業 は 完了 と 
な る わけ で す . 

以上 の 図解 を Fig-4.10.1 に 示し ます . この 図 で は , 新 BOOT と 新 BIOS の HEX オイ ジェ クト ・ 
ファ イル は , あら か じ め ア セン ブル に より , すでに ディ スク 上 に 存在 し て いる も の と し て 話 を 進め て 
いま す が , 実習 で は この アセ ンプ ブル を DDT を 起動 する 直前 に 行っ て いま す . 


妥 丁 wovcPw_ss_* 


現在 の CPM サイ ズ が 48K で ある と し て , 新た に 32K サ イズ に 縮小 し た CP ン M シス テム を 作っ 
て み ま し ょ う . 手順 は 少々 複雑 で MOVCPM, SAVE, ED, REN, ASM, DDT, SYSGEN の 各 コ 
マン ド を 駆使 し な けれ ば な り ま せん . し か し まず 前 提 と し て , それ ぞ れ の CP ン M マシ ン 用 の BIOS 
と BOOT の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル が 付属 し て いな けれ ば , CPM の メモ リサ イズ を 変更 す 
る こと は 不可 能 で す . 


>MDVCPNM さ 2 * リ 


CUNSTRUCTING さ 2k CP/M vers 2.2 
READY FOR "SYSGEN" OR 
"BAVE 34 CPM32。CUM" ーーーーーー この メッ セー ジ 通 り に 次 は , SAVE コ マン ド を 実行 する . 


>SAVE 34 CPMS2.COM / 生成 され だ RAM 上 の 32K CP/M シ ステ ム を 一 日 セー ブ す 


*34” は CP/M シ ステ ム の 容量 (フシ イル する 場合 の ) 3080 8. 5K パ イト で ある だ 
>STAT CPM32.COM / - --------- セー ブ プ さ れ だ ファ イル の 確認 . めで , サイ ズ に 関係 な ぐ 常 に 34 で ある . 
Recs Bytes Ex cc 
6 日 9k 1 R/M niCPM さ 2 。 CN ご の ファ イル ガ 32K CP/M の , BIOS と BOOT を 
Bytes Remaining ロ n ai 日 k 除い た イメ ー ジ で ある 、 


介 > 


Figure-4.10.2 32K CP ン M シス テム の 生成 と 。 その イメ ー ジ に 対す る SAVE コマ ンド の 実行 , さら 
に セー プ さ れ た ファ イル の STAT に よる 確認 . 
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選 和 ウタ コマ ンド 徹 克 実習 


以上 の 手順 で , BIOS と BOOT の モジ ュー ル を 除い た 32K CPZM シス テム の イメ ー ジ が , “CPM 
32 . COM” と し て ディ スク 上 に セー プ さ れ ま し た . Fig-4.10.1 の 図 も 随時 参照 し て 下さ い . 以上 の 操 
作 は 図解 の A) に 当り ます . 

も し MOVCPM の 実行 で , 次 の よう な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され て , コン ピュ ー タ が HLT 状 
態 (実行 停止 状態 ) に な っ た 場合 は 現在 働い て いる CP/M の シス テム と 実行 し た MOVCPM の 
プロ グラ ム が , 同一 ディ スク か ら の も の で は な か っ た か ら で す . こ れ は ,CP ン M シス テム と MOVCPM 
プロ グラ ム の 双方 に キー ワー ド が あり , その 両者 が 一 致し な いと MOVCPM は 実行 で き な い こと を 示 
し て いま す . 正規 に 購入 し た CPM で は , も ちろ ん 両者 の キー ワー ド は 一 致し て いま す . 


_A>MOVEPM 32 * リ Figure-4.10.3 

シン クロ ・ エ ラー が 発生 し た 例 . 

_ SYNCRUNIZQATIOUN ERROR HLT 状態 に な っ て いる の で , 回 復 に は リセ ッ ト ・ 
| ボタ ン に よる か , 割り 込み に よる か いずれ か で 
ある . 


CUNSTRUCTING 32k CP/NM vers 2.2 


次 に , BIOS と BOOT の ソー ス ・ プ ログ ラム の CP/M サイ ズ を 変更 し て , 再 ア セン ブル し レ し, 32K 
CPM 用 の BIOS と BOOT の HEX オプ ジェ クト ・ フ ァイル を 作成 し ます . 通常 BIOS や BOOT 
の ソー ス ・ プ ログ ラム は , CPM サイ ズ が EQU 命令 で 指定 され て お り , この 部 分 を 任意 の サイ ズ (20 一 64) 
に 変更 ・ 再 アセ ンプ ブル する こと に より , 容易 に 任意 の サイ ズ 用 の BIOS や BOOT の HEX ファ イル 
を 作り 出す こと が で きま す . この 例 で 用 いる BIOS と BOOT の ソー ス ・ プ ログ ラム に は , "MSIZE 
EQU 48? と 書か れ て あり , エディ タ で この 48 を 32 に 変更 し て アセ ンプ ブル す れ ば よい わけ で す . 


@ ED で ソー ス ・ フ ァイル の 48 を 32 に 変更 . 
@REN コマ ンド で ファ イル 名 の 48 を 32 に 変更 . 
@ ア セン プラ の 実行 . 


を , BIOS, BOOT の 双方 に つい て 行っ た 実行 例 を 次 に 示し ます . 


ED を 起動 

s *NMBIZE^ZOTT ) ---- 文字 列 "MSIZE" を サー チ . その 行 を ダイ ブ ア ウ ト . 
3 さ O』 MSIZE  EGU 48 5MEMORY SIZE IN KBYTES。 
さ 3Os *848^Z さ 2 へ ZOTT 』 ー - 一 48 を 32 に 置き 替え て , その 行 を ダイ ブ ア ウ ト . 


さ 3Os MSIZE EQU 32 5 MEMURY SIZE IN KBYTES。 
さこ 。 静 選 カニ ニーー ーED を 終了 する . 


A>REN PTBIOS さ 2。ASM=PTBIOS4 日 。 ASN ) ---- 48 を 32 こ と リネーム (し て お いた 万 が 今後 の だ た の に よい 〉. 
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>ASM PTB10S さ 2 』 アセ ンプ ブラ の 実行 . 
CP/M ASSEMBLER - VER 2.O 

7EC1 

OOBH USE FACTOR 

END OF ASSEMBLY アセ ンプ ラ の 終了 . 


nA>ED PTBOOT4 日 . ASM ) BIOS と 全 ぐ 同様 な こと を , BOOT に つい て 行う . 
4 *NMB1IZE^Z0TT ) 
18k MSIZE  EGU 48 MEMDRY SIZE IN DECIMAL KB。 


1 日 *#B4 日 ^Z さ 2^ZOTT ) 
18』 MSIZE EQU 32 IEMORY SIZE IN DECIMAL KB。 


18』 *E リ 
>REN PTBOOT ミ 2. SM=PTBO ロ T 4 日 . SM ) 


>aSBM PTBUOT32 7 

CP/M ASSEMBLER - VER 2.0 
O0BO 

OO2H USE FACTOR 

END nF SSEMBLY 


An> 以上 で 32K CP/M 用 の BIOS と BOOT の HEX オ ブ ジ エク フト ガ 出 来 上 つた だ. 


Figure-4.10.4 32K CPM サイ ズ 用 の BIOS と BOOT の HEX ファ イル を 作る 作業 . 


以上 の 作業 で , 新 BOOT と BIOS の HEX オブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル が 出来 た の で , 次 は , 先程 
SAVE し た 新 32K シ ステ ム を 再び メモ リ 上 に ロー ド し て , BOOT と BIOS を 組み 込む 作業 を DDT 
を 使っ て 行い ます . この 操作 は 図解 の B), C), D) に 当り ます . 


A>DIR PT???? さ 2。HEX ) BOOT と BIOS の HEX フ ァイル の 大 認 、 
Qi PTBIDBS2 HEX 』 PTBDDTS2 HEX 


A>DDT CPM さ 2.CON ) ディ スク 上 に 退避 させ て お い だ 新 シス テム の イメ ー ジ を , メモ リ 上 に 戻す . 
DDT VERS 2.2 

NEXT PC 

230O oO10O 


ーIPTBIOUS く 2。HEX 』 | 32K CP/M 用 の BIOS の HEX オ プ ジ エ クト (ORG は 7A00H) を , 
ーRQSBO ) R コ マン ド に A580H の バイ アス ・ ア ドレ ス を 付け て メモ リ に ロー ド す る . 


NEXT PC 結局 , 32K 用 の BIOS は アド レス 1F80H か ら ロ ー ド され る . 
2300 OOOO 


ーIPTBUOT さ 2。HEX リ | BOOT の ORG は 0 で あり , まだ CP/M サ イズ に よら ず , 
ーR9OO ) ロー ド ・ ア ドレ ス は 900H に 一 定 し て いる . 
し PC R コ マン ド に 900H の バイ アス を 付け て ロー ド す る . 


2300 0000 


ーH7A0O, ASBO HEX の 計算 . ORG=7A00H の HEX フラ イル を , A580H を 加算 し て ロー ド し だ 場合 , 
1FBO D48O FFFFH を 過ぎ て , 1F80H ガ ら ロ ー ド され る こと に な る . 
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トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


ーD1F70, 1F9F 7 ロー ド さ れ だ BIOS の 先頭 部 の 確認 . 
1F7O OO 0QQ OO 00 OO 00 QO 0QO 0QO CO OO 00 0O OO 00 00 。。。・・ 1 デー 
1FBO C さ 9C 7 C く F 日 7Q C さ 51 7B CS SQ 7B CS BD 7B C マ 。.z。。z. て 。Z て 。。 て 。 
1F9O 59 7D CS 4 7D CS 69 7D CS F1 7B CS B2 7B CS ド さ Y)。d) 。1) 。。 て (て 。。(。。 
ーL1FBO 7 逆 ア セン ブル で は , BIGS 先 頭 の ジャ ンプ ・ ベ クト ル ガ が 見 られ る . 

1FBO 

1FB う 

1FB6 

1FB9 


1F9E 


同じ ぐ BOOT の 確認 . 
O9OO 1E OQ さ 1 OO O1 21 OO 64 16 ささ OE O2 O6 O4 79 CD 。。1 。。! dd. さ 。。 < < アツ < 
O910 2 OO 15 CQ OO 7 06 OO OC 79 FE 1B DA OF OO る EE まま 。。。。Z 。。。 ア <・・・ーー テ 
DS EB DB EC OE O1 CS OC OO DS EQ CD 41 OO さる E 8。。。・ ・ ・ = ・・・ 


MV 
DDT を 終了 ずる. G0 ) で も よい . 


A>SYSGEN / メモ リリ 上 に 完成 し て いる 新 CP/M シ ステ ム を , ディ スク の シス テム ・ ト ラッ ク に 書き 込む . 
BYBBEN VER 2.0 
SOURCE DRIVE NAME (OR RETURN TO SKIP) 〕 ---- ご ご は 必ず リタ ダー ン ・ キ ー で スキ ッ プ きる こと . 
DESTINATIOUN DRIVE NAME (DR RETURN TU REBOT)B ----B: 上 の ディ ス フ に 書き 込む 場合. 
DESTINATIUN DN B。 THEN TYPE RETURN_)- 一 - 人 書き 込み の 宇 行 。 王 三 の ビラ イ ブ を 指定 で きる . 
FUNCTIDN CUMPLETE 
DESTINATIUN DRIVE NAME ( ロ R RETURN TU REBDOT) ) -- -- に ライ ブ 名 を 指定 すれ ぼ . 

さら に 何 枚 で も コピ ー 可 能 で ある . 
a> 


Figure-4.10.5 DDT に よる 新 シ ステ ム へ の BIOS と BOOT の 組み 込み と , メ モリ 上 に 完成 し た 新 CP ノ 
M シス テム の SYSGEN に よる ディ スク 上 の シス テム ・ ト ラッ ク へ の 書き 込み . 


この あと に , “SAVE 34 32KCPM . COM? を 実行 し て , 32K CPM の 完全 な イメ ー ジ ・ フ ァ 
イル を 作っ て お く と 便利 で し ょ う 解説 SYSGEN」 を 参照 ) . 


以上 一 連 の 作業 で , 32K CPM の シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト が 出来 上 り ま し た . これ を ドラ イブ A に 
入れ て , 起動 し て み ま し ょ う . 
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さ 2K CP/M vegr2。2 


RA>BsDDT ) 
DDT VERS 2.2 


ーDO。F リ 

ea 

OOOO CS [O3 7A| OO OO CS[OO_S5C| 16 ささ OE 02 06 04 79 CD 。.z。。。.\、 さ 。 。。 <y・ 
ー へ C- 

> 


Figure-4.10.6 完成 し た 32K CPZM の シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト に よる 起動 . つ いで に アド レス 00-OFH 
を DDT で ダン プ し て , 00H と 05H の ジャ ンプ ・ ベ クト ル の ジャ ンプ 先 ア ドレ ス に 注目 . 
次 に 示す 48KK の 場合 と 比較 . 


参考 まで に 従来 の 48K CPM の 場合 を 示し て お きま す . 


4BK CP/M ver2.2 

A>DDT / 

DDT VERS 2.2 

-DO,F ) 

_000O CS [OS3 BA| OO Oo CS[QOO_9C| 16 さ 3 OE 0O2 O6 04 79 CD 。。。。。。・・・ さ < 
ー へ ヒビ ヒ 


仙 > 


Figure-4.10.7 従来 の 48K CPM の 場合 . 
00H と 05H の ジャ ンプ 先 の アド レス に 注目 , 上 記 32K の 場合 と 比較 . 


ここ で も う 1 つの 参考 と し て , 32K 用 BIOS の アセ ンプ ブル に より 生成 され た , PRN ファ イル の ORG 
命令 の 付近 の リス ト を 示し ます . 


nA>TYPE PTBIO ミ 2 .PRN ) 


ORB BIOS 8BTART Q ロ F CBIUS STRUCTURE 。 

注目 . J 

』 !/ ロ JUMP VECTOR 

5』 THIG IS MHERE CPM CALLS WHENEVER IT NEEDB 

5』 TO D ロ aNY INPUT/0UTPUT OPERATION。 

s USER PRDGRAMS MAY USE THESE ENTRY POINTS 

#』 ALSD。 BUT NHTE THAT THE LHCATION QF THIGB 

#』 VECTOR CHANGEB WITH THE MEMURY SIZE。 

H 
7AOO CS39C7A JMP BOT jiFROM COLD START LOADER。 

CSFB7A MBUUTE』 JMP  MBOT 3FRUMN MARM BOOT。 

7806 CS517B JMP CONST #CHECK CUNSULE KB STATUS、 
7A09 C35A7B JMP CONIN READ CUNSULE CHARACTER.。 


トラ ンジ ェ ン ト ・ コ マン ド 徹 底 実習 


7AOC CS3BD7B JMP CONQT き MRITE CONSODLE CHARACTER 。 
7AOF C3597D JMP LIST #MRITE LISTINB CHAR. 
7A12 CS3647D JMP PUNCH #WRITE PUNCH CHAR。 

715 C3697D JMP READER 3 READ READER CHAR、 
7A18 CSF17B JMP HOME MOVE DISK TO TRACK ZERO. 

、 7A1B C3B27B JMP SELDSK 3SELECT DISK DRIVE. 
7Q1E CSF さ 7B JMP SETTRK 3SEEK TO TRACK IN REG A- 
7A21 CS497 ビ JMP SETSEC 3 SET SECTOR NUMBER. * 
7A24 C さ 547C JMP SETDMA SET DISK STARTING ADR. 


Figure-4.10.8 32K 用 BIOS の PRN ファ イル の リス ト の 一 部 . ORG 命令 の 付近 . 


Figure-4.10.6 二 8 の リス ト か ら CPM の メモ リ ・ サ イズ に よっ て , 各 モ ジュ ー ル の リロ ケー ト 先 
が 異な る こと が 理解 され た と 思い ます .48K と 32K で は 16K バ イト の 差 が あり , 当然 の こ と な が ら 32K 
CP/M で は その BIOS も 16K バ イト 分 下位 に リロ ケー ト され て いま す . 


ここ で , 各種 メモ リ ・ サ イズ の BIOS を シス テム に 組み 込む 際 (図解 の D の 作業 時 ) の バイ アス 値 
(Figure-4.10.5 で は A580H で あっ た ) の 一 覧 表 を 示し て お きま す . 


CP/M サ イズ | バイ アス 値 (HEX) | cp/M サ イズ バイ アス 値 (HEX) | CP/M サ イズ | バイ アス 値 (HEX) 


Figure-4.10.9 BIOS 組 み 込み 時 の 各 メ モリ ・ サ イズ に 対す る バイ アス 値 


朗 計 計 BIOS の . シ ステ ム の 細 み 込み 


次 に , CPM の メモ リ ・ サ イズ は 変更 せ ず , 現在 の CPM の BIOS の み を 変更 し て ,. シス テム 
に 組み 込む 場合 の 手順 を 示し て お きま す . BIOS に 新しい 機能 を 追加 し て , シス テム ・ デ ィ ス ケッ ト 
を 作り た い 場 合 , 以下 の 手順 で 作成 する こと が で きま す . メモ リ ・ サ イズ の 変更 より は , こち ら の 方 
が よく 行わ れる 作業 で し ょ う . 


180 


MOVCFM 


人 >ED_NOMBIOS。ASBM 】 --- -- 現 在 の BIOS の アセ ンプ ブリ ・ ソ ー ス - ファ イル に 対し ED を 起動 する . 
1 し 


・ | BIOS の 変更 作業 を 行う . 
1 に 
4 


RA>REN NEMBIOS。 ASM=NODMB10S。 ABM J --- 新 BI!OS の ソー ス ・ フ ァイル を リネ ー ム し て お ぐ 方 が よい 、 


A>ABM _NEMBIOS 7 ---- 新 BIOS の アセ ン ブ ル 実 行 . 


>SYSGBEN ) 現在 の CP/M の メモ リ ・ イ メー ジ を 得る だ め に , SYSGEN を 実行 . * 

SYSBEN VER 2.O 

SOURCE DRIVE NAMNE (DR RETURN TO SKIP)〉 AA ---- ドラ イブ A : に 現在 の シス テム ・ デ ィ ス ク フ が ある . 
SHURCE UN QA。 THEN TYPE RETURN_} 

FUNCTION COMPLETE 

DESTINATION DRIVE NAME (DR RETURN TO REBOOT) ) - - - その まま の 状態 で CP/M に 戻る . 


>SAVE さ 4 NUMCPN . CUM / メモ リ 上 の 現在 の CP/M の イメ ー ジ を ディ スク に セー プ す る . 
NE バテ ーー 「34」 は 標準 CP/M の シス テム の 大 き さ . 
A>DDT _NOMCPNM。 COM 7 セー プレ た だ CP/M イ メー ジ を , 再度 DDT で メモ リ 上 に ロー に する. 
DDT VERS 2.2 
NEXT PC 
2300 O1OO 
ー~INEWBIOS.HEX / 新 BIOS の HEX オ プ ジ エ クト を 組み 込む . 
ーRxxxx 」 xxXXxX の バイ アス 値 は CP/M サ イズ に よ つ て 異な る . 表 を 参 虫 , 
DDT を 終わ る . 


再び SYSGEN を 起動 . 
SYSGEN VER 2.O 
SOURCE DRIVE NAME (DR RETURN TO SKIP) ご こ は 秒 ず リ ター ン で スキ ッ プ する ご と / 
DESTINATIDN DRIVE NAME (DR RETURN TH REBDOT)B ----- シ ステ ム を 書き 込む ディ スク を 指定 . 
DESTINATIHN ON B。 THEN TYPE RETURN 7 
FUNCTIUN CUMPLETE 
DESTINATIUN DRIVE NQME (DR RETURN TO REBOOT) 


仙 > ドラ イブ B: 上 に 新 CP/M の シス テム ・ デ ィ ス ク ガ 出来 上 り . 


Figure-4.10.10 現在 の CP/M の BIOS を 変更 し て , シス テム に 組み 込む 手順 . 
注 ) CP/M に よっ て は BIOS の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル が 公開 され て いな か っ た り , SYSGEN 


コマ ンド が オリ ジ ナ ル の 機能 を 持っ て いな か っ た り し て , CPM サイ ズ や BIOS の 変更 が で 
き な い も の が 少な く あ り ま せん . それ ぞ れ の CPM の マニ ュ ア ル を ご 覧 下さ い . 
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作成 する プロ ブラ ム の 目的 


本 章 で は , CPM の み を 使っ て , アセ ンプ ラ に よる 8080 の マシ ン 語 プロ グラ ム を 作成 する 実習 を 行 
いま す . 

8080 の マシ ン 語 は , 現在 の 多く の CPM マシ ン で 使わ れ て いる Z80 上 で も その まま 動作 する こと 
は , よく ご 承知 の こと で し ょ う . 

ソフ トウ ェ ア を 開発 する 場合 , CPM の 持つ 各 コ マン ド の 機能 を , フル に 活用 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。CP/M に 含ま れ て いる ビル トイ ン ・ コ マン ド 和 や,。 ユー ティ リィ ー・ プ ログ ラム (トラン ジェ ント ・ 
プロ グラ ム ) の ほとん ど は , CPM で ソフ トウ ェ ア を 開発 する 場合 の 支援 ツー ル な の で す , どの よう 
な 時 に , どの コマ ンド を どう 使う か . この Know How は それ ぞ れ の ユー ザー が , 経験 を 積ん で 修得 
する ほか は な い の か も 知れ ませ ん . し か し 本 書 に より , 各 コ マン ド の 機能 の 詳細 は 理解 する こと が で 
きま す . 後 は それ を どう 応用 する か の 問題 な の で す . 

で は , プロ グラ ム の フロ ー チ ャ ー ト の 作成 ソース ・ フ ァイル の 作成 っ アセ ンプ ルー デバ ッ グ 一 完 
成 まで の 全 手 順 を 実習 し て み ま し ょ う . 


5.1 作成 する プロ グラ ム の 目的 


ツー ト ・ プ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 ツー ト は , 事務 用 アプ リケーション ・ プ ログ ラム を ど で 
欠く こと の で き な い 機能 で あり , ABC 順 や ,。 アイ ウエ オ 順 に 文字 列 を 並べ 替え た り , 数 値 を 小さ い 
(また は 大 きい ) 順に 並べ 大 え た た りす る 機能 の こと で す . 

今回 作成 する プロ グラ ム は , その 最も 基本 的 な も の で あり , メモ リ 上 の 1 バイ ト の 値 (00-FFH : 
0 -255) を , 小さ い 順 に 並べ 替え る 作業 を 行わ せる も の で す . プロ グラ ム の 仕様 を 次 に 示し ます . 


実習 で 作成 する プロ グラ ム の 仕様 


メモ リ 上 の , アド レス 4000H か ら 4FFFH ま で の 4 K バ イト に スト ア さ れ て いる | バイ ト 単 位 の デー 
ー タ (00-FFH) を , 小さ い 順に 同じ エリ ア の メモ リ 内 て 並べ 替え よ . 

この プロ グラ ム が 実行 され た 時 に は , プロ グラ ム 実 行 開始 の メッ セー ジ を , 終了 の 時 に は , プロ 
グラ ム 終 了 の メッ セー ジ を コン ソー ル に 出力 せよ . また , プロ グラ ム 終 了 と 同時 に CP プ M に 戻る 
室 紀 。 


要する に , アド レス 4000Hー4FFFH の 4 K バ イト の RAM 上 の 無 秩 座 な デー タ ( 1 バイ ト 単 位 ) を , 
同じ エリ ア 内 で 小さ い 順 に 並べ 准 え れ ば よい の で す . 

で は , この プロ グラ ム 名 を “SORT? と し て , 作業 に 取り 掛か り ま し ょ う . 作業 開始 か ら 完成 まで の 
基本 的 な 手順 を 図示 し て お きま す . 
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CP/M に よる マシ ン 語 開発 実習 


*DDT* で デバ ッ グ 


ダメ 


LOAD” で 即 実行 可能 な COM フ ァイル に 変換 


Figure-5.1.1 “SORT? プ ログ ラム 開発 手順 


5.2 フロ ー チ ャ ー ト の 作成 


読者 の 中 に は , この 程度 の も の な ら フ ロー も 何 も ちい ら ず , キー ボー ド に 向っ て 直接 ソー ス ・ プ ログ 
ラム を 叩き 込ん で 行け る 方 も 多い と 思い ます . 実は 筆者 も 確たる 見 和 逃し も 立っ て いな い の に “フロー 
ナァ ャ ー ト より キー ポ ボード ” の 競 本 に 負け て し まう 一 人 を の で す 。 し か し , フロ ー チ ャ ー ト を 書く こと 
こそ , ソフ トウ ェ ア 開 発 を 能率 よく 最短 時 間 で 行う た め の 大 原則 な の で す . フロ ー チ ャ ー ト を 書く こ 
と は 時 間 が か か っ て めん どう な 仕事 で す が , 結局 それ が 最短 コー ス で ある こと は 誰 も が 認め る と ころ 
で す . 簡単 な アデ ログ ラム で あっ て も , 極力 フロ ー を 書き まし ょ う . 

さて , この SORT” プロ グラ ム を 本 書 の 例題 向き に , 筆者 が 考え た フロ ー チ ャ ー ト を , Figure-5. 
2.1 に 示し ます . この プロ グラ ム を 実現 する 手法 は , 他 に も 幾 通 り も ある と 思い ます . の ちほ ど , 読者 
自身 も 別 の や り 方 で デザ イン され る こと を お 勧め し ます . 


この プロ グラ ム の フロ ー の 要点 を 解説 し て お きま し ょ う . 
(1) まず ポイ ンタ と し て , D, E お よび H, し レジ スタ に , ソー ト ・ デ ー タ ・ エ リア の 先頭 アド レ 
ス 4000H を セッ ト し て お きま す . 
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ソー ト 対 象 デ ー タ 範囲 4000H 一 4FFFH の 4K バ イト 
比較 基準 デー タ C レ ジス タ (00 一 FFH) 


被 比 較 デ ー タ の ポイ ンタ H, し レジ スタ 
ソー ト ・ デ ー タ の スト ア ・ ポ イン タ D, E レ ジス タ 


| D. E レ ジス タ に 4000H を セッ ト |-- - --- ソ ー ト ・ デ ー タ の スト ア ・ ボ ポイ ンタ 
er 科 比 較 デ ー タ の ポイ ンタ 
Agiooc 比較 基準 デー タ 


[(H), (L) ] を & レ ジス タ に セッ ト |------ 被 比較 デー タ を 取り 出す . 
トーーーーー 比較 基準 デー タ と 比べ る . 


ーー いこ (次 ペー ジ の その 2 へ ) 


NO 


軸 、 に レジ スタ を リ イ ン シク リ メ シ トニ ーー マー デー 被 比較 デー タ の ポイ ンタ を 進め る . 
H レ ジス タ を A レ ジス タ に セッ ト 


ーーーー デ ー タ の 最終 ポイ ント ま て 比較 し た か の チェ ッ ク . 
A レ ジス タニ =50H か ? 4FFFH の 次 は 5000H. 


YES 


0 レジ スク を | イン クリ メシ ト |--ー-ーー- 比較 基準 デー タ を 次 の 値 に セッ ト -. 


NO D 


D レ ジス タ を H レ ジス タ に セッ ト 
E レ ジス タ を し レジ スタ に セッ ト 


終了 メッ セー ジ 出 力 


Figure-5.2.1・a “SORT* プ ログ ラム の ディ ー テ イル ・ フ ロー チャ ー ト (その 1 ) 


に = ご | に の ーc デ H, し を D, E と 同じ ボイン タ に し , 再度 比較 を くり 返す . 


YES 
C レ ジス タ =00 か ? ーー デーーーーー コ ーーーーー- 00-FFH の すべ て の 値 に つい て 比較 し た か の チェ ッ ク . 
FFH の 次 は 00. 
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(⑤5) 


ソー ト の 心臓 部 . 

小さ い 順に 設定 され て 行く C と レジ スタ の 比較 基準 
デー タ と 一 致す る も の は 全部 D, E レ ジス タ が 指 
す ポ イン タ の デー タ と 交替 , 入れ 替え を する . 


ポイ ンタ を 進め る . 


Figure-5.2.1・b *SORT? ッ プロ グラ ム の ディ ー テ イル ・ フ ロー チャ ー ト (その 2 ) 


C レ ジス タ に , ソー ト す る デー タ の 最小 の 値 で ある 00 を セッ ト し ます . この 値 は ルー プ ご と に 
次 々 と イン クリ メン ト さ れ ま す . 

4000H か ら 始 まる H, し ポイ ンタ を 次 々 と 進め な が ら , 耳 , ルレ ジス タ で アド レス され る メモ 
リ の 内 容 と , C レ ジス タ の 値 を 比較 し て 行き ます . 

も し 一 致し た デー タ が 発見 され た ら , その デー タ を D, E セ レジ スタ で アド レス され る メモ リ に 
スト ア し ます . スト ア を 行う 前 に 。 そ こ に あっ た デー タ を , 一 致し た デー タ が あっ た アド レス 
(H, し ポイ ンタ ) に 移し 替え て お きま す . 入れ 替え 処理 を 行っ た 後 , DE お よび 耳 ,、 し ポイ 
ンタ を それ ぞ れ 1 つ 進 め て お きま す . 

同様 に , H, し ポイ ンタ を 次 々 と 進め な が ら , H, 上 レジ スタ で アド レス され る メモ リ の デー 
タ と , C レ ジス タ の 値 を 比較 し て 行き ます . 一 致し た デー タ が 発見 され た ら 再 び 4) の 処理 を 行 
いま す . 

デー タ ・ エ リア の 最後 (4FFFH) まで 比較 検査 し た ら , 次 は じ レ ジス タ の 値 を 1 つ イ ンク リ メ 
ント し て , 5) の ルー プ を , 今度 は 1 つ 大 きい 新しい デー タ (C レ ジス タ の 値 ) を 基 に くり 返し 
ます . 

この よう な こと を 同様 に くり 返し , C レ ジス タ の 値 が , 最大 デー タ で ある FFH を 過ぎ る と , 全 
デー ダ の ツー ト が 完了 し た こと に を なり 。 こ と の プロ グラ タム は 終了 し ます , 


以上 の 要点 を 図 化し た も の を Figure-5.2.2 に 示し て お きま す . な お , メッ セー ジ 出 力 の 部 分 は “ シ 
ステ ム ・ コ ー ル ” と 呼ば れる 機能 を 使い ます が , これ に つい て の 詳細 は , 次 巻 「 応 用 CPM」 で 解説 
し ます , 
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ポイ ンタ =D, E 


メモ リ 上 の 被 ソ ー ト ・ デ ー タ 


----  @ デ ー タ の 一 致 を 発見 . 


ポイ ンタ H, し 
順次 比較 し て 行く 


D, E ポ イン タ 


@ 一 致 デ ー タ の 入れ 奉 え 処 理 を 
行い , さら に 比較 作業 を 進め 
て 行く . 

も う 1 つ 新た な 一 致 デ ー タ を 
発見 . 


@ その デー タ の 入れ 替え 処理 を 
行い , 同様 に 比較 作業 を 進め 
て 行く . 


ーーーーーー 一 ーー 


H, L ポ イン タ 


D, E ポ イン タ 


@ デー タ の 最終 アド レス (4FFFH) 
まで チェ ッ ク し た な ら ぱ , 今 
度 は C じ レジ スタ を 1 つ イ ンク 
リ メ ン ト し て 同様 の 作業 を く 
り 返 し て 行く . 


ーーーーーー- テ 


H, L ポ イン タ 


Figure-5.2.2 C レ ジス タ を 使っ た 実際 の ソー ト 手 順 
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5.3 アセ ンプ ブ プリ ・ ソ ー ス ・ フ ァイル の 作成 


使用 レジ スタ や , その 目的 な ど を あら か じ め , きち ん と 定め て か ら , ソー ス ・ フ ァイル の 作成 に 取 
りか か り ま す . 深く 考え な けれ ば な ら な い 部 分 は 紙 の 上 に 書い て 検討 し ます が , そう で な いも の は ど 
ん どん キー ボー ド か ら 叩 き 込ん で 行け ば よい で し ょ う . 但し , その 場合 , プリンタ 用 紙 を ケチ ら ず に 
ふん だ ん に 使用 する こと / リス ト の 変更 が あっ た 場合 は , た と え ぇ 僅か な 変更 で も , どん どん 新しい 
リス ト を プリ ント アウ ト す る こと . これ が ミス の 少な い ソ ー ス ・ フ ァイル を 早く 作成 する 秘訣 で す . 

使用 する ディ スケ ッ ト は , 新しい ディ スケ ッ ト (物理 的 に 新しい と いう 意味 で は な く , "クリ ア な ? 

と いう こと ) 上 に CPM シス テム と 共に , 少な く と も 次 の 5 つの プロ グラ ム ・ フ ァイル を コピ ー し 
て お き , その ディ スケ ッ ト 上 て で 各 作 業 を 行う の が 能率 的 で し ょ う . 


AaA>DIR ) 


人 As ED COM 』 ASNM COM 』 DDT CONM 』 LOAD CON 
ns BTAT CN 
仙 > 


Figure-5.3.1 プロ グラ ム 開 発 の た め に , ディ スク 上 に 用 意 し て お く フ ァイル . 


で は , ED に より ソー ス ・ フ ァイル を 作成 する 作業 を 始め ます . 
*SORT . ASM” と いう ファ イル 名 で ED を 起動 し . イン サー ト ・ モ ー ド (TI コマ ンド ) に 入り ま 
9 


A>ED_ SORT. ASM ) 


NEM FILE 
1 フー x テ 
11 Figure-5.3.2 


ソー ス ・ フ ァイル の 作成 。 


イン サー ト ・ モ ー ド に 入っ た ら 。 次 に 示す ソー ス ・ リ スト を キー イン し て 行き ます . 
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きま ニー デニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー デビ デモ = 
SURT PRUBRAM for CP/N Learning Bystem 着 2 
1 This program SORT 日 bit data at addres5s 40OOH to 4FFFH (4K by モ es) 


5 ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ by Y。MURASE === 


ロ RG 1OOH 
DATTOP EQU 400OH 3sDATA AREA TOP ADDRESS 
DATEND EQU 4FFFH 3DQTA QRREA END ADDREBS 
ENDADR EQGU (DATEND+1) SHR 日 #HIGBH 日 BIT OF NEXT "4FFF*' = く 4 
BD0S EQU OOOSH SYSTEM CALL ENTRY PUINT 
LX1 D。MSGSTRT 「 
MVI C。9 5 ) 
CALL BDOS #) START MESSAGBE DUT SYSTEM CALL 
LXI D。DATTOP 5#SET TOP ADR IN D,E 
LXi H。DATTOP #SET TOP ADR IN H,L 
MVI CO 3SET O INC 
NEXT1g 
MOV nM #BET DATA 
CMP に CUMPARE MITH C 
JZ SQRT IF a=C JUMP SORT』 
| *THIGB STEP NUT Q=C。 BD NEXT DATA 
INX H 3SET HL FOR NEXT DATA ADR 
| *CHECK ロ F DQTA END が と 
NEXT24 MOV Q。H 3BET HIGH 日 BIT OF NEXT DQTA ADR 3 
CPI ENDADR 3 COMRARE MITH HIGH 日 BIT 0F BUF END RDR 
JNZ NEXT1 #IF NOT END。 GU NEXT DATA 
*THIS STEP END 0F DATA BUFFER 
INR C #SET NEXT PATTERN 
JZ DONE 3IF ヒビ =O JUMP PRUBRAN END 
# *THIS STEP C=NEXT PATTERN。 CONT INUE 
MOV H。D 
MDV し 。E 3) ADJUST D。E = HL 
JMP NEXT1 5C=NEXT PATTEKN QND BOD LOOP 
1 *THIS STEP QA=C。 SORT THE DATA 
BURTs 
LDAX D 5 ) 
MOV M, 人 5 ) 
MDV A。 ビ まう 
BTAX D #)DDNE DONE DATA EXCHANBE PRDCEBS 
INX D # INCREMENT SORT DATA STORE PDINTER 
INX H '# INCREMENT DATA PHINTER 
JMP NEXT2 JUMP CHECK DATA END RUUTINE 
# *PRUBRAN END。 RETURN TO CP/N 
DONE* 
LXIi D。MSBEND 「 
MVI C。9 ) 
CALL BDOS #) END MESSABE OUT SYSTEM CALL 
RET 3END UF THIGB PRDGRAM。 RETURN TO CP/M 
MSBSTRT』 DB ODH,OAH。" SGDRT PROBRAM START NOM.・・・.・.." 。ODH。OAH。” を" 
MSBENDs DB ODH。 ORH。 "FUNCTIDN CUMPLETE* 。ODH。OAH。* を * 
END 


。 Figure-5.3.83 “SORT" の アセ ンプ リ ・ ソ ー ス ・ プ ログ ラム 
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ED の 機能 を フル に 活用 し , ソー ス ・ フ ァイル が 一 応 完成 し た ら 次 の ステ ッ プ に 進み ます . この 時 点 
で は “SORT に 関し て , 次 の 2 つの ファ イル が 出来 て いる こと で し ょ う . 


Figure-5.3.4 
ソー ス ・ フ ァイル が 出来 上 っ た 時 点 で の "SORT? 
に 関す る ファ イル . 
5.4 ソー ス ・ フ ァイル の アセ ンプ ブル 
アセ ンプ ブル の 実行 を Figure-5.4.1 に 示し ます . 
、A>ABM SORT ) 
| CP/M ASBEMBLER - VER 2。.Q 
O16E 
OOOH USE FACTOR 
ReENBI-V Figure-5.4.1 
人 > アセ ンプ ブル の 実行 . 


この 例 で は , アセ ンプ ブル ・ エ ラー は 発生 せ ず , 無事 に アセ ンプ ブル が 終了 し まし た . 出来 上 っ た オプ 
ジェ クト ・ コ ー ド が 100H か ら 16DH の 6EH バイ ト 長 で ある こと な ど が 示さ れ て いま す . も し アセ 
ンプ ブル ・ エ ラー が ある 場合 は , その つど エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 出力 され , また , アセ ンプ ブル に より 生 
成 さ れ た PRN ファ イル を 見 る こと に よっ て も , リス ト 上 の どこ の ライ ン が 何 の エ ラー で ある か を 知 
る こと が で きま す . 

アセ ンプ ブル が 終了 し た 時 点 で は Figure-5.4.2 に 示す よう に , HEX と PRN の ファ イル が 生成 され 
で いひ まず 。 


| 

A>DIR SORT.*/ 

Qi SURT ASNM 』 SORT BAK 』 SORT 
> 


Figure-5.4.2 全 “SORT” ファ イル の 確認 . 
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>TYPE SORT.PRN 


人 ーー デニ ニニ テニ ニー ニー デニ ニー ニ テニ ニニ ニテ ニニ ニー ニー ニニ ニテ ニニ ニニ デニー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニモ ニニ ニニ ニニ = ニ mmmpinpmrmnmmamanmanmnnmmemm 
和 SRT PRUBRAM for CP/M Learning Bystem 幕 2 
まき Thi55 program SURT 日 bt data at address 40OOH to 4FFFH (4K bytes) 


1 ニー ニャ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ ==ー by Y。 MURASE === 


ORG 10OH 
DATTOP EQGU 4000H #DATA AREA TOP ADDRES8 
DATEND EQU 4FFFH #DQTA AREA END ADDRESS 
ENDADR EQU (DATEND+1) SHR は #HIGH 日 BIT DF NEXT "4FFF' = '50? 
BDOS EQU O00SH 3SYSTEN CALL ENTRY POINT 


LXi D,MSGSTRT MM 
MV1 C。9 ) 
CALL BD0S 8) START MESSAGE DUT SYSBTEM CALL 


LXI D,DATTQP 3SET TOP ADR IN Dj』E 
LXI H, DATTOP #SET TDP ADR IN H。 し 
MVI C,O SET O INC 


MOv A。M sBET DATA 
CMP 5 COMPARE MITH C 
dZ #TF A=C JUMP SORTs 

*THIS STEP NOT A=C。 GD NEXT DATA 
1NX # SET HL FDR NEXT DATA ADR 

*CHECK DF DATA END 
MOv BET HIBH B BIT DF NEXT DATA ADR 
CPI 3 CDMRARE MITH HIBH 日 BIT DF BUF END ADR 
JNZ 3TF NOT END。 GBD NEXT DATA 

*THIS STEP END DF DATA BUFFER 
INR SET NEXT PATTERN 
dZ # ITF C=O JUMP PRDGRM END 

*THIS BTEP C=NEXT PATTERN。 CONT INUE 


NOV 5) DJUST D,。E = HL し 
り MP 5C=NEXT PATTERN AND GO LOOP 


*THIS STEP =C。 SORT THE.DATA 


#) DONE DNE DATA EXCHANBE PROCESBB 

3 INCREMENT SORT DATA STORE POINTER 
5INCREMENT DATA POINTER 

#JUMP CHECK DATA END ROUTINE 


*PRDGRAM END。 RETURN TO CP/M 
LXI / 
MVIi 3 ) 
CALL #) END MESSAGBE DUT SYSTEM CALL 
RET 3 END ロ F THIB PRODGRAM。 RETURN TO CP/M 


ODOAS さ 4FS2NSBSTRT』 DB ODH,。 OAH。 " SDRT PROGRAN START NOM- ・ <。・ < 。ODH。OAH。" 
ODOA465S4EMSGEND』 DB ODH,。OAH。" FUNCTIODN COMPLETE* ,ODH。OAH。" 


END 


Figure-5.4.8 PRN ファ イル の タイ プア ウト . 
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5.5 DDT に よる デバ ッ グ 


プロ グラ ム の デバ ッ グ を 行う 前 に , まず 4000Hー4FFFH 間 の メモ リ に , 適当 に ラン ダム な デー タ 
を 用 意 し て お か な く て は な り ま せん . 本 来 な ら ば , この エリ ア に は , デー タ ・ エ ント リ ・ シ ステ ム な 
どか ら の デー タ が 入力 され , それ を この SORT? プ ログ ラム が 値 の 小さ い 順 に 整理 する , と いう こと 
"に な る わけ で す . 

ラン ダム な デー タ と し て , ここ で の デバ ッ グ 用 に は "DDT . COM? 自身 の マシ ン 語 コー ド を 代用 し 
て 4000H か ら ロ ー ド し ます . 

その 実行 と デー タ の 確認 を Figure-5.5.1 に 示し ます . 


AA>DDT) --- 


DDT VERS 2.2 

ーF さ 3O0O。 60OO。 OO 7 
2 半生 
ーR さ FOO 7 だ 生 っ ーー 
NEXT PC 

53OQ _O10QO 

ー-FSOOO。 6000 ょ OO0 ナ ーー 
ー-DSFDO。SO2FP 7 --------- 出 


さ FDO OO OO OO し 手提 
さ FEO QO_ 00 PCPSEEEERORRED 
さ FFO OO QOO OO QO QO POSEREEEEE 


。 5 の / y ガ S ] プ ラム で ソー トド さ れる 

| 4ooo <・・・ デ . CUPYRTGHT 

4O1O (C) 198O。 DIGITA 

402O L _ RESEARCH 

403O DDT VERS 2。.2*$1。。 

4040 POOLUPPPLEY YRE 
CPPPEHPIYES FPP 
< 性 。X。。。。 DX 。。。。。 て 
。。。Z 。。 て 符 。 〇 ) 。 〇 。。。 
POR YY KEI 
フー 。。!f。P て ロキ @。。。。 
oo の oss so の gs: 受 
還 PPEHL II・52・(・P EE 
AL ト も 学 あ 7 
< 1 。 ロ KK。。。。。 
<・ こ ロロ ェ ロロ 。。 < < 
oo の 。。! わ 。D て ロロ ま 〇 ss 


an B D H BP 
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DDT に よる デバ ッ グ ブ 
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ee 
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4FOO し の 間 全 か な oi2r 
4F1O 1 の すす キア 
4F2O 4 とこ ュ ア oc 宮上 
4F さ O 計 生 53ZINa: 光 ea 
4F40 es: の Data 
4F5O eee: あ | 
4F6O TE ーー 
4F7O ーー メン 本 に 本 Se 
4FBO OE ーZ 。 。。 を に 圭 。 MIE 
4F9O 者 
4FAO Se eoaEaS な 7 な 26 
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4FCO E 9 全 電 記 生 EN 
4FDO へ 重り 本 。。。。。 ま 。。 の 香り 。 
4FEO 人 


|4FFo )。X。。。 <・ ーー 日 
ソー ト ・ プ ログ ラム の 対象 は ここ ご まで 


Sooo oo oo'oo oo oo oo oo 人 
So1o oo oo oo oo oo oo oo 0 ーーー 
に アバ) OO OO OO OO OO OO QO し 生生 


ー へ ビー-ー--- Ctrl-C で リプ ー ト し て , CP/M に 戻る . 
人 > 


Figure-5.5.1 デベ ッ グ の た め に , ラン ダム ・ デ ー タ を 作る . 
ソー ト さ れる デー タ の 準備 が 終っ た ら , “SORT . HEX” の イン テル HEX 形式 の オグ ジェ クト ・ 


ファ イル を , DDT を 使っ て メモ リ に ロー ド し ます . Figure-5.5.2 に , ロー ド と 2 3 の DDT コマ 
ンド の 実行 を 示し ます . 
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^A>DDT SORT 。HEX ) - 一 - 一 DDT を 起動 し , ASM に より 生成 され だ HEX オ プ ジ エ フト ・ フ ァイル を ロー ば ド する. 


DDT VERS 2.2 

NEXT PC 

OleE oooo 

ーD10O。16F リー - 一 SORT プ ロブ ラム の マシ ン 語 の 委 認 . 

37 oo 0 の 。 タ SS 。 和 2 。 導 ks 

C2 の 3 で 。。%。 の 15P。s 。。 < 
1 SB bk。。・・wy・・ 芋 。。。。X 
5 さ 52 。。。・・・・-・BDRT PR 
52 2E OGRAM START NOw. 
OA 49 。。。・-・・ ま 。。FUNCTI 
54 7B ON COMPLETE。 .$. て 


ーB1OO。125 最初 の デー ツガ 見 つか つ だ 時 点 の アド レス , 125H に プレ ー ク ・ ポ イン ト を 置い て 最初 か ら 実 行 . 
SORT PRDGRAM START NOM.。。。..。 SORT プ ロ プ ラム か ら の 出力 . 
*O125 ーーー 一 125H で ブレ ー フ が グ ガ か 
ーT2O ナ - 一 一 続け て 20 ス テッ プ を トレ ー フ 実行 

、 COZ 1MOE 1 1 1 =OO B=OOOO D=400O H=40 さ E S=O10O P=O125 
COZ 1MOE111 =O1 B=OOOO D=4000 H=40SE 8=O10O P=O126 
COZ1MOE111 n=O1 B=OOOO D=4000 H=40 さ SE B=O100 P=O127 
COZ 1MOE 1 1 1 A=OO B=OOOO D=4000 H=40SE 8B=O10O P=O128 
COZ 1MOE111 QA=OO B=OOOO D=40OOO H=40O さ E 5S=O10O P=O129 
COZ 1MOE1 1 1 QA=OO B=OOOO Ds=40O1 H=4OSE BmO1OO P=O12A 
COZ 1MOE 1 1 1 QA=OO B=OOOO D=4OO1 H=40 さ F =O1OO P=O12B 
COZ 1MOE 1 1 1 QA=OO B=OOOO D=4OO1 H=4O さ F BeO1OO P=O116 
COZ 1MOE 1 1 1 An=4O B=OOOO D=4OO1 H=40 さ F 8=O1OO P=O11 フ 7 
C1ZOM1E11I1 =40 B=OOOO D=40O1 H=403F 8=O100 P=O119 
C1ZOM1E111 =40 B=OOOO D=4001 H=40SF SB=O100 P=O110 
C1Z7OM1E111 QA=O2 B=OOOO D=4001 H=40 さ SF 8B=O10O P=O1 1 1 
COZOMOEO1 1 Qn=O2 B=OOOO D=4001 H=40 さ F 8B=O10O P=O112 
COZOMOEO1 1 =O2 B=OOOO D=40O1 H ロ =40 さ F =O1OO P=O115 
COZOMOEO1 1 =O2 B=OOOO D=4OO1 H=4O4O 8B=O1OO P=O116 
COZOMOEO1 1 Q=4O B=OOOO D=4OO1 H=4O4O =O1OO P=O11 フ 7 
C1ZOM1E111 QA=4O B=OOOO D=4OO1 H=404O =O1OO P=O119 
C1ZOM1E111 Q=4O B=OOOO D=4OO1 H=4040 B=O1OO P=O11O 
C1ZOM1E111 Qn=C5S B=OOOO D=4001 Hm=4040 8B=O10O P=O111 
COZOM1E111 Q=CS B=OOOO D=4001 H=4040 =O10O P=O112 
COZOM1E11I1 An=CS B=OOOO D=4001 H=4040 8B=O10O P=O115 
COZOM1E1 11 Qn=C5S B=OOOO D=400O1 H=4041 =O10OO P=O116 
COZOM1E111 =40O B=OOOO D=4OO1 H=4O41 =O1OO P=O11 ア 7 
1ZOM1E1 11 =4O B=OOOO D=4OO1 H=4O41 8=O1OO P=O119 
C1ZOM1E111 QA=4O B=OOOO D=40O1 H=4041 =O1OO P=O11O 
C1ZOM1E111 QA=CS B=OOOO D=4OO1 H=4041 =O1OO P=O1 1 1 
COZOM1E111 QA=CS B=OOOO D=40O1 H=4041 =O1OO P=O112 
COZOM1E111 Qn=C5S B=OOOO D=4001 H=4041 =O10O P=O115 
COZOM1E111 =CS B=OOOO D=4001 H=4042 8S=O10O P=O116 

、 COZOM1E1 1 1 Q=40 B=OOOO D=40O1 H=4042 8=O10OO P=O117 
C1ZOM1E111 Q=4O B=OOOO D=40O1 H=4042 S=O1OO P=O119 O11Oo 
C1ZOM1E111 QA=4O B=OOOO D=40O1 H=4O42 B=O1OO P=O11O A。M*O111 


の p 


きる の エ ェ ウ ワズ ワ ロ 
に ご 
さら エピ 

<】 ひ 


エ の ロジ の 
し ニコ 


ーD4OOO』4O0OF ) ーー 一 上 の トレ ー ス か ガ ら , 口 の デー マガ 入れ 替 つ だ こと が 分 かる. 
400O BC OF ヒ さ さ D O1 4 さ 4F SO S9 52 49 47 4 54 20 。..-=.COUPYRIGHT 
ーD403O, 4OSF / 


| 403O 44 44 54 20 56 45 52 5 く 20 さ 2 2E さ 2 24 さ 1 [Q1| O2 DDT VERS 2。2$1。。 


Figure-5.5.2 DDT に よる “SORT . HEX” の ロー ド と デバ ッ グ 作業 . 
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この 後 さ ら に , DDT の 機能 を フル に 活用 し て デバ ッ グ 作業 を 行い ます . 通常 の 場合 は 「 バ グ あ りー 
ED で ソー ス ・ リ スト 修正 一 再 ア セン ブル っ DDT」 こ の くり 返し に な り ま す . 

DDT で 本 プロ グラ ム を デバ ッ グ する 場合 , 次 の 点 に 注意 し て 下さ い . 本 プロ グラ ム の 最終 出口 は , 
CPM に も どる た め に , `RET? (C9H) を 用 いて いま す . DDT 上 で , プロ グラ ム を 最後 まで 走ら 
せる 時 に は , この “RET? の アド レス で プレ ー ク を か ける か , また は RET を ^RST 7? (FEFH) 
に 変更 し て か ら 行 っ て 下さ い . さも な いと 暴走 する こと に な り ま す . 

プロ グラ ム の 修正 を くり 返し ,。 バグ は な いと 判断 で きれ ば , 次 に “COM” ファ イル を 作り , さら に 
いろ いろ な 条件 で テス ト を 行い ます . (も ちろ ん 最初 か ら COM ファ イル を 作っ て , デバ ッ グ に 利用 し 
て も か まい ませ ん ). 

注 ) 4 章 の 4.6「DDT コマ ンド 」 の 項 で さら に 詳し く 本 プロ グラ ム の デバ ッ グ を 行っ て いま す . 必 

ず 参 照 し て 下さ い . 


5.6 COM フ ァイル を 作り , 総合 テス ト 


プロ グラ ム が 一 応 機能 する らし い の で , LOAD コマ ンド で , この 場合 の 最終 プロ グラ ム 形 体 で ある 
*SORT . COM” を 作り , 総合 的 な テス ト を 行い ます . 

アセ ンプ ラ に より 生成 され た “SORT . HEX〉 か ら , SORT . COM” に 変換 する LOAD コマ ン 
ド の 実行 を , Figure-5.6.1 に 示し ます . 


、A>LOAD SORT) 
FIRST ADDRESS O10O 


LAST ADDRESS O16D 
、 BYTES READ OOGeE 
RECORDS WRITTEN O1 


6 Figure-5.6.1 
> LOAD コマ ンド で COM ファ イル を 作る . 


LOAD コマ ンド の 実行 が 終り , メ ッ セ ー ジ に 示さ れ て いる よう に , プロ グラ ム ・ バ イト 長 6E(HEX) 
の オプ ジェ クト が 出来 まし た . 
ここ で , すべ て の “SORT? に 関す る ファ イル を STAT コマ ンド で 見 て み ま し ょ う 。 
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A>STAT SURT。* / 


Recs Ext cc 
14 R/M aiSORT . QSN 
14 R/M ASDRT 。 BQK 
1 R/M aiSURT 。 CU 
さ KR/Ms Ri SURT. HEX 
| 22 R/M AiSURT 。 PRN 
Bytes Remaining ロ n Qi 204k 
Figure-5.6.2 
2 すべ て の SORT” ファ イル の 確認 . 


この よ うに 最終 的 な YSORT . COM” を 得る た め に , これ だ け の ファ イル が 開発 途上 で 作ら れ た わ 
け で す . 

で は , 最終 的 な 形体 の YSORT . COM” の テス ト を 始め まし ょ う . その 前 に , 再び DDT を 使っ て 
Figure-5.5.1 と 同様 に 。 あ ら か じ め ラ ンダ ム ・ デ ー タ を 用 意 し て お きま す . 

デー タ の 用 意 が で きた ら , “SORT . COM” を 実行 し ます . それ を Figure-5.6.3 に 示し ます . 


A>SORT 


SORT PRUGRAM START NOM。. . .-・. < 
この 間 に ソ ー ト 作業 ガ 行 われ て いる 
FUNCTIHN CUMPLETE Figure-5.6.3 


> 一 応 完成 し た "SORT* プロ グラ ム の 実行 


一 応 , 目的 通り START メッ セー ジ が 出力 され て か ら , 少し 時 間 が か か り , 終了 メッ セー ジ が 出力 
され て CPM に も どっ て いま す . 

問題 の 4000H-4FFFH 間 の デー タ は どう な っ た で し ょ う . ちゃ ん と ソー ト さ れ た で し ょ うか ? 実 
行 後 の ゲ ー タ ・ エ リア を DDT の ダン プ ・ コ マン ド て で 確認 し た も の を Figure-5.6.4 に 示し ます . 


405O OO OO OO OO OO OO OO oO oO Qoo OO OO OO OO OO OO 。。。』 に て で に に に ドー・・・・・ 
406O OO OO OO OO OO OO OO OO OO OO QQ OoO OO OO OO OO = =・・ ユ = 
407O OO OO OO OO OO OO OO QO oO OO _QO OO oO OO _QO OO 。。 = に ユニ ーー 
4O0BO OO OO OO OO OO OO Qo OO OO OO oO OO OO oO QooO OO 。。 に = に ーー 
4090 OO OO OO OO 0O 0O OO QO oO OO QQ OO OO OO 00 OO 』 に a に ド ュ ュー トド トト トー・ 
40AO OO OO OO OO OOQ OO 0QO OO 00 0QOQ 00 00 0QO oO 0O 00 1 。。 に 1 
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2222224444556666 
666666777778HBB 晶 
BB ワ 999999999 ョ 4 33 
3 3853 くべ くく ーー ニニ デー 
トー キー キー ネー ネー テー キー ネー ミー ネ ーー ネー ミー ネー ネー キー 
に に ヒル ルオ ルネ タネ ナタ カナ ナル 】 
ラッ ッッ テラ > ププ ウフ フフ 9 る 0⑳⑳ 
939999QQRQAAAAAAAA 
ATA121A1212121214TATAT2T4T2T4121 
RAABBBBBBBBCCCCC 
CCCECCCCECCECCCCCC 
CCCCDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDEEEE 
EEEEEEEEEEEEEEFF 
FFFFGBSBBBGGGBGBGHHH 
HHHHHHHHHHHHT Ti 
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EL 


Figure-5.6.4 実行 後 の ア デー タ の 確認 . 


この よう に , きれ い に 小 さい 順に 並ん で いま す . 一 見 , 正常 に 機能 を し て いる よう で す が , この 結 
果 は ほん と うに 正しい の で し ょ うか . これ を 確か め る 方 法 は 4000H-4FFFH 間 の も と の デー タ を , 
00 が いく つ あ る か , 01 は いく つ あ る か , 02 は いく つ あ る か , …… と 調べ て 行き , 結果 と 比較 すれ ば よ 
いわ け で す . し か し , 4 KK バイ ト も の デー タ を 人 間 が 行う の は だ いぶ シン ドイ 話 で す . 幸い 筆者 は 
昔 作 っ た MMON′ (M モ ニタ ) な る も の に , バイ ト ・ サ ー チ の 機能 が ある の で , この プロ グラ ム を 
利用 し て 結果 の チェ ッ ク を 行っ て み ま し た . 

再び DDT を 使っ て , 元 の ラン ダム ・ デ ー タ を 作り ,MMON” で チェ ッ ク を 行っ て いる 様子 を Figure- 
5.6.5 に 示し ます . 
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A>MON ) 


ーB_4OOO サー チ ・ コ マン ド で , 4000H…4FFFH 間 に ある “34H” の デー タ を 捜し 出す . 
44EB さ 4 
49B8 さ 4 
4CBF さる 4 
4DBD 34 


ーS_4000 4FFF BAJ 次 は “BAHX 
- 49C7 BA C2j」_ 
4FCC BA C9 1 ご これ だ け あ つた だ . 


ーB_4OOO_4FFF_FO7 災 は *FOH? 
4 さ D7 FO OF 

48ES FO 97| so っ と 

4B34 FO F5 


-S 4000 4FFF FC フーーー- は FoH 
4ECO FC FA」- 
和 な に 0 | これだけ あ つた. 


Figure-5.6.5 結果 の 詳細 な 検証 . 


この よう に Search 4000H-4FFFH で , “34′ が 4 個 , BA” が 2 個 , “FO′ が 4 個 , FC” が 2 
個 存在 し て いる こと が , 判明 し まし た . Figure-5.6.4 の 結果 と 照 し 合わ せる と , 合致 する こと が 確認 さ 
れれ まず 。 

プロ グラ ム は 完全 に 機能 し た よう で す . し か し まだ 安心 し て は いけ ませ ん .「 ほ か の デー タ な ら ど う 
か ? 」,「 並 び 方 が 特別 な 場合 は ? 」」 な ど な ど , あら ゆる ケー ス の 場合 を 想定 し て , フロ ー チ ャ ー ト の 
見 直し や 実 動 テ スト を くり 返し て か ら , や っ と 「 実 用 可能 」 と いう こと に な る の で す . 

以上 が , CPM の み を 使っ た , マシ ン 語 の ソフ トウ ェ ア 開 発 の 一 例 で す . 最後 に この プロ グラ ム の 
マシ ン 語 で ある “SORT . COM” を DUMP コマ ンド で て 示し て お きま す . 


AA>DUMP SORT 。 CONM / 


QOQO 
Oo010 
0020 
OO3O 
OoO4O 
OOQOSO 
OO6O 
Q07O 


仙 > 


Figure-5.6.6 ソー ト ・ プ ログ ラム "SORT . COM” を ダン プ し た も の . 
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注 ) この “SORT? プロ グラ ム は , 簡素 化 の た め に スタ ッ ク ・ ポ イン タ を ユー ザー・ プ ログ ラム で 
あら た に 設定 せ ず に , CPM の 使用 し て いる スタ ッ ク ・ ポ イン タ を その まま 使っ て いま す .。 
CCP か ら ユ ー ザ ー・ プ ログ ラム に 制御 が 移っ た 時 点 で は , CCP 内 の 7 レベ ル の スタ ッ ク が 
使用 可能 で す . も し これ より スタ ッ ク が 深く な る プロ グラ ム で は , この 方 法 を と る こと が で 
きま せん の で , ユー ザー・ プ ログ ラム 内 で スタ ッ ク ・ ポ イン タ の 処理 を する よう に し て 下さ 
い .。 但し 。 シス テム ・ コ ー ル 内 で は スタ ッ ク を 消費 し ませ ん (シス テム ・ コ ー ル 内 部 で 処理 
され る ). 従っ て ユー ザー は , シス テム ・ コ ー ル 内 の スタ ッ ク に つい て まで 考慮 する 必要 は 
あり ませ ん . 


以上 の 開発 に は , CPM に 付属 の 開発 ツー ル の み を 使用 し まし た が , マシ ン 語 開発 ツー ル に は , さ 
ら に 強力 な も の が 各社 か ら 発売 され て いま す . 

例え ば ,、 デジ タル リサ ー チ ナチ 社 の "MAC", “RMAC” は , CP/M 上 で 走ら せる ソフ トウ ェ ア 開 発 の 
た め の , 非常 に 便利 な 各種 ルー チン を , ライ ブラ リ 形 式 で 含ん だ , 8080, Z80 両 用 の マク ロア セン プ 
ラ で あぁ あり, ~RKMAC” は さら に リロ ケー タブ ル ・ マ クロ アセ ンプ ラ に な っ て いま す . 

また 同社 か ら は , Z80 用 の デバ ッ ガ と し て , DDT と コマ ンド ・ コ ン パ チ ブ ル な シン ボリ ッ ク ・ イ ン 
スト ラク ショ ン ・ デ バッ ガ “ZSID” が あり ます (第 4 章 Figure-4.6.7 参 照 ). 

マイ クロ ソフ ト 社 の “MACRO-80′ も , 8080, Z80 両 用 の リロ ケー タブ ル ・ マ クロ アセ ンプ ブラ で あ 
り , この アセ ンプ ラ か ら 出 力 さ れる オプ ジェ クト 形式 が , 8 ビッ ト ・ マ イク ロコ ンピュータ の リロ ケ 
ー タ ブル ・ オ プ ブ ジ ェクト 形式 の 標準 と な っ て いま す . 

(これ ら の 開発 ツー ル の 使用 実例 は , 次 巻 の 「 応 用 CPM」 で 紹介 し ます .) 

開発 ツー ル は その 他 に も , 異種 CPU や , 16 ビ ッ ト CPU と の クロ ス ア セン プラ を 始め , 各種 豊富 
に そろ っ て お り , この 環境 の 良さ は , CPM 以外 に は 望め な いで し ょ う . 
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あと みき 


本 書 「 実 習 CPM」 に より , 今 ま で 使っ た こと も な か っ た , 幾つ か の 有用 な コマ ンド を 発見 され た 
方 も 多い と 思い ます . 本 書 は , CPM の 実用 書 と し て , 内 容 , 読み や すさ る 共 , 読者 側 に 立っ て 実際 
に 使える” 書 と し て 構成 し まし た . きっ と 多く の ユー ザー か ら 愛 用 し て いた だ ける と 思い ます . 

本 シリ ー ズ を 通し て , 何 か お 気付 き の 点 が ご ざい まし た ら , アス キー 出版 の 出版 部 まで お 知ら せ 下 
され ば 幸い で す . 


CPZM シリ ー ズ 第 3 巻 (最終 編 )「 応 用 CPZM」 で は , CP ン M 上 で 走る マシ ン 語 開発 に 不可 欠 
の 「 シ ステ ム ・ コ ー ル 全 解 説 」 を 始め , COBOL, FORTRAN, BASIC, PL ン 1, PL ン M, PASCAL, 
RORT 朋 。 も 。 な ど , 代表 的 な 言語 に よる ソフ ト 開 発 を , 同一 テー マ を 対象 に 紹介 する 「 各 種 高 級 
言語 に よる ソフ トウ ェ ア 開 発 実習 」 や , 今 話題 の ビジ ネス ・ プ ログ ラム の 実行 例 紹 介 . それ に , リロ ケ 
ー タ ブル ・ マ クロ アセ ンプ ブラ に よる モジ ュー ル 別 マシ ン 語 開発 法 ,。 マク ロラ イブ ラリ の 利用 法 な ど を 中 
心 に , CPM の 高度 な 応用 に つい て 解説 し ます . 

今 , CP ン M を 取り 巻く 状 勢 は . ます ます 活発 に な り , 大 手 企業 が 本 格 的 に CPM へ の 参入 を 開始 
し まし た . CP/M 人 口 は さら に 急速 度 で 拡大 し て 行く こと に な る で し ょ う . 
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A 
NSROPR3IROYSIRYSSXORRKGSNSSSSSdeiSSSEYS<3SZGBcSISGS303 145 
ersidgsoetreeeindpeigsesieeosstieseaesSooSieteeaetes rs 75 
7 潜 SMKkdunSatiaddgaAZeS3REAGGGaris な GS 38,140 
aux キヤ リー が eeeePEOSEeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeees 155 
| 
時 dsaioeorekikGesSaiiveGve な psik&swonis 99,100,145 
本 員 GT くい dVryhoinaesayieoeYA eK PCD 4 
DO 人 0CaFaoig8SESOeG2dVaioXGSSAPanGSa3 11,162 
人 BTO に aakedsavewewdeedeedsseateivesz 11,173,176,180 
日 OBMotofERTREGOGY4Ocsoaaavgssaacdia5os 173,176 
Bi 75 
C 
es 11 
COM CG32EOPSCYR YSRSRAWH5Aiae'scsa sg 38 
(6】 9 JE 記 SO スス いて た よっ 5,124 
EARPSIKEO29NERRCEY24235RBZSSSEYAOSSSK2 127 
Cocossiekeosaveyekeveeyrrwae3keoGs dess3eeeaes 3 
CPM 3 
CP/M シ ステ ムペ ドド 11,16,171 
D 
1 0) 370OOO ス ACT て SPOT 145 
icotcitcvesxoesagieyuicecsesSSSiee2asiood 153 
eivs2220o2eGieevtG5eeecSSGeeeigzwrgtepe 35 
TDM PetgioMSRo iiReSpSYGSRSSP2RSESIRGZS 25 
DMA ペ バッ ファ エリ リア erroreereeeeeent 25 
1 0 の だけ て て キマ YY で Orr テン 99,102 
1 510 に 2 17,25 
TDIUUIM PddrtsevexeerseeSSGnicews<Soceaise 14,164 
居 
1 OPDECCOCCPCPCECCCPCCCCCCCCCCECETEEECEKTKETEEEELHEKYESKY 99,103 
NOePY2tGHRS4REC22M ま る SS なさ る 6 な 127 
0 99,124 


1 PT 52 
PO 75 
「 コ 

ed44Y2S2226 人 acORG26SSGe 記 GS 99.104 
Royviksdesodaaee<3O4 な SSSSaes2236rmmss 25,160 
G 

(HogeUeKwi OWNG5GVE3 お 0SYias 99,106 
H 

ShesisieaigezdSdeaecpeSGSrsSis み xt 99,106 
| 

TP 99,109 
IEEE-488 で momo 6 
1N essecoeeitoeearszMaSYSdwE が GSREaeae 125 
0 7,24 
TPTL… い ドド ドド ドド Sh5Sa 20 
| 剛 

30D2H0SRNRS28 が SS な Sex が Sie 99,110 
OAD で eedtesovoreorYeesoRPocroeirsetueeerseing es 150 
本 aveesaseeszsseszieenizeS2RaSSsEYeSawa ss 6,124 
LeeeeeeesesseseereseSasrrsesaaairnisaeiawisaos 145 
M 

MSUaeknHS2S2TSAESreSeSSidlsEieeisSSSrS9eA53 145 
MOWV……… ド ドー ドド eeeeeeesaeeeeeeesree 145 
MOVCPM……ー ド ドド ee 173 
N 

NN で nshoekeessesssessesysesvigeYGEG る 3 な を 99,111 
NULL 124 
O 

0 99,113,135 
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OR 145 
0 11 
OU 126 
P 

PT 86 
PIEP ジ ペラ メー ニュ タ roscsessrsszevssuepyprswesssteeeyaos 95,99 
PreeessssssessssoseesenesazsiteGaeeeSSsSeeee 100.117 
PRN Eee 124 
PON 6,124 
Q 

EEHERRPPRTPPEREEREPEPPERRPREERTREED 100,118 
R 

R PROCPPDPLLLPCCLPCCCLLCOCPCLCCLCLCPLLCDCCOCCLLLOLCLL 100,118 
RS oc で essedeeasesgsee る 92RSSGSRGRG 5,124 
REN…… ド oi 47 
RS-2320oeoeoeooooo 6 
Ri 55,72,75 
Re 56,72,75 
S 

OPC 100,118 
SAVE…ee 60 
Si 145 
[COCO 71 
SUBIMTT…ttooteeessmereeeetaesoaaercrseesiesinemepsaeses 165 
SYS PCOOCCOOPCCOCCCOCOCLPLCOCLLUDCCOLOOCLOCUDLCCLKOCLCCCLUDLLKOLL 41 
SYSGEN eee 170 
T 

Tn POCCCCDCOCCCCCLCCCCLPCOUUCCCCLCCLEOOOCCCDLLLULULL 100,119 
FPPA OPCULCCPPULLLULUCLLCLUCLLLLCLLLLI 11,25,60,62,161,173 
PPEtraeseesreeosruesesstimesawgstssssagszezszese 14,43 
U 

0 EEC 100,120 


10 に 1 01 ECCCOCCCCCODCCCCCUUHUHKCHKLCKCHCCCCXCD 67 
V 

ーー ドー 100,120 
W 

W PPCCCULCCUPCCPPCULLLCPCCCCCUCCCCLCCCLCCCCCULCCCUCULCU 100,121 
Z 

メス ヨ … 100,121 
Z80 PPEPCCCPCUPPEKKCCCLLCKEKCCCKLCCCCCMLLCLLLUUULLLLUUUULLELD 3 
P 

アク セス ・ ア トリ ビ ピュー トト ooeeeoeeenrnn 73 
アグ ディ ダグ PPPPPCPCPCCCPCPCPCCLPPLLPCLLLCLLLCCCCLCCCULL 20 
デザ ii 91 
アス キー・ キ ャ ラク タ PEPPCCCCCCCCCCCLLLPCLPLCLCLLKLI 153 
アス キー・ ファ イル PROCPCCCCCLCCPLCCCCEECCPPTYYYY 14,43,99 
アセ ンプ ラ ……: て フス PC つい つう 65,140,185 
アト リ ビ ュ ー ト OOCCCCCCCLCLLLCLCLUCLCCDCCCCCCCCCC 35,41,75 
7 だ ベネ アク 提 PPPERPREPPPRPPPPEPEEPPEPPTEPPOTECEE 128,136 
イニ シャ ル ・ プ ログ ラム ーー ローク oroereernenn 20 
ウォ ー ム ・ ス ター ト ・ ベ クト ル … iriemeeent 23 
ウォ ー ム トス タート ドド ooo 72 
ウォ ー ム ・ プ ブー ト DPECCOOOCCLCDDOOCCCOC 21,64 
エク ステ ンション で eee 38,134,166 
エク ステ ント ーー ドー 84 
エディ ッ ト ・ バ ベッ フ アド eee 127,129 
エラ ー・ メ ッ キ ーー ジ デー ドド emmt 32.65 
オプ ジェ クト コー ド oooeoeeeeeenerneern 153 
オプ ジェ クト ・ フ ァイル PPPCPCCCPCPCPCECPPPPPCCLCTEKYKLD 113 
オマ ラン ドド oo 146,153 
オペ レー ショ ンー コー ドド に に に に いい 146 
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カ 

紙テープ パン チャ ooeeeeeeeerenrnererrrreeo 6 
紙テープ ブ ・ リ ーー タダ ター ドド one 5 


カレ ント ・ ユ ー ザ ー・ エ リア oooeeereererern 57 
擬似 イン スト ラク ショ ン OO 146 
キャ リー POCCCCCCLCLLECEEECPYYYYYYYEYYYEYYYYYYYYYYCCCCLKLKKIJ 155 
個数 iii 155 
コー ルド ・ ス ター トド oe 72,78 
コー ルド ・ ス ター トロ ロー タダ に eee 17 
コー ルド ・ プ ー ト ロー クタ omorottt 17,20 
コマ ンド メニ ュー 80 
コン ツー 7 ル heineersessvsossonrosascsssesesssses 4,5,40,123 
コン ソー ル ・ デ ババ イス ooo 91 
コン ピュ ー タ PODCCPPPUCCCPPPCCCPPPUPPPPCPCCCPCLEEPLLCLCPCLLEL 3 
サ 

サ プ ミ ッ ト ・ フ ァイル ーー ドド oen mm 165 
シー ケン シャ ル ・ フ ァイル FPPPPPPPCPCPLTPCLPLLLLLLLL 74 
周辺 装置 OOCCCOOUPCCCCCCULCCLLCCOCCKYKKKKCLKEKKKKOCCKKKLLLJ 4.5 
シス テム エリ アド に に 21 
シス デム コー ルー ドド ドド 24,25,164,188 
シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア eo emono 21 
s グ 区 デハ ディ スケ ッ ト POPCUCCPUCCULLPCLCPCLLLLL 16,180 
ジス デム トラ ッ ク PCDDUCCUCCCCCPCYCKYKYYYYYYY 17,19, 171 
ジャ ンプ ・ ベ ペク トル … ドド ooeemeeeenereerrnrrnnr 162 
スキ ュー POCCCCCPCCLLPCCLLCCPCCCCCCCCCCCCCCCCLDCCCCCCLC 17 ,40 
スキ ュー プ テ ク グ POPLCCLCLCLCPPLLLPDCLLDPCUOLCLLLLULLLKLI 18 
スタ ッ ク ・ ポ イン タ POCCCDUCLCLDUULULULLLLCLCUCLLLLCLLCCLL 155 
セク タ PPPCCCPCLCCCPDULLCPDCLLLCPCCLCCCLCCCCCOCCCCCDCCCCCCL 16,40 
セン トロ ニク ス 規 格 PCOPPPLLLCPLUPCCCPCCLCLLLD 6 
ツー ス ・ ディ スケ ッ ト POCPCPPPCPPYPTTPPCCPPPPPPECPPYEYTPD 89 
EERGOOOOONOOOTPPPPPTPPPTRERRTRRPPRRRPPTPTTTTD 75 
が 之 ドウ ェ ダ ザ OOUOUOCEYEETPYYYIYIYYYEYPYEIEYIYYEPEEYPPCPYCYLYS 4 
タ 

タプ ・ ス ペー スー ドド ドド ドド 100 
ナチ ャ ネル ・ ス イッ チ ナチ PPOPCCCLPPCLPCLLPCLLLLLPLLPCLLCLLLKYLD 23 
デイ スク ャ アロ ケー ショ ジャ マッ ププ" ぐ ぐ 41,75 
ディ レン ンク ACEECCEEECECCCEECEEETEEEHEEEEEEEEEEEI 4 
チオ スグ ・ ドラ イブ TTY 4 
ディ ォ レ ク ト リ POPPPPPPPPPPEEEPYYYEEEYYPPEEYYYEI 17,41,51,83 
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デバ ッ が ガ が 上 河和 人 人 153,161 
ボウ eecfoetteeeeeeeeaeieess 156 
テン ポラ リバ フイ テイル で で の 上 上 128,129 
ドウ イデ DCCCLCCCCCPCPEETEPYTPPPTYYTTPEYTYYYTYTLCLLCKKLKLLLLLKEKI 4 
トラ ッ ク OUPPPPPCCEEEEYYTPPPYEYYEPPEYYYYPYPYTYYYYYYYYYYYYY 16,17 
トラ ンジ ェ ン トコ マン ド … ド の だい い い 15 
トラ ンジ ェ ン ト ・ プ ログ ラム スス … に で や iiieiit 161 
ナ 

ニー モニ ミッ クト ド eeeeeeeeeeeeeneeeeee 146 
ヌル レコ ヨー ドド ドド ドド 99,109 
ノ \ 

ペー ドウ ュ essereesSSSds 32damdeaeeseetn 3 
ヘ ペー ド ・ デ イィ スク ドド 4,84 
バッ クア ッ プ ・ フ ァイル (0 間近 134 
バッ チ 処 理 …ー ポ ドド ドド ーー 165 
パリ ティ ・ ピット ooeoeoeooeeneoeenrnererernt 100,121 
2 パチ ナッ ゲバ イス DOCOOCPCOOCCOOCPLCCCPCCCCCLCLLLLLL 92 
ビル トイ ン ・ コ マン ド PCOPCCPCDCUCOPCPLULCOPCPCLCCOLLOLLL 14 
ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ プ ブロック ……tt… 25,160 
ファ イル マッ ンチ ドド だ に に に に mm 50,54,74 
の イ ジ カ ル * デバ イ レ と レ SOHC 5,23,79,124 
の 8 クル COCCOPEEPCECEETPCEEPPEEPPPPHEEPPPEPPPPEEPEPPPPPPPPEPD 6 
プレ ーー クタ ・ ポ ドイ ント oooeeeererrererrerrrrir 154 
プレ ー ク タ ・ メ タッキー ジ デー ドド ooeerrrerrr 135 
フロ ー ナ チャ ー ト ht 185,186 
デブ デ ロウ ロ グラ ム ・ カウ ンタ PROCCPPPPCEEYEYPPPTTYYEYEEY 154,155 
ヘッ ドウ ライ シン ドウ 17 
2 ウド ロー owaseeeyesivseeegusgeereoawrserewa 17 
マイ iii 155 
ミニ フロ ッ ピ ー・ デ イス クー memeoemeoeemererenn 4,16 
ヤ 

ュー ザー・ エ リア ir 11,21,67,99,106,161 
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レ 4 

ライ ト ・ プ ブロ テク タクト ooeooeoeeeeeeerenrnrrnr 76.85 
ライ ン ・ ア セン プラ ター ドド ooeoerernerererrer 62 
ライ ン ・ ア セン プル ECOCUCCCCDCLCLCCCCLKLLLLCLCLLL よ いい 153 
ラシン ダム ・ ア クセ ス ・ フ ァイル PPPPTPPPYYTYYTPLLTTLYD 74 
ラン ダム ・ レ コー ド ・ ポ ポジション … の eee 25 
リー ダ ・ テ デズ バイ スー ドド に 94 
リー ド ・ オ ン リ ーー ドド ドド ドド ーー ツー 55,85 
リー ド / ラ イト POCCCOCLCULCCOCCLCCLKCCCCCCCCOCCCCLCLCCCLCCLL 89 
リス ター トペ クタ トル の に 25 
中 炊 ト ドッ アデ パイ 久 seeeeeeseae eeeeeeeeeeeeeeeaea eeeee 93 
リネ ーー 47,50 
リブ イート ドド 23.64,78 
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リロ ケート 11,180 
ログ イシン ディ スク ee 24,28 
ロジ カル ・ エ クス テン ト FOOCCCCCCCCCCPEEYEPCPYYYYYTY や 73,74 
ロジ カル ・ プ の SN 共 PCOCCDLLEEEEEEECTEEEESEEI 5, 23,79,124 
半 DOCUCCCCCKKCCCLLPCLPLPDCLCCCKEKKCCCKECCDLLKCCCCCCCCCCUCLOLLULE 135 
$ DIR COOCCCCCCEYTYCYYYTYYKEYCKYKYKYKKLKCCCCKKCCCCLLECCDDLLKI 76 
$ R/O PCCCCCCCOCCCCLCCCLLCLLCCCCLLCCCLCLLLDCLLCCCDCOLLOLLLL 75 
$R/W POPCPPPPCPPPCUCPCPPCTEKKCCDLCKKPLPCCCCCKKCCCUCCCCCLCCOLL 75 
$ SYS PROCCCCCLCOLLULLLLULLLCLUPCCLCLCLCLUCDUCCLCCDCOOCCCLCLL 75 
aeasdnikassseaeniaetsceakassesutese4dseiketigaessiais diss 135 
だ PPPCPCPYPEKYLPCPCCCCCCLLCCCOCLCCCCLCLCCULLCLCLLLLLCLCLLLLL) 135 


よ よ よ 了 よ よ よ よ トト 著者 落書 きよ よ よ よ よ まま まま 


村瀬 康治 

筆者 に と っ て , アン ケー ト は が き の 批 評 は , よ か れ あし か れ , た 
い へ ん うれ し いも の で す .「 入 門 CP/M」 に つい て , その 中 の 愉快 な 
ー つ を 紹介 し た いと 思い ます . 


[全文 ]「 初 め て CP/M に つい て 知っ た 私 に も ,、 よく わか り ま し た . 
(マイ コン 歴 1 年 ) も う 一 息 く わし く , と 思い ます が , 続 巻 に 期待 し 
て 目 を つぶ : る こと に し ます . FM-8 買っ た ら , CP/M 走 ら せ る か ら 
ね / 大 学 に 入る まで 待っ て て .」 


岡山 の Y .T さん, どうも あり が と う 。 出版 部 の スタ ッ フ も 一 同 , 
大 笑い し まし た . し か し 世間 は と っ て も 冷た く , アス キー の 人 達 も 
みん な 根 は いい 人 ば か りな ん で す が , きっ と 待っ て いて くれ な いと 
思い ます . で も 大 丈 夫 . その 気力 さえ あれ ば , すぐ に 追い 付き , 追 
い 越 し て 行け る で し ょ う . が ん ば っ て ね . 

話 は 変っ て , 筆者 の メイ ン ・ マ シン の CP/M は , UNIX like( ? ) 
の CP/M な の で す . この CP/M シ リー ズ を 書く た め に , スク リー ン 
OUT を 必要 に 応じ し て 、 そ の まま ファ イル に し て し まう 機能 を , BIOS 
に 追加 し た の で す . 

コン ソー ル も “ファイル” に な り 得 る UNIX に , そこ だ け は 似 て い 
ます . 起動 時 に は ,`Book CP/M′ な ど と , 変 な メッ セー ジ が 出 ま 
テレ ビ 朝 日 技術 局 勤 務 

初版 時 35 才 
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